蠅 
男 


海 野 十三 


問題の 「蠅 男」 と 呼ばれる 不可思議なる 人物 は、 案 

外 その 以前から、 われわれと おなじ 空気 を 吸って いた 

の だ。 

只 われわれ は、 よも やそうい う 奇怪 きわまる 生物が 

身辺 近くに 棲息して いような どと は、 夢にも 知らな 

かった ばかりだった。 

まことに われわれ は、 へいぜい 目に も 耳に もさと く 

裏 街の 抜け裏の 一 つ 一 つ はいう におよ ばず、 溝板の 下 


ねずみ しがい 

に 三日 前から 転が つてい る 鼠 の 死骸に いたる まで、 

なに 一 つと して 知らない もの はない つもりで いる けれ 

ど、 しかし 世の中と いう もの は 広く 且つ 深くて、 かず 

おどろ 

かずの 愕 くべき ものが、 誰に も 知られる ことなく 密 

まいぼつ 

かに 埋没され ている ので ある。 

この 「蠅 男」 の 話に しても、 ことによると われわれ 

は、 生涯 この 奇怪なる 人物の こと を しらずに すんだ か 

も 知れない の だ。 なにしろ この 「蠅 男」 がま だ 世間の 

注意 を ひかない まえにお いて は、 これ を 知ってい たの 

は 「蠅 男」 自身と、 そして ほかにもう 一 人の 人間 だけ 

だった。 しかも その 人間 は、 事実 彼の 口から は 「蠅 男」 


いちごんはんく  しゃべ 

の 秘密 をつ いに 一 言 半句 も 誰に も 喋り はしなかった 

の だから、 あと は 「蠅 男」 さえ 自分で 喋らなければ、 

い つまで も 秘中の秘 として ソッ として 置く ことができ 

たはず だった。 「蠅 男」 も 決して 喋り はしなかった。 

なんとい つても 彼 自身の 秘密 は、 世間に 知られて 好ま 

しい ものではなかった から。 

それほど 堅い 大 秘事が、 どうして 世間に 知られる よ 

うに はな つたので あろう か？ 

それ は、 臭いであった。 

ばいえん  ふしど  おおさか 

煤煙の 臥床に 熟睡して いた グレ— ト大阪 が、 ある 寒 

い 冬の 朝 を 迎えて 間 もない ころ、 突如と して 或る 区画 


に 住む 巿民 たちの 鼻 を 刺戟した 淡い 厭な 臭気 こそ、 こ 

の 恐ろしい 「蠅 男」 事件の 発端で あつたの だ。 

みょう にお 

妙な 臭い 


大阪人 は 早起き だ。 

それ は 師走に 入って 間 もない 日の 或る 寒い 朝の こと、 

まだ あたり は ほの 明るくな つたば かりの 午前 六 時と い 

うに、 商家の 表 戸はガ ラガラ とくり 開かれ、 しもた 家 


では 天窓が ゴ ソリと 引き 開けられた。 旅館で も 病院で 

も 学校で も、 鎧 戸の 入った 窓が バタン バタンと 外へ 開 

かれ、 遠くの 方から バスの エンジンの 音が 地 響 をう つ 

て 聞え てく る。 …… 

「なん やら。 —— 怪 つたいな 臭が しとる」 

「怪 つたいな 臭？  やっぱりそう やった。 今朝から 

うちの 鼻が、 どうかして しもたん やろ と 思と つたん や 

しィ。 —— ほん まに 怪 つたいな 臭 やな ァ」 

「ほん まに、 怪 つたいな 臭 や。 何 を 焼い てんね やろ」 

旅館の 裏口 を 開いて 外へ 出た コックと お手伝いさん 

と は、 鼻 を クンクン いわせて、 同じような 渋面 を作リ 


あった。 

すみよし く  てづ かや ま 

ここ は 大阪の 南部、 住吉 区の 帝 塚 山と よばれる 一 区 

画の 朝だった。 

「この 臭 は、 ちょっと ァレに 似と る やない か」 

「え ッ、 ァレ いうたら 何の こと や」 

「ァレ いうたら  そら、 焼 場の 臭 や」 

「ああ、 焼 場の 臭？」 お手伝いさん は 白い エプロン を 

急いで 鼻に あてた。 「そう やそう やそう や。 うわ ァこ 

ら焼 場の 臭い やが ナ」 

そのうちに、 臭い を 気にする 連中が、 あとから あと 

ひさし 

へ と 起きて きて、 てんでに 廂 を 見上げたり、 炊きつ け 


かまど 

たばかりの 竈の 下 を 気にした りした。 だが この 淡い 

臭気が、 一たい 何処から 発散して いるもの か、 それ を 

突き止めた 者 は 誰もな か つ た。 

ワイ ワイと、 近所の 騒ぎ はます ます 激しくな つて 

ぶえんりょ 

いった。 しかも 臭気 はます ます 無遠慮に、 住民た ちの 

鼻と 口と を 襲った。 

東京の ビジネス • センタ— 有 楽 町に 事務所 を もつ 有 

ほむら そうろく 

名な 青年 探偵の 帆 村荘六 も、 この 騒ぎの なかに、 旅館 

の 蒲団の 中に 目 ざめ た。 彼 は 或る 重大 事件の 調査の た 

め、 はるばる この 大阪へ 来て いたのだった。 そして 昨 

夜から、 この マス ャ 旅館に 宿泊して いた。 


「 — や、 どうも。 帝 塚 山 はたい へん 静か だとい う 話 

だった が、 こう 騒々 しいと ころ をみ ると、 あれ はわ ざ 

と 逆の 言葉 を 使って、 皮肉 を 飛ばした つもりな のかし 

ら」 

彼 は 寝不足の 充血した目 を こすりながら、 起き あ 

たレ ぜん  ま お 

がった。 そして 丹前 を 羽織る と、 縁側に 出て、 雨戸 を 

ガラ ガラと 開いた。 とたんに 彼 は、 ； W のように 顔 をし 

かめて、 

くさ  にお 

「おう、 臭い。 へんな 臭いが する」 

と 吐き だすよう に 云 つ た。 

前の 往来で、 臭 評定 をして いた 近所の うるさ 方 一同 


は、 突然 ガラ ガラと 開いた 雨戸の 音に 愕 いて、 ハツと 

お喋り を 中止した が、 帆 村が 自分た ちと 同じように 鼻 

を クンクン いわせて いるの を 見上げる や、 一せ いに 二 

ャ ニヤ 笑いだ した。 

「お客さん。 怪 つたいな 臭が しとります やろ」 

「おう。 これ は 何処で やって いるの かネ。 ひどい ネ」 

「さあ 何処 やろ かしらん いうて、 いま 相談して まんね 

けれど、 ハツ キリ 何処 やら 分らし め へん。 —— お 客 さ 

かざ 

ん、 これ 何の 臭 や、 分って です か」 

「さあ、 こいつ は —— 」 

とはいつ たが、 帆 村 は あとの 言葉 を そのまま 嚥 みこ 


んだ。 そして 彼 は 帯 を 締めな おすと、 トン トンと 階段 

を 下りて、 玄関から 外に 出た。 

「えらい 早う まんな。 お 散歩 どす か」 

奥から 飛んで 出て きた 仲働きのお 手伝い さんが、 慌 

やき いん  げた 

てて 宿屋の 焼 印の ある 下駄 を 踏 石の 上に 揃えた。 

「ああ、 この辺 はいつ もこん な 臭いが すると ころな の 

かネ」 

「いいえ イナ。 こない な 妙な 臭 は、 今朝が 初めて だす」 

「そうかい。， I で、 この辺から 一番 近い 火葬場 は 何 

処で、 何 町ぐ らい ある ネ」 

あまく さ 

「さあ、 焼 場で 一番ち かいと ころ 云うたら —— 天草 だ 


すな。 ここから 西南に 当って まっしゃ ろな、 道のり は 

小 一 里あります な」 

「ゥム 小一 里、 あまく さです か」 

「これ、 天草の 焼 場の 臭いで つし やろ か」 

「さあ、 そいつ はどう も 何ともい えない ネ」 

帆 村 は 「行って おいでやす」 の 声に 送られて、 ブラ 

リと 外に 出た。 別に 彼 は、 この 朝の 臭気 を 嗅いで、 そ 

れを 事件と 直覚した わけで もな く、 また こんな 旅先で 

彼の 仕事と も 関係の ない こと を 細かく ほじく る 気 もな 

かった。 けれど、 彼の 全身に みなぎつ ている 真実 を 求 

める 心 は、 主人公の 気づかぬ 間に、 いつしか 彼 を 散歩 


しゅうき ただよ まっただなか 

と 称して、 臭気 漂う 真只中に 押し やって いたのだった。 

それ は 一 種 香ばしい ような、 そして 官能的な ところ 

も ある 悪臭だった。 彼 は 歩いて いるう ちに、 臭気が た 

ちんでん 

いへん 濃く 沈澱して いる 地区と、 そうでな く 臭気の 淡 

い 地区と が あるの を 発見した。 

(これ は 案外、 近いと ころから 臭気が 出て いるに 違い 

ない！) 

みなもと 

臭気の 源 は 案外 近いと ころに ある。 もし それが 遠 

いところ にある もの なれば、 臭気 は 十分 ひろがつ てい 

て、 どこで 嗅いでも 同じ 程度の 臭気し かしない 害 だつ 

た。 だから 彼 は、 この場合、 臭気の 源 を 程近い 所と 推 


定 したの だった。 

では 近いと すれば、 このような 臭気 を 一体 何処から 

出して いるの だろう？ 

きびす 

帆 村 は 再び 踵 を かえして、 臭気が 一 番 ひどく 感ぜ 

られた 地区の 方へ 歩いて いった。 それ は 丁度 或る 町角 

になって いた。 彼 は そこに 突立った まま、 しばらく 

あ」： り 

四囲 を 見 まわして いたが、 やがて ボンと 手 をう つた。 

「 —— おお、 あすこに いい ものが あった。 あれ だ、 あ 

れだ」 

そういった 帆 村の 両眼 は、 人家の 屋根の 上 をつ きぬ 

そび 

いて ニョッ キリ 聳えた つてい る 一 つの 消防 派出所の 


大櫓 に ピン づけに な つていた。 

あの 半鐘 櫓 は、 そ もい かなる 秘密 を 語ろうと はす 

る？ 


灰色の 奇人 館 


r ォ— ィ君、 なに か 臭く はない かァ」 

と、 帆 村 は 櫓の 下から、 上 を 向いて 叫んだ。 

上で は、 丹前に 宿屋の 帯 をし めた 若い 男が、 櫓 下で 


わめ 

なに か 喚きた てて いるのに 気がついた。 といって 彼 は 

当番で 見張り 中の 消防 手な の だから、 下りる わけに も 

行かない。 そこでお いでお いで をして、 梯子 を 上って 

こ いという 意味の 合図 をした。 

「ょォ し、 ではい ま 上る  」 

しり はしょ  てつば しご 

帆 村荘六 は、 そこで 尻 端折 リ をして、 冷い 鉄 梯子に 

つかまった。 そして 下駄 を はいた まま、 エッチ ラオ ッ 

チラ 上に のぼって いった。 上に のぼるに つれ、 すこし 

風が 出て きて、 彼 は 剃刀で 撫でられる ような 冷 さを頰 

に 感じた。 

や め 

「 —— なんです ねン、 下から えらい 喚いて いて だした 


が」 

えり あご  うず 

と、 制服の 外套の 襟で 頤を 深く 埋めた 四十 男の 消防 

き 

手が 訊いた。 彼 は 帆 村が 下駄 を はいて 上って きたのに、 

あき 

すこし 呆れて いる 風だった。 

「おお、 このへんな 臭いだ。 ここで もよ く 臭います ね。 

この 臭い はいつ から 臭って いました か」 

「ああ この 怪 つたいな 臭いです かいな。 これ 昨夜から 

してました がな。 さよう、 十 時 ごろで したな。 おう 今、 

えらい プンプン しますな」 

「そうです か。 昨夜の 十 時 ごろからで すか」 と 帆 村 は 

肯 いて、 今 はもう 八 時 だから 丁度 十 時間 経った わけ 


だな と 思った。 

「 一 体 どの辺から 匂つ てく るので しょう」 

「さあ？」 

と、 消防 手 は 首をかしげて、 帆 村の 顔 を 見守る ばか 

りだつた。 彼 はどう やら、 帆 村の 職業 を それと 察した 

らしかった。 

「風 は 昨夜から、 どんな 風に 変り ました か」 

「ああ 風 だす か。 風 は、 そうですな ァ、 今 も 昨夜 も、 

ちっとも 変って えし ま へん。 北西の 風 だす」 

消防 手 だけに、 風向き をよ く 知っている。 

「北西と いうと、 こっちになります ね。 どうです、 消 


防 手さん。 こっちの 方向に、 なに かこう 煙の 上って い 

るよう なと ころ は 見えな いでし ようか」 

帆 村の 指す 方角に、 人の いい 消防 手 は チラ リと目 を 

やった が、 

「さよです なァ、 ちょっと 見て みま ひょう」 

といって、 首に かけて いた 望遠鏡 を 慣れた 手つきで 

取 出す と、 長く 伸ばして、 一 方の 眼に おしあてた。 

「いかがです。 なに か 見える でしよう」 

「さあ  ちょ つ と 待 つ とくな はれ」 

の  ちぢ 

と、 彼 は 望遠鏡 をし きりに 伸ばしたり 縮めたり して 

いたが、 そのうちに、 


「 —— ああ、 あれ かもしれ へん」 

と ん きょう 

と、 頓狂な 声 を 出した。 

「ええ ッ、 ありまし たか」 

帆 村 は 思わず、 消防 手の 肩に 手 を かけた。 

きし ひめ 

「三 町 ほど 向う だす。 岸 姫 町と いうと ころ だすな。 ま 

あ、 これに 違いない やろ 思い まつ さ。 ひとつ 覼 いて ご 

らん」 

帆 村 は、 消防 手の たすけ を 借りて、 望遠鏡 越しに そ 

の 岸 姫 町の 方 を じっと 眺めて みた。 

「 —— な、 見えます やろ。 どえらい 不細工な 倉庫 か 病 

院 かと いうよう な 灰色の 建物が 見え ま つ しゃろ」 


「ああ、 これ だな」 

「見えました やろ。 そしたら、 その 屋根の 上から 突き 

えんと つ 

出しと る 幅の広い 煙突 を ごらん。 なん やしらん、 セメ 

ンが 一 部剝 がれて、 赤 煉瓦が 出て るよう だすな」 

「ゥ ン、 見える 見える」 

「見えて でしたら、 その 煙突の 上 を ごらん。 煙が 薄く 

出て いまつし やろ、 茶色の 煙が …… 」 

「おお 出て いる 出て いる、 茶色の 煙が ねえ」 

帆 村 は、 腕が しびれる ほど、 望遠鏡 を もちあげて、 

破れ 煙突から 出る 煙 を ジッと 見守って いた。 

あの 煙突から、 昨夜の 十 時から 今朝まで も、 あのと 


おり 煙が 出つ 放しなん だろう か？ そして あの 煙突の 

下に、 果して 臭気の 原因が あるの だろう か？ 

「あの 建物 は、 なんです かねえ」 

「さあ 詳しい こと は 知り ま へんけ ど、 この辺の 人 は、 

あれ を 『奇人 館』 というて ます。 あの 家に は、 年齢の 

ハ ッ キリ せん 男が 一 人 住んで いるそう やと 云う こと だ 

す」 

「ほう、 それ は あの 家の 主人です か」 

「そうだつ しゃろ な。 なんでも 元は 由緒 ある ドクトル 

かなん かやった という こと だす」 

「外に 同居人 はいない のです か、 お手伝いさん とか」 


「そんな もの は 一人 も 居ら へんと いう こと だす。 尤 

も 出入の 米屋さん とか 酒屋さん とかが おます けれど、 

家の 中の こと は、 とんと 分ら へんと 云う とります」 

「その ドクトル とかいう 人物と は 顔 を 合わさな いので 

す 力」 

「そらもう 合わす どころ や あれへ ん。 まず 注文 はすべ 

て 電話で します の や。 商人 は 品物 を もっていって、 裏 

口の 外から 開く 押入の ような ところに 置いて くる だけ 

や 云うて ました。 すると そこに 代金が 現金で 置いて あ 

ります の や。 それ を 黙って 拾うて くるん やと、 こない 

な 話 だすな。 そや さかい 向う の 家の 仁に 顔 を 合わさし 


ま へん」 

「ずいぶん 変った 家です ね。 —— とにかく これから 一 

つ 行つ てみ ましょう」 

そういって いると ころへ、 電話の ベルが けたたまし 

く 鳴り だした。 消防 手 は 素早く 塔 上の 小 室に 飛び こん 

で、 しきりに 大声で 答えて いた。 それ は 同じく この 臭 

気に 関する ものの ようであった。 それ は 消防 手が 再び 

帆 村の 前に 現われた とき 明白に な つ た。 

力 力 

「 —— いま 警察から 電話が 懸 つ てき ましてん。 この 

け  かざ 

怪 つたいな 臭が お前と こから 見えて え へ んか 云う 質問 

だす。 こら、 なんか 間違い ごとが 起つ たんです なァ。 


や あえら いこと になり ましたな あ」 
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帆 村 は その 足で、 すぐさま 奇人 館の 前に 行った。 

なるほど、 それ は 実に 奇妙な 建物だった。 よく 病院 

びん  ガラス 

の 標本 室に 入る と、 大きな 砂糖 壜の ような 硝子 器の 中 

に、 アル コ —ル漬 けにな つて、 心臓 や 肺臓 や、 ときと 

しさ ゅラ 

すると 子宮な どと いう 臓器が、 すっかり 色彩と いう も 


かたま リ 

の を 失って しまって、 どれ を 見ても ただ 灰色の 塊 で 

しかない というの が 見られる。 この 奇人 館 は どこか そ 

の アル コ —ル漬 けの 臓器に 似て いた。 

灰色の 部厚い コンク リ ー トの 塀、 そのす ぐ 後に 迫つ 

ふく  へきたい 

て、 膨れ 上った ような 壁 体で グ ルリと 囲んだ 函 のよう 

な 建物。 —— それら は 幾 十 年の 寒さ 暑さに 遭って、 壁 

ひび 

体の 上に は 稲妻の ような 罅が 斜めにな がく 走り、 雨に 

さんざん にう たれて は、 一 面に 世界 地図の ような 汚 斑 

いんさん 

がべ つたり とっき、 見る からに ゾッ とする ような 陰惨 

な 邸宅だった。 

それでも 往来に 面した ところに は、 赤く 鯖び てはい 


るが 鉄柵 づ くりの 門が あり、 それ をと おして 石段の 上 

に、 重い 鉄の 扉の はまった 玄関が 見えて いた。 

「おお あすこに 何 か 貼り札が して ある！」 

その 玄関の 扉の ハンドルに、 斜めにな つて 文字 を か 

いた 厚紙が 懸 つてい るの を 帆 村 は 見た。 なんと 書いて 

あるの だろう。 彼 は 光線のと おらない ところに ある 掲 

示 を、 苦心して 読み取った。 

シャゼ ッ 

II 当分 旅行 ニッキ 訪問 ヲ 謝絶 ス。 十一 月 三十日、 

力 モシ タ 

「ゥ ン、 鴨 下 —— という か。 ここの 主人公の 名前 だな。 

その 主人公 は 旅行に 出かけた という 掲示 だ。 なァん だ。 


中 は 留守 じ やない か」 

帆 村 はちよ つ とガッ カリした。 

だが、 よく 考えて みると、 留守 は 留守で も、 それ は 

十一月 三十日に 出て いったの だから、 一昨日の 出来 ご 

とだった。 それ だのに、 昨夜から ずっと この 方、 煙突 

から 煙が 出て いると いうの は 一 体 どうした こと だろ 

う？ 

「鴨 下 ドクトルが、 スト— ブの火 を 燃しつ けて いった 

のか しら。 しかし それなら、 一 昨日の 夜 も 昨日の 朝 も 

昼間 も、 別に 煙が 出なかった の はどうした わけだろう」 

むじん 

とにかく 無人で あるべき 家の 煙突から、 モク モクと 


煙が 上る と いうの はどう 考えても 合点が ゆかない こと 

だ。 どうしても、 中に 誰か 居て、 スト— ブに火 を 点け 

たので なければ 話が 合わない。 もし 人が 居る としたら、 

誰が 居る のだろう。 鴨 下 ドクトルが 出て いった 後に、 

一 体 誰が 残って いると いうの だろう？ 

奇人 館の 怪事 を、 何と 解こう か。 

帆 村が 門前に 腕 組 をして 考え こんでいる ときだった。 

ちょうど  しょかつ 

丁度 そこへ、 街の 異変 を 聞き こんだ 所轄 警察署の 警官 

たちが 自動車に のつ て龃 けつけ てきた。 

「さあ、 早い とこ、 お前 は ベル を 押せ。 なに ベルが な 

い。 探せ 探せ。 どこかに ある 害 や」 


と 指揮の 巡査部長が 大童 の 号令ぶ り をみ せた。 

「_  それから 別に、 お前と お前と で、 この 鉄の 門 を 

越えて、 玄関の 戸 を 叩いて みい」 

声の 下に、 一 一名の 警官が 勇し く 鉄の 門に 蝗 のよう 

に 飛びつ いた。 

「さあ、 お前ら 三 名、 裏口へ 廻れ、 一人 は 連絡 ゃぜ」 

あごひも 

部下 を 四方へ 散らばせ ると、 巡査部長 は 帽子の 頤紐 

を ゆるめて、 頤に 掛けた。 そして 鼻 を クンクン 鳴らし 

て、 

「うわ ー ッ、 こら どうもな らん 臭 さや。 なに をし よつ 

たんやろ、 奇人 ドクトル は …… 」 


よこ あ い 

そのと き 帆 村 は 横 合から 声をかけた。 

おとま 

「おお これ は 帆 村 はんだすな。 まだ 御 泊り でした か。 

えらい ところ を ごらんに 入れます わ、 ハツ ハツ ハツ」 

検事の 村 松 氏に 案内され ていった とき、 知合いに 

なった 住吉署 の大川 巡査部長であった。 帆 村 は 邪魔に 

ならぬ ように、 傍に ついていた。 

裏口に 廻った 部下の 一人が 帰って きて、 二階の 西側 

よろい まど 

の 鎧 窓に 鍵の かかって いないと ころがあって、 そこ 

から 中へ 這 入れる と 報告 をした。 大川 は悦ん で、 

「よし、 そこから 這ん れ、 三人 外に 残して、 残り 皆で 

這 入 るん や。 俺 も 這 入った る」 


巡査部長 は、 佩剣 を 左手で 握って、 裏口へ 飛び こん 

でい つた。 帆 村 も そのまま 一行の 後に 続いて いった。 

樋 を 伝わって、 屋根に のぼり、 グ ルリと 壁 づたいに 

廻って ゆく と、 なるほど 四 尺 ほど 上に 鎧 戸の 入った 窓 

がポッ カリ 明いて いて、 そこから 一 人の 警官が ヒョィ 

と 顔 を 出した。 

「中 は、 ひっそり 閑と して まっせ」 

「そうか。 —— 油断 はでけ へん ぞ。 力— テンの 蔭 かど 

こかに 隠れて いて、 ばァ というつ もり かもしれ へん。 

さあ 皆 入った。 さしあたり 煙突に 続いて いる 台所と か 

スト— ブ とかいう 見当 を 確かめて みい」 


勇敢なる 巡査部長 は、 先頭に 立って、 腐り かかった 

鎧 戸 を 押して、 薄暗い 内部に とび 下りた。 一 行 は、 最 

初の 警官 を 窓 のと こ ろに 張り番に 残し て、 ソロ ソロと 

前進 を 開始した。 

帆 村 も 丹前の 端 を 高々 と 端折って、 腕 まくり をし、 

一 行の 後から ついていった。 

たいへ ん 曲りくね つ て 階段 や 廊下が つづいて いた。 

外から 見る ような 簡単な 構造で はない。 大小 いくつか 

の 部屋が あるが、 悉く 洋間に なって いて、 日本間ら 

しい もの は 見当らなかった。 

家の 中に 入る と、 不思議と あの 変な 臭気 は 薄れた。 


そして それに 代って、 ひどく 鼻 をつ くの が 消毒剤の ク 

ほうこう 

レゾ— ル石鹼 液の 芳香だった。 

ふるて 

「ここ 病院の 古手と 違う か」 

「あほぬ かせ。 ここの 大将が、 なんでも 洋行 を 永く し 

ていた 医者 や 云う 話 や」 

「ああそう かそう か。 それで 鴨 下 ドクトル ちゅうの や 

な。 こんなと ころに 診察室 を 作って おいて、 誰 を 診る 

の やろ」 

「コ ラ、 ちと 静かに せんか」 

巡査部長の 1 喝で、 若い 警官た ち は グッと 唇 を噤ん 

だ。 


いくら 跫音を 忍ばせても、 ギ シギシ 鳴る 大 階段 を、 

下に 下りて ゆく と、 思いがけなく 大きい 広間に 出た。 

スィッチ を バチンと 押して、 電灯 をつ けて みる。 

「ああ  」 

これ は 主人の 鴨 下 ドクトルの 自慢の 飾りで もあろう 

か、 一 世紀 ほど 前の 中欧 ドイツの 名画に よく 見る よう 

な 地味な、 それでいて どことなく 官能的な 部屋 飾り だ。 

高い 壁の 上に は 誰と も 知れぬ が プロシア 人らしい 学者 

風の 人物画が 三枚 ほど 懸 つてい る。 横の 方の 壁に は、 

これ も 独逸 文字で ギッ シリと 説明の つけて ある 人体 解 

剖 図と、 骨骼 及び 筋肉 図の 大掲 図と が 一 対 をな して ダ 


ラリと 下つ ている。 

あ  じゅうたん 

色が 褪せた けれど、 黒の ふち をと つた 黄色い 絨毯が、 

ド— ンと 床の 上に 拡がって いた。 そして 紫檀に 似た 材 

で 作って ある 大きな 角 卓子が、 その 中央に 置いて ある。 

その上に は、 もとは 燃える ような 緑色だった らしい 卓 

子 掛けが 載って 居り、 その上に は 何のつ もり か、 古い 

ランプ 

洋燈 がた だ 一 つ 置かれて あった。 

室内に は、 この 外に、 奇妙な 飾りの ある 高い 椅子が 

三つ、 深々 とした 安楽椅子が 四つ、 それから 長椅子が 

一 つ、 いずれも 壁ぎ わに キ チンと 並んで いた。 

もう 一 つ、 書き落と して はならない ものが あった。 


それ はこの 部屋に はむしろ 不 似合な ほどの 大 暖炉 だ つ 

あい  はんもん 

た。 まわり は 黒と 藍との 斑紋もう つくしい 大理石に 囲 

われて 居り、 大きな マントル ピ— スの 上に は、 置 時計 

かしょう 

その他の 雑品が 並んで いた。 しかも その 火床に は、 大 

ほう 

きな 石炭が 抛り こまれて 居り、 メラ メラと 赤い 焰をぁ 

げて、 今や 盛んに 燃えて いると ころだった。 

「これ ゃァ。 えろう 燃やした もん や。 ム ンムン する わ 

い」 

と、 巡査部長 は スト— ブの 方に 近づいた。 

「ほほう、 こらお かしい。 傍へ よると、 妙な 臭が しょ 

る  」 


「戈 ッ。 —— 」 

おどろ 

一同 は、 愕 いて スト ー ブの 傍に 駆けよ つた。 

くず  はっこつ 

3 明れ る 白骨 


「これ 見い。 こんなと ころに、 妙な 色 をした 脂み た 

よな もんが 溜つ とる わ」 

かしょう  れんが じ 

と大川 部長 は、 火 かきの 先で、 火床の 前の 煉瓦 敷き 

の 上に 溜って いる 赤黒い ぺ ンキ のよう な もの を 突いた。 


「何で つし やろ な」 

「さあ  こい つが 臭う の ゃぜ」 

と 云って いると き、 巡査部長のう しろから 帆 村が 突 

然 声をかけた。 

「これ ァ 大変な ものが 見える。 大 川さん。 火床の 中に、 

人骨ら しい ものが 散らば つ ています ぜ？」 

「ええ ッ、 人骨が  。 どこに？」 

「ホラ、 今 燃えて いる 一等 大きい 石炭の 向う側に —— 。 

見える でしよう」 

「おお、 あれ か。 なるほど 肋骨み たいや。 これ はえら 

いこつち や。 いま 出して 見 まつ さ」 


さすが は 場数 を 踏んだ 巡査部長 だけあって、 口で は 

おどろ 

愕 いても、 態度 はしつ かりした もの だ。 腰 を かがめ 

ひ か ぼう 

ると、 火搔き 棒で、 その 肋骨ら しい もの を 火の なか か 

ら 手前へ 搔き だした。 

「フ— ン。 これ はどう 見た つて、 大人の 肋骨 や。 どう 

も 右の 第一 一真 肋骨ら しい ナ」 

「こんな ものが あるよう では、 もっと その 辺に 落ちて 

やしま せんか」 

「そう やな。 こら、 えらい こっち や。 —— おお 鎖骨が 

あった。 まだ ある ぜ。  」 

大川は 灰の 中から、 人骨 をい くつ も 掘り だした。 そ 


の 数 は 皆で、 五つ 六つと なった。 

「  もう 有り ま へんな。 こうつと、 胸の 辺の 骨ば か 

り やが、 わりあいに 数が 少 いな ァ」 

と、 彼 は 不審の 面 持で、 なにごと か を 考えて いる 様 

子 だ つ た。 

それにしても 人骨で ある 限り、 主人の 留守に なった 

建物の 中の スト— ブに、 こんな ものが 入って いると は、 

なんという 愕 くべき ことだろう。 一 体 この 骨の 主 は、 

何者だろう。 

「あの ひどい 臭気から 推して 考える と、 もっと 骨が 見 

つかる はずです ね」 と 帆 村が 云った。 彼 は跼ん で、 し 


ばらく スト— ブの中 を い ろ いろな 角度から 視き こんで 

いたが、 ややあって、 ひどく 愕 いたよう な 声 を だした。 

「呀 ッ。 ありました ありました。 肋骨が 一 本、 スト— 

え ん ど う 

ブの 煙道のと ころから ブラ 下って いますよ。 煙道の 中 

が 怪しい」 

「ナニ 煙道の 中が …… 」 と、 顔色 を サッと 変えた 大川 

巡査部長 は、 火 搔き棒 を 右手に グッと 握る と、 燃えさ 

かる 石炭 をす こし 横に 除け、 それから 下から 上に 向つ 

て 火 搔き棒 をズ— ッと揷 しこみ、 力ま かせに そこら を 

搔き まわした。 それ はすこし 乱暴す ぎる 行いで は あつ 

たが、 たしかに 手応え はあった。 


ガラガ ラガラ と いう 大きな 音と ともに、 煙道の 中 か 

らドッ と 下に 落ちて きた 大きな ものが あった。 それ は 

同時に 下に 吹き だした 黒い 煤 や 白い 灰に 距 てられて、 

しばらく は 何物と も 見分けが たかった けれど、 その 

灰燼が やや 鎮まり、 思わず ス ト ー ブ の 前から 飛び の い 

た 警 官 たちが ソロ ソロ 元の ように 近づいた ころに は、 

もう 疑い もな く、 煙道の 中から 落ちて きた 物件が 何物 

であるかが 明瞭 になった。 

半焼けの 屍体！ 

それ はずい ぶん 奇妙な 恰好 をして いた。 半ば 骨に 

なった 二 本の 脚が、 火床の 上に ピ— ンと 天井 を 向いて 


突立って いた。 

それ は 逆さに なって、 この 煙道の 中に 入って いた も 

のらし く、 胸部 や 腹部 は、 もう 完全に 焼けて、 骨と 灰 

とに なり、 ずっと 上の 方に あった 脚部が、 半焼けの 状 

態で、 そのまま 上から 摺リ 落ちて きたの だった。 

男 か 女 か、 老人 か 若者 か。 —— そんな こと は、 ちょつ 

と 見た くらいで 判別が つくもので はなかった。 

「コラ 失敗うた。 検事さん から、 大きな お 眼 玉 もの や 

がな。 下から 突き あげん と、 あの まま 抛つ といたら よ 

かった のにな ァ」 

ためいき 

と、 巡査部長 は 火 搔き棒 を 握った まま、 大きな 溜息 


をつ いた。 

「もうこう なったら、 仕方が ありま せんよ。 それより 

今 燃え かかって いる 石炭の 火 を 消して、 あの 脚 をなる 

ベ く 今の ままで 保存す る ことにして は 如何です か」 

なぐさ 

帆 村 は 慰め 半分、 いいと ころ を 注意した。 

「そうだすな ァ」 と 大川は 膝 を 叩いて、 後 を ふりかえ 

「オイ、 お前 ちょっと 水 を 汲んで きて、 柄杓で しずか 

にこの 火 を 消し てんか。 大急ぎ ゃぜ」 

それから 彼 は、 もう 一人の 警官に 命じて、 電話 を 見 

つけ、 本署に 急報す るよう にいい つけた。 


帆 村 は、 そのと き ソッと 其の 場 を 外した。 部屋 を 出 

ると き、 ふりかえって みると、 大川 巡査部長 は 長椅子 

の 上に ドッ 力と 腰う ちかけ、 帽子 を 脱いて いたが、 

いがぐりあたま 

毬栗頭 から は ポッポ ッポッ と、 さかんに 湯気が 上 つ 

ている のが 見えた。 

不^打ち 

さんげき 

いかに 帆 村と いえ ども、 内心 この 恐ろしい 惨劇に つ 


いて、 愕 きの 目 をみ はらないで はいられなかった。 

力 もした 

主人 鴨 下 ドクトルの 留守中に、 スト ー ブの 中で 焼かれ 

はんしょうした い 

た 半焼 屍体？ 一  体 どうした 筋道から、 こうした 怪事 

件が 起つ たかは 分らない けれど、 とにかく この 家のう 

ふくさい 

ちに は、 もっとも つと 秘密が 伏在して いるので あろう。 

彼 はこの 際、 できるだけの 捜査 材料 を 見つけだして 置 

きたいと 思った。 

「ほう、 これ は 廊下 だ。 —— 向う に 化粧室ら しい もの 

が 見える。 よし、 あの 中 を 調べて みょう」 

彼 は 勇躍して、 化粧室の 扉 を 押した。 

「この 家のう ちに、 主人 鴨 下 ドクトルの ほかに、 誰か 


居た かが 分る と 面白 いんだが —— 」 

彼の 狙い は、 さすがに 賢明だった。 

化粧室 を 入った ところの 正面に、 大きな 鏡が 一枚 掲 

げ てあつた。 彼 は その 鏡の 前に 立って、 台の 上 を 注意 

ぶかく 観察した。 果てに は 台の 上に、 指 一本た てて、 

ス ー ッと 引いて みた。 すると 台の 上に、 黒い 筋が つい 

た。 その 指 を 鼻の 先に ソッ ともって いって、 彼 は クン 

クンと 鼻 を 犬の ように 鳴らした。 

おしろい 

「フ— ン。 これ は フランス 製の 白粉の 句いだ。 すると 

この 家の 中には、 若い 女が いた ことになる。 しかも 余 

リ前 のこと ではない」 


彼 は そこで、 なお も 奥の 方の 扉 を 開いて、 中に 入つ 

た。 しばらく すると、 彼の 姿が 再び 現われた。 その 顔 

の 上に は 微笑が 浮んで いた。 

「いよいよ 若い 女が いた ことになる。 きょうは 十二月 

一日 だ。 すると 十一月 二十 九日ぐ らいと 見て いいな ァ_ 

主人公が 留守に した 日の 前後 だ。 これ は 面白い」 

廊下 を 出る と、 そこに 階段が あった。 それ を 上ろう 

とすると、 一人の 警官が 横 合から 現われ、 彼の 後に つ 

いて、 その 階段 をの ぼって ゆく のであった。 

(先生、 僕 を 監視す るつ もり かしら？) 

階段 を 上る と、 そこに また 廊下が あった。 二階 はた 


いへん 薄暗い。 いつも は 電灯が ついていた に違いない 

の だが、 スィッチが 手近に 見あたらない。 

右のと つっきに、 扉が 半 びら きになった 部屋が あつ 

た。 それ を 押して 入る と、 スィッチ がすぐ 目に 映った _ 

ピ ー ンと 上に あげてみ ると、 パッと 明りが ついて、 室 

内の 様子が ハツ キリした。 ここ はどう やら 食堂 兼 喫煙 

じゅうき 

室ら しく、 それと 思わせる ような 什器 や 家具が 並んで 

いた。 なんに せよ、 どうも 豪勢な ものである。 —— 若 

い 警官 は、 相 変らず 彼の 後に ついて、 室内へ 入って き 

た。 

(いよいよ 監視す るつ もりと 分った！) 


彼 はちよ つと 不愉快な 気持に 襲われた。 だが 次の 瞬 

間、 帆 村 探偵 は 不愉快 もな にも 忘れて しまうよ うな 物 

を 発見した。 それ は 安楽椅子の 上に 放り だされて あつ 

かみそう  こばこ 

た 紙 装の 小函 だった。 

だんやくば こ 

「おお これ はどう だ。 赤 バラ 印の 弾薬 函だ ッ。 これ を 

使う 銃 は、 僕の 探して いた アメリカの ギャングが 好ん 

で 使う 軽機関銃 じ やない か。 これ は 物騒 だぞォ —— 」 

と 帆 村 は 身ぶ るいして、 戸口の 方 を ふりかえった。 警 

ナげし  そば 

官は 怪訝な 顔 をして、 傍に よってき た。 このと き 廊下 

を距 てた 向いの 暗い 室の 扉が、 音 もな く 細目に 開いて、 

いっちょう  じゅうこう 

その 中から 一挺の 太い 銃口が ヌッと 顔 を 出した。 


「呀 ッ、 あぶない ッ！」 と 叫んだ が、 既に 遅かった。 

ダダダ ー ン、 ヒュ ー ッと、 発射され た 銃弾 は 帆 村た ち 

のい る 室内に 撃ち こまれた。 

「うわ— ッ、 ゥ ー ム」 

うめ 

苦しい 呻き 声と ともに、 監視の 警官が、 ドサ リと 

床上に 人形の ように 転がった。 

「ゥ ゥン、 やられた ッ」 

ぜっきょう 

と、 こんど は 帆 村が 絶叫した。 素早く 安楽椅子の 

かげに 身 を かわした 彼だった が、 途端に 一 弾 飛びき 

きり  とうつう 

たって 左 肩に 錐 を 突き こんだ 疼痛 を 感じた。 彼 は 床の 

上に 自分の 身体が 崩れて ゆく の を 意識した。 そして 階 


下から 湧き起る 警官隊の 大声と 階段 を 荒々 しく 龃けぁ 

がって くる 靴音と を、 夢心地に 聞いた。 

くうきょ 

空虚の ベ ッド 


青年 探偵 の 帆 村荘六 は 恐ろしい 夢から ハツと 覚めた 

あた リ  せいじょう 

気がついて 四囲 を 見 まわす と、 自分 は 白い 清浄な 

夜具の なかに うずまって、 ベッドの 上に 寝て いた。 

(呀 ッ、 そうだ。 僕 は 肩先 を 機関銃で 撃 たれて、 この 


病院に 担ぎ こまれたん だった な) 

彼 は 大阪住 吉区岸 姫 町の 鴨 下 ドクトルの 館で、 不意 

に 何者かの ために、 こんな 目にあわされ、 そして 意気 

地な くも こんな ことにな つて、 附近の 病院に 担ぎ こま 

れ たのだった。 

電灯が 室内 をう す ぼんやり 照らして いた。 もう 夜ら 

しいが、 何時だろう かと、 腕時計 を 見ようと したが、 

とたんに 彼 は、 飛び あがる ような 疼痛 を 肩に 感じた。 

「呀 ッ、 痛ッ」 

その 叫びに 応える ように 人の 気配が した。 手紙で も 

書く のに 夢中に なって いたらし い 若い 看護婦が、 愕ぃ 


まくらもと  は 

て 彼の 枕頭 に馳 せよ つた。 

「お目覚めで すの。 お痛みで すか」 

うなず 

彼 は 軽く 肯 いて、 看護婦に 時刻 を 訊いた。 

「 —— そうです ね。 いま 夜の 九 時です わ」 

と、 東京 弁で 彼女 は 応えた。 

「どうでしょう、 僕の 傷の 具合 は  」 

「たいして 御 心配 も 要らない と、 先生が 仰 有って いま 

したわ。 でも 暫く 我慢して、 安静に してい らっしゃる 

ようにとの ことです わ」 

「暫くと いうと  」 

「 一 週間 ほどで ございましよう」 


「え、 一週間？ 一週間 もこん なと ころに 寝て いたん 

じ や、 脳味噌に 黴が 生えち まう」 と 憂鬱そう に 眩いた 

が、 間もなく ニヤ リと 笑み を 浮べる と、 「看護婦さん、 

すまない が 大急ぎで、 電報 を 一 つ 打って きて 下さい」 

うな 

痛そう に 帆 村 は 唸りながら、 東京の 事務所 宛に、 簡 

単な 電報 を 発する よう 頼んだ。 

看護婦が 頼信紙 を 手に して 廊下 を 歩いて いると、 立 

派な 紳士 を 案内して くる 受付の 同僚に 会 つ た。 

「あら。 君 岡さん、 丁度い いわ。 あなたの とこの 患者 

さんへ、 この 方が 御 面会よ」 

上から 下まで、 黒ずく めの 洋服に、 ワイシャツと 硬 


い カラ— とだけ が 真白で あると いう 四十 がらみ の 顔色 

ひげ 

の 青白い 髭の ある 紳士が、 ジロリ と 眼で 挨拶した。 

そこで 看護婦の 君 岡 は、 電報の 用事 を 受付の 看護婦 

に 頼み、 自分 は その 黒ずく めの 紳士 を 伴って、 再び 室 

の 方に ひっかえ した。 

「さあ、 こっちで ございま すわ」 

といつ て、 病室の 扉 を 開いた が、 そのと き 一 一人 はべ ヅ 

ドの 上が 乱雑に なって 居り、 寝て いる はずの 帆 村荘六 

の 姿が 見えない の を 発見して 愕 いた。 

「オヤ、 帆 村さん はどうな すった のでしょう。 ゥンゥ 

ン 唸って いらつ して、 起き あがれそう もなかつ たのに 


…：- J 

「ゥ ン、 これ は 変 だな」 

黒ずく めの 紳士 は、 室内に 飛び こんで きた。 

「もし 看護婦さん、 この 窓 は、 さっきから 開いて いた 

のかね？」 

「ええ、 なんで ございま すって。 窓、 ああ この 窓です 

か。 さあ —— 変で ございま すわ ネ。 たしかに 閉まって 

いた 害なん です が」 

ベッドの 頭の 方に ある 中庭に 面した 窓が、 上に 押し 

あげられて いたので ある。 誰が この 窓 を 開けた の だろ 

う。 そして 誰が 患者の 身 体 を 攫って いったの だろう。 


紳士 は 窓ぎ わ へ 急いで 近づ く と 、 首 を 出して 外 を 見 

た。 地上まで は 一 丈 ほど も あり、 真暗な 植込みが、 窓 

から 洩れる 淡い 光に ボン ャリ 照らし 出されて いた。 し 

かし 地上に 帆 村の 姿 を 見出す こと はでき なかった。 

「どうも 困った ネ」 

「あたし、 どうしましょう。 婦長さん に 叱られ、 それ 

から 院長さん に 叱られ、 そして 馘 になります わ」 

看護婦 は、 蒼い 顔 をして 崩れる ように、 椅子の 上に 

身体 を 抛げ かけた。 

そのと きであった。 開いた 窓枠に、 横 合から 裸の 細 

長い 脚が 一 本 ニュ— ッと 現われた。 


「ァ ラッ、 —— 」 

と 看護婦 は 椅子から 飛び あが つ た。 

つづいて また 一 本の 脚が、 すこし ブル ブル 慄 えなが 

きはちじょう  たんぜん 

ら 現われた。 それから 黄八丈 まがいの 丹前が —— 。 

「どうせ そんな こと だろうと 思った。 おい 帆 村 君、 相 

変らず、 無茶 をす るね え」 

あき 

と、 紳士 は 呆れながら も、 まあ 安心した という 調子 

でい つた。 

そのうちに、 窓の 外から 帆 村の 全身が 現われて、 ョ 

口 ヨロと 室内へ 滑りお ちてきた。 

「まあ、 帆 村さん、 貴郎 つて かたは …… 」 


と、 看護婦が 泪を 払いつつ、 泣き笑いの 態で 帆 村の 

身体 を 抱き起した。 

「いや 大した こと はない」 と 帆 村 は 青い 顔に 苦笑 を 浮 

ベて いった。 「ナニ 脳髄に 黴が 生えて はた まらん と 

思った から ネ。 ちょっと 外へ 出て、 冷して いたんだ よ。 

がいへき  てが か 

しかし この 病院の 外壁と 来たら、 手懸 りになる ところ 

がなくて、 下りる のに 非常に 不便に できて いる。 —— 

や あ、 これ は 村 松 検事 どの。 貴方が もっと 早く 来て 下 

ひんし 

されば、 なにも こんな 瀕死の サ ー カス を ごらんに 入れ 

ないで すんだ のです よ」 

看護婦の 君 岡に 抱えられ 再びべ ッドの 上に 移されな 


がら、 傷つけ る 帆 村 は 息切れの 入った 減らず口 を 叩い 

ていた。 

しょうしたい すじょう 

焼 屍体の 素性 

「 機関銃 に 撃 たれた 警官 は ど うしました」 

帆 村 は ベッドの 中に、 病人ら しく 神妙に 横たわって、 

側の 椅子に 腰 を かけて いる 村 松 検事に 尋ねた。 

「うん、 —— 」 検事 は 愛用の マドロス パイプに 火 を 点 


ける のに 急がし かった。 「気の毒な 最期だった よ。 I 

I」 

「そうです か。 そうでしょう ネ、 まともに 受けち やた 

まらない」 

ためいき 

生命び ろい をした 帆 村 は 溜 息をついた。 

「それで 犯人 はどうし ました」 

検事 は パイプ を垤 えた まま、 浮かぬ顔 をして、 

もちろん 

「 —— 勿論 逃げち やった よ。 なにしろ こっちの 連中 は 

今まで 機関銃に お近付きがなかった もの だから ネ。 あ 

れを 喰らって、 志 田 (死んだ 警官) は 即死し、 勇敢 を 

もって 鳴る 帆 村荘六 はだら しなく 目 を 廻す しサ。 それ 


が 向う の 思う壺で、 いい 脅しに なった。 だから 追い 龃 

けた 連中 も 残念ながら タ ジタジ だ。 —— そんな 風に 犯 

人 をい い 気持に してやって、 一同お 見送りし たという 

次第 だ」 

検事 は、 いつもの 帆 村の 毒 唇 を 真似て、 こう 説明し 

たもの だから、 帆 村 は 苦笑い をす るば かりだった。 も 

ち ろん それ は、 村 松 検事が 病人の 気 を 引立てて やろう 

という 篤い友情から 出発して いる ことであった。 

「あの 犯人 は、 一 体 何者です」 

「皆目 わかって いない。 —— 君に は 見当が ついている 

かネ」 


「さあ、 —— 」 と 帆 村 は 天井 を 見上げ、 「とにかく わが 

きわ 

国の 殺人事件に 機関銃 をぶ っぱなし たという 例 は、 極 

まれ 

めて 稀です から ネ。 これ は 全然 新しい 事件です。 とも 

かく も 兇器 をと こから 手に入れ たという ことが 分れば 

犯人の 素性 ももつ と ハツ キリす ると 思います がネ」 

「うん、 これ はこつ ちで も 考えて いる。 両三日う ちに 

兇器の 出 所 は 分る だろう」 

看護婦の 君 岡が、 紅茶 を はこんで きた。 検事 は、 病 

き ようえ つ 

院の 中で 紅茶が のめる なんて 思わなかった と、 恐悦 

の 態であった。 

「 —— それから 検事さん」 と 帆 村 は 紅茶 を  一 口 啜らせ 


て もらって いった。 「あの 大 暖炉の なかから 出て きた 

屍体の こと は 分りました か」 

「うん、 大体 わかった —— 」 

「それ はいい。 あの 焼 屍体の 性別 や 年齢 はどうで し 

た」 

「ああ 性別 は 男子 さ。 身長が 五 尺七寸 ある。 —— とい 

うから、 つ まり 帆村荘 六が 屍体 になった の だと 思 えば 

ヽ ヽ I 

レレ」 

「検事さん も、 このごろ 大分 修業して、 テキ セッな 言 

葉 を 使います ね」 

とて  かな 

「いや これで もま だ 迚も 君に は 敵わない と 思って いる _ 


—— 年齢 は 不明 だ」 

「歯から 区別が つかな かったんで すか」 

「自分の 歯が あれば 分 るんだ が、 総 入歯なん だ。 総 入 

歯の 人間 だから 老人と 決めても よさそう だが、 この頃 

は 三十ぐ らいで 総 入歯の 人間 も あるから ネ。 現に ァメ 

リカで は 二十歳になる かならずの 映画 女優で、 歯列び 

をよ く 見せる ため 総 入歯に して いるの が 沢山 ある」 

「その 入歯 を 作った 歯医者 を 調べて みれば、 焼死 者の 

身許が 分る でしよう に」 

「ところが 生憎と、 入歯 は 暖炉の なかで 焼け 壊れて バ 

ラ バラに なって いるの だ」 


ろくなん こ つか こ つ 

「頭蓋骨の 縫合と か、 肋 軟骨 化骨の 有無と か、 焼け残 

しわ 

リの 皮膚の 皺な どから、 年齢が 推定で きません か」 

「左様、 頭蓋骨 も 肋骨 も 焼けす ぎている 上に、 硬い も 

のに 当って バラ バラに 砕けて いるので、 全体につ いて 

ハツ キリ 見 わけが つかない が、 まあ 三十 歳から 五十 歳 

の 間の 人間で ある こと だけ は 分る」 

「まあ、 それだけ でも、 何 かの 材料になります ね。 I 

I 外に、 何 か 屍体に 特徴 はない のです か」 

「それ はやつ と 一 つ 見つかった」 

「ほう、 それ は どんな ものです か」 

「それ は 半焼けに なった 右足なん だ。 その 右足 は 骨の 


上に、 僅かに 肉の 焼け こげが ついている だけで、 まる 

で 骨つ きの 痩せた、 鶏の 股 を炮リ 焼きに したよう な も 

の だが、 それに 二つの 特徴が ついている」 

「ほほう、  」 

お、 P.O- び 

「一 つ は 右足の 拇指が すこし 短い の だ。 よく 見る と、 

はしょうふう 

それ は 破傷風 かなん か を 患って、 それで 指 を 半分 ほど 

切断した 痕 だと 思う」 

「なるほど、 それ は どの位の 古さの 傷です か」 

「そうだ ネ、 裁判 医の 鑑定に よると、 まず 一 一十 年 は 経つ 

て いると いう こと だ」 

「は あ、 約 二十 年 前の 古傷です か。 なるほど」 と 帆 村 


は 病人で ある こと を 忘れた ように、 ひきしまった 語調 

つぶや 

で 眩 いた。 

「  で、 もう 一 つの 傷 は？」 

「もう 一 つの 傷が、 また 妙なん だ。 そいつ は 同じ 右足 

の 甲の 上に ある。 非常に 深い 傷で、 足の 骨に 切り こん 

まさかり 

でい る。 もし 足の甲の 上にたい へんよ く 切れる 鉞 を 

落とした としたら、 あんな 傷が 出来 やしない かと 思う。 

ゆちゃく 

傷跡 は 癒着して いるが、 たいへん 手当が よかった と 見 

えて、 実に 見事に 癒って いる。 一旦 切れた 骨が 接合し 

ている ところ を 解剖で 発見し なかったら、 こう も 大変 

な 傷 だと は 思わな か つ たろう」 


「その 第二の 傷 は、 いつ 頃で きたんでしょう」 

「それ はずつ と 近頃で きた ものら しいんだ が ハツ キリ 

しない。 ハツ キリし ない わけ は、 手術が あまりに うま 

く 行って いるから だ。 そんなに 見事な 手術の 腕 を 持つ 

ている の は、 一体 何処の 誰だろう というので、 問題に 

な つ てお る」 

検事 村 松と 傷つけ る 青年 探偵 帆村壮 六と が、 事件の 

あわ 

話に 華 を 咲かせて いる その 最中に、 慌ただしく 受付の 

看護婦が とびこん できた。 

「モシ、 地方裁判所の 村 松さん と 仰 有る の は 貴方 さま 

です 力」 


「ああ、 そうです よ。 何です か」 

r い ま住吉 警察署から お 電話で ございます」 

検事 は そのまま 席 を 立って、 室外へ 出て いった。 

それから 五分 ほど 経って、 村 松 検事 は 帰って きた。 

彼 は 帆 村の 顔 を 見る と、 いきなり 今の 電話の 話 をした。 

「いま ネ、 鴨 下 ドクトルの 邸に、 若い 男女が 訪ねて き 

たそう だ。 ドクトルの 身内の もの だとい つてい るが 怪 

しい 節が あるので、 保護 を 加えて あると いっている。 

ちょっと 行って 見て くるから ネ。 いずれ 又 来る よ」 

そういい 置いて、 扉の 向う に 消えて ゆく 検事の 後 姿 

を、 帆 村 は 羨まし そうに 見送って いた。 


蠅男 


時間 は、 それより 一時間 ほど 前の 九 時 ごろの こと 

だった。 

すみよし く  てんか ぢ やや 

同じ 住吉 区の 天下 茶屋 三 丁目に、 ちかごろ 近所の 人 

の 眼 を 奪って いる 分離派 風の 明るい 洋館が あった。 

太い 御影石の 門柱に は、 「玉屋」 とた だ 二字 だけ 彫つ 

た ブロンズの 標札が 埋め こんで あつたが、 これ ぞい ま 


ラジオ 受信機の 製造で 巨万の 富 を 作った といわれる 玉 

屋総 一 郎の 住宅だった。 

ちょうど 

丁度 その 九 時 ごろ、 一 台の 大型の 自動車が 門 内に 滑 

りこんで いった。 乗って いたの は、 年の ころ 五十に 近 

い 相撲 取の ように 巨大な 体軀の 持ち主 —— それ こそ こ 

の 邸の 主人、 玉屋 総 一郎 その 人だった。 

車が 玄関に 横 づけに なると、 彼 は インバネスの 襟 を 

だらしなく 開けた まま、 えつと 懸け 声 をして 下リ たつ 

た。 

「あ、 お 父つ あん」 

家の 中から は、 若い 女の 声が した。 しかし この 声 は、 


ふる 

どうも 少し 慄 えてい るら しい。 

「糸 子 か。 すこし 気 を 落ちつけ たら、 ええ やない か」 

「落ちつけ いうた かて、 これが 落ちついて いられます 

かいな。 とにかく 早よ どない かして やない と、 うち 気 

が 変にな つ てし まいます がな」 

-P や こ 

「なに を 云う と るん や。 嬰児み たよに、 そない に ギヤ 

ァ つきな や」 

総 一郎 は ドン ドン 奥に 入って いった。 そして 二階の 

自分の 書斎の 扉 を 鍵で ガチャ リと 開けて、 中へ 入って 

いった。、 そこ は 十五 坪 ほど ある 洋風の 広間で あり、 こ 

の 主人の 好みら しい 頗る 金の 懸 つた、 それでいて 一 


あか  はくせい 

向 垢ぬ けの しない 家具 調度で 飾りた て、 床に は剝 製の 

虎の 皮が 三枚 も 敷いて あり、 長椅子に も、 熊 だの 豹 だ 

のの 皮が、 まるで 毛皮 屋に 行った ように 並べて あった。 

玉屋 総 一郎 は、 大きな 机の 前に ある 別製の 廻転 椅子 

の 上に ドッ 力と 腰を下ろした。 そして 彼 は 子供の よう 

に、 その 廻転 椅子 をギ ィギィ いわせて、 左右に 身体 を 

ゆすぶった。 それ は 彼の 癖だった ので ある。 

「さあ、 その —— その 手紙、 ここへ 持つ といで」 

たもと 

彼は呶 鳴る ようにい うと、 娘の 糸 子 は 細い 抉の 中 

から 一 通の 黄色い 封筒 を 取り だして、 父親の 前に さし 

だした。 


「なん や、 こんな もんか。 —— 」 

総 一郎 は、 封の 切って ある 封筒から、 折り畳んだ 新 

聞 紙 を ひっぱり 出し、 それ を 拡げた。 それ は 新聞紙 を 

半分に 切った ものだった。 

「なん や、 こんな もの。 屑 新聞 やない か」 

彼 は 新聞 を ザッと 見て、 娘の 方に つきだした。 

「新聞 は 分って るけ ど、 只の 新聞と 違う といい ました 

やろ。 よう 御覧。 赤 鉛筆で 丸 を 入れて ある 文字 を 拾う 

てお 読み やす」 

「なに、 この 赤 鉛筆で 丸 をつ けた ある 字 を 拾い読みす 

る のん か」 


総 一郎 は 娘に いわれた とおり、 上の 方から 順序 を 

追って、 下の 方へ だんだんと 読んで いった。 初めは 馬 

鹿に したよう な 顔 をして いたが、 読んで いくに つれて 

だんだん 六ケ 敷い 顔に なって、 顔が 力— ッと 赤くな つ 

たと 思う と、 そのうちに 反対に サッと 顔面から 血が 引 

いて 蒼くな つてい つた。 

「そら、 どうや。 お 父つ あんかて 、やっぱり 愕 いてで つ 

しゃろ」 

「うむ、 こら 脅迫状 や。 二十 四時 間以 ない 二、 ナんじ 

いのち  はえお とこ 

の 生命 ヲ取 ル。 ユイ 言 状 を 用意 シテ 置け。 蠅男。 I 

I へえ、 蠅 男？」 


「蠅 男い うたら、 お 父つ あん、 一体 誰の こと をい うと 

リ まんの」 

「そ、 そんな こと、 俺が 知つ とる もんか。 全然 知らん 

わ」 

「お 父つ あん。 その 新聞の 中に、 蠅の 死骸が 一匹 入つ 

とる の 見や は つ た？」 

「うえ ッ、 蠅の 死骸 —— そ、 そんな もの 見や へんが ナ」 

「そんなら 封筒の 中 を 見て ちょうだい。 はじめはな ァ 

その 『蠅 男』 と サインの 下に、 その 蠅の 死骸が 貼りつ 

けて あつたん やし ィ」 

総 一郎 は 封筒 を 逆さに ふって みた。 すると 娘の 云つ 


たと おり、 机の 上に ポ トンと 蠅の 死骸が 一 匹、 落ちて 

きた。 それ はべち やん こに なった 乾枯び た 家蠅の 死骸 

だった。 そして 不思議な ことに、 翅も 六本の 足 も撵リ 

とられ、 それば かり か 下腹部が 鋭利な 刃物で グサリ と 

斜めに 切り取られ ている 変な 蠅の 死骸だった。 よくよ 

く 見れば、 蠅の 死骸と 分る ような、 変った 蠅の 木乃伊 

めいた ものであった。 

この 奇怪な 蠅の 死骸 は、 果して 何 を 語る のであろう 


籠城 準備 


—— 二十 四時 間以 ない 二、 ナん じの 生命 ヲ取 ル。 ュ 

ィ言状 を 用意 シテ 置け。 —— - 

それだけが、 活字の 上に 赤 鉛筆で 丸が 入れて ある。 

この 二字 だけ は、 不器用な ゴム 印の 文字であって、 

インキ は 赤と も 黒と も 見えぬ 妙な 色で 捺し てあつた。 

むし 

更に、 奇怪な 翅ゃ 脚を撵 りと り、 下腹部 を 半分に 切つ 

て ある 蠅の 木乃伊。 —— 


全く 妙な 通信 文で あるが、 とにかく 脅迫状に 違いな 

ヽ o 

レ 

「お 父つ あん。 きっと 心 当りが おます の やろ。 隠さん 

と、 うちに 聞かせて —— 」 

「阿呆い うな。 蠅男 —— なんて 一 向 知ら へんし、 第一 、 

お父さん はナ、 人様から 恨み を 受ける ような こと は 

ちょっと もした ことない わ。 ことに 殺される ような、 

そんな 仰山な 恨み を、 誰から も 買うて え へん わ」 

「本当 やな。 —— 本当なら ええ けれど」 

「本当 は 本当 やが、 とにかく これ は 脅迫状 やから、 警 

察へ 届けと こう」 


「ああ、 それが よろし まんな。 うち 電話 を かけ まひよ 

か」 

「電話より、 誰かに 警察へ 持たせて やろう。 会社へ 電 

話 かけて、 庶務の 田 辺に 山ノ 井に 小 松 を、 すぐ 家へ こ 

い 云う てんか」 

娘の 糸 子が 電話 を かけに 行って いる 間に、 邸内の 男 

たちが 呼び集められた。 玉屋 総 一 郎は、 ともかくも 蠅 

ひさこち 

男の 襲撃 を 避ける ため、 自分の 居間に 引 籠る 決心 を定 

めた。 それ だからまず 外部から 蠅 男の 侵入して くるの 

を 防ぐ ために、 四つの 硝子 窓 を 内側から 厳重に 羽根 蒲 

団と トタン 板と で サンド ウイ ツチの ように 重ねた もの 


で 蓋 をし、 釘 づけに した。 それでも まだ 心配に なると 

見え、 窓のと ころへ、 大きな 書棚 や 戸棚 をピ タリと 据 

えた。 

「どうです、 旦那 はん。 これでよ ろし まっしゃ ろか」 

「うん、 まあ その 辺 やな」 

「あと は、 明い とる ところ 云うたら、 天井に ある 空気 

孔 だすが、 あれ は どない しま ひょうか」 

「ああ あの 空気孔 か」 と、 総 一郎 は 白い 天井の 隅に、 

ます 

一 升桝 ぐらいの 四角な 穴が 明いて いる 空気抜き を 見 上 

いもの  こうしぶ た  は 

げた。 そこに は 天井の 方から、 重い 錶 物の 格子 蓋が 嵌 

めて あった。 「さあ、 まさか あれから 大の 男が 入って 


こられ へんと 思う が、  」 

「さようです ナ、 あの 格子の 隙から 入って くる もの 

やったら、 まあ 鼠 か 蚊 か —— それから 蠅 ぐらいな もの 

だ つ しゃろ ナ」 

きもん 

「なに、 蠅が 入って くる。 ブル ブル ブル。 蠅は 鬼門 や。 

なんでも ええ、 あの 空気孔に 下から 蓋 を はめて くれ」 

「下から 蓋 を はめ ますんで …… 」 

「出来ん ちゅうの か」 

「いえ、 まだ 出来ん いうと リま へん。 いま 考えます。 

ええ、 こうつと、  」 

しもべ  あげく 

下僕た ちが 脳味噌を絞った 挙句、 その 四角な 空気孔 


を、 下から 厚い 紙で 三重に 目張り をして しまった。 

「さあ、 これでもう 大丈夫です。 こうして 置いたら 蠅 

や 蚊 どころ か、 空気 やって 通る ことが 出来し ま へん」 

総 一郎 は、 それでも 不安そう に 天井 を 見上げた。 

そのうちに、 会社から は 田 辺 課長 を はじめ 山ノ 井、 

小 松な どと いう 選りす ぐり の 用心棒が 蚯 けつけ た。 総 

一 郎 はすこし 生色 をと りかえ した。 

警察 への 使者に は、 田 辺 課長が 立った。 

彼 は 新聞紙 利用の 脅迫状 を、 蠅の 木乃伊と ともに 提 

出し、 主人の 懇願の 筋 をく りかえ して 伝えて、 保護 方 

を 頼んだ。 


まさき しんの しん 

署長の 正木 真 之 進 は、 そのと き 丁度、 鴨 下 ドクトル 

邸へ 出かけて いたので、 留守居の 警部補が 電話で 署長 

の 指揮 を 仰いだ 結果、 悪戯に しても、 とにかく 物騒 だ 

と いうので、 一 一名の 警官が 派遣され る ことにな つ た。 

すると 田 辺はぺ コンと 頭 を 下げ、 

「モシ、 費用の 方 は、 玉屋の 方で なん ぼで も 出して 

さしつ か 

差支えお ま へんの だすが、 警官の 方 をもう 三人 ほど 増 

してお もらい 出来 ま へん やろ か」 

というと、 警部補 は カツと 目を剝 き、 

「阿呆 かいな。 お 上 を 何と 思うて るね ン」 

と、 一発 どやし つけた。 


脅迫状 は、 一名の 刑事が 持って、 これ を 鴨 下 ドク ト 

たむろ 

ルの 留守宅に 屯 している 署長の 許へ とどける ことに 

なった。 


東京からの 客 


そのころ 鴨 下 ドクトルの 留守宅で は、 屯して いた 

警官隊が、 不意に 降って湧い たように 玄関から 訪れた 

若き 男女 を 上に あげて、 保護と は 名ば かりの、 辛辣な 


る 不審 訊問 を 開始して いた。 

「お前 は 鴨 下 ドクトルの 娘 やい うが、 名 はなん という 

のか」 

「カオルと 申します」 

洋装の 女 は、 年齢の ころ、 二十 二、 三であろう か。 

断髪 をして、 ドレスの 上に は、 贅沢な 貂の 毛皮の コ— 

トを 着て いた。 すこぶる 歯切れの いい 東京 弁だった。 

「それから 連れの 男。 お前 は 何者 や」 

うえはら やまじ 

「僕 は 上 原 山 治と いいます」 

「上 原 山 治 か。 そして この 女との 関係 はどうい う 具合 

にな つ とる ねん」 


「フィアンセです」 

「ええ ッ、 フィ なんと やらいつ たな。 それ ァ何 のこつ 

ちゃ」 

「フィアンセ —— これ は フランス語で すが、 つまり 婚 

約 者です」 

「婚約者 やい うのん か。 なん や、 つまり t 情夫の こと 

やな」 

「まあ、 失礼な。 —— 」 と、 女 は 蒼くな つて 叫んだ。 

「まあ、 そう 怒らん かて、 ええ やない か。 のう 娘さん」 

「警官 だとい つても、 あまりに 失礼 だ わ。 それよ か 早 

く 父に 会わせて 下さい。 一体 何事です。 父のう ち を、 


こんなに 警官で 固めて、 なに かあつ たんです か。 それ 

なら 早く 云 つ て 下さい」 

署長 は 金ぶ ち 眼鏡 ごしに、 ニヤ ニヤしながら カオル 

の 様子 を 眺めて いた。 部下の 一人が 近づいて ソ ッと署 

長に 耳う ち をして いった。 村 松 検事が 間もなく 到着す 

ると いう 電話が あった こと を 返事した のであった。 

「 —— 娘さん。 鴨 下 ドクトルから、 二、 三日う ちに 当 

地へ 来い という 手紙が 来たと いう 話 やが、 それ は 何日 

の曰附 やった か、 覚えて いるか」 

「覚えて いますと も。 それ は 十一月 二十 九日の 日附で 

す」 


「へえ、 二十 九日 か」 署長 は 首をかしげ 「そらお かし 

い。 ドクトル は 三十日に、 当分 旅行 を するとい う 札 を 

玄関に かけて、 この 邸 を 留守に したん や。 旅行の 前日 

の 手紙で、 二、 三日う ちに 大阪へ 来い といって 置いて、 

その 翌日に 旅行に 出る ちゅうの は、 怪 つたいな こと や 

ないか。 そんな 手紙 貰うた などと、 お前 はさつ きから 

噓 をつ いている の やろう」 

「まあ ひどい 方。 わたしが 噓を 云った などと —— 」 

「そんなら、 なんで 手紙 を 持って来なん だん や。 この 

邸へ 入り こもうと 思うて、 警官に 見つかり、 ドクトル 

の 娘で ございます などと 噓を ついて 本官 等 を たぶらか 


すぼし 

そうと 思うた の やろ が、 どうや、 図星 やろ、 恐れい つ 

ニゝ o  一 

た 力  」 

女 は 身を慄 わせて、 署長に 打って かかろうと した。 

青年 上 原 は 慌てて それ を 止め、 

「 —— 警官た ち も、 取調べる のが 役目なん だろう が、 

も つ と 素直に 物 を 云ったら どうです」 

「なに をッ —— 」 

そういって いると ころに、 村 松 検事の 到着が 表から 

知らされた。 

正木 署長 は 席 を 立って、 検事 を 玄関に 迎えに 出た。 

一 伍 一 什 を 報告した あとで、 


「 —— どうも 怪しい 女です なァ。 あの 変り 者の 鴨下ド 

ク トルに 娘が あると いうの も、 ちと 妙な 話です し、 そ 

れに 娘のと ころへ 二、 三日う ちに 出て こい 云うて、 二 

十九 日附で 手紙 を 出して おきながら、 翌 三十日から 旅 

行す るち ゆうて 出かけ、 そして 今日に なっても ドク ト 

ルは 帰って きょら しま へん。 ドクトルが 娘に 手紙 出し 

たちゆう の は、 あり ゃ噓 ですな」 

と、 自信 ぁリ 気な 口調で、 検事に 説明 をした。 検事 

うなず 

はそう かそうかと 肯 いた。 

二階に 設けた 仮 調 室に 現われた 検事 は、 カオルと 名 

のる 女 を さしまねき、 


「貴女 は 鴨 下 ドクトル の 娘さん だそう だが、 たびたび 

この 家へ 来る のか ネ」 

と 尋ねた。 

カオル は、 新しく 現われた 調べ 手に、 やや 顔 を 硬ば 

ら せながら、 

「いいえ、 物心つ いて、 今夜が 初めて なんです のよ」 

「ふうむ。 それ は 又 どういう わけです」 

「父 は あたくし の 幼い ときに、 東京へ 預けた のです。 

はじめは 音信 も 不通で したが、 この 二、 三年 来、 手紙 

を 呉れる ようになり、 そして こんど はいよ いよ 会いた 

いから 大阪へ 来る ようにと 申して まいりました。 父 は 


どうしたの でしよう。 あたくし 気が かりで なりません 

わ」 

「いや 尤もです。 実は ネ —— 」 と 検事 は カオルの 顔 

おどろ 

を 注意 深く 見つめ 「実は  愕ぃ てはいけ ません I 

いま 

I お父さん は 三十日に 旅行 をされ、 未だに 帰って来な 

いのです。 そしてお まけに、 この 家のう ちに 何者と も 

知れぬ 焼 屍体が あるので す」 

「まあ、 父が 留守中に、 そんな ことが 出来て いたんで 

すか。 ああ それで 解りました わ。 警官の 方が 集って い 

ら つ しゃる のが …… 」 

「貴女 はお 父さんが この 家に 帰 つ てく ると 思います 


「ええ 勿論、 そう 思います わ。  なぜ そんな こと を 

お聞きになる の」 

「いや、 私 はそう は 思わない。 お父さん はもう 帰って 

来ないでしょう ネ」 

「あら、 どうして そんな  」 

「だって 解る でしよう。 お父さんに は、 貴女との 固い 

約束 を 破 つ て 旅に 出る ような 特殊事情が あ つたので す。 

スト ー ブ  しょうした い 

そして 留守の 屋内の 暖炉の 中に 一 個の 焼 屍体が 残って 

いた」 

ぎよ-つし 

村 松 検事 はそう 云って、 女の 顔 を 凝視した。 


せんこくしょ 

一 一 つ の 殺人 宣告書 

「あ ッ」 と カオル は愕 きの 声 を あげた。 「すると もしゃ、 

父が 殺人 をして 逃亡した とで も 仰 有る のです か」 

「まだそう は 云いき つてい ません。 —— 一体お 父さん 

は、 この 家で どんな 仕事 をして いたか 御存じで すか」 

「わたく しもよく は 存じません。 ただ 手紙の なかには、 

(自分の 研究 もやつ と 一 段落つ きそう だ) という 簡単 


な 文句が ありました」 

「研究と いうと、 どういう 風な 研究です か」 

「さあ、 それ は 存じません わ」 

「この 家 を 調べて みると、 医書 だの、 手術の 道具な ど 

が 多い のです よ」 

「ああ それで 皆さん は 父の こと を ドクトルと 仰 有る の 

です ね」 

女 はすこし 誇らしげ に、 わずかに 笑った。 

そのと き 正木 署長が、 検事の 傍へ すりよった。 

「ええ、 …… 緊急の 事件で、 ちょっとお 耳に 入れて 置 

きたい ことがあり ますんで すが、 いま 先方から 電話が 


ありまし たんで …… 」 

「なんだい、 それ は —— 」 

廊下へ 出る と 署長 は 低声で、 富豪 玉屋 総 一郎 氏が 今 

夜 「蠅 男」 に 生命 を 狙われて いる こと を 報告し、 只今 

それにつ いて 玉屋から、 どうも 警察の 護衛が 親切で な 

てんま つ 

いから、 司法大臣に 上申す ると いってきた 顚末を 伝え 

た。 

村 松 検事 は 署長に、 その 脅迫状 を 持って いるなら 見 

せる ように 云 つ た。 

署長 は、 お 安い 御用と いいながら、 ポケット を 探つ 

たが、 どうした もの か 先刻 預 つて 確かに ポケットに 入 


れ たはず の 封筒が、 何処へ 落とした か 見当らない ので 

あった。 

「どうし たんやろ なァ、 確かに ポケットに 入れと つた 

のじ やが —— ひよ つ とすると 階下の 大広間へ 忘れて き 

たの かしらん。 検事さん、 ちょっとみ てきます」 

署長が あたふたと 階下へ 下リ ていく 後 を、 村 松 検事 

は 追い かける ようにして、 大広間の 方へ ついていった _ 

焼 屍体の あった 大広間 は、 監視の 警官が 一人つ いたま 

ま、 気味の わるい ほど ガランと していた。 

警官の 挙手の 礼 をう けて、 室内に 入った 署長 は、 そ 

のとき 室内に、 異様の 風体の 人間が、 火の 消えた 暖炉 


の 傍に すりよって、 後向きで なに かしてい るの を 発見 

して、 呀 ッと愕 いた。 全く 異様な 風体の 人間だった。 

和服 を 着て 素足の 男なん だが、 上 に は 警官 のォ— バ— 

を 羽織り、 頸のと ころに は 手拭 を 捲き つけて いるの 

よもぎ 

だ つ た。 頭髪 は 蓬 のように ぼうぼう だ。 

「コ ラッ誰 ゃッ」 署長 は 背後から 飛びつ きざま、 その 

男の 肩 をギュ ッ と摑ん だ。 

「うわ ッ、 アイ テテ テ …… 」 

異様な 風体の 男 は、 顔をしかめて、 三尺 も 上に 飛び 

あがった ように 思われた。 

「问者 や、 貴様 は —— 」 


と、 獣の ように 大きな 悲鳴 を あげた 怪人に、 却って 

愕 かされた 署長 は、 興奮して 居丈高に 呶 鳴った。 

「いや 正木 署長、 その 男なら 分って いるよ」 いつの 間 

に 入って きた か、 村 松 検事が おかし そうに 署長 を 制し 

ほむら 

た。 「それ は 私の 知合いで 帆 村と いう 探偵 だ」 

「ああ 帆 村さん。 この 怪 つたいな 人物が —— 」 

「うむ 怪しむ の も 無理 はない。 彼 は 病院から 脱走す る 

のが 得意な 男で ネ」 

帆 村 は 肩が 痛む ので 左腕 を 釣って いた。 大きな 痛み 

が やっと 鎮まる の を 待って、 咏ぇ かねた ように 口 を 利 

いた。 


「  まあ 怒る の は 後に して 頂いて、 これ を ごらんな 

さい、 重大な 発見 だ」 

そういつ てさし 伸べ た 彼の 右手に は、 同じ 色と 形と 

を 持った 二 枚の 黄色い 封筒が あった。 

「あ ッ、 これ は 玉屋 氏に 出した 蠅 男の 脅迫状 や。 あん 

た、 どこで それ を  」 

「まあ 待って ください。 こっちが 玉屋 氏 宛の もので、 

そこの 絨毯の 上で 拾った。 もう 一通 こっちの 黄色い 

封筒 は、 この 暖炉の 上の、 マントル ピ— スの 上に あつ 

た。 その 天馬の 飾りが ついている 大きな 置 時計の 下に 

隠して あつたの です」 


「ほう、 それ はお 手柄 だ」 

「もっと 愕く ことがある。 封筒の 中には、 ほら このと 

おり 同じように 新聞紙の 脅迫状が 入って いる」 といつ 

て 中から 新聞紙 を 出して ひろげ、 「同じように 赤 鉛筆 

の 丸の ついた 文字 を迪 つて 読んで みると、 —— きさま 

が 血 まつり だ。 乃公 は 思った こと をす るの だ。 蠅男 I 

I どうです。 玉屋 家の 脅迫状と 全く 同じ 者が 出した の 

です」 

「フ— ム、 蠅男？ 何 だい、 その 蠅 男て えの は」 

「さあ 誰の こと だか 分りません が —— ホラ このと おり、 

蠅の 死骸が 貼りつ けて あるので すよ」 


署長が 帆 村の 手の 掌の なか を視 きこむ と、 なるほど 

蠅の 死骸だった。 やはり 翅ゃ 脚を撑 がれ、 そして 下腹 

部 は 斜めにち よん 切られて いた。 全く 同じ、 恐怖の 印 

だ。 

ああ 蠅男！ 今夜 玉屋 総 一 郎に 死の 宣告 を 与えた 蠅 

男 は、 それより 数日 前に、 ドクトル 鴨 下の 屋敷に 忍び 

こんでい たの だ。 あの 半焼 屍体 は、 蠅 男の 仕業で はな 

かろう か。 いや それに 違いない。 

では 蠅男 は、 玉屋 総 一郎 を 間違いな く 襲撃す るつ も 

りに 違いない。 悪戯の 脅迫ではなかった の だ。 

「蠅 男」 とは问 者であろう？ 


疑問の 屍体 

その 奇怪なる 蠅 男の 署名 入りの 脅迫状が、 こうして 

二通 も 揃ってみ ると、 これ はも はや 冗談 ごとで はな 

かった。 

鴨 下 ドクトル 邸の 広間に 集った 捜査陣の 面々 も、 さ 

すがに 息づ まるよう な 緊張 を 感じな いで はいられな 

かった。 


中で も、 責任の ある 住吉 警察署の 正木 署長 は 佩剣 を 

る 

握る 手 も ガタガ タと慄 え、 まるで 熱病 患者の ように 興 

奮に 青ざめて いた。 

「もし、 検事さん。 本官 はこれ からすぐ に 玉屋 総 一郎 

の 邸に 行って みます わ。 そやない と、 あの 玉屋の 大将 

は、 ほん まに 蠅 男に 殺されて しまいます がな。 手お く 

れ になつ たら、 これ は 後から 言訳が たち ま へんさ かい 

な」 

署長 は、 ドクトル 邸の 燃える 白骨 事件で、 黒星 一 点 

を 頂戴した のに、 この 上み すみす またた どん を 頂戴し 

つまず 

たので は、 折角 これまで 順調に いった 出世 を 躓かせ 


る ことになるし、 住吉 警察署 はなに をし とる の やと 非 

難され るだろう 辛 さが、 もう 目に 見えて いた。 彼 は 全 

力 を 挙げて、 この 正体の 知れぬ 殺人 魔と 闘う 決心 をし 

たのであった。 しかし 事実、 彼 はいく ぶん 焦りす ぎて 

いるよう であつ た。 

「ああ、 そうかね」 村 松 検事 はそう いって ジロリ と 眼 

玉 を 動かした。 「じ や、 そうし 給え。 —— 」 

「じゃあ、 そうします。 —— オイ、 二、 三人、 一緒に 

行く の ゃぜ」 

村 松 検事 は、 正木 署長た ちが ドャ ドャと 出て ゆく 後 

姿 を 見送りながら、 帆 村 探偵の 方に 声をかけた。 


「オイ 君。 君 は、 ああい う チャン バラ を 見物に ゆく 趣 

味 はない のか ネ」 と、 正木 署長の 一行に ついて ゆかな 

あん 

いの か を 暗に 尋ねた。 

ねまき 

帆 村 は、 寝 衣 の 上に 警官 のォ— バ— という 例の 異様 

な 風体で、 さっきから 二 枚の 脅迫 文 をし きりと 見較べ 

ていた。 

あたま 

「チャン バラ はぜ ひ 見たい と 思う ので すが 、 僕 は 頭脳 

が 悪い ので、 そういう ときに まず 映画 台本 をよ く 読ん 

でお くこと にして いるんで して ネ」 

「ほう、 君の 手に 持って いるの は、 映画 台本な のか ネ」 

検事 は パイプ を 口に 垤 えた まま、 帆 村の 方に 近よ つた。 


「ええ、 こいつ は、 暗号で 書いて ある 映画 台本です よ」 

と 帆 村 は 二 枚の 脅迫 文 を 指し、 「どうです。 第二の 脅 

迫 状に は、 宛名が 玉屋 総 一郎へ と 書いて あって、 第一 

の 脅迫状に は 宛名 無しと いうの は、 これ はどうい う 訳 

だと 思います か」 

検事 は パイプから 太い 煙 を プカプカと ふかし、 

きわ  めいりょう 

「 —— それ は 極めて 明瞭 だから、 書く 必要が なかつ 

たんだろう」 

「極めて 明瞭と は？」 

「それ を 説明す るの は、 ここで はちよ つ と 困る が  」 

と、 室の 隅に 立た されて いる 鴨 下 ドクトルの 令嬢 カオ 


ルと 情人 上 原 山 治の 方 を チラ リと 見てから、 帆 村の 耳 

許に ソッと 口 を 寄せ、 r —— いい かネ。 この 邸に はド 

ク トルが 一人で 暮 している のに、 宛名 は 書かんでも、 

誰に 宛てた か 分る じ やない か」 

あなた 

「ほう、 すると 貴下 は — 」 といって 帆 村 は 村 松 検事 

の 顔 を 見上げながら、 「 —— この 脅迫状が ドクトルに 

与えられ たもので、 そして ァノ —— ドクトルが 殺され 

たと お考え なんです ネ」 

「なんだ、 君 は それく らいの こと を 知らなかった のか _ 

あの 燃える 白骨 は ドクトルの 身体だった ぐらい、 すぐ 

に 分って いるよ」 


「では、 あれ はどうし ます。 三十日から 旅行す るぞと 

いう ドクトルの 掲示 は？」 

当分 旅行 ニッキ 訪問 ヲ 謝絶 ス。 十一月 三十日、 鴨 下 

—— という 掲示が 奇人 館の 表 戸に かけて ありながら、 

家の 中で ドクトルの 屍体が プ スプス 燃えて いると いう 

の は、 どうも 変な ことで はない か。 ドクトルが 若し 旅 

行 を 早くう ち 切って 家に 帰った ところ、 邸内に 忍び こ 

ん でいた 蠅男 のために 殺された のであった としたら、 

家に 入る 前に、 まず 旅行 中の 掲示 を 外す のが 当り前 だ。 

ところが あのと ぉリ 掲示 は チャンと していた ので ある 

から、 それから 考える と ドクトルが 殺された の だと 考 


える の は 変で はない か。 

このと き 村 松 検事 は パイプ を垤 えた まま、 ニヤ リニ 

ャリと 人の 悪そう な 笑い をう かべ、 

「ゥ フ、 名探偵 帆 村荘六 さえ、 そう 思って いて くれる 

な だ  き 

と 知ったら、 蠅男は 後から 灘の 生一本 かなん か を 贈つ 

てく るだろう よ」 

「灘の 生 一 本？ 僕 は 甘党なん です がね え」 

「ホイそう だった ネ。 それじゃ 話に もなら ない。 —— - 

いいかね、 旅行 中の 看板 を 出した の は、 訪問客 を 邸内 

に 入れない 計略な の だ。 邸内に 入られて 御覧。 そこに 

ドクトルの 屍体が あって、 火炙りに なろうと していら 


ぁネ。 それで は 犯人の ために 都合が 悪かろう じ やない 

か。 アメリカ では、 よくこん な 手 を 用いる 犯罪者が あ 

る」 そんな こと を 知らなかった のか、 とにかく 帆 村 は 

苦笑 をした。 「じ や、 ドクトル はもう この 世に 姿 を 現 

わさない と 仰 有る のです ね」 

「それ は 現わす ことがある かも 知れない。 君、 幽霊と 

いう やつ はネ、 今でも —— 」 

帆 村は愕 いて、 もうよ く 分りました と 云わん ばかり 

に 人 を 喰 つ た 検事の 方 へ 両手 を 拡げて 降参 降参 をした _ 

「じ や 検事さん。 ドクトル を 殺した の は 誰です」 

「きまって いる じ やない か。 蠅 男が 『殺す ぞ』 と 説明 


書 を 置いて い つた」 

「じゃあ、 あの 機関銃 を 射った 奴 は 何者です」 

あいつ  すじょう  ゆううつ 

「うん、 どうも 彼奴の 素性が よく 解せな いんで、 憂鬱 

なんだ。 彼奴が 蠅 男であって くれれば、 こと は 簡単に 

きま るんだ が」 

「さすがの 検事さん も、 悲鳴 を あげ ましたね。 あの 機 

関 銃の 射手と 蠅 男と は 別 ものです よ。 蠅 男が 機関銃 を 

持って いれば、 パラパラと 相手の 胸 もと を 蜂の巣の よ 

まに つ  ま て 

うにして 抛って 逃げます。 なにも 痴情の 果 では ある ま 

いし、 屍体 を 素 裸に して、 スト— ブの 中に 逆さ 釣りに 

して 燃やす なんて 手数の かかる こと をす る ものです 


「オヤ、 君 は、 あの 犯人 を 痴情の 果 だとい うの かい。 

すると ドクトルの 情婦 かなん かが 殺った と 云 うんだ ネ。 

そうなる と、 話 は 俄然お もしろ いが、 まさか 君 も、 流 

行のお 定宗 でも あるまい ネ」 

帆 村 は それ を 聞く と、 胸 を ちょっと 張って いささか 

得意な 顔つきで、 

「だが 検事さん。 あの ドクトル 邸 は、 ドクトル 一 人し 

かいなかった と 仰 有って いますが、 事件 前後に、 若い 

女が あの 邸内に いた こと を 御存じで すか」 

「ナニ 若い 女が 居た —— 若 い 女が 居た というの か ネ。 


それ は 君、 本当 か。 I 」 

村 松 検事 は、 冗談で ない 顔 付に なって、 帆 村の 顔 を 

穴の 明く ほど 見つめた。 


探偵 眼 


そこで 帆 村 は、 屍体 発見 当日、 手 洗 所の 鏡の 前に、 

おしろい こぼ 

フ ラ ンス 製の 白粉が 滾れ ていた ことな ど を 検事の ため 

に 話して 聞かせた。 


「そうかい、 そういう 若い 女が、 この 陰鬱な 邸内に い 

たと は愕 いた ネ」 

と、 村 松 検事 は、 首 をうな だれて やや 考えて いたが、 

やがて 首 を ムック リ起 すと、 可笑し そうに クス クス笑 

いだした。 

「なにが そんなに 可笑しい のです」 

「だって 君、 脅迫状の 主 は、 蠅男 だよ。 いい かネ。 蠅 

男であって、 あくまで 蠅女 ではな いんだよ。 若い 女が 

いても いい。 これが ドクトル 殺しの 犯人 だと は 思えな 

いさ」 

「でも 検事さん。 さっき 仰 有った ように、 この 蠅 男な 


る 人物 は、 偽りの 旅行 中の 看板 を かける ような 悧巧 

な 人間なん です よ。 女 だから 蠅男 でない と は 云い 切ら 

ぬ 方が よくはありません か。 それよりも、 早く その フ 

ランス 製の 白粉の 女 を 探し だして、 それが 蠅男 ではな 

いという 証明 をす る 方が 近道です よ」 

r ゥム、 なるほど、 なるほど」 

検事 は、 孫の 話 を 聴く 祖父の ように、 無邪気に 首 を 

大きく 振つ て肯 いた。 

そのと き、 奥の 方から 一人の 警官が、 急ぎ足で 入つ 

てきた。 

「検事 どのに 申 上げます。 只今、 正木 署長から お 電話 


でございます。 玉屋 邸から 懸けて 参つ とります」 

検事 は、 その 声に 席 を 立って いった。 帆 村 は、 引返 

たばこ 

そうとする 警官 をつ かまえて、 莨 を 一 本所望した。 

警官 は バットの 箱 ごと 帆 村の 手に 渡して、 ァ タフタと 

検事の 後 を 追ってい つた。 

帆 村 は、 バット を 一本 ぬきだして 口に 垤 えた。 そし 

て 燐寸を 求めて あたり を 見 まわした が、 このと き 室の 

隅に、 立た せられて いる 鴨 下 カオルと 上 原 山 治の 姿に 

気がついた。 

「おお 上 原さん、 燐寸 をお 持ちじゃありません か」 

と、 帆 村 は その 方へ 近づいて いった。 


張り番の 警官の 方が 愕 いて、 ポケットから 燐 寸を押 

しだして、 帆 村の 方へ さしだした けれど、 帆 村 は それ 

に 気がつかない らしく、 

「いや、 どうもす みません」 

と、 上 原 青年の 貸して 呉れた 燐寸を 手に とった。 そ 

して バットに 火 を 点けて、 うまそう に 煙 を 吸った。 

「 —— 東京 は、 わりあいに 暖 いようで すね」 

「  はァ暖 こうご ざい ましたが」 

と、 上 原 青年 は 眼 を パチパチ させた。 

「今朝 早く、 鴨 下さん を 迎えに ゆかれ たんです ね」 

「はァ  そうです _ 


「雨のと ころ を、 大変でした ネ」 

「ええ ッ  そうで) J ざいます」 

「あの、 板 橋 区の 長 崎 町 も、 随分 開けました ネ」 

「あ ッ、 御存じで すか、 鴨 下さん の 住んで いらっしゃ 

る 辺 を  」 

「いや、 こうして お 目に 懸 るまで、 存じませんでした 

が」 

若い 男女 は、 愕 きの 目 を 見張って、 互いに 顔 を 見合 

わせた。 

「きょうの 列車 は、 燕 号です ネ。 だいぶん 空いて い 

ました ネ。 お嬢さん は、 よく 睡れ ました か」 


これ を 聞いて いた カオル は、 真青に なった。 

「ああ、 もうよ して 下さい。 気持が 悪くな ります わ。 

探偵なん て、 なんて 厭な 商売でしょう。 まるで あたし 

たち、 監視され ていたよ うです わ」 

帆 村 は、 笑い かけた 顔 を、 急に 生真面目な 顔に 訂正 

しながら、 

「や あ、 お 気にさ わったら お許し 下さい。 もうお 天気 

の 話 はよ します」 

といって、 指先に 挟んだ 莨 を マジ マジと 見る ので 

あった。 

そこへ 電話口へ 出て いた 村 松 検事が 帰って きた。 あ 


と に 警察の 保姆が ついている。 

「おう、 帆 村 君、 正木 署長の 電話に よると、 いま 玉屋 

総 一郎の 邸に、 怪しき 男が 現われて 邸内 をゥ ロウ 口し 

ている そうだよ。 いよいよ チャン バラが 始まる かもし 

れな いという こと だ。 これから 一緒に 行って みょう 

じ やない か」 

「ほう、 また 怪しき 男です か。 どうも 怪しき 男が 多す 

ぎます ね」 

カオルの 連れの 上 原 山 治が、 キラ リと眼 を 動かした。 

「多い ぶんに は 構わない。 足りない より はいいだろう。 

—— それから お嬢さんに 上 原 君でした かな。 二階に 落 


着いた 部屋が あるから、 そこで ゆっくり 休んで 下さい。 

この 婦人が 世話 をし ますから、 どうぞ」 

検事が 頤を しゃくる と、 保姆 は 人慣れた 様子で 二人 

に 挨拶し、 二階へ 案内す る 旨 を 申 述べた。 —— 二人 は 

観念した ものと 見え、 また 互いの 眼 を 見合わせた まま、 

保姆の 後に ついて、 部屋 を 出て いった。 

「さあ、 行こう。 —— が、 君の 服装 は 困った ネ」 と検 

事が 顔をしかめた。 

ひま 

「いや、 服なら あるんで す。 ソロ ソロ 閑に なりました 

から、 一 つ 着かえ ます かな」 

そういって 帆 村 は、 そこに 張り番 をして いた 警官に 


会釈す ると、 警官 は 椅子の 上に 置いて あった 風呂敷 包 

み をと つて 差 出した。 風呂敷 を 解く と、 宿屋に 残して 

あった 洋服が そっくり 入って いた。 

あき 

「呆れた もの だ。 早く 着換えと けばい いのに —— 」 

「そうは ゆきません よ。 事件の 方が 大切です から ネ。 

洋服なん か、 必ず 着換える 時機が 来る ものです よ」 

そういいながら、 帆 村 は 借りて いた 警官の ォ ー バ— 

を 脱ぎ、 病院の 白い 病 衣 を 脱ぎす てた。 

警官 は 帆 村の ために、 襯衣 や ズボン をと つ て やりな 

がら、 検事に は 遠慮が ちに、 帆 村に 話しかけた。 

「 —— もし 帆 村 はん。 ちょっと 勉強になります さかい、 


教えて いただけません か」 

「ええ、 何の ことです」 

「そら、 さっきの 一 一人に 帆 村 はんが 云 やはりました や 

ろ、 東京 は暖 いと か、 雨が 降って いたやろ とか、 燕で 

来た やろ、 娘 はんの 家 は 板 橋 区の 何処 やろ とか ナ。 二 

人と も、 顔が 青な つてし もうて、 えろう 吃驚し とりま 

した ナ、 痛快で やした なァ。 あの 透視 術 を 教えと くん 

な はれ、 勉強になります さかい」 

あいがめ てんぷく 

藍 甕 転覆 事件 


帆 村 は それ を 聞く と 面映ゆげ に 二 ッと 笑い、 

「ああ あれです か。 あれ は 透視 術で もなん でもない の 

です よ。 聞く だけ、 貴下が 腹 を 立てる ような もの だけ 

れど —— 」 

r ナニ 帆村荘 六の 透視 術？」 と 早耳の 検事 は その 言葉 

を 聞き咎めて、 「 —— おい 君、 善良な 警官 を 悪く しちや 

困る よ」 

「いや 話 を 聞いて おくだけなら、 悪 かなりません よ」 

と 帆 村 は 弁解して、 「 —— もちろん 種が あるんで す。 


これ は 有名な シャ— ロック • ホ— ムズ 探偵が ときに 用 

いたと 同じような 手なん です。 —— さっき 青年 上 原 君 

に 燐寸を 借りた でしよう。 あの 燐寸 は、 燕 号の 食堂で 

出して いる 燐寸 です。 まだ 一 ぱい 軸木が つまって いま 

した。 夜に は大阪 着です から、 ここへ 二人が 現われた 

時間が 十 時 頃 で 、 燕 号 で 来た こと は 皆ピッ タリ 符合し 

ます。 なんでもない ことです よ」 

「はは ァ燐寸 と 鉄道 時間表の 常識と が 種 だつ か」 と警 

官は 大真面目に 感心して、 「すると 東京が 暖ぃ とか、 雨 

が 降って いたと いうの は —— 」 

「あれ は、 上 原 君なん かの 靴 を 見たん です。 かなりに 


泥に まみれて いました。 ご 承知の ように、 わが 大阪は 

上天気です。 しからば、 あの 靴の 泥 は 東京で 附着した 

のに 違いない でしよう。 それ も 雨です。 もし 雪だった 

ら、 ああ は 念入りに 附着し ません よ。 今年 は 十一 月 か 

ら ずっと 寒い。 東京 は 何度も 雪が 降った。 それ だのに 

昨日 は 雨が 降った というの ですから、 これ は 暖かった 

に違いないでしょう」 

「は あ、 そういうと ころから 分りよ つたん やな、 なる 

ほど 種 は 種 やが、 鋭い 観察 だすな。 それ は それでえ え 

として、 青年の 方が 令嬢 を 朝早く 迎えに 行った いうん 

は？」 


「それ は、 上 原 君の 靴 だけで はなく、 カオル さんの 靴 

にも 同等 程度の 泥が ついていた からです。 つま リニ 人 

ぬかるみ 

は 同じ 程度の 泥濘 を 歩いた ことになります。 それから 

燕 号 は、 東京 駅 を 午前 九 時に 発車す るので すから、 朝 

早く 迎えに 行つ たんでしょう」 

「そうな り まっか。 ちょっと 腑に 落ち ま へんな。 もし 

二人が 駅で 待合 わしたん やっても よろしい やない か。 

そして、 令嬢 も 上 原 も 郊外に 住んで 居ったら、 靴の 泥 

も、 同じように 附着し よります がな」 

帆 村 は、 ここ だとい う 風に 大きく 肯き、 

「ところがです ネ、 もっと 大事な 観察が あるので す。 


二人の 靴に ついている 泥が、 どっち も 同質なん です」 

あんた 

「同質の 泥と いうと  貴下さん は、 地質に も 明るい 

の やな」 

「ナニ それほど でもない が、 二人の 靴の 泥 を 後でよ く 

見て ごらんなさい、 どっち も 泥が 乾いて いるのに 赤土 

らしくなら ないで、 非常に 青 味が かってい ましょう。 

染めた ように 真青です。 だから、 どっち も 同質の 土で 

す。 二人 は 同じ 場所 を 歩いた と 考えて いいでしょう」 

「へえ ー ッ、 さよ か。 そんなに 青い 泥が ついと リ まし 

たか、 気がつき まへ なんだ。 それ はええ として、 最後 

に 、 家が 板 橋 区 のど こ やらと ズ バリと 云うて だした の 


は、 これ はまた どういう 訳 だん ネ。 令嬢 を 前から 知つ 

と つ て だすの か」 

「いえ、 さっき この 家で 始めて 会った ばかりです。 だ 

が チャンと 分る のです。 あのような 青い インキで 染め 

たような 泥 は、 板 橋 区の 長 崎 町の 外にな いんです。 

もっと 愕 かすつ もりなら、 通った 通りの 丁目まで 云い 

あてられ るんで すよ」 

「へえ、 驚き ましたな。 しかし また、 あんな 青い 泥が 

その 長 崎 町 だけにあって、 外の 土地に は 無い というの 

は、 ちと 特殊す ぎます な。 長 崎 町に あったら、 その 隣 

リ町 にも ありまつ しゃろ。 そもそも 地質ち ゆうもん は 


—— 」 

「ああ、 あなたの 地質の 造詣の 深いのに は 敬意 を 表し 

ます 力  」 

「あれ、 まだ 地質学に つ い て 何も 喋 つてい まへ ん がナ」 

「いや 喋らんでも 僕に はよ く 分って います。 それに こ 

の 問題 は 地質学の 力 を 借りんでも いいのです。 つまり 

ちょっと 待って 下さい、 あれ は 地質 上、 あんなに 青い 

ので はない のです から ネ」 

「ほほ ン、 地質で 青い のかと おもいました のに、 地質 

以外の 性質で 青い ちゅうの は 信じられ ま へ んな」 

「いや si じられ ますよ。 あなた はきょう 東京から 来た 


東京 タイ ムスの 朝刊 をお 読みに なりました か。 読まな 

い、 そうでしょう。 新聞 を 見る と あの 長 崎 町 二 丁目 七 

番地 先に 今 掘り かえして いてたい へん 道 悪のと ころが 

あります。 その 地 先で 昨夜、 極東 染料 会社の 移転で 

おお だる 

もって、 ァニ リン 染料の 真青な 液が 一 ぱい 大 樽に 入つ 

ている の を 積んだ トラックが ハンドル を 道 悪に 取られ、 

呀っ という 間に 太い 電柱に ぶっかって 電柱 は 折れ、 ト 

ラック は 転覆し、 附近 はたち まち 停電の 真暗 やみに 

なった。 そして あたり 一杯に、 その 染料が 流れ だして、 

ぬかるみ 

泥濘が 真青に なった と 出て います。 何も しらないで、 

現場へ 飛び だした 弥次馬た ちが、 後刻 自宅へ 引取って 


みると、 誰の 身体 も 下半 分が 真青に 染 つていて、 洗つ 

て も 洗っても 取れない というので、 会社に 向け 珍な 損 

害 賠償 を 請求しょう という 一 一重の 騒ぎに な つたと か、 

面白可笑しく 記事が 出て いるんで す。 カオル 嬢と 上 原 

ぬかるみ 

君の 泥靴の 青い 色から して、 二人が 今朝 そこの 泥濘 を 

歩いた に違いない という 推理 を 立てた のです」 

「な、 な、 なるほど、 なるほど、 さよ か。 特殊 も 特殊、 

かる わ V」 

まるで 軽業の ような 推理 だすな」 

「全く そのと おりです。 運よく、 特殊事情 をう まく 捉 

えた だけの ことです。 しかし これ は 笑い ごと じ やない 

のです。 あなたが たは 官権と いう もので 捜査な さる か 


らたい へん 楽です が、 われわれ 私立探偵 となると、 表 

から も 乗り込めず、 万事 小さくな つて、 貧弱な 材料に 

頼って 探偵 をし なきや ならない 辛 さが あるんで す。 そ 

こで あなたがたより は、 小さい こと も 気にし なきやな 

らんので す。 目につく ものなら、 何なりと 逃がさん と 

いうの が、 私立探偵の 生命線なん でして —— 」 

「もう 止せ、 帆 村 君。 手品の 種明かしの 後で ながなが 

演説まで されち や、 折角 保護して いる 玉屋 総 一郎 氏が 

蠅 男の 餌食に なって しまうよ。 そう なれば、 今度 は、 

こ つちの 生命線の 問題 だて」 

そういって 村 松 検事 は、 時計 を 見ながら、 帆 村の 肩 


を 指で 突いた。 

しかし、 警官 は、 何に 感心した もの か、 いつまでも、 

ひと ごと 

「なるほどな ァ なるほどな ァ」 と 独り言 を い いながら、 

二人の 出て ゆく のに も 気がつかない 風だった。 


生きて いる 主人 


夜 はいたく 更けて いた。 

仰ぐ と、 寒天に は 一杯の 星が キラ キラ 輝いて いた。 


晴れ 亙った 暗黒の 夜 —— 

ほとんど 行人の 姿 もない 大通り を、 村 松 検事と 帆 村 

荘 六の 乗った 警察 自動車 は、 弾丸の ように 疾駆して 

いった。 

天下 茶屋 三 丁目 は、 スピ— ドの 上で は、 まるで 隣家 

も 同様であった。 

玉屋 邸の 前で、 二人 は 車 を 下りた。 

扉 を 開けて くれたの を 見る と、 それ は、 帆 村 も かね 

て 顔見知りの 大川 巡査部長だった。 彼 は 直立不動の 姿 

勢 をして、 

「 —— 私が もつ ぱ ら 屋外 警戒 の 指揮 に 当つ とります」 


と、 検事に 報告した。 

「それ は 御苦労。 すっかり 邸宅 を 取 巻いて いるの か 

ネ」 

「 へ え、 それ はもう 完全 やと 申 上げたい くらいだ す。 

へ いそと 

塀 外、 門 内、 邸宅の 周囲と、 都合 三重に 取 巻いて いま 

ほん ま 

す さかい、 これ こそ 本当の 蟻の 匍いで る 隙間 もない I 

I という や つ で ござります」 

「たいへんな 警戒ぶ り だネ」 

「へえ、 こっち も 意地 だす。 こんど 蠅 男に やられて し 

もたら、 それ こそ 警察の 威信 地に 墜っ だす。 完全 包囲 

を やらん ことに は、 良 かれ 悪し かれ、 どっち やにして 


も寝覚 がわる おます」 

あごひも 

この 巨大な 体軀の 持ち主 は、 頤紐を かけた 面に マス 

ク もっけず、 彼の 大きな 団子鼻 は 寒気の ために 苺の 

ように 赤かった。 なにに しても、 たいへんな 頑張り 方 

だった。 

村 松と 帆 村 は、 監視 隊の間 を 縫って 警戒線 を 一巡し 

た。 なるほど、 映画に 出て くる 国定 忠 治の 捕物 を 思わ 

せる ような 大規模の ものだった。 警官の 吐く 息が 夜目 

にも 白く 見えた。 

一巡 後、 二人 は、 厳重な 門 を 開いて 貰って、 玄関に 

入った。 


さすがに 屋内 は、 鎮まり かえっていた。 でも 座敷に 

ふすま 

入る と、 襖の 蔭 や 階段の 下に、 警官が 木像の ように 

立って いた。 そして 検事の 近づく の を 見る と、 一 々鄭 

重な 敬礼 をした。 

「ああ 検事さん 検事さん。 —— 」 

警戒 総指揮官の 正木 署長が、 向う から やって来た。 

彼 も 頤紐を かけ、 足に は 靴下 を 脱いで、 その代りに 古 

足袋 を 履いて いた。 それ は 捕物の 際、 畳の 上で 滑らな 

いためら しかった。 

「おお 正木 君 か。 —— 君、 蠅男 というの は 何十 人 ぐら 

いで、 隊を なして くるの かネ」 


「隊 をな して？ —— ハツ ハツ ハツ。 検事さん のお 口 

に は 敵い ま へん。 ともかくも 屋内の どこから どこまで 

私のと こで 完全に 指揮が とれる ようにな つ とります」 

「ゥ ム、 完全 完全の 看板 流行 だ わい」 

「え、 何で ございます」 

「いや、 革の 袋から も 水が 漏る というて ネ、 油断 はで 

きないよ。 —— 主人公の 居る ところ は 何処か ネ」 

「ああ、 それ はこ ちら だす。 どうぞ、 こちらへ  」 

正木 署長 は、 検事 を 廊下 づたいに 玉屋 総 一郎の 書斎 

あざむ 

の 前に 連れていった。 そこの 扉の 前に は、 鬼 を 欺く 

ごうりき 

ような 強力の 警官が 三人 も 立って いた。 


検事 は 扉の 方に よって、 ハンドル を 握って 廻して み 

た。 

「ああ、 あきま へ ん」 と 警官の 一人が いつ た。 「御主人 

が 中に 入って、 自分で 鍵 を かけて いて だん ネ」 

「中から 鍵 を  すると 警官 も 中へ は 入れな いの か 

ネ」 

「警官まで、 蠅 男の 一 味 やない か 思う とる ようです な 

ァ」 

「ちょ つ と 会って みた いが —— 」 

「そんなら、 扉 を 叩いて みまつ さ」 

警官が、 なんだか 合図ら しい 叩き 様で、 扉 を ドンド 


ン ドン、 ドン ドンと 叩いた。 そして 主人の 名 を 大声で 

呼んで いると、 やがて 扉の 向う で 微かながら、 これに 

応える 総 一 郎の 喚き声が あ つ た。 

「  さっき 断つ ときました やろ。 もう 叩いたり せん 

といて おくれ やす。 そのたん びに 心臓が ワク ワクして、 

蠅 男に やられる よりも 前に 心臓麻痺になります がな」 

主人公 は、 心細い こと を 云って、 脅え きっていた。 

正木 署長 は 検事に 発声 をうな がした が、 村 松 はかぶり 

を 振っても うその 用の ない こと を 示した。 で、 署長が 

代って、 

「 —— 私 は 署長の 正木 だすが なァ、 なにも 変った こと 


は あらし ま へ んか」 

すると 中から は、 総 一 郎の 元気な 声で、 

「ああ 署長さん でっか。 えろう 失礼しましたな。 今の 

ところ、 何も 変り は あらし ま へん。 しかし 署長さん。 

殺人 予告の 二十 四時 間 目と いうと 午後 十一 一時 やさ かい、 

もうあと 三十 分 ほど だすな ァ」 

「そう —— ちょっと 待ちな はれ。 ゥム、 今 は 十一 時 三 

十五 分 やから —— ええ 御主人、 もうあと 二十 五分の 辛 

抱 だす」 

「あと 二十 五分で も、 危 いさかい、 すぐに は 警戒 を 解 

いて 貰うたら あきま へんぜ。 私 もこの 室から、 朝まで 


出て ゆかんつ もりや、 よろし まっしゃ ろな」 

「承知し ました。  すると 朝まで、 御主人 はどうし 

て はります」 

「十二時す ぎたら、 此処に 用意して ある ベッドに もぐ 

りこんで 朝方まで 睡 ります わ」 

「さよ か。 そんなら お 大事に、 なに かあつたら、 すぐ 

あの 信号の 紐 を 引 張る の だっせ」 

「わかって ます。  そんなら もう 扉 を 叩かん ように 

お頼み 申し まっせ。 蠅 男が 来たの か 思うて、 吃驚し ま 

すがな」 といって 総 一郎 は 言葉 を 切った が、 また 慌て 

いけたに よの すけ 

て 声 をつ いで、 「 —— それから あの ゥ、 池 谷 与 之 助 は 


帰って来ました やろ か。 そこにい ま へんか」 

「ああ 池 谷 はんだつ か。 さあ —— 」 と 署長 は 後 を ふり 

かえって、 警官の 返事 を 求めた あとで、 「どこ やら 行つ 

てし もうた そう や。 うちに 居らし ま へんぜ」 

「ああそう でっか。 おおきに。 —— そんなら これで 喋 

る のん はお 仕舞いに しまつせ」 

帆 村 は、 さっきから しきりと 両人の 扉 ごしの 会話に 

耳 を 傾けて いたが、 このと き 首 を 左右に 振って、 

「 ！ 喋る の はお 仕舞いに しまつせ、 か。 これが 永遠 

の 喋り 仕舞いと なるとい う 意味 かしら。 ホイ これ は 良 

くない ル だて」 


といって、 大きな 唇 をグッ とへの 字に 曲げた。 

天井裏の 怪 音？ 

「あれ はなんだ ネ、 池 谷 与 之 助て えの は」 

と、 検事が 署長に たずねた。 

「その 池 谷 与 之 助です がな。 さっき 怪しい 奴が 居る い 

うてお 知らせし ました のん は。 夜に なって、 この 邸に 

やって きょり ましたが、 主人の 室へ ズ カズ 力 入ったり、 


令嬢 糸 子さん を 隅へ 引 張って 耳のと ころで 囁 いたり、 

そうかと 思う と、 会社の 傭人 を 集めて コソコ ソと話 を 

している ちゅう 挙動 不審の 男 だすが な」 

「フ ー ム、 何者 だネ、 彼 は」 

「主治医 や 云うて ます。 なんでも 宝 塚に 医院 を 開い と 

る 新 療法の 医者 やい うこと だす。 さっき 邸 を 出て ゆつ 

きょった が、 どうも 好かん 面 や」 

はくめん む ぜん 

と、 署長 は、 白面 無髯 に、 金縁 眼鏡 を かけて いると 

いう だけの、 至って 特徴の ない 好男子の 池 谷 与 之 助の 

顔に 心の中で 唾 を はいていた。 

「なんだ、 怪しい というの は、 たった それだけ のこと 


かネ」 

「いいえい な、 まだまだ 怪しい ことが おます わ。 さつ 

きも ナ、  」 

と 云い かけた 途端であった。 

突然、 一 一階へ 通ず る 奥の 階段 を ドン ドン ドンと 荒々 

しく 踏みならして 龃け 下りて くる 者が あった。 それに 

続いて ガ ラガラ ガラツと なに か 物の 壊れる 音！ 

たまき 

男女い ずれと も 分らぬ 魂消る ような 悲鳴が、 その後 

に 鋭く 起った。 

素 破、 なにごと か、 事件が 起ったら しい。 

「や、 やられた ッ。 助けてえ —— 死んで しまう がな ァ 


—— 」 

まぎ 

と、 これ は 紛れ もない 男の 声。 

警官た ち は ハツと 顔色 を かえた。 そして 反射的に、 

その 叫び声の する 方へ 龃 けだした。 

「こら こら、 神妙に せんか。 II 」 

騒動の 階段の 下から、 襟が み を 引 捕えられて、 猫の 

ように 吊し あげられ たの は 一 人の 男と 女。 

「どうした どうした」 

「どちらが 蠅男 や」 

「蠅女 も 居る がナ」 

「あまり パッ とせん 蠅男 やな」 


そんな 囁きが、 周囲から 洩れた。 

正木 署長 は 前へ 進み出で、 

「コ ラ、 お前 は 見た ような 顔 やな」 

と 男の 方に いった。 

「へえ、 私 は 怪しい 者で は ござ リま へん。 会社の 庶務 

にいます 山ノ 井と いう 者で、 今日 社長の 命令で 手伝い 

に 参りました わけで …… 」 

「それで どうした というの や。 殺される とか 死んで し 

まう と 喚きよ つた は II」 

「いや、 それが モシ、 私が 階段の 下に 居ります と 上で 

ド シドシ とえら ぃ跫音 だす。 ひよ つと 上 を 見る 途端に 


なにやら 白い ものが ス ー ッと 飛んで きて、 この 眉間に 

あたった かと 思う とバ ッサ リ！」 

「なにが バ ッサリ や。 上から 飛んで 来たと いうの は、 

そら そこに 滅茶滅茶 に 壊れと る 金魚鉢 やな いか。 なに 

を 慌ててい る ねん。 二階から 転げ落ちて きたの やない 

ゝ I 

力」 

「ああ 金魚鉢？ ああ さよ か。 —— 背中で ピリ ピリす 

ると ころがお ますが、 これ は 金魚が 入つ てピチ ピチ跳 

ねとる の やな」 

署長 以下、 なんの こと だと、 気の 弱い 社員の ズブ濡 

れ 姿に 朗らかな 笑声 を 送 つ た。 


「 —— 女の 方 は 誰 や。 コラ、 こっち 向いて —— 」 

と、 署長 は、 鳩が 豆 を 喰った ように 眼をパ チクリし 

ている 四十 がらみ の 女に 声をかけた。 

「へへ、 わ、 わたくし はお 松 云いまして <p 嬢 はんのお 

世話 をして 居ります もので ございます」 

r ゥム、 お 松 か。 —— なんでお 前 は 金魚鉢 を 二階から 

落とし たんや。 人騒がせな 奴 じ や」 

「金魚鉢 を わざと 落とした わけ やお ま へん。 走って 居 

る 拍子に、 つい 身体が 障り ましてん」 

「なんで そんなに 夢中で 走つ とったん や」 

「それ はァノ — 蠅 男が、 ゴ ソゴソ 匍って ゆく 音 を 聞 


きました もの やから、 吃驚して 走り だしました ので I 

I」 

「ナ ニ蠅 男？ 蠅 男の 匍うて いっきょる 音 を 聞いたい 

うのん か。 ええ オイ、 それ は 本当 か —— 」 

署長 は 冗談 だと 思いながら も、 ちょ つ と 不安な 顔 を 

した。 なにしろ 蠅男 防禦 陣を 敷いて いる 真 最中の こと 

であった から。 

ほん ま 

「本当で つせ。 たしかに 蠅 男に 違い あら へん。 ゴソゴ 

ソゴソ と、 重い もの を 引きずる ような 音 を 出して、 二 

階の 廊下の 下 を 匍う とりました」 

「二階の 廊下の 下 を —— 」 


と 署長が 天井 を 見上げる と、 周囲の 警官た ち も、 こ 

わご わ 同じように 天井 を 見上げながら、 頸 を 亀の子の 

ように 縮めた。 

「鼠と ちがう か。 蛇が 天井に 巣 をし とる の やない か。 

オイお 松、 ハツ キリ 返事 をせ い」 

署長 はすこし 狼 1 の 色 を 現わした。 

「ちがいます がな、 ちがいます がな。 鼠が あんな 大き 

な 音 をた てます かいな。 —— 蛇？ 蛇が、 こんな 新築 

に 入って くる もので つし やろ か。 ああ 気持が わるい」 

署長 は、 しばらく 無言で、 ただ 獣の ように 低く 唸つ 

ていた。 が、 急に 腕時計 を 出して みて、 


「ゥ ム、 いま 十一 時 五十 五分 だ。 —— 」 

と 叫んで、 周囲 をグ ルツと 見廻した が、 その 人垣の 

外に、 村 松 検事が 皮肉 たっぷりの 笑み を 浮べて 立って 

いるの を 見つける と、 

「ああ、 検事さん。 いまのお 松の 話お 聞きでした か。 

蠅 男が ， J の 厳重な 警戒線 を 突破し て 天井裏 を 匍う と い 

ほん ま 

うの は、 本当の こと やと 思われ ま へんが、 時刻 も 時刻 

だすよ つて、 一 応 主人公の 安否 を 聞いて みたら 思い ま 

すけれ ど、 どな いなもん でつ しゃろ」 

検事 は パイプ を 口から 離して、 静かに 云った。 

「聞いて みない 方より、 聞いて みた 方が いいだろう ネ 


しかし こんなく だらん 騒ぎに、 こんなに 皆が 一 っ処に 

固まって しまう の じゃあ、 完全な 警戒 網で ございと は、 

ちょっと 云えない と 思う が、 どう だ」 

「おお」 と 署長 は 始めて 気がつい たらしく、 「これ 皆、 

一体 どうし たんや。 よく 注意して おいた のに、 こう 

集って 来たら あか へんが な。 —— ああ、 あの 部屋に 間 

違い は あら へ んゃ ろな」 

署長 は 慌てて そこ を 飛び だし、 主人公の 籠城して い 

る 居間の 方へ 龃 けだした。 

「ゥ ム、 よかった。 —— 」 

署長 は 居間の 前に、 警官が 一 人 立って いるの を 見て、 


ホッと 安心した。 

「オイ 異状 はない か。 ずっとお 前 は、 ここに 頑張って 

いたん やろ な」 

「は ァ、 さっき ガ チャンの ときに、 ちょっと 動き まし 

たが、 すぐ 引返して 来て、 此処に 立ち 続けて 居ります」 

と 東京 弁 の その 警官が 応えた。 

「なん や、 やっぱり 動いた のか」 

「はァ 、ほんの 一寸です。 一分 か 二分です」 

二分で も 二分で も、 そら あかんが な」 

といった が、 他の 二人 は どこへ 行った か 居なかった。 

「さあ、 ちょっと 中へ 合図 をして みい」 


警官 は 心得て、 ドン ドン ドン、 ドン ドンと 合図 どお 

リに扉 をう つた。 そして それ をく りかえ した。 

「 —— 御主人！ 玉屋 さ— ん」 

署長 は 扉に 口 を あてん ばかりにして 呶 鳴った。 しか 

し 内部から は、 なんの 応答 も 聞えなかった。 

「こら 怪 つたいな こと や。 もっと ドン ドン 叩いて みて 

くれ」 

ドン ドン ドンと、 扉 はやけ にう ち 叩かれた。 主人の 

名 を 呼ぶ 署長の 声 はだん だん 疳高くな り、 それと 共に 

顔色が 青くな つてい つた。 

「 —— 丁度 午後 十二時 や。 こら どうし たんやろ か」 


そのと き 広い 廊下の 向う の 隅に ある 棕櫚の 鉢 植の蔭 

から ヌッと 姿 を 現わした 者が あった。 


不思議なる 惨劇 


死と 生と を 決める 刻限 は、 既に 過ぎた。 

死の 宣告 状 を うけとつ たこの 邸の 主人 玉屋 総 一 郎は、 

自ら 引 籠った 書斎の なかで、 一体なに をして いるので 

あろう か。 その 安否 を 気づかう 警官隊が、 入口の 扉 を 


破れる ように 叩いて 総 一郎 を 呼んで いるのに、 彼 は 死 

んだ のか 生きて いるの か、 中から は 何の 応答 もない。 

扉の 前に 集る 人々 のどの 顔に も、 今や アリア リと 不安 

の 色が 浮んだ。 

そのと き、 この 扉の 向い、 丁度 棕櫚の 鉢植の 置かれ 

ている 陰から、 ヌ ー ッと 現われた る 人物 …… それ は 外 

でもない、 主人 総 一郎の 愛娘 糸 子の 楚々 たる 姿だった。 

ところが この 糸 子の 顔色 はどうし たもの か 真青で あつ 

た。 

「どうし たんです、 お嬢さん」 

と、 これ を 逸早く 見つけた 帆 村 探偵が 声をかけた。 


この 声に、 彼女の 体 は 急に フ ラフラと なると、 その 場 

に仆れ かけた。 帆 村 は 素早く それ を 抱きと めた。 

扉の まえで は、 村 松 検事と 正木 署長の 指揮に よって、 

今や 大勢 の 警官が 扉 をう ち 壊す ため にド— ン ド— ン と 

鉢 を 扉に うちあて ている。 さしもの 厳重な 錠前 も、 そ 

の 力に は 打ち かっこと も 出来ない と 見えて、 一回 ごと 

に 扉はガ タガタ となって いく。 そして 遂に 最後の 一撃 

で、 扉 は 大きな 音 をた てて、 室内に 転がった。 

警官隊 は どッと 室内に 躍り こんだ。 つづいて 村松検 

事と 正木 署長が 入って いった。 

「おお、 これ は —— 」 


「うむ、 これ はえら いこつち や」 

一 同 は 躍り こんだ ときの 激しい 勢い もど こへ やら、 

云い あわせた ように、 その 場に 立ち竦んだ。 なるほど 

それ も 無理な きこと であった。 なんとい うこと だ。 今 

の 今まで 一 生 懸命に 呼びかけ ていた 主人 総 一 郎が、 書 

斎の 天井から ブラ 下って 死んで いるので あった。 

すこし 詳しく 云えば、 和服 姿の 総 一郎が、 天井に 取 

付けられた 大きな 電灯の 金具のと ころから 一 本の 綱に 

よって、 頸部 を 締められて ブラ 下って いるので あった。 

他殺 か、 自殺 か？ 

すると、 正木 署長が 叫んだ。 


「おお 血 や、 血 や」 

「ナニ 血 だって？ き 死に 出血 は 変 だネ」 

と 村 松 検事 は 屍体 を 見上げた。 そのと き 彼は愕 きの 

声 を あげた。 

「うむ、 頭 だ 頭 だ。 後頭部に 穴が 明いて いて、 そこ か 

ら 出血して いるよう だ」 

「なんです つ て」 

ゆびさ 

人々 は 検事の 指す 方 を 見た。 なるほど 後頭部に 傷 

口が 見える。 

「オイ 誰か 踏 台 を 持って こい」 検事が 叫んだ。 

帆 村 探偵に 抱かれて いた 糸 子 は、 間もなく 気がつい 


た。 そのと き 彼女 は 低い 声で こんな こと を 云った。 

「 —— 貴郎、 なんで 書斎へ 入って やった ン、 ええ？」 

「ええ ッ、 書斎へ —— 何時、 誰が —— 」 

意外な 問に 帆 村が それ を 聞き かえす と、 糸 子 は呀っ 

と 声 を あげて 帆 村の 顔 を 見た。 そして 非常に 愕 きの 色 

を 現わして、 帆 村の 身体 をつ きのけ た。 

うち 

「  私、 何も 云えし ま へん」 

そういつ たなり 糸 子 は 沈黙して しまった。 いくら 帆 

村が 尋ねても、 彼女 は 応えようと しなかった。 そこへ 

奥 女中のお 松が 蚯 けつけ てきて、 帆 村に かわって 糸 子 

を ^ つた。 


警官た ちに 遅れて いた 帆 村 は、 そこで 始めて 惨劇の 

演ぜられた 室内に 入る ことができた。 

「ほう、 これ はどう も ひどい。  」 

りつぜん 

彼 とても この 場の 慄然た る 光景に、 思わず 声 を あげ 

た。 そのと き 検事と 署長と は、 踏 台の 上に 抱き合うよ 

うにして 乗って いた。 そしてし きりに 総 一郎の 屍体 を 

視 きこんで いた。 

「 —— 正木 君。 これ を 見 給え、 頭部の 出血の 個所 は、 

き リ 

なに か 鋭い 錐の ような もの を 突 込んで 出来たん だよ。 

しかも 一旦 突 込んだ 兇器 を、 後で 抜いた 形跡が 見える。 

ちょっと 珍ら しい 殺人 法 だネ」 


「そうだすな、 検事さん。 兇器 を 抜いて ゆく というの 

は 実に 落つ いたやり 方 だすな、 それにしても 余程 力の 

強い 人間 やない と、 こうは 抜け ま へんな」 

「うん、 とにかく これ は 尋常な 殺人 法で はない」 

検事と 署長 は、 踏 台の 上で 顔 を 見合わせた。 

「ねえ、 検事さん。 一体 この 被害者 は、 頸 を 締められ 

たのが 先 だっし やろ か、 それとも 鋭 器 を 突 込んだ 方が 

先 だっし やろ か」 

「それ は 正木 君、 もちろん 鋭 器に よる 刺殺の 方が 先 だ 

よ。 何故って、 まず 出血の 量が 多い こと を 見ても、 こ 

れは 頸部 を 締めない 先の 傷 だとい うこと が 分る し、 そ 


れ から —— 」 

といって、 検事 は 屍体の 頸の 後に 乱れて いる 血痕 を 

指し、 

「 —— 綱の 下に ある 血痕が こんな 遠くまで ついている 

し、 しかも 血痕の 上に 綱の 当った 跡が ついている とこ 

ろ を 見ても、 綱 は 後から 頸部に 懸けた ことになる。 だ 

からこれ は —— 」 

検事 は そこで 云い かけた 言葉 を 切って、 ギロリ と 目 

を 光らせた。 

「何 だす、 検事さん。 何 かおました か」 

「うむ、 正木 君。 さっきから どうも 変な ことがあ るん 


だ。 血痕の 上に 触った 綱に 二種 あるんだ。 つまり 綱の 

跡に しても、 これと これと は 違って いる。 だから 二種 

類の 綱 を 使った ことになるん だが、 現在 屍体の 頸に 

懸 つてい るの は 一 本 きりだ」 

そういつ て 検事 は 不思議 そうに 室内 を 見廻した。 

血に よつ て 印刷され た 綱の 跡  このような 一 見つ 

まらない もの を見遁 がさなかった の は、 さすがに 名検 

ほまれ 

事の 誉 高き 村 松 氏であった。 それ こそ 恐るべき r 蠅 

男」 の 正体 を 語る 一 つの 重大な 鍵で あつたと は、 後に 

な つ て 思いだ された ことだった。 


糸 子の 質問 

室内 を 見廻して いる 村 松 検事 は、 そこに 帆 村の 姿 を 

認めた ので 声をかけた。 帆 村 はしき りに 天井 を 見上げ 

て いると ころで あ つ た。 

「なんです、 検事さん」 

「うむ 帆 村 君、 ちょっと ここへ 上って 見て くれた まえ。 

ここに 君が 面白がる ものが あるんだ」 

といって、 村 松 検事 は宙に 下って いる 総 一郎の 頸の 


あたり を 指した。 

帆 村 は 身 も 軽々 と、 踏 台の 上に とびのった。 

「ああ これです か。 なるほど 血の 上に ついている 綱の 

痕 のよう な ものが 一 一種 類 見えます ネ」 

と 帆 村 は 検事の 説明に 同意した。 

「ねえ、 分る だろう。 こっちに 見える 模様の 細かい 方 

が、 今 屍体 を 吊り あげてい る 綱の 痕だ。 もう 一方の 模 

様の 荒い ハ ッ キリと 網目の 見える 方の 綱が 室内の どこ 

にも 見当ら な いんだ」 

帆 村 は 検事の 指す 血痕 を じっと見 つめてい たが、 頓 

狂な 声 を 出して、 


「 —— これ は 綱の 痕じ やありません よ」 

「綱の 痕じ やない つて？ じ や 何の 痕 だい」 

「さあ ハツ キリ は 分らない が、 これ は 綱ではなくて、 

何 か 金具の 痕で すよ。 ハンドル だの ペンチ だの、 金具 

の 手で 握る ところに は、 よくこう した 網目の 溝が 切り 

こんで あるじゃありません か」 

「なるほど —— 網目の 溝が 切り こんで ある 金具 か。 う 

む、 君の いうと おりだ。 じ やもう 一本の 綱 を 探さな く 

て もい いこと になった が、 その代りに 金具 を 探さに や 

ならん ことと なった。 金具って、 どんな ものだろう ネ 

どうして こんなに 綱と 一緒に、 こんな 場所に 附 いてい 


るの だろう ネ」 

村 松 検事 はしき りと 頭 を ひねった。 しかし 帆 村 はな 

にも 応えなかった。 帆 村に もこの 返事 は 直ぐに は 出来 

ないで あろう。 

この 応答が、 もしす ぐに この 場で できた としたら、 

「蠅 男」 の 正体 は 案外 楽に 解けた であろう。 

奇妙な る 金具の ギザ ギザ 溝の 痕！ 

いさか 

そのと き 室の 入口に、 なに か 騒がしい 諍 いが 始まつ 

た。 

踏 台の 上に いた 検事 は ヨロ ヨロと した 腰 付で 入口 を 

見た が、 ひと 目で 事 晴を捂 つた。 


「オイ 帆 村 君。 被害者の 令嬢が この 惨劇 を 感づいて 入 

りたがって いるよう だ。 君 ひとつ、 いい 具合に 扱って 

くれない か。 むろん ここへ 近付いても かまわな いが、 

その 辺よ ろしく ネ」 

帆 村 は 検事の 頼みに よって、 入口のと ころへ 出て 

いった。 警官が 半狂乱の 糸 子 を 室内に 入れまい として 

骨 を 折って いる。 

帆 村 は それ を やんわりと 受取って、 彼女の 自制 を 求 

めた。 糸 子 はすこし 気 を 取 直した ように 見えた が、 こ 

んどは 帆 村の 胸に すがりつき、 

うち 

「 —— たった 一 人の 親の 大事 だす やない か。 私 は 心配 


やよ つて、 さっきから 入口の 前 を ひとりで 見張って た 

くらい や。 警官隊 もとん と あきま へん わ。 警戒の 場所 

を 離れたり して、 だら しがお ま へん わ。 そんな こと や 

さかい、 私の たった 一 人の 親が 殺されて しもう たんや 

しい。 もう 何 云うても、 こうな つたら 取り かえしが つ 

かへん けれど —— そない にして 置いて、 私が お 父つ あ 

んの ところへ 行こうと 思うたら、 行かさん 云 や はるの 

は、 なんがなんでも あんまり やお ま へんか」 

と、 ヒ ィヒィ いって 泣き叫ぶ のだった。 

すで 

それ を 聞いて いると、 糸 子が 父の 死 を 既に 察して い 

る ことが よく 分った。 帆 村 は 糸 子に 心からなる 同晴の 


言葉 を かけて、 気が 落つ いたら、 自分と 一緒に 室内へ 

さ ヒ J  すす 

入 つ てお 父 さまの 最期 を 見られて はどう かと 薦めた。 

誠意 ある 帆 村の 言葉が 通じた のか、 糸 子 は 次第に 落つ 

きを 回復して い つ た。 

それでも 父の 書斎に 一 歩 踏み入れて、 そこに 天井 か 

ら ダラ リと 下って いる 父親の 浅ましい 最期の 姿 を 見る 

と、 糸 子 はまた 新たなる 愕 きと 歎きと に 引きつけ そう 

になった。 もしも 帆 村が 一段と 声 を 励まして 気 を 引 立 

てて やらなかったら、 繊弱い この 一 人 娘 は 本当に 気が 

変にな つてし まった かもしれ ない。 

「おおお 父つ あん。 な、 なんで このような 姿に なって 


やつたん」 

糸 子 は 帆 村の 手 を ふりきって、 冷い 父親の 下半身に 

す 力  あえつ 

しっかり 鎚 りつき、 そして また 激しく 嗚咽 を はじめた 

のであった。 鬼神の ように 強い 警官た ちで はあった け 

れど、 この美し い 令嬢が 先に 母 を 喪い 今こう して 優し 

かった 父 を 奪われて 悲歎 やる 方な き 可憐な 姿 を 見て は、 

同情の 心う ごき、 目 を 外ら さない 者はなかった。 

「おおお 父つ あん。 誰かに 殺されて やった かしら へん 

かたき 

けれど、 きっと 私が 敵 を 取つ たげ るし い。 迷わん と、 

成仏し とくれ やす。 南無阿弥陀仏。 —— 」 

くち； ；>  る 

糸 子はヮ ナヮナ う 口唇 を じ つ と嚙 みしめ ながら、 


胸の 前に 合掌した。 若い 警官た ち は、 めいめいの 心の 

中に、 この 慨き 悲しむ 麗人 を 慰める ため、 一刻も早く 

犯人 を 捕えたい もの だと 思わぬ 者はなかった。 

帆村荘 六と て、 同じ 思いであった。 彼 は 糸 子の 傍に 

近づき、 もう 余り 現場に 居ない 方が いいと 思う 旨 伝え 

て、 父の 霊に 別れ を 告げる よう 薦めた。 

糸 子 はふり 落ちる 泪の 中から 顔 を あげ、 帆 村に 礼な 

ど をい つた。 彼女の 心 は 本当に 落つ きを 取り戻し てき 

たもの らしい。 彼女 は 父の 屍体 を、 初めて 見る ような 

面 持で 見上げた。 そして 帆 村の 腕 を 抑えて、 思いが け 

ない こと を 問い かけた。 


「もし  。 父 はこうい う 風に 下って いたと ころ を 発 

見され たんで つ しゃろ か」 

「もちろん、 そうです よ。 それが どうかし ました か」 

帆 村に は、 この 糸 子の 言葉が さらに 腑に 落ち かねた。 

「いや 別に 何でも あれし ま へ ん けれど —— よも や 父 は、 

自殺 をす るた めに 自分で 首 をく く つたの や あれし ま へ 

んゃ ろな」 

「それ は 検事さん の 調べた ところに よつ てよ く 分って 

います。 犯人 は 鋭い 兇器 を もってお 父 さまの 後頭部に 

致命傷 を 負わせて 即死 させ、 それから 後に このように 

屍体 を 吊り下げ たという ことにな つ て いるんで すよ。 


僕 も それに 同感して います」 

うなず 

「は あ、 そうでつ か」 と 糸 子は肯 き、 「こんな 高い と 

ころに 吊るの やったら、 ちょっと 簡単に は 出来 ま へん 

やろ な。 犯人が、 いま 云 や はった ような こと をす るの 

に、 時間が どの位 かかり まっしゃろ」 

「ええ、 なんです つて。 この 犯行に どの位 時間が 懸る 

というので すか。 うむ、 それ は 頗る 優秀なる 質問で 

すね。 —— 」 

帆 村 は 腕 を 組んで、 犯行の 時間 を 推定す るより 前に、 

なぜ 糸 子が、 このような 突然の 質問 を 出した かに つ い 

て^ つた。 


答に 出た 「蠅 男」 

「犯行に 費した 時間 はとい うと、 そうです ね、 まず 少 

くと も 二分 は懸 るで しょうね。 手際が 悪い となると、 

五分 も 十分 も懸 るでしょう」 

「ああそう でっか。 二分より 早う はやれ ま へんか」 

と 糸 子 は 帆 村に 念 を 押した。 

「二分より 早く やる に は 余程 人数が 揃ってい ると か、 


或いは また 道具が 揃つ て いないと 駄目です ね」 

「ああそう でっか。 —— 二分、 ああ 二分 はか かりまつ 

かな ァ」 

糸 子 は なぜか 二分と いう 時間に こだわつ ていた。 

帆 村 は 糸 子の 問に 応えて いるう ちに、 妙な 事実に 気 

がつ いた。 それ は 犯人 は どんな 台 を 使って 総 一郎 を こ 

んな 高い ところに 吊り あげた かとい う 疑問だった。 

なぜなら この 部屋 は 天井が たいへん 高く、 普通の 家 

の 書斎に 比べる と 三、 四 尺 は 高かったろう。 そこから 

吊り 下った 屍体の 爪先 は、 床から 三尺ぐ らいのと ころ 

にある が、 それ を 吊り下げる 綱の 一 番高 いところ は 床 


上から 二 間ば かり 上に あった。 犯人の 手 はどうして そ 

んな 高い ところへ 届いた のだろう。 

いま 検事 や 署長な どが、 屍体の 傍に 置いて いる 台 は、 

その 部屋に あった 二 尺 あまりの 丸い 卓子の 上に、 勝手 

に 使って いた 二 尺の 踏 台 を 重ね あわせた もの だ。 犯人 

が 総 一郎 を 殺した ときには、 この 踏 台 はこの 部屋に な 

かった。 では 彼 はどうして 十二 尺 あまり も あると ころ 

へ 綱 を 通して 結び目 を 作った のだろう。 

この 踏 台に 代る ような ものが 室内に あるかと 見廻し 

たが、 低い 椅子の 外に 何にも 見当らなかった。 しかも 

今 台に つかつ ている 丸 卓子の ほか はなん にも 動かさな 


かった というの だから、 ますます 不思議で ある。 

かるわざ 

では 犯人の 人数が 多くて、 軽業で もやる ように 肩車 

をして、 総 一郎 を 吊り あげたろうかと 考える のに、 こ 

れ もちと 可笑しい。 それ はこの 室の 扉から 出入した 者 

は 多分 無かった ろうと 思われる し —— 多分と いう わけ 

は、 金魚鉢が 二階から 降って きたと きに、 この 扉の 前 

を 警備して いた 警官が、 ついそ ちらへ 見に 行って、 一 

時 扉の 前 を 守る 者が いなかった ことがある。 但し それ 

は 警官の 自白に よって、 僅か  一、 二分の 間だった とい 

う。 その 間 だけ は ハツ キリ 分らない が、 その外の 時間 

に 於て は、 この 扉 は 被害者 総 一郎が 内側から 錠 を 下ろ 


した ままで、 誰も 出入し なかった といえる。 では 外に 

この 部屋への 入口 は あるかと いうのに、 人間の 通れ そ 

うなと ころ は 只の 一 個所 もない。 それ は 被害者 総 一 郎 

が 「蠅 男」 の 忍び こんで くるの を懼れ て、 入口 以外の 

扉 も 窓 もす つかり 釘 づけに して 入れな くして しまった 

からだ。 

ただ 一 つ 帆 村 は 変な もの を 発見して いた。 それ は 天 

井の 方から 紙 を 貼りつ けて 穴 をふさい であった。 しか 

るに 事件 後に は、 その 穴が ポッ カリと 四角形に 明いて 

いたのであった。 紙 はなに か 鋭利な 刃物で もって、 穴 

の 形な りに 三方 を 切り裂かれ、 一方の 縁で もって ダラ 


リと 天井から 下って いた。 これ は 一体 何 を 意味す るの 

であろう か。 

ます 

その 穴 は 一升 桝 ぐらいの 四角い 穴だった から、 そこ 

から 普通の 人間 は 出入す る こと は 出来ない。 小さい 猿 

なら 入れぬ こと もなかつ たが、 よしや 猿が 入って きた 

としても、 猿が よく 被害者 総 一郎の 頭に 鋭い 兇器 をつ 

きこんだり、 それから 二 間 も 上に ある 綱 を 結んで 体重 

一 一十 貫に 近い 彼 を 吊り下げる ことができる であろう か _ 

これ はいずれ も 全く 出来ない 相談で ある。 猿が 入って 

きても 何にも ならない。 

どうやら、 これ は 入口の ない 部屋の 殺人と いう こと 


になる。 しかも 犯人 は 総 一郎 を 高さが 二 尺 あまりの 卓 

子に のぼって 吊り下げ、 床上 二 間のと ころに 綱の 結び 

目 を 作った とすれば、 腕が 頭の 上に 二 尺ち かく 伸びた 

と 考えた にしても、 その 犯人の 背丈 は、 二 間すな わち 

十一 一尺から 四 尺 を 引いて まず 八 尺の 身長 を もっている 

と 見なければ ならない。 変な 話で あるが、 勘定から は 

どうしても そうなる ので ある。 しかも この 八 尺の 怪物 

ま ゝ- 

が 入口から 這 入って きたので ない とすると、 まるで 煙 

のように この 部屋に 忍び こんだ という ことになる。 

このと き、 どうしても 気になる の は、 貼りつ けて あつ 

た 紙 を 切りと つて、 一升 桝 ぐらいの 四角な 穴 を 明けて 


いったら しい 犯人の 思惑だった。 この 穴から どうした 

というの だろう。 もし 八 尺の 怪人 間が いたと したら、 

このような 小さい 穴から は、 彼の 腕 一本が 通る にして 

も、 彼の 脚 は 腿のと ころで 閊 えてし まって、 とても 股 

のと ころまで は 通る ま い。 

「 —— これ は 考えれば 考える ほど、 容易なら ぬ 事件 だ 

ぞ」 

おどろ 

と、 帆 村 探偵 は 心の中で 非常に 大きい 駭 きを 持った。 

—— 密室に 煙の ように 出入す る ことの 出来る 背丈 八 尺 

の 怪物！ 

「蠅 男」 を 勘定から 出す と、 ィャ どうも 何とい つてよ 


いか 分らぬ 恐ろしい 妖怪変化 となる。 果して こんな 恐 

ろしい 「蠅 男」 なる ものが、 文化 華と 咲く 一千 九 百 三 

十七 年に 住んで いるので あろう か。 

ちょりつ 

帆 村 は、 彼が 糸 子の 傍に 佇立して いる こと さえ 忘れ 

ただ  ぼう ビん 

て、 彼のみ が 知る 恐ろし さに 唯、 呆然と していた。 


宝 塚の 一 銭 活動写真 


それから 二日の ちの ことだった。 帆 村荘六 はた だ ひ 


とりで、 宝 塚の 新 温泉 附近 を 歩いて いた。 

空 は 珍ら しく カラ リと 晴れ あがり、 そして 暖く てま 

るで 春の ようで あ つ た。 冬の 最中と はいえ 真青に 常緑 

樹の繁 つた 山々、 それから 磧の 白い 砂、 ぬくぬく とし 

た 日 ざし —— 帆 村 はすつ かりい い 気持に なって、 ブラ 

ブラと 橋の 上 を 歩いて いった。 これが 兇悪 「蠅 男」 の 

跳 梁す る 大阪市と 程遠から ぬ 地続きな のであろう か 

と、 分りき つたこと がたい へん 不思議に 思われて 仕方 

がなかった。 

新 温泉の 桃色に 塗られた 高い 甍が、 明るく 陽に 照 

ら されて いる。 彼 は 子供の 時分よ く、 書生に 連れられ 


て、 この 新 温泉に 来た ものであった。 彼 は そこの 遊戯 

場に あ つた さまざまな 珍ら しい カラク リゃ 室内遊戯に、 

たまらない 魅力 を 感じた ものであった。 彼の 父 はこの 

温泉の 経営して いる 電鉄会社の 顧問だった ので、 彼 は 

一度 来て 味 をし める と、 そのの ち は 母に ねだって 書生 

を 伴に、 毎日の ように 遊びに 来た ものである。 しかし 

書生 は カラク リゃ 室内遊戯 を あまり 好まず、 坊ちゃん、 

そんなに 遊戯に 夢中に な つ ている と 身体が 疲れます よ、 

そうすると 僕が 叱られ ますから 向う へ 行つ て 休憩し ま 

しょうと、 厭が る荘 六の 手 をと つて 座席の 上に 坐ら せ 

たもの だ。 


その 座席 は 少女 歌劇の 舞台 を 前にした 座席だった の 

で、 自然 少女 歌劇 を 見物しながら 休息し なければ なら 

おとな 

なかった。 書生 はこ こへ 来る と 俄然 温和し くな つて、 

やか ま 

荘六 のこと を あまり 暄 しく 云わなかった。 その代り 

うちわ 

彼 は、 突然 団扇の ような 手で 拍手 をしたり、 舞台の 少 

女と 一緒に 唱歌 を 歌ったり、 それから また 溜 息をつい 

たりした ものである。 荘六は 子供心に、 書生が 一 向 休 

憩して いないのに 憤慨して、 ョォぉ 小用が 出たい だの、 

ョォ 蜜柑 を 買って おくれよ、 ョォ 背中が かゆい ょォな 

どと いって 書生 を 怒らせた ものである。 —— いま 橋の 

上から、 十 何年ぶ りで、 新 温泉の 建築 を 見て いると、 


そのと きの 書生の 心境 を ハツ キリ 見 透せ るよう で頰笑 

ましくなる のであった。 彼 は 久し振りに 新 温泉の なか 

に 入って みる 楽し さ を 想像しながら、 橋の 欄干から 身 

を 起して、 また ブラ ブラ 歩いて いった。 

とうとう 彼 は、 入場券 を 買って 入った。 もちろん 昔 

パス を 持って 通った 頃の 年老いた 番人 はいなくて、 顔 

も 見知らぬ 若い 車掌 のよう な 感じの する 番人が 切符 を 

うけとった。 

中へ 入った 帆 村 は、 だいぶん 様子の 違った 廊下 や 部 

屋 割に まご つきながら も、 やっと 覚えの ある 大広間に 

出る ことができた。 朝 まだ 早かった せいか、 入場者 は 


多くない。 

帆 村 は 遊戯 室の 方に 上る 階段の 入口 を 探し あてた。 

彼 はすこし 胸 を ワク ワク させながら その 狭い 階段 を 

登って いった。 

おお 有った 有った。 思いの外 なんだか 狭くな つたよ 

うな 感じで あるが、 見廻した ところ、 彼の 記憶に 残つ 

ている 世界 遊覧 実体鏡、 一 銭 活動、 魔法の 鏡、 三 世界 

不思議 鏡、 電気屋 敷な ど、 すべて そのままであった。 

「うむ、 アルプスの 小屋に 住んで いる 貧乏 サン タク 口 

ス 爺さんの 一 家 は 機嫌が いい かしら」 

と、 帆 村 は 数多い 懐し い 実体鏡の なか を、 あれ や こ 


れ やと 探して 歩いた。 貧乏 サン タク ロスの 一家と いう 

やま ごも 

の は、 アルプス 小屋に 住んで いる 山籠りの 一家の こと 

で、 小さな 小屋の 中に サン タク ロスに 似た 髯を 持った 

老人 を 囲んで、 男女、 八 人の 家族が 思い思いに 針仕事 

をしたり 薪 を 割ったり、 鏡の 手入れ をしたり、 子供 は 

木馬に 乗って 遊んで いると いう 一 家 団欒の 写真で あつ 

て、 サン タ 爺さん ひとり は 酒の コップ を 持って ニコ 二 

コ 笑って いるので あった。 

その 実体鏡で みると、 この 狭い 家の 中の 遠近が ハツ 

おうと つ 

キり 見え、 そして 多勢の 身体 も 実体 的に 凹凸が ついて 

いて、 本当の 人間が チャンと そこに 見える のであった。 


いつまでも 見て いると、 本当に アルプスへ 登って、 こ 

の 小屋の 中を觀 きこんで いるよう な 気がして きて、 淡 

い 望郷 病が 起って きたり、 それから 小屋の 家族た ちの 

眼が こっち を ジロリ と 睨んで いるの が、 急に なんとも 

いえな く 恐ろしく なつたり して、 堪らなく なって 眼鏡 

から 眼 を 離して 周囲 を 見廻す。 すると 一 瞬間のう ちに 

アルプス を 離れて、 身 はわが 日本の 宝 塚 新 温泉の なか 

あわ せんりつ 

にいる こと を 発見す る —— という 淡い 戦慄 をたい へん 

愛した 帆村荘 六だった。 彼 は 十 何年ぶ りで、 その アル 

プス 小屋の 一 家が 相 変らず 楽しそう に暮 している の を 

発見して 嬉しかった。 サン タ 爺さんの 手に ある コップ 


に は 相 変らず 酒が 尽きないよう であった し、 彼の 長男 

らしい 眼の ギヨ ロリ とした 男 は、 一挺の 獵銃を まだ 磨 

き あげてい なかった。 

帆 村 は 子供の 頃の 心に 帰って、 それから それへ と 力 

ラクリ を 見て 廻った。 

そのうちに 彼 は 甚 だ 奇抜な 一 銭 活動 を 発見した。 

これ は I 人造 犬」 という 表題で あつたが、 イタ リャら 

しい 巿街 をし きりに 猛犬が 暴れ まわ リ、 巿 民が これ を 

追い かける という 写真であった。 その 猛犬 を 追跡 自動 

車が 追う と、 自動車が 反って ガ タンと 街路に ひつく リ 

かえる。 ピストル を 打てば、 弾丸が 撃った 者の 方へ 跳 


ねかえ つてく る。 袋小路へ 大勢の 市民が 追いつめて、 

いよいよ 捕える かしらと 思って いると、 ああら 不思議 

はしご 

猛犬の 四肢が 梯子の ように ス ルス ルと 伸び、 猛犬の 背 

が ビルディングの 五 階に 届く。 そして 寝坊のお 内儀ら 

しい 女が、 窓 を 明ける 拍子に 猛犬 は 女 を 押した おして 

そこから 窓の 中へ 飛び こむ。 最後に この 「人造 犬」 の 

発明者が 現われて 犬の 尻尾 を 棍棒で ぶんなぐ ると、 犬 

を 動かして いた 電気の スィッチが 開き、 猛犬 は 仰向け 

にゴ ロンと 引 繰り かえり、 身体の なかから ゼン マイ や 

電池 や 電線が ポンポン 飛び出す —— という 大 活劇で 

あった。 


帆 村 は その 活動写真が たいへん 気に入って、 二度 も 

三度 も 一 銭 銅貨 を 抛げ て、 同じ もの を 繰返し 見物した。 

この 「人造 犬」 というの は、 彼が 子供のと きに 見た 記 

憶がなかった。 その後、 新しく 輸入され て 陳列され た 

もので あろうが、 実に 面白い。 

帆 村 は 続いて、 他の 一 銭 活動写真の 方に 移って いつ 

た。 

帆 村が 何 台 目 かの 一 銭 活動 を視 きこんで いると きの 

ことだった。 すこし 離れた ところに 於て、 なに かガタ 

ンガ タン と い う 騒 々しい 音 を だした 者が ある。 折角の 

楽しい 気分 を 削ぐ 憎い 奴 だと 思って、 帆 村 は 活動 函か 


ら顔を あげて その 方 を 見た。 

きれ 

音を立てて いるの は、 腕に 青い 遊戯 室 係りの 巾 を 捲 

いた 男だった。 彼 は 活動 函を しきりに 解体して いるの 

であった。 その 傍に は、 それ を 熱心に 見守って いる 二 

人の 男女が あった。 

女の 方 は 洋髪に 結った 年の 頃 二十 三、 四 歳の 丸顔の 

和装 をした 美人だった。 その 顔 立 は、 たしかに 何処か 

で 最近 見た ような 気がする のであった。 男の 方 は —— 

と、 帆 村 は 眼 を そっちへ 移した 瞬間、 彼 はもう すこし 

で 声 を 出す ところだった。 それ は 余人で はなく、 玉屋 

総 一郎の 殺人事件 のあった 夜、 玉屋 邸に 於て しきりに 


活躍して いた 医師 池 谷 与 之 助に 外なら なかった。 

池 谷 医師と いえば、 帆 村が 玉屋 邸に 赴く 前に、 正木 

署長から、 邸内に 現われた 怪しき 男と して 電話に よつ 

て 逸早く 報道され た 人物 だ つ た。 

しかし 彼の 住居 は、 この 土地 宝 塚で あると いう こと 

だった から、 今 この 新 温泉に 居た とて 別に 不思議 はな 

い 害だった。 

でも 彼 は、 こんな 室内遊戯 室に、 何の 用が あって 訪 

れ たのだろう か。 


尾行 


帆 村が 数 間 先に 立って いようと は、 池 谷 医師 も 気が 

つかなかった らしい。 

やか ま 

遊戯 室 係りの 男 は、 いよいよ 暄 しい 音を立てて、 一 

銭 活動の 函を取 外して いった。 そして やがて 函の中 か 

ら取 出した の は、 この 一 銭 活動 フィルムであった。 

池 谷 医師 は その フィルム を 受取つ て 大きく 肯 くと、 

ハ ンケチ 

それ を 手帛に 包んで ポケット のなかに 収めて、 そして 

連れの 女 を 促して、 足早に 遊戯 室 を 出て いった。 


(尾行した もの か、 どうだろう か？) 

と、 そのと き 帆 村は逡 つた。 

ちゅうちょ 

いつもの 彼 だったら、 躊躇す ると ころな く 二人の 

男女の 後 を 追った ことだろう。 でも そのと き は、 恐ろ 

あたま 

しい 惨劇 事件に 酷使した 頭脳 を 休める ために 無理に 余 

裕を こしらえて、 この 宝 塚へ 遊びに きていた のだった。 

そして 折角 楽しんで いたと ころへ、 妙な こと を やって 

いる 池 谷 医師 を 見た からといって、 すぐさま 探偵に 還 

ら なければ ならない ことはないだろう。 それ は あまり 

商売 根性が 多すぎる と いう もの だ。 せめて 今日ば かり 

は 「蠅 男」 事件 や 探偵 業の こと は 忘れて 暮らしたい I 


I と 一 応は 自分の 心に 云いき かせた けれど、 どうも 気 

に 入らぬ の は 池 谷 医師の 行動だった。 一 銭 活動の フィ 

ルムを 持って いって、 どうす る 気であろう。 そして 一 

体 彼 は どのような フィルム を 外して 持つ ていった の だ 

ろう。 

「うむ。 そうだ。 せめて 池 谷 医師が 外して いった フィ 

ルムは 何ん な ものだった か、 それ を 確かめる だけなら、 

なにも 悪かない だろう」 

帆 村 は 自分の 心に そんな 風に 言訳 をして、 立って い 

たと ころ を 離れた。 

近づいて みると、 係りの 男 は 活動 函を 元の ように 締 


めて 立ち上った ところだった。 彼 は函の 前に 廻って 靦 

き 眼鏡の すぐ 傍に 挿し こんであった 白い 細長い 紙 を 外 

しに 懸 つた。 それ は函の 中の 一 銭 活動の 題名 を 書いて 

ある 紙 札であった。 

「おや ッ。 —— 」 

帆 村 は、 なんとはなしに ギヨ ッ とした。 係りの 男の 

外した 紙 札に は、 明らかに 「人造 犬」 の 三文 字が 認め 

られ てあつた ではない か。 あれほど 先刻 帆 村が 面白く 

見物した 「人造 犬」 の 活動写真だった ので ある。 

係りの 男 は、 帆 村の 愕 きに 頓着な く、 その あと へ 「空 

中 戦」 と 認めた 紙 札を揷 しかえた。 


帆 村 はもう 辛抱す る ことができ なか つ た。 

「ねえ、 おっさん。 さっき 入って いた 『人造 犬』 の活 

動 は 、 警察 から 公開 禁止の 命令で も 出た のか ネ」 

さすが  カム フラ— ジュ 

逍に帆 村 は、 聞きたい こと を 上手に 偽 装して 訊 

いた。 

「ィ ャ、 そやない ねン。 あの 『人造 犬』 の フィルム を 

売つ たんや」 

「へえ、 売った。 —— この 遊戯 室の 活動の フィルム は 

誰に でもす ぐ 売る のか ネ」 

「すぐ は 売られ へん。 本社へ 行って、 あの人の ように 

掛 合って 来て くれん と、 あかんが な」 


「そうかい。 —— で、 あの 『人造 犬』 の フィルム は、 

ほ 力 

もう 外に 持ち合わせがない のか ネ」 

「うわ— ッ、 今日はけ つたいな 日 や。 今日に かぎって、 

この 一 銭 活動の フィルムが、 なんで そない に 希望者が 

多い の やろう。 —— もう 本社に も 有らし ま へん やろ。 

本社に 有る のん なら、 あの人 も 本社で 買うて 帰りよ る 

力な」 

係りの 男 はぶつ きら 棒な 口調で、 これ を 云った。 

帆 村 は、 あの フィルムが 一本し かないと 聞いて、 急 

に 池 谷 医師の 後 を 追い かける 気になった。 訳 はよ く 分 

らんが、 とにかく どうも 怪しい 行動で ある。 もし あれ 


を 見て いるの が 自分でなくて 正木 署長 だったら、 池 谷 

医師 は その 場に 取り 押さえられた ことだろう。 

帆 村荘六 は、 もう 骨 休み も 商売 根性 を 批判す る こと 

もなかった。 彼 は 平常と 変らぬ 獲物 を 追う 探偵に なり 

きっていた。 

新 温泉の 出口へ 飛んで いった 彼 は、 下足番に、 今 こ 

れ これの 二人連れが 帰らなかった かと 聞いた。 下足番 

は 今 ちょっと 先に 出 やはり ましたと 応えた ので、 帆 村 

は 急いで 温泉宿の 下駄 を 揃えさせ ると、 表へ 飛び だし 

た。 

帆 村 はなるべく 目立たない ように、 新 温泉の 前 を 


あっちへ 行ったり、 こっちへ 行ったり した。 そして 狙 

う 二人の 男女が、 新 温泉の 前 をず つと 奥の 方へ 歩いて 

ゆく の を 遂に 発見した。 彼 は 鼻 を クスリ と 云わせて、 

ふところで 

旅館の どてら に 懐手と いういで たちで、 静かに 追跡 

を 始めた のだった。 

一 一人の 男女 はク ネクネ した 道をズ ンズ ン 歩き続けた _ 

帆 村 は 巧みに 二人の 姿 を 見失わないで、 後から ブラ リ 

ブラ リ とついて いった。 その 間に も 彼 は、 池 谷 医師の 

連れの 美人が 誰の 顔 に似てい るか を 思い出そうと 努め 

た。 ところが、 殆んど 分って いるよう でいて、 なかな 

か 思い出せない のであった。 丸顔の 女 を、 何処で 見た 


のだろう。 前に 歩いて いた 二人の 男女の 姿が、 急に 道 

の 上から 消えた。 

「呀 ッ、 どこへ 行ったろう」 

帆 村 は 先に 見える 辻まで ドンド ン龃 けだして みたけ 

れど、 どの 方角に も 二人の 姿はなかった。 最後のと こ 

ろまで 行って とうとう 巧く 撒かれて しまった か、 残念 

なと 思いながら 引返して くる 帆 村の 目に、 傍の 大きな 

しょ ラ しゃ 

文化 住宅の 門標が 映った。 瀟洒な 建物に は 似合わぬ 

鉄 門に、 掲げて ある 小さい 門 標には 「池 谷控 家」 の 四 

字が 青銅の 浮き彫りに 刻みつ けて あった。 

「うむ、 ここへ 這 入つ たんだな」 帆 村 は ホッと 吐息 を 


ついた。 これ は控 家と あるから に は、 池 谷 医師の 医院 

は 別のと ころに あるの だろう。 これ は 住居ら しいが、 

なかなか 豪勢な ものであった。 若い 女 も 此処に 入った 

とすると、 あれ は 池 谷 医師の 妻 君だった かなと 思った。 

こうして 池 谷 医師の 行方 はっきと めた けれども、 こ 

まま  ちょ つ と 

の 儘で 入る と、 鳥渡 具合が わるい。 すこし 計略 を 考え 

た 上で ない と、 かえって 物事が 拙くなる と 思った 帆 村 

は、 服で も 着かえ なおして くるつ もりで、 門前 を 去つ 

て、 もと 来た 道の 方へ 引き かえして いった。 

半 丁 ほど 行った ところで、 彼 は 向う から 一人の 麗人 

が 静かに 歩いて くるのに 逢った。 


「おお、 これ は愕 いた。 糸 子さん じゃありません か」 

その 麗人 は、 惨劇の 玉屋 総 一郎の 遺児 糸 子であった。 

ぢ もやつ 

彼女 は 声をかけた 主が 帆 村 だと 知る と、 面窶れした 頰 

に 微笑 を 浮べ て 近よ つ てきた。 

「もう 外へ 出ても いいので すか。 何処へ お出で なんで 

す」 

「ええ、 ちょっと 池 谷さん のと ころまで」 

「ああ 池 谷さん のと ころへ —— なるほど」 といった が、 

彼は遽 ただしく 聞き 足した。 「あの ゥ、 池 谷さん に は 

細君が あるんで しょう ネ」 

「ホホ ホホ、 まだお ひとり だっせ」 


「ナ 二、 独り者で すか、 これ は 変 だ」 帆 村 は 笑い もし 

ない。 

「貴女、 池 谷さん に 来い と 呼ばれ たんです か」 

「は あ、 午前中に 来い いうて、 電話が 懸 つてき まして 

ん。 そして ナ、 誰に もうち へ 来る 云わん と 来い、 そや 

ない と 後で 取 返しの つかん ことが 出来ても 知ら へんと 

…：- J 

「うむう むう む」 

むやみ  うな 

帆 村 は 何 を 思った もの か、 無闇に 呻り 声 を あげる と、 

糸 子の 袖 を 引 張って 道の 脇の 林の 中に 連れ こんだ。 


陸 しき 眼 


麗人 糸 子 は、 わるびれた 様子 もな く、 「池 谷控 家」 と 

門標 のうつ て ある 文化 住宅の なかへ ズン ズンと 入って 

いった。 しかし 僅か ここ 数日のう ちに、 痛々 しい ほど 

やつ 

窶れの 見える 糸 子だった。 

糸 子の 父 は、 蠅 男から 送られた 脅迫状の とおりに 正 

確に 殺害され た。 それ は あまりに も 酷い 惨劇であった。 

お 祭り さわぎ のように 多数の 警官隊に とりまかれ なが 


ら、 奇怪に も 邸内の 密室の なかに 非業の 最期 をと げた 

糸 子の 父、 玉屋 総 一郎。 彼女に はもう 父 もな く、 母と 

はずつ と 昔に 死に別れ、 今 は 全く 天涯の 孤児と はなつ 

ふか やつ 

てし まった。 麗人の 後 姿に 見える 深 窶れに、 だれか 涙 

を 催さない 者が あろう か。 

それにしても、 憎んでも 飽き 足りな いのは 彼の 蠅 

男！ 蠅男 こそ 稀代の 殺人 魔で ある。 

しかし 正体の 知れない 蠅 男であった。 帆 村 探偵の 出 

した 答に よると、 蠅男は 密室の なかに 煙の ように 出入 

する 通力 を もち、 そして 背丈 はおよ そ 八 尺 も ある 非常 

に 力の 強い 人物で ある。 だが そんな 化物み たいな 人間 


が 実際 世の中に 住んで いると は 誰が 信じよう か。 しか 

も 帆 村 は 出鳕目 をい つてい るので はない。 彼 は 犯跡 か 

ら精 しく 正しく 調べ あげて 間違いの ない 答 を 出した の 

だ。 ああ 稀代の 奇怪！ 蠅 男と は、 昔の 絵草紙に 出て 

くる 大入道 か？ 

蠅 男の 正体 を どうしても 突き止めねば、 再び 東京へ 

かえらな いと 心に 誓 つ た 青年 探偵 帆 村荘六 は、 身 はい 

ま 歓楽 境 宝 塚 新 温泉 地に ある こと さえ 全く 忘れ、 全身 

の 神経 を 両眼に あつめて 疎林の 木立の 間から、 池谷控 

家に 近づき ゆく 糸 子の 後 姿 を ジッと 見 まもって いるの 

だった。 さきほどの 話合いで、 糸 子と 帆 村との 間に は 


なに か、 或る 種の 了解が できて いるら しい こと は、 糸 

けなげ 

子の 健気な 足 どり によ つ て も それと 知られる。 

池 谷 医師から (きょうの 午前中に、 誰に も 知らさず 

訪ねて こい、 さもないと 取り かえしの つかない ことが 

起る) と 電話され た 糸 子だった が、 その 用事と は 一体 

なにごとであろう か。 

また 池 谷と 連れ だって、 この 控家 のなかに 入った 若 

い 丸顔の 女性に ついては、 糸 子 は 心 あたりがない と 

いったが、 果して 彼女 は 何者であろう か。 

その 怪しき 女と 池 谷と が、 宝 塚の 温泉の なかから 一 

銭 活動の 「人造 犬」 という フィルム を 買って 持ち だし 


てい るんだ が、 それ は 何の 目的あって のこと だろう？ 

こんな 風に 考えて くると、 帆 村 はこれ から 糸 子 を 中 

心に して、 向う に 見える 池谷控 家の なかに 起ろうと す 

る 事件が、 これまでの 数々 の 疑問に きっと ハツ キリし 

た 答 を 与えて くれる にちがいない こと を 思う と、 旅館 

もよお 

のど てらの 下に 全身が 武者ぶ る い を 催して くるの 

だった。 —— 

さて 糸 子 は 帆 村に 注意され たと おり、 一 度と て 後 を 

ふりむいたり などせ ず、 ひたすら 彼女 単身で 訪ねた ふ 

り を 装った。 

彼女 は 池谷控 家の 玄関に 立 つ た。 


玄関の 扉が 半開きに なって いた。 そこで 呼び鈴の 

釦を 軽く おした 上、 なかに 入って いった。 それ は 勝 

手 知 つたる 主治医の 家で あ つたから。 

糸 子の 姿が 扉のう ちに 消えて しまう と、 帆 村 はさら 

に 全身に 緊張が 加わる の を 覚えた。 彼 は 眼ば たき もせ 

ずに、 木立の 間から 控 家の 様子 を 熱心に 窺った。 一分、 

二分 …… 。 何の 変り もない。 

「まだ 大丈夫ら しい。 挨拶 かなん かやって いると ころ 

だろう」 

暫くす ると、 二階の 窓に かかって いる 水色の 力— テ 

びんしょう  とっさ 

ンが すこし 揺らいだ の を、 敏捷な 帆 村 は 咄嗟に 見の 


がさなかった。 

「 …… 二階へ 上つ たんだ」 

ま 

そのと き 力— テンの 端が、 ほんのすこし 捲 くれた。 

そして その 蔭から、 何者と も 知れぬ 二つの 眼が 現われ 

て、 ジッ とこつ ち を 眺めて いるの だった。 

「誰？ 糸 子さん だろう か。 ハテ すこし 変 だぞ」 

と 思った その 瞬間だった。 二つの 怪しい 眼 は、 突然 

力 ー テンの 蔭に 引 込んだ。 まあよ かった —— と 思う 折 

す さ 

しも、 いきな リガ チヤ— ンと 凄まじい 音響が して、 そ 

の 窓の 硝子が 壊れて ガチャ ガチャ ガ チャンと 硝子の 破 

片が軒 を 滑りお ちる の を 聞いた。 


帆 村が ハツと 息 をのむ と、 それと 同時に 力 ー テンの 

中央 あたりが パッと 跳ね かえって、 そこから 真青な 女 

の 顔が 出た。 

「あ ッ、 糸 子さん だッ。 —— 」 

思わず 帆 村の 叫んだ 声。 いよいよ 糸 子の 危難で ある。 

それ は 更に 明瞭と なった。 なぜなら 力 ー テンの 間 か 

ら、 黒い 二 本の 腕が ニュ ー ッと 出て 一方の 手 は 糸 子の 

口 をお さえ、 他方の 手 は 糸 子の 背後から 抱きしめ ると、 

強制的に 彼女の 身体 を 力 ー テンのう ちに 引 張り こんだ 

から。 

「な、 何者！」 


力— テン は 大きく 揺れながら、 糸 子と 黒い 腕の 人物 

を 内側に のんで しま つ た。 

帆 村 は 心 を 決めた。 すぐさま 邸内に 踏み こもうと し 

たが、 帆 村 は 彼の 服装が そういう 襲撃に 適しない の を 

考えて チ エツと 舌打ちした。 屍体 を 焼く 悪臭の 奇人 館 

に 踏み こんだ とき も、 彼 は 宿屋の どてら 姿だった。 い 

ままた 糸 子の 危難 を 救うた めに、 謎の 家に 突進しょう 

として 気がついて みれば、 これ もまた ホテルで 借りた 

どてら 姿なん である。 これで は 身 を 守る もの も、 扉の 

鍵 を 外す 合鍵 もなん にもない。 頼む は 二 本の 腕と、 そ 

あたま  たた 

して 頭脳の 力が あるば かりだ つ た。 思えば 何と 祟る ど 


てらなん だろう。 もうこれ から は、 寝る 間 だって キチ 

ンと 背広 を 着て いなき や 駄目 だ。 

とっさ  えもの 

帆 村 は 咄嗟にな にか 得物 はない かと あたり を 見廻し 

た。 

くさむら 

そのと き 彼の 目に うつった の は、 叢の 上に 落ちて 

いた 一 本の 鉄の 棒 —— というよ リ何か 大きな 機械の 金 

具が 外れて 落ちて いたと いった 風な、 端の 方に ゴテゴ 

テ 細工の して ある 鉄の 棒だった。 それ を 無意識に 拾い 

あげる と 右手に ぐっと 握リ しめ、 林の 中から とびだし 

ま つ し ぐら 

た。 そして 正面に 見える 池谷控 家へ むかって 驀地に 

かけだした。 


麗人の 行方 


目捷 に 麗人 糸 子の 危難 を 見て は、 作戦 もな にも あつ 

たもので はない。 最短距離 をと おって、 ドンと 敵の 胸 

もとに 突撃す る 手し かない。 

下駄ば きで、 カラカラと 石段 を 玄関に 龃け あがる の 

もお そしとば かり、 帆 村 は 正面の 扉 をド— ンと 押して 

板の間に 躍り あがった。 


(階段 は どこ だ！) 

廊下 づたいに 内に 入る と、 目についた 一 つの 階段。 

彼 は 糸 子の 名 を 連呼しながら、 トト トツと それ を龃け 

のぼった。 

だが 糸 子の 声が しない。 すこし 心配で ある。 

「糸 子さァ ん！」 

二階に は 間が 三つ 四つあった。 帆 村 はまず 表から 見 

えていた 十 畳 敷 ほどの 広間に とびこんだ。 

「居ない！」 

糸 子の 姿 は 見えない。 水色の 力— テンが 静かに 垂れ 

下って いるば かりだ。 


押入の 中 か？ 彼 は その 前へ とんで いって 襖 を ボン 

ボンと 開いて みた。 中には 夜具 や 道具が 入って いるば 

かりで 糸 子の 着物の 端 ひとつ 見えない。 

さて 困った。 糸 子 は どこへ 行った のだろう。 次の 部 

屋だ。 —— 

ひらめ 

そのと き 帆 村の 脳裏に、 キラ リと 閃いた 或る 光景 

があった。 それ は 糸 子が 宙に 吊り あげられ ている とい 

う、 見る も 無慚な 姿だった。 彼女の 白い 頸に は、 一本 

の 綱が 深く 喰い こんでい るので ある。 ：：： 

(ああ 厭 だ ッ) 

帆 村 は 両手で 目の前に ある 幻 を はらいのける ように 


した。 それ は 彼に とって 不思議な 経験だった。 これ ま 

あまた 

で 彼 は 数多の 残虐な 場面の 中に 突進した。 しかし 一 度 

だって、 恐ろし さの ために 躊躇 をしたり 厭な 気持に 

なった こと はない。 それ は 職業 だと 思う からして 起る 

冷静 さが 、 そうい う 感情 の 発露 をぎ ゅッ とおさえ たの 

である。 しかしい ま 糸 子の 場合に おいて は、 それが ど 

ういう もの か 抑え きれなかった の は 不思議と いう ほか 

ない。 糸 子が そんな 残虐な 姿になる に は、 あまりに 可 

憐 だった からであろう か。 それとも 帆 村が 彼女の 危難 

を 知りながら も、 この 邸内に 送り こんだ 責任から だろ 

うか。 とにかく 帆 村に とって は、 糸 子の 苦しんで いる 


姿 を 見る こと さえ 辛く 感ずる のだった。 彼 は 急に 気が 

弱くな つたよう である。 それ は なぜであろう か。 

「糸 子 さ ァん、 どこに います かッ」 

帆 村 は 怒号しながら、 次の 部屋の 襖 を パッと 開いた。 

ああ そこに も 糸 子の 姿 は 見えなかった。 そこ は 八 畳 ほ 

どの 和室だった。 押入の 襖が 一 枚 だけ 開いて、 箪笥 

の 引出が 一 つ 開いて 男の 着物が ひっぱりだされ ている。 

それだけの ことだった。 糸 子の 姿 は やっぱり 見あた 

ら ない。 

日頃 冷静 を 誇る 帆 村 もす こし 焦れて きた。 

彼 は その 部屋 を 出て、 北側に ある 洋間の 扉 を 開いて 


躍り こんだ。 しかし そこに も 卓子 や 肘掛 椅子が 静かに 

並んで いる だけで、 別に 糸 子が 隠れて いるよう な 場所 

も 見当らなかった。 

しかし この 部屋に 入る と共に、 帆 村の 鼻 を 強く うつ 

た 臭気が あった。 

「変な 臭いだ。 何の 臭いだろう」 

しょうのう 

ス— ッ とする 樟脳く さい 匂いと、 それに なんだか 

胸の わるくなる ような 別の 臭いと が 交つ ていた。 

彼 は 気が ついて 筒 型の 火鉢の そばへ 龃け よった。 

あつ  ど 

「ぁッ 熱ッ」 火鉢の ふち は 何う したわけ か 焼けつ くよ 

うに 熱かった。 帆 村 は それに 手 を 懸けた ため、 思わな 


い 熱さに 悲鳴 を あげた。 

火鉢の なかには、 赭茶 けた 灰の 一塊が あった。 これ 

は 何だろう。 その 灰の 下 を 掘って みたが、 そこに は 火 

種 一 つなかった。 悪臭が 帆 村の 鼻 をつ いた。 

「ああそう か。 あの フィルム を この 火鉢の 中で 焼いた 

んだ。 『人造 犬』 の フィルム を 買って 来て、 この 火鉢の 

なかで 焼いた という わけ か」 

帆 村 は 悪臭に たえられ なくな つ て、 窓に 近づいて そ 

こ を 開いた。 冷い 風が ス ー ッと 入って きた。 なぜ フィ 

ルムを 焼いたり したんだ ろうか。 そのと き 彼 は 何気な 

く 外 を 見た。 そこ はこの 控 家の 裏口だった。 垣根の 向 


うに、 どこから 持って きたの か 一 台の 自動車が ジッと 

停って いた。 運転台 も 見える が、 人の 姿はなかった。 

「糸 子さん は 一 体 どこへ 行った のだろう か。 たしか こ 

の 二階に 上 つてい たんだが」 

め い 

帆 村 は 滅入ろう とする 自分の 心に なお も 鞭う つ て、 

廊下に 出た。 どこか 秘密 室で もあって、 そのな かに 隠 

されて いるので はなかろう かと 思 つ て 探した けれど、 

この 一 一階に 関する 限りで は 別に 秘密 室 も 見当らない よ 

うで あ つ た。 

そのと きだった。 家の外で ゴ トゴト ジン ジンと 音が 

聞こえて きた。 それ は 自動車の ェ ン ジンが 懸 つたのに 


違いない。 自動車！ 帆 村 は ハツと 気がついた。 そう 

だ、 家の 裏口に 自動車が 停って いるの を 見た つけ。 

し ま 

「うん、 失敗った ッ」 

帆 村の 叫んだ とき はもう 遅かった。 北側の 窓のと こ 

ろに 龃 けつけ てみ ると、 目の 下に 自動車 は 静かに 動き 

だした ところだった。 裏口の 木戸が 開かれて いる。 誰 

かその 木戸から 出て いつ て 自動車に のった に違いない _ 

ほろ かた 

そして 帆 村 は 見た。 その 幌 型の 自動車の 運転台に、 黒 

い 服 を 身に まとった 人物が 腰 を かけて いたの を。 

その 人物 こそ、 さっき 二階で、 糸 子 を 力 ー テンの な 

かに 引ずり こんだ 怪人に 相違なかった。 彼 はい ま 自動 


車に ソッ とうちの り、 何方へ か 逃げようと している の 

だ。 黒い 服の 人物 は 何者？ 不幸に して 帆 村 は、 彼の 

後 姿 を 肩の あたりに だけ 認めた ばかりであって、 怪人 

物の 顔 を 見る こと はでき なか つ た。 

しかし 彼 こそ、 恐るべき 脅迫状の 送り主 「蠅 男」 な 

ので は あるまい か。 いや、 それとも この 家の 主人で あ 

る 池 谷 医師で もあった ろうか。 いずれにしても 帆 村 は、 

その 自動車に 乗った 人物 を 逃がして はならない と 思つ 

た。 

糸 子の こと も 気が かりであった けれど、 怪人物の 行 

方 はさら に 重大 事であった。 それに また、 怪人物 は自 


由 を 失った 糸 子 を その 自動車に 無理やりに 積み こんで、 

共に 逃げて いくと ころだった かも 知れない ので ある。 

ここ はどうしても 怪人の 跡 を 追う のが 正道で あつ た。 

帆 村 は 階段 を 転げ落ちる ようにして、 足袋 はだしの ま 

ま 裏口から、 自動車の 後 を 追い かけた。 


山中の 追跡 


幸いに も、 池谷控 家の 裏通り は 道が 狭かった から、 


自動車 は スピ— ドを あげる ことができないで、 タイヤ 

が 溝の なかに 落ちる の を 気にしながら ノロ ノロと 動い 

ていた。 帆 村 は それと 見る より、 百メ ） ^ル ほど 後方 

から 猛烈に ダッシュし ていった。 それが 分った もの か、 

自動車 はスピ ー ドを すこし 早めた。 自動車 は 生垣に ゴ 

トン ゴ トンと つきあた つ て、 今にも 幌が 裂けそう に 見 

えた。 それに も 構わず、 無理な スピ— ドを 懸けて いつ 

た。 

帆 村 は 懸命に へビ— を かけた。 もうす こしで 自動車 

のうしろ に 飛びつ ける。 —— と 思った 剎那、 自動車 は 

ガ タンと 車体 を ゆすって 頭 を 右に ふった。 広い 舗道へ 


出た の だ。 

「うぬ、 待て ェ」 

帆 村 は 激しい 息切れの 下から、 ふりしぼる ような 声 

で 叫んだ。 しかし それ は 既に 遅かった。 自動車 はわず 

かのちが いで、 舗道に 乗った。 そして 帆 村 を 嘲笑す る 

かの ように 悠々 と スピ— ドを あげて 走つ ていく。 

帆 村 は 文字 どおり 切歯扼腕した。 もうこう なって は、 

残念な が ら 人間の 足で は 競争が 出来な い 。 

何 か 自動車 を 追跡で きる ような 乗り物 はない か。 

そのと き 不図 前方 を 見る と、 路地のと ころから 鼻 を 

まぎ 

出して いるの は 紛れ もな くォ— ト バイだった。 これ は 


うまい ものが ある。 帆 村 は 躍り あがって そこへ 飛んで 

いった。 

それ はォ— ト バイと 思いの外、 自動 三輪車であった。 

それ は大阪 方面の 或る 味 嚕屋の 配達 用 三輪車で あ つ て、 

車の 上に は 小さな 樽が まだ 四つ 五つ ものって いた。 そ 

して 丁度 そのと き 店員が 傍の 邸の 勝手口から 届け 票 を 

手に しながら 往来へ でて きたので、 帆 村 は 早速 その 店 

員のと ころへ 駆けよ つ た。 

そこで 口早に、 車 を 貸しても らいたい という 交渉が 

始まった。 店員 は 目をパ チクリして いるば かりだった。 

なにしろ 犯人 追跡 を や るんだ から、 ぜひ 貸して くれと 


いったが、 店員 は 主人に 叱られる からといって 承知し 

なかった。 そのうち にも 時刻 は ドン ドン 経って いく。 

千載の 一 遇 を ここで 逃がす こと は、 とても 帆 村の 耐え 

られ ると ころで なか つ た。 

(問答 は 無益 だ！) 

とっさ  すき  あご 

帆 村 は 咄嗟に 決心 をした。 隙 だらけの 店員の 顎 を 

狙って 下から ド— ンと アツ パ— カット を 喰わせた。 店 

員 は呀ッ ともい わず、 地上に 尻餅 をつ くな リ長々 との 

びて しま つ た。 

「済まん 済まん。 あとから 僕 を 思う存分 殴らせる から、 

悪く 思わんで …… 」 


と、 心の中で 云いす てて、 帆 村 は 車の 上に またがつ 

た。 そして エンジン を 懸けて 走り だそうと したが、 彼 

はこのと きな に を 思った もの か、 また 地上に 下りて、 

伸びて いる 店員 先生 を 抱き起した。 

活を 入れる と、 店員 先生 はすぐ にゥ— ンと呻 りなが 

ら 気がついた。 それ を 見る より、 帆 村 は 店員 先生 を 背 

後から 抱えて、 車の 後部に 積んだ 味噌 樽の 上に 載せた。 

このと き 店員 先生 はやつ と、 この 場の 事情 を 知った。 

「こら、 何 をす るん や、 泥棒！」 

拳骨 を 喰う わ、 車 は 取られる わ、 この 上 車の 上に 載 

せられよう とする。 彼 は 噴 概の色 を 浮べる より 早く、 


帆 村に 喰つ て かかる ために 樽の 上に 立ち上ろ うとした _ 

帆 村 は 早く もこれ に 気づ いた。 

「まあ 落つ け」 

またが 

彼 は 一言そう 云って ヒラリ と 車に 跨る と、 素早く 

クラッチ を 踏んだ。 自動 三輪車 は 大きく 揺れる と、 弾 

かれた ように 路地から 走リ だした。 

「ああ ッ、 あぶない あぶない」 

店員 先生 は 樽の 上に 立ち あがろう としたが、 たち ま 

ち 車が 走り だした もので、 車から ふリ 落とされ そうに 

力 力 

なった。 それで また 屁 ッぴり 腰 をして 樽の 上に 蹲み、 

そして 車から ふりおとされな いために 顔 を 真 赤に して 


一 生 懸命 荷物 台に 獅嚙 みついた。 

「こら、 無茶す るな、 泥棒 泥棒」 

「そうだ そうだ。 もっと 大きな 声で 呶鳴 るんだ」 

「ええ ッ」 と 店員 先生 は 怪訝な 顔 をした が、 「おお 皆 来 

て くれ、 泥 …… 」 

といい かけて 首をかしげた。 

「こら 妙な こっち や。 この 泥棒 野郎が 車 を 盗みよ つ て、 

乗り逃げし てるの や。 しかし その 車の 上に は チャンと 

俺が 載って いるの や。 すると 俺 は 車 を 盗まれた ことに 

なるやろ か、 それとも 盗まれて え へん ことに なるやろ 

ほん ま 

か、 一 体 どっちが 本当 やろ か、 さあ 訳が わから へん わ」 


ゴ トゴ ト する 樽の 上に 店員 先生が 車 を 盗まれた の か 

どうかと いう こと を 一 生 懸命 考えて いる 間に、 帆 村 は 

眼 を 皿の ようにして 前方に 怪人の 乗った 自動車 を もと 

めて 自動 三輪車 を 運転して い つ た。 

怪人の 自動車 は、 道 を 左折して 橋 を 渡った ものら し 
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温泉 場の 間 を 縫って 狂奔して いく 三輪車に、 湯治の 

客た ちは胆 をつ ぶして 道の 左右に とびのいた。 

まっしぐら 

帆 村 は 驀地に 橋の 上 を かけぬけた。 それから 山道 

に懸 つたが、 やっと 前方に 怪人の 乗った 自動車の 姿 を 

チラと 認めた。 


「うむ、 向う の 方へ 逃げて いくな」 

まり  はす 

道が 悪くて、 軽い 車体 は ゴム 毯 のように 弾んだ。 そ 

のた び ごとに、 樽の 上に 御座る 店員 先生 は 悲鳴 を あげ 

た。 

「モシ、 樽の 上の あんち やん。 この 道 は どこへ 続いて 

いるんだ ね」 

暴風雨の ような 空気の 流れ をつ いて、 帆 村が 叫んだ。 

「この 道なら、 有 馬へ 出ます わ。 お 店と 反対の 方角 や 

がナ」 

店員 先生が、 半 泣きの 声で 答えた。 

「うむ、 有 馬 温泉へ 出る のか。 —— あと 何 里ぐ らい あ 


るか ネ」 

「そう やな ァ。 二 里 半ぐ らい はあり まっせ」 

「二 里 半。 ょォ し、 なんとしても 追いついて や るんだ」 

ちんむ る い 

帆 村の 姿と 来たら、 実にもう 珍無類だった。 これ は 

あまりに も 勇ましす ぎた。 若い 婦人に 見せる と、 気絶 

をして しまう かも 知れない。 なにしろ、 正面からの 激 

くら  へ そ 

しい 風 を 喰って、 どてら の 胸 はは だけて 臍まで 見え そ 

うで ある。 その代り 背中のと ころで、 どてら は アド バ 

ル ー ン のように 丸く 膨らんで いた。 ペタルの 上 を 踏ま 

しゅんめ  たくま 

えた 一 一本の 脚 は、 まるで 駿馬の それの ように 逞し かつ 

たが、 生 僧と ズボン を 覆いて いない。 帆 村 は 怪人の 自 


動 車 を 追い かける ひまひまに、 どてら の禍 をく りかえ 

しくり かえし 後每 していた。 


現われた 蠅男 


帆 村 探偵の 必死の 追跡ぶ りが、 店員 先生の 鈍い 心に 

も 感じた のであろう か、 それとも 先生の 乗った 味噌 樽 

が あまりに ガタ ガタ 揺れる ので 樽 酔いが したので あろ 

うか、 とにかく  *3 員 先生 は 三輪車の うしろに 獅嚙 みつ 


わめ 

いたま ま、 もう 泥棒な どと は 喚かなかった。 

「おう、 樽の 上の あん ちゃんよ ォ」 

帆 村 はまた 声 を 張り あげて 叫んだ。 

「なん や、 俺の ことか」 

「君、 何 か 書く もの を 持って いるだろう」 

「持って え へんが な」 

「噓 をつ くな、 手帳 かなん か 持って いるだろう。 それ 

を 破いて、 二十 枚ぐ らいの 紙 切 を こしらえ るんだ」 

帆 村 は ハァハ ァと息 をき つた。 自動車との 距離 はま 

だ 五 百メ— トルぐ らい ある。 

「その 紙片 を どない する ねン」 


「うう ン。 —— その 紙片に ネ、 字 を 書いて くれ。 なる 

ベく ぺ ン がいい」 

「誰が 字 を 書く ねン」 

「あん ちゃんが 書いて おくれよ」 

「あほらしい。 こんな ガ タガタ 車の 上で、 書け るか 

ちゆん や」 

「なんでも いい。 是非 書いて くれ。 そして 書いた やつ 

は ドン ドン 道 傍に 捨てて くれ。 誰か 拾って くれる だろ 

う」 

「書け といった つて 無理 や。 片手 離す と、 車の 上から 

落ちて しまう がな」 


「ちえ ッ、 もう 問答 はしない。 書け といったら 書かん 

か。 書か なきや、 この 車 ごと、 崖の 上から 飛び下りる 

ぞ。 生命が 惜しくな いか。 僕 はもう 気が 変にな りそう 

なんだ。 ああ ァ、 わ ゎァ」 

これが 店員 先生に 頗 る 利いた。 

「うわ ッ、 気が 変にな つたら あか へんが。 書く がな 書 

くが な。 書きます 書きます、 字で も 絵で も 何でも 書き 

ます。 ええ もし どてら の 先生、 気 をし つか リ 持つ とく 

れ やすや。 気が 変にな つたら あきま へんで え」 

帆 村 は 向う を 向いて 苦笑い をした。 

「君の 名 は 何とい う」 


「丸徳 商店の 長吉 だす」 

「では 長 どん。 いい かネ、 こう 書いて くれた まえ。 I 

I 蠅男 ラシ キ 人物 ガ三 五六 六 五号ノ 自動車 デ宝塚 ヨリ 

有 馬方 面へ 逃 ゲル。 警察 手配 タノ ム、 午後 二 時 探偵 帆 

村」 

「なん や、 ハエ ォ トコて、 どう 書 くん や」 

「ハエ は 夏になる と 出る 蚊 や 蠅の蠅 だ。 オト コは 男女 

の 男 だ。 片仮名で 書いた 方が 書き やすい」 

「うへ ー ッ、 蠅男！ すると これ は あの 新聞に 出て い 

る 殺人 魔の 蠅男 のこと だす か」 

「そうだ。 その 蠅 男らしい のが、 向う に 行く 自動車の 


なかに 乗って いるんだ」 

「うへ ッ。 そんなら 今 あんた と 私と で、 蠅男を 追い か 

けよ るの だす か。 うわ ー ッ、 えらい こっち や。 蠅 男に 

殺されて しまう がな。 字 やかて 書け ま へん。 お断り 

や」 

「また 断る のか ネ。 じ や、 崖から 車 ごと 飛び下りても 

いいんだ ネ」 

「うわ— ッ、 それ も 一寸 待った。 こら 弱って しもた な 

ァ。 どっちへ 行っても 生命がない わ。 こんなん やった 

ら、 あの 子の 匂い を 嗅ぎたい ばっかりに フル ー ツボン 

チ 一 杯で 利太郎 から 宝 塚 まわり を 譲っても らうん やな 


かった。 天 王 寺の 占師が、 お前 は 近いう ち 女の子で 失 

まさ 

敗 するとい うとった が こら 正しく ほん まや ナ」 

「さあ 長 どん。 ぐずぐず 云わんで 早く 書いた。 向う に 

人家が 見え る。 紙片 を 落とす のに 都合が いいと こ ろ だ。 

—— さあ、 ペン を 持って ハエ ォ トコと やった。 —— 」 

「うわ ー ッ、 か、 書きます。 踊って いる 樽の 上で も か 

ま へん。 書く というたら 書きます がな。 しかし 飛び 下 

リ たら あかんで え」 

たいへんな 手間取りよう であった が、 遂に 帆 村の 命 

令が 店員 長吉 によって 行われた。 長吉は 樽の 上に 腹 匍 

いに なって、 書きに くい 字 を 書いた。 そして 一枚 書け 


ると、 それ を 手帳から ひきちぎって 外に 撒いた。 始め 

は 容易に 肯ん じないでも、 一 旦 承知した となると 全力 

を あげて 誠実 をつ くす のが 長吉 のい い 性格だった。 彼 

はこの 困難な 仕事 を 一 心不 乱に やりつ づけた。 

自動車 はすつ かリ 山の 中へ 入って しまった。 怪人の 

乗った 自動車との 距離 はだん だんと 近づいて、 あと 二 

百メ— トルに なった。 この 調子で は 間もなく 追いつく 

ことができ るだろう。 帆 村 は 歯ぎ し リ嚙ん で、 ハンド 

ル をし つかりと 取り 続けた。 彼の 全身 は 風に 当って 氷 

のように 冷えて きた。 ガソリンの 尽きない ことが 唯 一 

の 願いだった。 


上り道が 左の 方に 曲って いる。 

まず 怪人の 乗った 自動車が 左折して、 山の端から 姿 

を 消し さった。 続いて 帆 村と 長吉 との 乗った 自動 三輪 

車が ポク ポクと あえぎながら 坂道 をの ぼ つてい つた。 

そして 同じく 山 の^をぐ つと 左折した。 このと き 帆 村 

は、 前方に こんど は 下り ゆく 自動車が 急に 道から 外れ 

そうにな つ て 走る の を 見た。 

「呀 ッ、 危 ぃッ」 

と、 声をかけ たが、 これ はもう 遅かった。 怪人の 乗つ 

た 自動車 は、 どうした わけ か 次第に 右に 傾いて 二、 三 

度 揺ぐ と 見る 間に、 車体が 右に 一 廻転した。 下 は 百 


メ— トル ほどの 山峡だった。 何条 もってた まるべき、 

横転した 自動車 は 弾み を くらって、 毬 のように ポンポ 

ン 弾みながら、 土煙と 共に 転げ落ち ていった。 そして 

遂に 下まで 届く と、 くしゃと 潰れて しまった。 帆 村 は 

辛うじて 制動 を かけて、 三輪車 を 道の 真中に 停めた。 

「うわ— ッ、 えらい こっち や」 

「うむ、 天命 だな。 あんなに 転げ落ちて はもう 生命 は 

あるまい」 

帆 村と 長吉と は、 車から 下りて 呆然と 崖の 底 をジッ 

むざん 

と 見下ろした。 土煙が だんだん 静まって、 無慚 にも 破 

壊した 車体が 見えて きた。 車体 は 裏返しに なり、 四つ 


の 車輪が 宙に 藻が いている ように 見えた。 

暫く ジッと 見つめて いたが、 車の なかから は 誰も 這 

いだして こなかった。 

「さあ、 すぐ 下りて いってみ よう。 自動車の なかには、 

誰が 入って いるか、 そいつ を 早く 調べ なきやなら ない。 

長 どん、 一 つ 力 を 貸して くれた まえ」 

「大丈夫 だす やろ か。 近づくな り蠅 男が 飛び だして 来 

やしま へんか」 

「いいや 大丈夫だろう。 死んで いるか、 または 気絶し 

ている かどつ ちか だよ。 しかし 何 か 得物 を もってゆく 

に 越した ことはないだろう」 


気がついて みると 帆 村 は 腰に 一 本の 鉄の 棒 を 差して 

いた。 これ は 先刻、 池谷控 家の 前の 林の 中で 拾った 護 

身 用の 鉄棒だった。 帯に 挿んで 背中に まわして あった 

ので、 うまく 落ちないで 持って こられた のだった。 長 

吉は 仕方なく 腰から 手拭い を 取って、 その 端に 手頃の 

石 をし つかり 包んだ。 もし 蠅 男が でたら、 端 を もって 

この 包んだ 石 を ふりまわす つもりだった。 

二人 は、 背の 丈 ほど も ある 深い 雑草の なか を搔 きわ 

ける ようにして、 山峡 を 下りて いった。 

十分 ほど 懸 つて、 二人 は 遂に 谷の 底に ついた。 幌は 

むざん こわ かた 

裂け 鉄板 は 凹み、 車体 は 見る も 無慚な 壊れ 方であった。 


帆 村 は 勇敢に も、 ぐるつ と 後部の 方に 廻って から 自 

力たず 

動 車の 方に 匍って いった。 長 吉は固 唾 を嚥ん で、 帆 村 

の 態度 を 注視して いた。 

帆 村 は 飛び つくよう にして 遂に 車体に ピッ タリと 

くっついた。 彼の 首が 次第 次第に 上って きて、 やがて 

幌の 破れ目から 車内 を視 きこんだ。 

そのと きで ある。 帆 村が 胆を つぶす ような 大きな 声 

で 叫んだ の は …… 。 

「これ は 変 だ。 自動車 は 空つ ぼ だ。 中には 誰も 乗って 

いない ぞッ」 


愕 くべき 二 ュ ー ス 

せっかく 

折角 幌 自動車に 追いついて、 はて は 崖 下まで 探しに 

行った のに、 この なかにはから 紅 の 血潮に 染まった 

怪人の 屍体が あるかと 思いの外、 誰も 居ない 空つ ぼで 

あった。 

帆 村 は 真 赤に な つ て 地 団駄を ふんで 口惜しが つ たが、 

それと ともに 一方で は 安心 もした。 彼 はこの 車の 中に 

ひよ つと すると 糸 子が 入って いるか も 知れない と 思つ 


ていたの だ。 或いは 無 慚な糸 子の 傷ついた 姿 を 見る こ 

とかと 思われて いたが、 それ はまず 見ないで 助かった 

と いう もの だ。 

「帆 村 はん。 この 自動車 を 運転して いた 蠅男 はどうし 

ましたん やろ」 

「さあ、 たしかに 乗って いなき やなら な いんだが なァ 

ハ テナ …… 」 

帆 村が 小 首をかしげた とき、 一 一人 は 警笛の 響き を 頭 

の 上 はるかの ところに 聞いて ハ ッと 硬直した。 

「あれ は —— 」 と、 崖の 上 を 仰いだ 二人の 眼に、 思い 

がけない 実に 愕 くべき ものが 映った。 


さっき 二人が 乗り捨て てきた 自動 三輪車の そばに、 

一人の 怪人が 立って いて、 こっち を ジッと 見下ろして 

いるので あった。 彼 は 丈の 長い 真黒な 吊 鐘 マントで 

もって、 肩から 下をス ポリと 包んで いた。 そして その 

上に は 彼の 首が あつたが、 象の鼻の ような 蛇管と、 大 

きな 二つの 目玉が ついた 防毒 マスク を 被って いた。 だ 

から 本当の 顔 は ハツ キリ 分らなかった。 ただ 丸い 硝子 

の 目玉 越しに ギ ラギラ よく 動く 眼が あつ たばかりで 

あった。 

「呀 ッ、 あれ は 誰 だす」 

「うむ、 今 はじめて 見たん だが、 あれ こそ 蠅 男に 違い 


「ええ ッ、 蠅男！ あれが そうだす か」 

「残念ながら 一 杯う まく 嵌められた。 自動車が あの 山 

の 端 を 曲った ところで、 蠅男は ヒラリ と 飛び下りて 

くさむら 

叢 に 身 を ひそめ たんだ。 あと は 下り坂の 道 だ。 自動 

車 は ゴロ ゴロと ひとりで 下って いったの だ。 ああ そこ 

へ 考えが つかなかった。 とにかく 一本 参った。 しかし 

蠅 男の 姿 を こんなに アリア リと 見た の は、 近頃で 一 番 

の 大手 柄 だ」 

) j ぅぜ ん 

帆 村 は 下から、 傲然と 崖の 上に 腕 を くんで 立つ 蠅男 

を 睨みつ けた。 


みそ だる 

「呀 ッ、 帆 村 はん。 あいつ は 味噌 樽 を 下ろして いまつ 

せ」 

「うん、 蠅男は あの 三輪車に 乗って 逃げる つもりなん 

だ。 僕たちが 崖へ 匍い のぼるまでに は、 すくなくとも 

三、 四十 分 は懸る こと を チャンと 勘定に いれて いるん 

だ。 その上、 うまく 崖の 上に 匍い あがっても、 僕たち 

に 乗り物の ない こと を 知ってい るんだ。 まるで、 ジゴ 

マ のように 奸智 にたけ た 奴 …… 」 

と、 そこまで 云った 帆 村 は、 急に 言葉 を 切った。 そ 

して 長吉の 身体 をド— ンと 突くな り、 

「おう、 危ぃ。 自動車の うしろに 隠れろ ッ」 


と 早口で 命令した。 

その 言葉が 終る か 終らない うちに、 ブ ー ンと風 を 

切って 落ちて きたの は 三 貫目の 味噌 樽だった。 二人が 

もうす こし 気がつかないで 立って いたと したら、 彼等 

のどつ ちかが その 恐ろしい 勢いで 落ちて きた 味噌 樽の 

ために、 頭蓋骨 を 粉砕され なければ ならなかった ろう。 

味噌 樽 は、 なお も 上から ピュ ー ンと 呻り を 生じて 落 

ちてきた。 その 勢いの 猛烈な ことと いったら、 地面に 

落ちて、 地雷火の ように 泥 を はねとばし、 壊れ 自動車 

に 当って は、 鉄板 を ひきちぎって 宙に 跳ね あげる とい 

う 凄い 勢いであった。 なんという 強力なん だろう。 見 


かけ は 普通の 人と あんまり 違わぬ 背丈で ありながら、 

まるで 仁王 さまが 砲弾 なげ をす るよう な 激しい 力 を 

持って いるの だった。 そのと き 何処から ともなく、 飛 

行 機の プロ ぺ ラ らしい 音響が 聞え てきた。 

すると、 蠅男は 可笑しい ほど 俄に 周章て だした。 

最後の 樽 を なげつけて しまった 彼 は、 ひらりと 自動 三 

輪 車の 上に とびのる と、 エンジン を かけた。 そして 鮮 

やかな ハンドルの 切り方で もって、 ドンド ン走リ だし 

た。 

長吉は 憤慨の あまり、 下から 石 をぶ つつけ たが、 ど 

うして そんな ものが 崖の 上まで 届く もので はない。 遂 


に 蠅男は 口惜しが る 帆 村と 長吉 とを谿 底へ 置いて 山 か 

げに 姿を消して しまった。 聞え ていた 飛行機の プロべ 

ラの音 も、 そのうちに 何処 ともなく 聞え なくなった。 

帆 村と 長吉と は、 生命び ろい をした ことに 気がつい 

た。 そこで 勇 気をつけて、 一旦 下りた 崖 を、 また エツ 

チラ ォッ チラと 上って いった。 十分で 下りた ところが 

三十 五分 も懸 つて やっと 崖の 上に 匍い のぼれた。 

二人 は 夕方の 山道 を トコ トコと 歩いて いった。 三十 

分 ほどして、 やっと 一台の ハイ ャ— が 通りかかった。 

二人の 老人の 客が 乗って いた けれど、 無理に 頼んで そ 

れに 乗せて 貰い、 蠅 男の 逃げて いった 有 馬 温泉の 方角 


へ 進撃して いった。 

有 馬で は、 警察から まだ 何の 手配 も 出て いなかった。 

手配の 電話が 懸 つて 来たの は、 帆 村が 大阪 への 電話 を 

申込んだ その後から だった。 手配の 紙片が、 それでも 

誰かに 拾われた ことか 判った。 しかしこう なって はす 

ベて あとの 祭りだった。 なにしろ 手配の 自動車 は 山峡 

に 落ちて いるの だから。 

リンリン リンと 電話が 懸 つてき た。 駐在所の 警官が 

出た。 

「ああ 村 松 検事 どので ございま すか。 はァ帆 村さん は 

いらっしゃ います」 


帆 村 は 疲れ を 忘れて、 電話口へ 飛びつ いた。 彼 は 村 

てんま つ 

松 検事に、 今日の 顚末を 手 短 かにの ベて、 盗まれた 三 

輪 車と 蠅 男の 手配 をよ く 頼んだ。 そして 電話が 切れる 

とグッ タリと して、 駐在所の 奥の間に 匍い こむな り、 

疲れの あまり 死んだ ようになって 唾った。 樽の 上で 

踊った 長吉 もお 招 I： をして、 帆 村の 側らに グ ゥグゥ 

いびき 

鼾 を かいた。 それから 何時間 経った か 分らない が、 

帆 村 は 突然 揺リ 起された。 

「また 村 松 検事 どのから、 お 電話 だっせ」 

帆 村 は 痛む 手足の ふしぶし を 抑えながら、 電話口に 

出た。 そのと き 彼 は、 IE: きの あまり 目の 覚める よう 


な 知らせ を、 村 松 検事から 受けと つた。 

「ええ ッ、 本当です か。 今日の 夕刻、 鴨 下 ドクトルが 

奇人 館に ひよ つくり 帰って きたんで すって？ ほほう、 

貴方 はもう ドクトルが 永久に 帰つ てこない と 仰 有つ て 

いました のにね ェ。 ほほう、 そうです か。 いや それ は 

§< も咢 きました よ、 ほほう」 


蠅 男の 正体？ 


鴨 下 ドクトルが 八日 目に ひよ つくり、 奇人 館に 帰つ 

てきた という 知らせで ある。 

おどろ 

帆 村の 愕 きも さる ことながら 冷静 を も つ て 聞え る 

あの 村 松 検事で さえ、 その 愕 きを 電話口に 隠そうと さ 

えしなかった ほど だ。 検事 は、 鴨 下 ドクトルが 再び 館 

にかえって 来ない と 断言した くらいだ から、 ドクトル 

帰 邸の 知らせ は 全く 寝 耳に 水の 愕きだ つたの だろう。 

鴨 下 ドクトル は 何処に 行って いたのだろう か。 

娘 を 東京から 呼んで おきながら 約束 を 破って ドク ト 

ルが 旅行に 出た の は 何故だろう。 

それから また、 ドクトルの 留守中に、 突然 何者と も 


知れぬ 男の 屍体が 焼かれ、 機関銃 手が とびだし たりし 

たこと に 果して ドクトル は 無関係だった のだろう か。 

蠅 男の 脅迫状 は、 なぜ ドクトル 邸の 暖炉の 上に 置か 

れ てあつた のだろう。 

そういう 疑問の かずかずが、 鴨 下 ドクトルの 口から 

聞きた だされる 時機が 来たの だ。 ドクトルの 答に よつ 

て蠅 男の 正体 はいよ いよ 明らかになる であろう。 帆 村 

探偵 は 大阪へ 帰って、 検事た ちから 聞く ことができる 

であろう ドクトルの 告白に、 非常な 期待 を おぼえた の 

であった。 

「だが、 蠅男を 見た の は、 恐らく 捜査 側で は 自分 だけ 


だろう」 

いさ さ 

帆 村 は、 そのこと について 些か 得意であった。 そ 

れは 実に 大きな 土産話で ある。 

蠅男 という やつ は、 実に 力の 強い 奴で、 三 貫目の 味 

噌樽 を、 あたかも 野球の ボ— ルを 叩きつ ける ように 

楽々 と 抛げ た。 そして 自動車 も 操縦で きれば 三輪車に 

も 乗れる と いう モダ— ン人 だ。 

しかしよ く 考えて みると、 蠅男 について 分って いる 

の は それだけであった。 どんな 身体つ きをして いるの 

か、 それ は 黒い 吊 鐘 マントの 下に 蔽 われて いて ハツ キ 

リ 分らない。 それから また どんな 容貌 をして いるの か 


それ は 防毒面み たいな もの を 被って いるので、 これ も 

ハツ キリ 分らない。 ただ 気味の わるい 二つの 眼が ギロ 

ギ 口と 動く の を 見た ばかりで ある。 

いや、 もっと 分らない ところが ある。 帆 村 はさきに 

玉屋 総 一 郎の 殺された 密室 を 調べ た 挙句、 蠅 男に つ い 

て 次の ような 推理 をた てた。 つまり、 

ます 

r 蠅 男の 背丈 は 八 尺で ある。 そして 蠅男は 一 升桝 ぐら 

いの 四角な 穴 を 自由に 出入す る 人間で ある」 

というの であるが、 崖 上に 見た あの 蠅男 は、 五 尺 四、 

五寸 しかない 普通の 人間の 背丈に 見えた。 況んゃ 一升 

桝の間 を 抜ける ような 細い 身体の ように は 見えな か つ 


た。 すると、 あれ は蠅 男でなかった のであろう か。 い 

や、 あの 崖 上の 怪人物が 蠅 男でなくて、 誰が 蠅男 であ 

ろうか。 すると 身長 八 尺で 一 升桝 ぐらいの 穴 もく ぐれ 

る 人物と いう 帆 村の 推理が 合わない ことになる。 

「これ は、 どうも 自分の 推理が 間違って いたの かナ、 

違う はず はな いんだが」 

帆 村 探偵の 自信 は 俄かに グラ つきだした。 彼 は 遂に、 

眼から 入って きた 蠅 男の 姿に、 幻惑され て しまったの 

である。 深い 常識の ために、 推理の 力 を 鈍らせて し 

まった ので ある。 これ は 後に なって、 ハツ キリと 分つ 

た 話で あるが、 蠅男 に対する 彼の 推理 は 決して 間違つ 


ていなかった の だ。 帆 村 はもつ と 考えるべき だった。 

ここで 玉屋 総 一 郎の 屍体の 頸部に 附 いていた 奇妙なる 

金具の ギザ ギザ 溝の 痕を なぜ 思い出さなかった の だろ 

う。 玉屋 総 一 郎の 頸部に 打ち こんだ 鋭い 兇器が どんな 

ものであって、 どこの 方角から どうして 飛んで きた も 

のか を、 何故 考えなかった のだろう。 それから また 池 

谷 医師た ちが 宝 塚 新 温泉の 娯楽室から 持ち だした 一 銭 

活動の フィルム 「人造 犬」 のこと を なぜ 連想し なかつ 

たんだろう。 いや、 まだ ある。 現に 彼 は 今、 有 馬 温泉 

の 駐在所に 寝ころが つてい るが、 その 枕許に 置いて あ 

る 奇妙な 形 をした 一 本の 鋼鉄 棒が ある。 彼 は それ を 池 


谷 邸に 近い 林の 中で 護身 用と して 拾った ので ある。 彼 

がその 棒に ついて、 もっと 深い 興味 を もっていた とす 

れば、 それだけ でも 蠅 男の 正体 を摑む 余程の 近道と は 

さすが 

なった であろうに、 流石の 帆 村 探偵 も 早くい えば 蠅男 

を それほどの 怪人物 だと は 思つ ていなかった せいで あ 

ろう。 

なにも それ は 帆 村 探偵 だけの ことで はない。 世間で 

は 誰 一人と して、 蠅 男が 過去に も 未来に も 絶す る その 

ような 奇々 怪々 なる 人間 だと は、 気がついて いなかつ 

たの だ。 蠅男 こそ は 有史以来 二人と ない 怪人だった の 

である。 さて、 いかなる 怪人であった ろうか。 それ を 


知る の は、 is く 小数の 人々 だけだった。 しかも 彼等 は 

蠅 男の 正体 を 語る を 好まない か、 または それ を 語る こ 

とがで きな い 事情の 下に あ つ た。 

だから 目下のと ころ 読者 諸君 はやむな く、 村 松 検事 

以下の 検察 当局の 活動と、 青年 探偵 帆村荘 六の 闘志と 

に 待つ より ほかに 蠅 男の 正体 を 知る 手がない ので ある。 

鬼 か 人 か、 神 か 獣 か？ 

蠅 男の 正体が、 白日 下に 曝される の は 何時の 日で あ 

ろう 力 


意外なる 邂逅 


有 馬 温泉の 駐在所に おける 何時 聞かの 前後不覚の 睡 

眠に 帆 村 もす こしく 元気 を 回復した ようであった。 

彼 は それから 先の 行動 を、 あれ や これ やと 考えた 挙 

句、 遂に 決心して 一台の 自動車 を 呼んで 貰った。 

やがて 遠くから クラクシ ョ ンの 響きが 伝わって きた 

と 思ったら、 頼んで あった 自動車が 家の 前に 来て 停つ 

ちょうきち 

た 様子、 帆 村 は 味噌 問屋の 小僧さん 長吉 を 促して、 警 

官 たちに 暇 を つげるな り 車上の 人と な つ た。 


温泉町 は、 もうす つかり 夜の 闇に 沈んで いた。 硫黄 

の 強い 匂い をのせ た 風が、 ス— ッと 流れて 来た。 帆 村 

は 急に、 温い 湯に つかって 疲労 を 直したい 衝動に 駆ら 

れた。 

しかし 彼 は、 すぐ そのような 衝動 をな げすて ていた _ 

これから 蠅 男との 戦闘が 始まる ので ある。 玉屋 総 一郎 

の 忘れ 形 身の 糸 子 は どこに どうして いるの だろう。 彼 

女 は 果して 安全に 身 を 護って いるの だろう か。 池 谷 邸 

に 入った まま、 姿を消して 杳 として 行方が 知れな く 

なった この 麗人の 身の上 を、 帆 村 はすくな からず 憂慮 

している のだった。 池 谷 邸の 二階の 窓に、 糸 子 を 背後 


から 襲った 怪人 こそ は、 あれ はたし かに 蠅 男に 違いな 

い。 蠅男は 糸 子 を どんな 風に 扱った のであろう か。 

帆 村が 疲れ切った 身体 を 自ら 鼓舞して、 再び 車で 宝 

塚へ 引返そうと 決心した の も、 直接の 動機 はこの 可憐 

なる 糸 子の 安危 をた しかめたい ことにあった。 彼女の 

父親 を、 蠅 男から 護ろうと 努力して いながら、 遂に 蠅 

男の ためにして やられ、 糸 子 を 孤児に してし まった。 

その 責任の 一半 は、 帆 村 自身に あるよう に 思って、 彼 

はこの 上 は、 自分の 生命に かけて 蠅男を 探し だすと 共 

に、 糸 子 を 救いだ さねば ならない と 決心して いるの 

だった。 


暗い 山路 を 縫って、 約 一時間の ちに 自動車 は 宝 塚に 

帰つ てきた。 

そこで 長吉 は、 西の 宫 ゆきの 電車に 乗り かえて、 駐 

在所から 貰った 証明書 を 大事に ポケットに 入れた まま、 

帆 村に 別れ を つげて 帰って いった。 帆 村 はこの 少年の 

ために、 そのうち 主家 を 訪ねて 弁明 をす る こと を 約束 

した。 

ホテルで は、 愕き 顔に 帆 村 を 迎えた。 

なにしろ 朝方 ド テラ 姿で ブラ リと 散歩に 出かけた こ 

の 客人が、 昼食に も晚餐 にも 顔 を 見せず、 夜更けて、 

しかも 見違える ように 憔啐 して 帰つ てきた の だから。 


「えろう ごゆつ くりで したな、 お案じ 申しと りました 

ペペへ」 

「いや、 全く 思わない ところまで 遠っ走りし たもので 

ネ、 なにしろ 知合いに 会った もの だから」 

「はァ はァ、 そうでつ か、 お惚け 筋で、 へへ へ、 どち 

らまで 行き はりました」 

「ゥ フン。 大分 遠方 だ。 …… 部屋の 鍵 を 呉れた まえ」 

「は ァ、 これ だす」 と 帳場の 台の 上から 大きな 札の つ 

いた 鍵 を 手渡しながら、 不図 思い出し たという 風に 「あ 

あ、 お客さん、 あんた はんに お 手紙が 一 つお ました。 

忘れて いてえ ろうすみ ま へ ん」 


「ナ 二手 紙？」 

帳場の 事務員 は、 帆 村に 一 通の 白い 西洋 封筒 を 手渡 

した。 帆 村が それ を 受取って みると、 どうした もの か 

その 白い 封筒に は 帆 村の 名前 も 差出人の 名前 も 共に 一 

字 も 書いて なかった。 その上、 その 封筒の 半面 は、 泥 

だらけであった。 帆 村 は ハツと 思った。 しかし さりげ 

ない 態で、 ボ— ィの 待って いる エレ ヴェ ー タ ー のなか 

に 入った。 

帆 村 は 四 階で 下りて、 絨毯の 敷きつ めて ある 狭い 廊 

下 を 部屋の 方へ 歩いて いった。 

扉の 前に 立って、 念のために 把手 を 廻して みたが、 


扉 はビク ともしなかった。 たしかに、 錠は懸 つてい る。 

なぜ 帆 村 は、 そんな こと を検 してみ たのであろう。 

彼 はなん となく 怪しい 西洋 封筒 を 受取って から、 急に 

警戒心 を 生じた のであった。 

扉に は 錠が 懸っ ている。 

まず 安心して いいと、 彼 は 思った。 そして 鍵穴に 鍵 

を 挿入して、 ガチャ リと 廻した のであった。 その 瞬間 

に、 彼 は 真逆 自分が、 腰 を 抜かさん ばかりに 吃驚 させ 

られ ようと は 神なら ぬ 身の 知る よし もなかった。 しか 

し 事実、 扉 一 っ距 てた 向う に 彼の 予期し ない 異変が 待 

ち うけてい たので ある。 


帆 村 は、 鍵 を 穴から 抜いて、 片手に ぶら下げた。 そ 

して 把手 をグ ルツと 廻して、 扉 を 内側に 押した。 部屋 

のなか は、 真暗であった。 

扉 を 中に 入った すぐの 壁に、 室内 灯の スィッチが 

あった。 

帆 村 は、 手 さぐりで その スィッチの 押し釦 を 探した _ 

押し釦 はすぐ 手に ふれた。 彼 は 無造作に、 その 押し釦 

を 押した のであった。 

パッ と、 室内に は 明るい 電灯が 点いた。 その 瞬間で 

ある。 彼 は、 

「呀 ッ！」 


といって、 手に 持って いた 鍵 を 床の 上に とり 落とし 

た。 それ も 道理であった。 空で あるべき はずの ベッド 

の 上に、 誰か 夜着 をす つぼり 被って 長々 と 寝て いる 者 

があった ので ある。 

「もしゃ 部屋 を 間違えた ので は …… 」 

と、 咄嗟に 疑い はした が、 断じて 部屋 は 間違って い 

ない。 自分の 部屋の 鍵で 開いた 部屋だった し、 しかも 

壁に は、 見覚えの ある 帆 村の ォ ー バ— が懸 つてい るし、 

卓子の 上に は トランクの 中から 出した まま 忘れて い つ 

た 林檎まで が、 今朝 出て ゆく ときと 寸分たがわず その 

とおりに 並んで いるの だった。 自分の 部屋で ある こと 


に 間違い はない。 

さあ、 すると、 ベッドの 上に 寝て いるの は 一体 何者 

だろう。 

帆 村の 手 は、 音 もな く 滑る ように、 懸けて ある ォ ー 

バ ー の 内ポケットの 中に 入った。 そこに は 護身 用の コ 

ルトの ピストルが 入って いた。 彼 は それ を 取 出すな り、 

一 一 つに 折つ て 中身 を しらべた。 

「 …… 実弾 はたし かに 入って いる！」 

こうした 場合、 よく 銃の 弾丸が 抜き さられて いて、 

いざと いうと きに 間に合わなくて 失敗す る ことがある 

の だ。 帆 村 は そこで 安心して ピストル を グッと 握りし 


めた。 そして 抜き足差し足で、 ソロ ソロ ベッドの 方に 

近づいて いった。 

ベッドの 上の 人物 は、 死んだ ものの ように 動かない。 

い き 

帆 村 は 遂に 意 を 決した。 彼 は 呼吸 をつ めて 身構えた。 

ピストル を 左手に もちかえて、 肘をピ タリと 腋の 下に 

つけた。 そして ャッ という 懸け 声 もろとも 一躍して 

ベッドに 躍り かかり、 白い シ— ッの懸 つた 毛布 をパッ 

と 跳ねの けた。 そこに 寝て いるもの は 何者？ 

ピストル をピ タリと 差しつ けたべ ッドの 上の 人物の 

顔？ それ は 何者だった ろう？ 

帆 村の 手から、 ピストルが ゴ トリと 下に 滑り落ちた。 


「おお —— 糸 子さん だッ」 


迷 ！ 迷 ！ 


なんという 思いがけな さであろう。 

自分の ベ ッドの 上に 長々 と 寝て いる 怪人物 は 何者 だ 

ろう。 それ は 気味の 悪い 屍体で もあろう かと、 胸お ど 

ら せて 夜具 を剝 いで みれば 意外に も 意外、 麗人 糸 子の 

人形の ような 美しい 寝顔が 現われた ので ある。 これ は 


一 体 どうした ことであろう。 

ベッドの 上の 糸 子 は 死んで いるので はなかった。 目 

覚め こそしな いが、 落つ いた 寝息 をた てて ス ヤス ャと 

睡 つてい るので あった。 その 蠟 のように 艷の ある 顔 は、 

いくぶん 青 褪めて はいた けれど、 形の いい 弾力の ある 

唇 は、 まるで 薔薇の 花片 を 置いた ように 紅かった。 

帆 村の 魂 は 恐怖の 谷から たちまち 恍惚の 野に 浮き 上 

リ、 夢を見る 人の ように ベッドの 上の 麗人の 面に いつ 

まで も 吸い つけられ ていた。 

「なぜだろう？」 

帆 村 は、 解けない 謎の ために、 やっと 正気に 戻った。 


夢で はない、 糸 子が 彼の 部屋の ベッドの 上に 寝て いる 

の は 厳然たる 事実 だ。 厳然たる 事実 なれば、 この 大き 

い 意外 を もたらした 事情 はどうい うのだろう。 それ を 

知らなければ ならない。 

彼 は 帳場へ 電話 を かけようかと 思って、 それに 手 を 

ふ と  ふところ 

懸けた。 けれど そのと き 不図 気がついて 懐中 を 探った。 

出て 来たの は、 一通の 西洋 封筒だった。 さっき 帳場 

で 渡されて きた 宛名 も 差出人の 名前 もない 変な 手紙 だ。 

彼 は そっと 封筒 を ナイフの 刃で 剝 がして みた。 その 

中から は 新聞紙が 出て 来た。 新聞紙 を 八 等分した くら 

いの 小さい 形の ものだった。 


新聞紙が 出て 来たと 見る より 早く、 帆 村は蠅 男の 脅 

迫 状 を 連想した。 拡げて 調べて みると、 果然 活字の 上 

に、 赤 鉛筆で 方々 に 丸が つけて ある。 これ を 拾って 

綴って ゆく と、 文章に なって いる ことが 分った。 

「ゥ ム、 やはり 蠅 男の 仕業 だな」 

赤い 丸の ついた 字 を 拾って ゆく と、 次の ような 文句 

になった。 

「  この 事件 カラ ただちに 手 を ひケ、 今日 ま デヮ大 

メ に見テ やる、 その 証コ に、 ィと子 を 安全に 返 シテゃ 

る、 手 を 引 カネバ、 キサマ も いと子 も 皆、 いのちが ナ 

ィ ものと 覚捂 セョ、 蠅 男より、 ほ ムラそう 六へ  


果然、 蠅 男からの 脅迫状だった。 

帆 村 探偵に、 この 事件から 手 を 引かせよう という 蠅 

男の 魂胆だった。 

帆 村 は、 この 新聞紙に 赤 丸 印の 脅迫状 を 読んで いる 

うちに、 恐怖 を 感ずる ど， ，- ろか ムラ ムラと 癩 にさ わ つ 

て 来た。 

おど 

「かよわい 糸 子さん を 威 かしの 種に 使おう なんて、 卑 

怯 千万な 奴 だ」 

それにしても、 糸 子 はどうし てこの 部屋へ 搬 ばれて 

来たの だろう。 また その 脅迫状 はどうして 帳場に 届け 

られ たのだろう。 それが 分れば、 憎むべき 蠅 男の 消息 


がかな り ハツ キリす るに 違いない。 

帆 村 は 電話 を 帳場に かけた。 

「誰か 僕の 居ない 留守に、 この 部屋に 入った ろうか」 

帳場で は 突然の 帆 村の 質問の 意味 を 解し かねていた 

が、 やっと その 意味 を 了解して 返事 をした。 

「ハァ けさ、 お客さんが 外出なさい まして、 その後で 

ボ— ィが 室内 をお 片 づけした だけで つせ。 その外に、 

誰も 一 度 も 入れし ま へん」 

「ふうむ。 ボ— ィ 君の 入った の は 何時か ネ」 

「そうだすな。 ちょっと お待ち —— 」 と 暫く 送話 口 を 

おさえた 後で、 「けさの 午前 十一 時 ごろ だす。 それに 


間違いお ま へん」 

「噓を ついては いけない。 その後に も、 この 部屋 を 開 

けたに ちがいない。 さもなければ 鍵 を 誰かに 貸した ろ 

う」 

「いいえ 滅相 もない。 鍵 は 一 つし か 出て いま へん。 そ 

して ボ ー ィに 使わせ るん やっても、 時間 は 厳格に やつ 

とりまん が、 ことに 昼から こっちず つと、 お 部屋の 鍵 

はこの 帳場で 番をして いました さかい、 部屋 を 開ける 

などと いう こと は あらし ま へ ん」 

帳場の 返事 はすこぶ る 頑固な ものであった。 帆 村 は 

それ を 聞いて いて、 これ は 決して 帳場が 知った ことで 


はなく、 そっちへ は 万事 秘密で 行われた ものに 違いな 

いと 悟った。 

全く 不思議な ことだった が、 何者かが 帳場と 同じよ 

うな 鍵 を 使って 扉 を 開け、 そして そこに 糸 子 を 入れて 

逃げた のだった。 

これ ももち ろん 蠅 男の 仕業に ちがいない。 一方に お 

いて 脅迫状 を 送り、 そして 他方に おいて 糸 子 を 池 谷 別 

邸から この ベッドの 上に 送り こんだ のに 違いない。 し 

かし 蠅男 は、 一体 どうして 糸 子 を、 ソッ とこの 部屋に 

送り こんだ もの だろうと 帆 村 は 考えた。 

「モシ モシお 客さん。 何 か 間違いでも 起り ました やろ 


か」 

帳場で は、 訝しげ に 聞き かえした。 

「うむ。 —— 」 帆 村 は 唸った が、 このと き 或る ことに 

気がついて 受話器 を もちかえ、 「そうだ。 さっき 帳場 

で 貰った 西洋 封筒に 入った 手紙の こと だが、 あれ は 誰 

が 持って きたの かネ」 

「ああ あの 手紙 だつ か。 あれ は —— 」 と 帳場 氏 は 言葉 

ためら 

を 切って ちょっと 逢 つた。 

「さあ、 それ を 云って くれた まえ。 誰が あの 手紙 を 

持って きたの だ」 

「 —— そのこと だすが な、 お客さん。 ちょっと 妙な と 


ころがお まんね。 実は ナ、 あの 手紙 は 私が 拾いに 出 ま 

してん」 

「手紙 を 拾いに 出た と は？」 

帆 村の 眉が ピクリ と 動いた。 

「いえ ー な、 それが つまり 妙 やな ァとは 思って ました 

んで すわ。 詳しくお 話せに や 分って もらえ ま へんが、 

あれ は 午後 四時 ごろ やった と 思います が、 この 帳場へ 

電話が 懸 つて 来 ましてん。 懸 つてみ ますと 男の 声で ナ、 

まう 

いま 玄関 を 出る と 庭に 西洋 封筒 を 抛 りこんで ある さか 

い、 それ を 拾って 帆 村さん に 渡しと いて 呉れ  と、 

こない に 云うて だん ネ。 そして 電話 はすぐ 切れました。 


なに を 阿呆らし いと 思う たんやけ ど、 まあまあ そんに 

して 玄関の 外に 出 ましたん や。 すると どう だす、 電話 

のとお りに、 砂利の 上に あの 西洋 封筒が 落ちて います 

やない か。 ハ ハァ、 こら やっぱり 本当 やと 思って、 そ 

れで 拾って、 お客さんに お届けした というよ うな 次第 

だす」 

帆 村 は それ を 聞いて、 たいへん 興味 を 覚えた。 ホテ 

ルの 庭に 置いた 手紙 を、 拾って くれと 帳場に 電話 を か 

けたと いうの は、 これ は 決して 普通の やり方で はない。 

とにかく それが 事実に ちがいな いこと は、 封筒に 附着 

していた 泥 を 見ても しれる。 それが 本当 だとす ると、 


この 奇妙な 脅迫状の 配達 方法の なかに、 なに か 深い 意 

味が ある ものと 見なければ ならぬ。 

さて、 それ は、 いかなる 深い 意味 を もってい るか、 

帆 村の 頭脳 は 麗人 糸 子の 身近く にある こと を 忘れて、 

愈 々 冴え かえるの であった。 彼 は その 秘密 を ど う 解く 

であろう か。 


仅土 しき 泊り客 


不思議な 脅迫状の 配達 方法で あつ た。 

「ねえ 君」 と 帆 村 は 受話器 を まだ 放さないで いった。 

「その 電話の 相手 は、 どこから 懸けた の だか 分った か 

ネ」 

「いや、 分り ま へん」 

「もしゃ この ホテル 内から 懸けた ので はな か つた か 

ネ」 

「いえ、 そら 違います。 ホテルの 中 やったら もっと 

もっと 大きな 声 だす わ。 そしても つと 癖のある 音 をた 

てます がな。 ホテルの 外から 懸 つて 来た 電話に 違い あ 

らし ま へ ん」 


「ホテルの 中から 懸けた 電話で はない というんだ ネ。 

がてん 

フ ー, ^」 帆 村 は 首 を 左右に ふった。 それ は ひどく 合点 

が 行かぬ という しるしだった。 

宛名な しの 手紙 を ホテルの 庭に 抛り こんで 置いて、 

そして 間髪を入れず、 外から その 手紙 を 拾えと 電話 を 

かけて くる ことが そう 安々 と 出来る ことだろう か、 一 

分 違っても その 手紙 は 誰かに 拾われる かもしれ な いん 

だ。 そうすると 必ず 間違いが 起る に 極って いる。 しか 

も 常に 用意周到な 蠅男 である。 彼が そんな 冒険 をす る 

害がない。 帆 村の 直感で は、 蠅男 はこの ホテルの 中に 

いて、 窓から その 手紙 を 庭へ 抛げ おとし、 そして ホテ 


ル 内の 一 室から すぐに 帳場へ 電話 を かけた ものだろう 

と 思って いたの だ。 しかし 帳場で は 案に相違して、 そ 

の 電話 は ホテル 外から 懸 つてき たんだと いう。 折角の 

帆 村の 考え も、 そこで 全く 崩れて しまうよ り ほかな 

かった。 帆 村 は そこで 一 旦 電話を切った。 

糸 子 は、 まだ 何も 知らず ス ヤス ャと睡 つてい る。 帆 

村 は ソッと 近づいて、 彼女の 軟 かな 手首 を 握って みた。 

「ゥ ム、 静かな 脈 だ。 心臓に は 異常がない。 だが どう 

見ても、 何 か 睡眠剤の ような もの を嚥 まされて いるら 

しい」 

なにゆえの 睡眠剤だろう。 


もちろん それ は、 糸 子 を ここへ 搬び こむ ためにそう 

する のが 便利だった というわけだろう。 すると 糸 子た 

ちが、 この ホテルに 入って くるの を 誰か 見た 者が あり 

そうな もの だ。 それ を 帳場へ 行って 聞き正し たいと 

思 つ た。 

彼 はすぐ にも 帳場の 方へ 下りて ゆきたかった けれど、 

それ は 甚だ 気懸リ であった。 この 部屋に は、 糸 子が ひ 

と リで睡 つてい るので ある。 もし 彼が 室外に 出て 鍵 を 

かけて いったと しても、 さっき 煙の ように この 部屋に 

闖入した 蠅 男の 一 味 は、 えたり かしこしと 帆 村の 留守 

中に 再び この 部屋に 押し入り、 糸 子に 危害 を 加える か 


うかつ 

もしれ ない の だ。 これ は 迂濶に 部屋 を 出られない ぞと 

思 つ た。 

そうした 心遣いが 帆 村の 緻密な 注意力 を 証拠 だ て る 

ものであった。 けれど その 一面に 彼が いつもの 場合と 

はちが い、 なぜか しら 気の 弱い ところが 見える のも不 

思議な ことであった。 帆 村 は 電話 器 をと りあげて、 外 

線に つないで 貰った。 そして 彼 は 宝 塚 警察 分署 を 呼び 

だした。 彼 は そこで 事情 を 話し、 すぐ 二 名の 警官 を特 

派して くれる ように 頼んで、 電話を切った。 警官 は 間 

もな く ホテルに とびこんで 来た。 

「や あ 帆 村 はん、 なにごとが 起り ました」 


と、 向う から 声をかけられ たの を 見る と、 それ はか 

ほか 

ねて 見覚えの ある 住 吉署の 大男、 大川 巡査部長と、 外 

一名であった。 帆 村 も 奇遇に 愕 いて 尋ねる と、 大川巡 

査 部長 は 昨日 辞令が 出て、 この 宝 塚 分署の 司法 主任に 

栄転した という ことが 分った。 時 も 時、 折 も 所、 蠅男 

ちょうりょう 

の 跳梁の 真只中に 誰 を 見ても 疑いた くなる とき、 最 

も 信用して よい 旧知の 警官 を 迎えた こと は、 帆 村に 

と つ て どんなに 力強い ことで あつたか 分らなかった。 

警官 一 一人 を 部屋の 中に 入って 貰って、 糸 子の 保護 を 

頼んだ 上で、 帆 村 は 帳場へ トコ トコと 下りて いった。 

帳場で は大川 主任の 訪問 をう けてから、 すっかり 恐 


縮し きっていた。 そして 帆 村に ありと あらゆる 好意 を 

示そうと する の だ つ た。 

帆 村 はさつ きから 考えて いたと ころに 従って、 帳場 

に 質問 を 発した。 まず 誰か ホテルの 者で こうこうした 

若い 婦人 を 見かけた もの はない かと 訊いて みた。 

帳場で は、 私 ども は 決して 見かけなかった と 返事 を 

した。 それから すぐ 雇人た ち を 集めて、 同じ こと を 問 

いあわせて 呉れた。 しかし 誰 一人と して、 糸 子に 該当 

する 婦人 を 見た もの はない という こと だ つた。 

「フ ー, ^ どうも 可笑しい こと だ」 

帆 村 は 強く 首 を ふ つ た。 


誰に も 見られないで この ホテルに 忍び こむ という こ 

とがで きる だろう か。 裏口 や 非常 梯子の こと を 聞いて 

みたが、 そこから も 誰に も 見 とがめられないで 入る こ 

と は 出来ない ことが 分った。 すると 糸 子 は、 煙の よう 

に 入って 来た ことになる。 そんな 莫迦 莫迦し いこと が 

あ つ てた まる もので はない。 

ぎ ゅラょ 

そこで 帆 村 は 窮余の策 として、 宿帳 を 見せて 貰った。 

とうりゅうきゃく 

目下の 逗留客 は、 全部で 十 組であった。 男が 十三 人 

に、 女が 六 人だった。 

次に 彼 は 逗留客が ホテルに 入った 時間 を 調べ ていつ 

た。 


その 中に 彼 は 一 人の 男の 客に 注意力 を 移した の だつ 

た。 

「井上 一 夫。 三十 三 歳」 

と、 たどたどしい 筆蹟で 書いて ある 一人の 男が あつ 

た。 住所 は 南洋 パラ ォ島常 盤 街 十一 番地と 別な 筆蹟で 

書いて ある。 帆 村が 怪しんだ の は、 彼の 井上 氏が 南洋 

から 来たと いう ことではなかった。 それ はこの 井上 氏 

が 本日の 午後 三時 半に 到着した という その 時刻に あつ 

たので ある。 午後に ホテルに 入った の はこの 井上 氏 だ 

けであった。 

午後 三時 半と いえば、 彼が 蠅 男に 三輪車 を 奪われて 


のち トボト ボと有 馬の 町の 駐在所へ 転げ こんだ その 時 

刻な のであった。 もし 蠅 男が あの 場合、 大胆に もす ぐ 

に 宝 塚へ 引き かえした としたら、 午後 三時 半に は ゆつ 

くりこの ホテルに 入れる 害で ある。 なにしろ 午後に ホ 

テルに ついた 唯一 の 人物で あるから、 よく 調べな けれ 

ば 承知で きない。 

ふうてい 

「これ は どんな 風体の 客人です か」 

と、 帆 村 は 帳場に たずねた。 

「そうですな ァ、 とにかく 顔の 青い 大きな 色眼鏡 を か 

けた 人 だす。 風邪 ひいと る 云うて だした が、 引きずる 

よ うな ブ カブ 力の 長い ォ ー バ —を 着て 、 襟 を 立 て てブ 


ふ る 

ル ブル 慄 えてい ました。 そして 黒 革の 手袋 を はめた ま 

ま、 井上 一夫、 三十 三 歳と 左手で 書つ きょりました」 

うな 

帆 村 は 呻った。 色眼鏡に 長い 外套、 そして 襟 を 立て 

て ブル ブル 慄ぇ ている 顔色の 青い 男 だと いうので ある。 

それ はたし かに 怪しい 人物 だ。 

「なに か 荷物 を 持 つ て いなか つ た？」 

「さよう、 持って いました な。 大きな トランク だす。 

洋行す る 人が 持って 歩く あの 重い やつでし たな。 自動 

車から 下ろす とき も、 ボ ー ィ たち を 叱りつ けて、 ソッ 

と 三階へ 持って あがりました がな」 

「ほう、 大きな トランク？ - 


帆 村はハ ッと息 をのんだ。 

「そいつ だ。 そいつに 違いない。 その 井上 氏の 部屋に 

案内して 呉れた まえ」 

きりゃく 

蠅 男の 奇略 

「大 ッ、 —— 」 

と、 帳場 氏 は、 帆 村の 勢いに 驚いて 身 をす さった。 

「なにが そいつ だん ネ」 


「そいつが 恐るべき 蠅 男なん だ。 僕に はすつ かり 分つ 

てし まった。 早く そいつの 部屋へ 案内した まえ」 

「へえ、 あの 蠅、 蠅男！ あの 殺人 魔の 蠅男 だつ か。 

ふうてい 

ああそう いわれる と、 どうも 奇体な 風体 をし とった な- 

気がつかんで もなかつ たんや けれど、 まさか それが 蠅 

男 だと は …… 」 

「愕 くの は 後で もい い。 さあ 早く その 井上 一夫の 部屋 

ぺ —— 」 

帆 村はジ リジリ して 帳場 氏の 腕 をつ かんだ。 

帳場 氏 は それに 気が ついて、 

「ああ、 その 人 やったら、 今 はお 留守 だっせ」 


「ナニ 留守 だッ。 どうしたんだ、 その 男 は」 

「いえ ー な。 ちょっと 宝 塚の 新 温泉へ 行って くるいう 

て 出 やはりました」 

「それ は 何時 だ」 

「来て 間もなく だっせ。 ちょうど あの 西洋 封筒 を 拾つ 

たす ぐ 後 やった から、 あれで 午後の 四時 十分 か 十五 分 

ごろ だした やろ な」 

さま 

「う— む、 そいつ だ。 いよいよ 蠅 男に 極った。 分った 

ぞ 分った ぞ」 

「ぁン さんに はよう 分って だす やろ が、 こっちに は 一 

向腑に 落ち ま へんが」 


「いや、 よく 分って いるの だ。 僕の 云う ことに 間違い 

はない。 さあ 早く、 その 井上 氏の 部屋へ ゆこう、 部屋 

の 鍵 を 持ちた まえ」 

帆 村 は 厳然たる 自信 を もって、 帳場 氏に 命令す るよ 

うにい つた。 そして 彼 は 真 先にた つて、 エレ ヴェ— 

タ ー のなかに 躍り こんだ。 帳場 氏 も、 いま は 帆 村の 言 

葉に したが つてつ いて ゆく より 外に 仕方がな か つ た。 

エレ ヴェ— タ— を 四 階で 停めて、 帆 村 は大川 主任の 

ところへ 行った。 そして、 一部始終 を 手 短 かに 話し、 

主任の 応援と 命令と を 乞うた。 

「ええ ッ。 蠅 男が この ホテルに 入り こんどる。 それ は 


ほん まかいな。 ほん まなら、 こらえら いこつち や」 

部長の 顔色 も サッと 青 褪め、 すこぶる 緊張した。 

糸 子の 部屋に は 一 人の 警官 を 置いて、 あとの 三人 は、 

急いで 三階に 龃け 下りた。 そして 目 ざす 井上 一夫の 部 

屋 第三 三 六 室に 近づいて いった。 

いざと なれば、 たとい 留守に しても、 蠅男 のいた 部 

屋を 開ける というの は、 たいへん 覚悟の 要る こと だつ 

わき 

た。 三人 はめい めいに 腋の 下から 脂汗 を 流して、 錠前 

の 外れた 扉に 向って 身が まえた。 帆 村 は ソッと 扉 を 押 

した。 

そして 素早く 手 を 中に 入れて、 電灯の スィッチ 釦 


を 押した。 パッと 室内 灯が ついた。 

三人 は 先 を 争って、 部屋の 中 を 見た。 

「ゥ ム、 ある ぞ、 トランクが …… 」 

部屋の なかには、 誰の 姿 も 見えず、 ただ 大きな トラ 

ン ク だ けが ポッン と 置き 放されて あった。 

「さあ、 この トランク を 開けて みましょう」 

帆 村 は 主任の 許し をえ て、 持って きた 彼の 秘蔵に か 

かる 錠前 外しで もって、 鍵な しで ドン ドン 錠 を 外して 

いった。 

錠前 はすべ て 外れた。 ものの 二分と 懸ら ぬう ちに I 


あぜん  み と 

大川 主任 は啞 然として、 帆 村の 手つきに 見惚れて い 

た。 

「さあ、 トランク を 開きます よ」 

帆 村 は トランクの 蓋に 手 を かけるな り、 無造作に 

パッと 開いた。 「あ ッ、 空つ ぼや」 

「ゥ ム、 僕の 思った とおり だッ」 大 トランクの 中 は、 

かぜん 

果然 空つ ぼであった。 帆 村 は、 その トランクの 中に 頭 

を さし 入れて、 底 板 を 綿密に とりしらべて みた。 

「ああ こんな ものが ある」 

帆 村 は トランクの なかから、 何物 か を 指先に 摘み だ 

した。 


それ は 細い へャ ピンであった。 彼 は それ を ソッと 鼻 

の 先へ もっていった。 

すみれそう 

「ああ ピザ ン チノ だ。 南欧の 堇 草から とれる という 

有名な 高級 香水の 句いだ、 全く 僕の 思った 通り だ。 糸 

子さん はこの 香水 をつ けて いる。 すると この トランク 

に 糸 子さん が 入って いたと 推定しても いいだろう。 糸 

子さん はこの トランク のなかに 入れられ てこの ホテル 

に搬び こまれた の だ」 

「え ッ、 あの 糸 子 はんが —— へえ、 そら 愕 いたな ァ」 

大川 主任と 帳場 氏 は、 互いの 顔 を 見合わせて 愕 いた 

のであった。 そこで 帆 村 は、 二人に 対し、 蠅 男の 演じ 


た 奇略を ひととおり 説明した。 前後の 様子から 考える 

と、 蠅男は 三輪車 を 奪って から、 大胆に もこの 宝 塚に 

ひきかえした のだった。 そして 彼 は 多分 池 谷 別邸の な 

かに 幽閉され ていたろうと 思われる 糸 子に 麻酔剤 を 嗅 

がせた 上、 この トランクに 入れ、 それ を 自動車に 積ん 

で、 彼 は 泊り客の ような 顔 をして この ホテルに 入り こ 

ん だのだった。 そして 隙 をみ て、 この トランク のなか 

から 糸 子 を 出し、 合鍵で 帆 村の 部屋 を 明けて、 そのべ ヅ 

ドの 上に 糸 子 を 寝かせた というわけだった。 その上 か 

の蠅男 は、 脅迫状 を 作って、 窓から 庭に 投げ だし、 直 

ちに 帳場 氏 を 電話口に 呼び出して、 それ を 拾わせた と 


説明した。 そのと き 帳場 氏 は、 怪訝な 顔 をして いった。 

「そら 妙 やな ァ。 あの 電話が 蠅男 やった とすると、 蠅 

男 は ホテルの 外にいた ことにな り まっせ。 なんで やい 

うたら、 あの 電話 は ホテルの なかから 懸けたん や あれ 

しま へんさ かい。 電話 を 懸けた 蠅 男と、 この 部屋に 

居った 蠅 男と、 蠅 男が 二人 も 居る のん やろ か」 

うなず 

帆 村 は それ を 聞いて 大きく 肯 き、 

「そのこと なら、 さっき やっとの ことで 謎 を 解い たん 

です。 蠅男は ホテルの なかに 居る の を 知られな いため 

に、 電話に も奇略 をつ かったんです」 

「へえ、 どんな 奇略を —— 」 


「それ は ホテルの 交換台から すぐに 帳場 をつな がない 

で、 一旦 部屋から 外線に つないで 貰い、 電話局から 再 

び 別の 電話番号で この ホテルに 懸け、 一 度 交換台 を 経 

て 帳場に つないで 貰つ たんです なァ。 そうすれば、 同 

じ ホテル 内の 部屋に かけた にしろ、 電話局まで 大廻リ 

して 来たから、 電話の 声が ホテル 内 同士で かける より 

はずつ と 小さくな つたんで す。 実に 巧みな 奇略 だ」 

「なるほどな ァ」 と 巡査部長 は 感心 をした が、 

「しかし、 なんで そんな ややこしい 事 をし ましたん や 

ろ。 糸 子さん の 胸の 上に でも、 その 脅迫状 をのせ とい 

たらえ えのに なァ」 


「いや それ はつ まり、 今 ホテルに 蠅 男が 入って いる こ 

と を 知られた く はな かったんです。 あくまで 自分 は 井 

上 一夫で、 蠅男 ではない という 現場 不在証明 を 作って 

置きた か つ たんです」 

「なるほど なるほど。 それにしても 蠅男 ほどの 大 悪漢 

のく せに、 小さい こと をビ クビク してまん な」 

「いや そこです よ」 

といつ て 帆 村 は 二人の 顔 を ジッと 見た。 

「蠅男 は 今にもう 一 度 この ホテルに 帰つ てく るつ もり 

なんです よ。 普通の 泊り客ら しい 顔 をして ネ」 

「え ッ、 蠅男 がもう  一 S ここへ 帰って くると いうの 


でっか。 さあ、 そいつ は —— そいつ は 豪い こっち や。 

どない しま ほ」 

そのと き 廊下 をボ ー ィが、 急ぎ足で やって来た。 

「ああ、 いま 帳場に 電話が 来 とりまつ せ。 井上 一 夫 は 

ん いうお 客さん からだす」 井上 一 夫？ ああ 井上 一 夫 

といえば、 蠅 男の 仮称で ある。 蠅男 はい まごろ 何の 用 

あって ホテルに 電話 を かけて きたの だろう か。 三人 は 

恐怖の あまり 言葉 もな く、 サッと 顔色 を 変えた。 

蠅 男の 声 


井上 一夫と いう 偽名 を 使って いる 怪人 蠅 男が、 ホテ 

ルへ 電話 を かけて きたと いう ボ— ィの 注進で ある。 

帳場 氏 はもち ろん 真 蒼に 顔色 を かえると、 勇猛 を 

もって 鳴る 大川 司法 主任 も、 空の トランクから 手 を 放 

して、 木製 人形の ように 身体 を 硬直 させた。 ひとり 帆 

村 探偵 は、 咄嗟の 間に も、 この 際どう すれば いい か を 

知っていた。 

「さあ 君、 帳場に 来て いる 蠅 男の 電話 を、 早く その 電 

話 器に つなぎ かえた まえ」 


と、 この 三 三 六 号 室の 卓上電話 器 を 指した。 

帳場 氏 は オズ オズと 受話器に 手 を かけた。 間もなく 

蠅 男の 声が、 そのな かに 流れ こんで きた。 

「え ッ、 帆 村さん だす か。 へえ、 居 やはり ま。 いま 代 

ります さかい。 —— 」 

帳場 氏 は 帆 村の 方 をむ いて、 蛇で も 渡す かの ように、 

受話器 を さしだした。 そして 自分 はう まく 助かった と 

ホッと 大きな 息 を ついた。 

帆 村 は 無造作に 受話器 をと つた。 しかし 彼 は それ を 

耳に もっていく 前に、 左手で 鉛筆 を 出し、 ポケット か 

ら 出した 紙片に なに かス ラスラと 器用な 左 書きで 文字 


を かきつけて、 大川 主任に 手渡した。 

大川は それ を 受取って 大急ぎで 読み下した。 そして 

うなす 

無言の ままお おきく 肯 くと、 そのまま 部屋 を 出て い つ 

た。 

「ハイ ハイ、 お待ち どうさ ま。 僕 は 帆 村です が、 貴方 

は どなた さんです か」 

すると 向う で、 作り声ら しい 太い 声が 聞え てきた。 

「探偵の 帆 村 荘六君 だネ。 こっち は蠅男 だ」 

「え ッ、 電話が すこし 遠い のでよ く 聞え ません が、 ハ 

ャ イトコ どうす るんで すか」 

「ハヤ イトコで はない、 蠅男 だッ」 


はやと こ 

「え ッ、 早 床さん です か。 すると 散髪屋で すね」 

向う で呶 鳴る 声が した。 

帆 村 は 今日に かぎって、 たいへん カンが わるい らし 

ヽ o 

レ 

「ああそう です か、 蠅男 だと おっしゃ るんで すな、 あ 

の 今 大阪市 中に 大人気の 怪人物の 蠅 男で いらっしゃる 

わけです か。 ちょっと 伺います が、 本当の 蠅 男さん で 

すか。 まさか 蠅 男の人 気 を 羨んで、 蠅男を 装って い 

るて え わけ じゃあ リ ますまい ネ」 

電話 器の 向う では、 せせ ら嗤ぅ 声が 聞え た。 帆 村 は 

ソッと 腕時計 を 見た。 話 を はじめてから、 まだ 四十 


秒！ 

「オイ 帆 村 君。 君 は 美しい 令嬢 糸 子さん と、 俺の 手紙 

と をた しかに 受取ったろう ネ」 

「ええ どっちと も、 確かに」 

「では あのと おりだ ぞ。 貴様 はすぐ にこの 事件から 手 

を 引 くんだ。 俺 を 探偵したり、 俺と 張り合おうと 思つ 

て も 駄目 だからよ せ。 糸 子さん は 美しい。 そして 貴様 

が 約束 を 守れば、 俺 はけつ して 糸 子さん に 手 を かけな 

い。 いい か 分った ろうな」 

「仰 有る こと はよ く 分り ましたよ、 蠅 男さん。 しかし 

貴下 は 人殺しの 罪 を 犯したん です よ。 早く 自首 をな さ 


い。 自首 をな されば、 僕 は 安心 をし ますが ネ」 

「自首？ ハツ ハツ ハツ。 誰が 自首なん かする もの か。 

—— とにかく 下手に 手 を 出す と、 きっと 後悔し なけれ 

ばなら ない ぞ」 

「貴方 も 注意なさい。 警察で は、 どうしても 貴方 をつ 

かまえて 絞首台へ 送 るんだ とい つ ています よ」 

「俺 をつ かまえる？ ヘン、 莫迦に するな。 蠅男は 絶 

やつばら 

対に つかまらん。 俺 は 警察の 奴輩に 一 泡 ふかせて やる 

つもり だ。 そして 俺 をつ かまえる こと を 断念 させて や 

るんだ」 

「ほう、 一泡 ふかせ るんで すって。 すると 貴方 はま だ 


人 を 殺す つもり なんです ね」 

「そうだ、 見て いろ、 今夜 また 素晴らしい 殺人事件が 

起って、 警察の 者 ども は 腰 をぬ かすんだ。 誰が 殺され 

るか。 それが 貴様に 分れば、 いよいよ 本当に 手 を 引く 

気になる だろう」 

「 一 体 これから 殺される の は 誰なん です」 

「莫迦！ そんな こと は 殺される 人間 だけが 知って 

リゃ いいんだ」 

「ええ ッ。  」 

「そうだ、 帆 村 君に 一 言いいた いという 女が いるんだ 

電話 を 代る からち よ つ と 待つ とれ」 


「な、 なんです つて。 女の 方から 用が あると いうんで 

す 力  -」 

帆 村 は あまりの 意外に、 強く 聞き かえした。 そのと 

き 電話口に、 蠅 男に 代って 一人の 女が 現われた。 

「ねえ、 帆 村さん」 

「貴女 は 誰です。 名前 をい つて 下さい」 

「名前なん か、 どうで もい いわ。 けさから あたした ち 

をつ けたり して さ。 早く 宝 塚から …… 」 

とまで 女が いったと き、 帆 村 は 向う の 電話 器の そば 

で、 突然 蠅 男の 叫ぶ 声 を 耳に した。 

し ま  りゅラ 

「 —— し、 失敗った ッ。 オイお 竜、 警官の 自動車 だッ」 


「大 ッ、 —— 」 

ガ ラガラ と、 ひどい 雑音が 聞え てきた。 怪しき 女 は 

ほう 

受話器 を その 場に 抛り だした ものら しい。 なんだか 戸 

が 閉まる らしく、 バタン バタンと いう 音が 聞え た。 そ 

れに 続いて、 ドド ドドッ という 激しい 銃声が 遠くに 聞 

えた。 

「あ、 機関銃 だ！」 

帆 村 は 愕然として 叫んだ。 

醒めた る 麗人 


電話が 切れて、 不気味な 機関銃の 音 も 聞え なくなつ 

た。 しかし 帆 村の 耳底に は、 微かながら も 確かに 聞い 

た 機関銃の 響きが いつまでも ハツ キリ 残って いた。 

機関銃の 響き を 聞いて、 帆 村が 愕然とす るの も 無理 

ではなかった。 

忘れ もせぬ 十二月 二日、 鴨 下 ドクトルの 留守 邸に、 

焼ける 白骨 屍体 を 発見した あの 日、 何者かの 射つ 機関 

銃の ために、 彼 帆 村 は 肩に 貫通銃創 をう けたで はな 

いか。 だから 機関銃と 聞けば、 ために 全身の 血が 俄か 


に 逆流す るの もこと わりだった。 

あの 機関銃 は、 一体 どっちが 撃った のであろう か。 

警官隊 であろ うはず が な い 。 

すると、 機関銃 はたし かに 蠅 男と 名乗る 電話の 人物 

がぶ つ 放した ものと なる。 

機関銃と 蠅 男！ 

「うむ、 やっぱり そうだつ たか」 

うな 

帆 村 は 呻る ように 云 つ た。 

鴨 下 ドクトル 邸に 於て、 彼 を 機関銃で 撃った の は、 

まぎ 

紛れ もな く蠅 男だった にちがいない。 蠅男は あの 日、 

ドクトル 邸の 二階に 隠れて いて、 そこへ 上って きた 彼 


を 撃った のにち がいない。 

「そうか。  すると 蠅 男と 僕と は、 すでに 事件の 最 

なまぐさ 

初から 血 腥 い 戦端 を ひらいて いたんだ。 そういう こ 

とと は 今の 今まで 知らなかった。 うぬ 蠅 男め、 いまに 

太い 鉄の 棒 を はめた 檻の なかに 入れて やる ぞ」 

せ つし やくわん 

帆 村 は 切歯扼腕して 口惜しが つた。 

凶暴な 機関銃 手が あの 蠅男だ という ことに 決まれば、 

彼 は 事件 をもう 一 度 始めから 考え直さねば ならない と 

思 つ た。 

それから 今の 電話に よって、 もう 一 つ 新しく 知った 

事実が あった。 それ は蠅 男が いつも 一人で 居る のかと 


思った のに、 今の 電話で、 蠅 男に は 連れの 人物が ある 

ことが 分った。 

それ は 年若い 女性だった。 

しま  りゅう 

(し、 失敗った ッ。 オイお 竜！) 

たしかにお 竜 —— と 蠅男は 呼んだ。 

そのお 竜の ことで あるが、 彼女 は 何 か 帆 村に 云いた 

がって 電話に 懸 つたが、 僅か 数 語し か 喋らない うちに、 

蠅 男が 警官隊の 襲来 を 知らせた ので、 話 は そのままに 

切れた。 

だが その 短い 数 語に よって、 彼女 は 何者かと いう こ 

とが ハ ッ キリ 分った ような 気 もす る。 


(けさから、 宝 塚で あたした ち をつ けて …… ) 

といった が、 今朝から 宝 塚で つけた 女と いえば、 あ 

の 池 谷 医師の 連れの 女の 外ない ので ある。 あれが お 竜 

にちがいない。 丸顔の 背の すらりと した 美人であった。 

年齢の ころ は、 見たところ 二十 四 か 五と いったと ころ 

だった が、 たいへん 仇つ ぼい ところから、 或いは もつ 

と 年増な のか も 知れない。 

その 怪しの 美人お 竜 は、 池 谷 医師と 連れ だって、 新 

温泉の 娯楽室の なかで 一 銭 活動写真の フィルム 「人造 

あがな 

犬」 の 一 巻 を 購 い、 それから また 肩 をなら ベ て 林の 向 

うの 池 谷 邸に 入って いったの である。 それつ きり、 二 


人の 姿 は 邸内に も 発見され なかった。 一体 二人 は どこ 

へ 行った のだろう。 

ところが ひとりお 竜 だけ は、 電話の 声に 過ぎない と 

はいえ、 再び 帆 村の 前に 現われた ので ある。 しかも 蠅 

男の 連れと して 彼の 前に 関係 を 明らかに したので ある。 

一 方、 池 谷 医師 はどうした であろう か。 いまごろ は 彼 

の 別邸 か 医院に 姿 を 現わして いるであろう か。 

池 谷 医師 は、 あのお 竜と どういう 関係な のであろう。 

お 竜が あの 恐ろしい 蠅 男の 一 味 だとい うこと を 知って 

いるので あろう か。 もし 知っていれば、 あんな 女と 肩 

を 並べ て 歩く はずがない。 考えて ゆく と 全く 不思議な 


謎であった。 

とにかく 池 谷 医師の 所在 を、 もう 一 度 丁寧に 調べる 

必要が ある。 大川 司法 主任と 相談して 調べる ことにし 

よう。 そういえば、 大川は 下へ 下りて いったき り、 な 

かな か 帰って こない が、 なに をして いるので あろう。 

帆 村が 不審 を 起して いると ころへ、 当の 大川 主任 は 

i 剣 を 握つ て トン トンと 飛び こんで きた。 

「大 川さん。 どうです、 分った？」 

「分った。 —— 」 

あえ  あ え 

主任 は、 苦しそう に 喘ぎ 喘ぎ 応えた。 

「どう 分 つ たんです？」 


「天 王 寺の 新世界の わきだす」 

「え、 新世界の そば？」 

「は ァ、 そや。 天 王 寺 公園 南口の 停留 場の 前に、 一 つ 

公衆電話 がお まんね。 その 中に、 蠅 男が 入りよ つたん 

や。 あんさん の 命令 どおり、 すぐ 電話局へ かけて みて、 

あんさん の 話し相手が 今 どこから 電話 を かけて いるか 

調べても ろうて な、 それから 直ぐ 署の 方へ 連絡し まし 

たんや。 蠅 男が 今 これこれのと ころから 電話 を 懸けて 

いるね ン、 はよ 手配た のみ まっせい うたら、 署長さん 

おどろ 

が愕 いてし もうて、 へえ 蠅男 いう 奴 は やっぱり 人間 

の 声 だして 話して いるかと 問い かえしよ るん や。 —— 


しかしす ぐ 手配す るいう とりました」 

帆 村 はう ちうな ずいて、 主任に 今し がた 電話 を 通じ 

て 警官隊が 現場に 到着した らしい 騒ぎ を 耳に した こと 

や、 蠅 男が 女 を 連れていて、 機関銃 を もって 抵抗し、 

そのうちに どこかに 行って しまった こと を 話した。 大 

川 主任 は、 なるほど、 ほうほう、 さよ かいな を 連発し 

ながら、 帆 村の 機智に よる この 蠅男 追跡 談 にいと も 熱 

ひに 耳 を 傾けた。 

丁度 そのと き、 部長の 連れてき た 一 人の 警官が、 部 

屋に 入つ てきた。 

「部長さん、 あの 娘が どうやら 目が 覚めたら しゅうお 


まっせ」 

その 警官 は、 蠅 男の 手に よって この ホテルの 帆 村の 

借りて いる 部屋に 寝かされ ていた 故 玉屋 総 一郎の 一人 

娘 糸 子 を 保護して いたのだった。 糸 子 は 睡眠薬ら しい 

もの を 盛られて、 トランクの なかから ズッ と睡リ つづ 

けて いたの だが、 今やつ と 覚めた ものら しい。 

帆 村 は それ を 聞く と、 すぐに 糸 子のと ころへ 龃 けつ 

けた。 

「どうしました、 糸 子さん」 

糸 子 はべ ッドに 寝た まま、 乱れた 髪 を すんなり とし 

た 指さき でかき あげてい たが、 思いがけない 帆 村の 姿 


をみ て ハツと したら しく、 みるみる 頰を真 赤に 染めて 

「まあ 帆 村さん、 うち どない して、 こんなと ころへ 来 

ましたん やろ。 ここ、 どこです の」 

と、 床の 上に 起き あがろう としたが、 呀 つと 小さい 

声 をた てて、 また 床の 上に たおれた。 

「 —— 目が まわって、 かなわん」 

帆 村 はっとよ つて、 糸 子の 腕 をと り、 そして 脈 を 見 

た。 脈 はすこし 早かった。 

心臓が よわって いるよう だ。 

「糸 子さん、 静かに してい らっしゃい。 こんど はもう 

大丈夫、 十分 信頼して い い 警官の 方が 保護して 下さ つ 


ています から、 何も 考えないで、 今夜 はこ こで 泊って 

いらっしゃい。 ばあや さんか 誰か 呼んで あげましょう 

か」 

「そんなら、 家へ 電話 かけて お 松 を よんで 頂戴」 

「医者 も 呼んで あげましょう」 

「いいえ、 お 医者 はん はもう 結構 だす。 すぐな おり ま 

す さかい、 お医者さん はいり ま へん。 池 谷さん にも、 

うちの こと 知らせたら あきま へ んし」 

糸 子 は ひどく 医者 を 恐怖して いた。 もちろん 池 谷 医 

師 に対する 不信の せい であろうと 思われる が。 

帆 村と 大川主 iM と は、 糸 子 を いろいろと 慰めてから 


その 部屋 を 出た。 そして 廊下に 出て、 たがいに 顔 を 見 

合わせた。 

「糸 子 はんの こと は、 首に かけて 引受け まつ さ。 どう 

ぞ 安心し とくな はれ」 

と大川 主任 は 強く 自信 ありげ な 言葉で いった。 

「じ や、 貴官 にくれ ぐれ もお 頼みし ますよ」 

そういって 帆 村 は、 主任の 手 を ギュッ と 握った。 部 

長 は 帆 村の 心の中の 秘め ごと も 知らず、 ただ 感激して 

帆 村の 手 を 強く 握リ かえした。 


ほうい じん 

蠅男 包囲 陣 


帆 村 は 天 王 寺 公園のと ころで、 夜の 非常警戒 線に 

ひっかかった。 彼 は 後事 を大川 主任に 頼み、 宝 塚の ホ 

テルから 自動車 をとば して 住 吉署に 向う 途中 だ つたの 

さ つ き 

だ。 住 吉署に 行って から、 先刻の 彼が 一 役 買った 蠅男 

捕物の 話 も 聞いた リ、 それから 久方ぶ りで 帰 邸した と 

いう 奇人 館の 主人 鴨 下 ドクトル にも 会って みるつ もり 

だった。 ところが 公園の 近くまで 来る と、 非常警戒 線 

だとい う 騒ぎで ある。 


帆 村 探偵 は 車 を 下りて、 頤紐を かけた 警官に、 住吉 

署の 正木 署長が 来て いない かと 尋ねた。 

「ああ 正木さん なら、 公園 南口の 公衆電話の そばに、 

うちの 署長と 一 緒に 居 や はる はず だっせ。 そこに 警戒 

本部が 出張して きとり ますの や」 

えびすし よ 

うちの 署長と いうの は、 戎署 のこと をい うので あ 

ろう。 天 王 寺 公園 や 新世界 は、 この 戎署の 管轄だった。 

帆 村 探偵 は 警戒線の なかに 入れて 貰って、 市電の 

レ ー ル 添いに 公園 南口の 方へ 歩いて いった。 行く ほど 

になる ほど 公衆電話の 函が 見えて きた。 さっき ホテル 

から 蠅 男と 話 をした とき、 怪人物 蠅男は あの 電話 函の 


なかに 入って いたんだ。 美人お 竜 も、 あの 函の 前で あ 

たりに 気 を 配って いたの かも 知れない。 近づく に 従つ 

ちょりつ 

て、 一隊の 警察官が 停留 場 の 前に 佇立して いるの を認 

めた。 丁度 誰何した 警官が あつたの を 幸い、 彼 を 案内 

に 頼んで、 その 一 行に 近づ いた。 

なるほど 正木 署長 もいた。 帆 村と 親しい 村 松 検事 も 

いた。 戎 署長の 真 赤な 童顔 も 交って いた。 

正木 署長 は 手 を あげて 帆 村 を よんだ。 

「や あ 皆さん。 蠅 男が 電話 を かけて いるの を 知らせて 

くれた 殊勲 者、 帆 村 探偵が 来られました ぜ。 その 方 だ 

す」 


旧知 も 新 知 も 帆 村の 方 をむ いて その 殊勲 を ねぎらつ 

た。 

「署長さん。 蠅男 はどうし ました」 

「さて その 蠅男 やが、 折角 知らせて くれはった あんた 

に はどう も 云いに くい 話 やが —— 実は 蠅男を と リ 逃が 

してし もうたん や」 

「は ァ、 逃げました か」 

「逃げた というても、 逃げ こんだ ところが 分って る 

よって、 いま 見ての とお リ 新世界と 公園と をグ ルツと 

取 巻 い て 警戒線 を つくつ とる の やが —— 」 

「ああなる ほど、 そのための 非常警戒で すか。 女の 方 


はどうし ました、 あのお 竜と かいう …… 」 

「ああ、 あれ も 一緒に、 そこの 軍艦 町に 逃げ こんで し 

もて、 あと 行方 知れず や」 

「え、 軍艦 町？」 

「は ァ、 軍艦 町に は、 狭い 関東 煮やが 沢山 並んで て、 

どの 店に も 女の子が 三味線 を ひいと る、 えろう 賑やか 

な 横丁 や。 そこへ 逃げ こんだ が 最後、 どこへ 行った か 

わかれ へん」 

「じゃあ、 どっち も 捕える 見込み 薄です ね」 

わし 

「しかし 儂の 考えで は、 二人とも まだ この 一画の なか 

に ひそん どる。 それ は 確か や。 この 一画ぐ らい 隠れ や 


すいと ころ はな いん や。 そしてい ずれ 隙 を 見て、 チヨ 

口 チョロと 逃げ出す つもり やと 睨ん どる。 もっと 待た 

んと、 ハツ キリした ところが 分れし ま へんな」 

そこへ 一 人の 警官が、 伝令と 見えて、 向う からかけ 

て 来た。 

「いま 向いの 動物園の 中で 妙な 洋服 男が ゥ ロウ 口し と 

るの を 見つけました。 こっちへ 出て くる 風で おます。 

それとなく 警戒し とります」 

動物園と いうの は、 公園 南口 停留 場の すぐ 向いに 

あった。 この 寒い 夜中に、 動物園の なか を うろついて 

いると いうの はいか さま 変な 話だった。 


そのと き 村 松 検事が、 例の 病人の ような 骨ば つた 顔 

を こっちへ 近づけて きた。 

「オイ 帆 村 君。 なに か 面白い 話で も 聞かさん か。 儂は 

至極 退屈して いるんだ」 

検事 は 浮かぬ顔 をして いた。 折角の 捕物が うまくい 

かないので、 腐って いるら しい。 

「面白い 話 は、 こっちから 伺いたい くらいで すよ。 蠅 

男が アメリカの ギャング のように 機関銃 を 小脇に かか 

え て ダダダ ッ とやつ たと きの 光景 は いかがでした」 

「ゥ ン、 なかなか 勇壮な ものだった そうだ。 味方 はた 

ちまち 蜘蛛の 子 を 散らす ように 四散して、 電柱の かげ 


や 共同便所 のうしろ を 利用して しま つたと いう わけ 

さ」 

「検事さん のお 口に かかって は、 こっち は 皆 シャッポ 

や」 と 署長 は 苦笑い をした。 「それよりも 帆 村 はん、 豪 

い 妙な 話が おます の や。 それ は蠅 男の 機関銃の こと だ 

すが ナ、 その 機関銃の 銃身が こっちに は 皆目 見えへ 

なんだ ちゅうの だす」 

「え、 もう 一 度い つて 下さい」 

「つまり、 蠅男は 機関銃 を 鳴らしと るのに 違いない の 

かんじん 

に、 その 肝腎の 銃身が どこに も 見えし ま へん ねん」 

力 ま 

「それ はお かしな 話です ね。 蠅男は どんな 風に 構えて 


いたんで すか」 

「ただこう いう 風に」 と 署長 は 左腕 を 水平に 真直に 前 

にっき だしてみ せ、 「左腕 を 前に つきだして 立つ とる 

だけ やつたい う 話 だす。 手に はなん にも 持つ とらしま 

へん ねん。 透明 機関銃 やない かとい う 者 も 居り まつ 

せ」 

「透明 機関銃？ まさか、 そんなの があろう 害がない。 

何 か 見 ちがえで はない のです か」 

「いや、 蠅 男に 向うた 誰もが、 云い あわした ように そ 

ういい よつ たんで …… 」 

「フ ー ム」 


帆 村 は その 奇怪な 話 を 聞いて、 狐に 鼻 を つままれた 

ような 気がした。 

「そうそう、 そういえば 先刻の 蠅 男の 電話で は、 蠅男 

は 今夜のう ちに また 誰か を 殺す とい つ てい ましたよ」 

「なに 今夜のう ちに、 また 殺す つて」 

検事が 愕 いて 聞き かえした。 

「ほん まか いな —— 」 

正木 署長 は 恐怖の あま リ しばらく は 口 も 利け なか つ 

た ほどだった。 

「誰か 蠅 男から 脅迫状 をう けと つた 者 はない のです 


検事と 署長と は、 思わず 不安げ な 顔 を 見合わせた。 

きこう 

奇行 ドクトルの 出現 


「誰だろう、 こんどの 犠牲 は？」 

「さあ、 蠅 男から 死の 脅迫状 を うけとつ たいう 訴え は 

どこから も 来て えし ま へ んぜ」 

「フ ー ム、 変 だな」 

検事と 署長と は、 強く 首 を ふった。 


「なんだ。 誰が 殺される か、 まだ 分って いないの です 

か」 

あぜん 

帆 村も啞 然とした。 蠅男は 電話で もってた しかに 殺 

人 を 宣言した のだった。 そして その 殺人 は、 満都を 

震駭させる ほど 残虐 をき わめた ものである らしい こと 

は、 蠅 男の 口ぶりで 察せられた。 あの 見栄坊の 蠅 男が、 

それほどの 大 犯罪 を やろうと しながら、 相手に 警告 状 

を 出さない 害 はない と 思われる。 

せんりつ 

そ もこの 戦慄すべき 犠牲者 は、 何処の 誰な ので あろ 

ク ゝ o 

う 力 

「来た 来た、 あれ だッ」 


と、 そのと き 叫ぶ 者が あった。 

帆 村はハ ッ として その 方 を 向いた。 

動物園の 入口から、 一 人の 老 紳士が 警官に 護ら れな 

がら こっちへ 歩いて くるの が 見えた。 それ は、 さっき 

伝令の 警官から 報告の あ つ たように、 夜の 動物園の な 

かに うろつい ていた 疑問の 人物であろう。 

老 紳士 はすこし 猫背の 太った 身体の 持ち主だった。 

頭の 上に チョコ ンと 小さい 中折帽子 をいた だき、 ョチ 

あごひげ くちひげ 

ョチと 歩いて くる。 そして 毛ぶ かい 頤鬚ゃ 口髭 を ブル 

ブル ふるわせながら、 低声 の 皺 がれ 声 で 何かブ ッブ ッ 

いっていた。 どうやら 警官の 取扱いに 噴 概してい るら 


しかった。 

「 …… どうもお 前ら は 分らず 屋 ばか リじ やのう。 早く 

分る 男 を 出せ。 天下に 名高い 儂を 知らないと は 情けな 

いやつ じ や」 

と、 老 紳士 は プンプン していた。 

「おお、 あれ は 鴨 下 ドクトル じ やない か」 

と 正木 署長 は、 意外の 面 持だった。 

「儂を 知らん か、 知つ とる 奴が 居る はず ゃぞ。 もっと 

豪い 人間 を 出せ」 

「おお 鴨 下 ドクトル！」 

「おお 儂の名 を 呼んだ な。 —— 呼んだ の はお 前 じ やな。 


うむ、 これ は 署長 じ や。 この間 会って 知っている。 お 

前 は 感心 じ やが、 お前の 部下 は 実に 没常識 ぞろ いじ や 

ぞ。 儂 のこと を蠅 男と 呼ばわり おった ッ」 

かぜん 

老 紳士 は 果然 鴨 下 ドクトルだった の だ。 ドクトル は 

なお も 口 を モガ モガ させて、 黒 革の 手袋 を はめた 手に 

ステッキ 

握った 細い 洋杖を ふりあげて、 いまいま しそうに うち 

ふった。 

りょうか い 

正木 署長 は ドクトルに 事情 を 話して 諒解 を 乞うた 

上で、 なお ドクトルが 夜の 動物園で 何 をして いたの か 

を 鄭重 に 質問した。 

「なに をしょう と、 瞜の 勝手 じ や。 儂の 研究の 話 をし 


たって、 お前た ちに 分る もの か」 

「それでも ドクトル、 一応お 話 下さらない とかえ つて 

お 為にな りません よ」 

「ナニ 為にな らん。 お前 は 脅迫す るか。 儂は 云わん、 

知りた ければ 塩田 律 之 進に 聞け」 

「え ッ、 塩田 律 之 進と いうと、 ァノ鬼 検事と いわれた 

けんじせい 

元の 検事正 塩田 先生の ことです か」 

村 松 検事が 愕 いて 横合いから 出て きた。 

「そうじゃ、 塩田と いえば 彼奴に きまつと る。 あれ は 

儂の 昔からの 友人 じ や」 と ドクトル は ジロリ と 一 同 を 

見 まわし、 


わし  どうじ ま 

「それに 儂は 塩田と 約束して、 これから 堂 島の 法曹 ク 

ラブに 訪ねて ゆく ことにな つと る。 心配な 奴 は、 儂に 

ついて 来い。 しかし 邪魔に ならぬ ようにつ いて 来ない 

と、 遠慮なく 呶 鳴りつ ける ぞ」 

あの 有名な 塩田 先生の 友人と 聞いて は、 検事 も 署長 

も、 大タジ タジの 体であった。 なかに も 村 松 検事 は、 

塩田 先生の 門下の 俊才と して 知られて いた。 それで 彼 

は、 この 上、 先生の 友人で ある 鴨 下 ドクトル を 警官た 

ちが 怒らせる こと を 心配して、 

「じゃあ ドクトル、 塩田 先生に はしば らく 御無沙汰し 

ていました ので、 これから 一緒にお 伴 をしても いいの 


です かネ」 

「なんじ や、 貴公が ついて 来る というの か。 ついて 来 

たけり やついて くるが いい。 しかし 今 もい うとお り、 

邪魔に ならぬ ように しないと、 この 洋 杖で なぐりつけ 

るぞ」 

奇人 館の 主人 は、 なるほど 奇人 じみて いた。 検事 は 

それ をう まく あしらいながら、 署長た ちに 断り をい つ 

て、 ドクトルのお 伴 をす る ことにな つた。 堤のと ころ 

に 待って いた 一 台の 警察の 紋の ついた 自動車が よばれ、 

それに ドクトルと 検事 は 乗り こんで、 出かけて いった。 

帆 村 は、 はじめて 見た 鴨 下 ドクトルの 去った あと を 


見送りながら、 

「フ— ム、 実に 興味 津々 たる 人物 だ」 

たんそく 

と 歎息した。 

そして 正木 署長の 方 を 向いて、 鴨 下 ドクトルが 帰 館 

して、 あの 暖炉の なかの 屍体の こと を どういつ たか、 

それから また ドクトル は 何処に 行って いたの かな どと 

かね  き 

いう 予て 彼の 知りたい と 思って いた こと を 訊いて みた _ 

それに 対して 署長 は 苦笑い をしながら、 ィャ どうも 

じんもん  て こ 

万事 あの 調子な ので、 訊問に 手 古ず つたが と 前置きし 

て、 次のように 説明した。 

すなわち ドクトル は、 急に 思いた つて 東京に 行って 


いたの だそう である。 そして 十二月 一日から 五日まで 

上野の 科学博物館へ 日参して 博物の 標本 をたん ねんに 

したやく は つねち よう 

見て きたそう である。 宿 は 下 谷 区 初音 町の 知人の 家に 

泊って いたと いう。 

それから 暖炉の なかの 屍体 は、 一向 心 あたりがない 

という。 これ はお 前た ちの 警戒が 下手く そのせ いだと 

プンプン 怒って いたとの ことで ある。 

ドクトルの いった ことが 正に 本当 かどう か、 それ は 

上申して 目下 取調べ を 警視庁に 依頼して あると いう こ 

とだった。 

帆 村 は 早く その 報告が 知りたい もの だと 思った。 し 


かしま だ 二、 三日 は懸 るので あろう。 

「それから 正木さん。 ドクトルの 娘の カオル さんたち 

はどうし ました。 いまの 話で は 行き違いに なったら し 

いが、 今 どこに いるので すか」 

「ああ そのこと や。 実は ドクトルから も 尋ねられ たこ 

とや けれど、 娘 はんと あの 上 原 山 治と いう t 許婚 は、 ド 

ク トルが 居ら へん もん やさ かい、 こっちへ 来たつ いで 

やい うて、 いま 九州の 方 かどつ かへ 旅行に 出と る のん 

や。 帰りに きっと 本署へ 寄る という 約束 をし たんや さ 

かい、 そのうち 寄る やろ 思うて る ねん」 

「ほほう、 そうです か _ 


だいせん りつ 

大戦 慄 

非常警戒の 夜 は、 張り合い のない ほど 静かに 更けて 

いった。 蠅男は どこに ひそんで いるの か、 コ トリと も 

音 をた てない。 ドクトルの 騒ぎが、 最後の 活気で ある 

かの ように 思われた。 

この 調子なら、 蠅男 もこの 一画に 閉じ こめられ たま 

ま、 あの 殺人 宣言 はむな しく 空文に 終つ てし まう こと 


かと 思われた。 

正木 署長が 呼ばれて、 交番の 方へ 歩いて いった。 

しばらくして、 署長 は トコ トコと 元の 位置へ 帰って 

きた。 

「どうかし ました かネ」 

帆 村 は 退屈 さも 半分 手つ だって、 署長に 声をかけた。 

「いや、 行きち がいの 話 だんね」 

「はは ァ、 行きち がいの 話です か。 じゃあ そこまで 

行 つ て どうも 御苦労 さまと いう わけです か」 

「まあ そんな もの や。 つまり 村 松 検事さん のと ころへ、 

塩田 先生からの 速達が 来たと いう 話 やねん。 今夜 十 時 


までに、 堂 島さん の 法曹 クラブに 訪ねて きて くれと い 

う ハガキ や」 

「村 松さん はもう 行った じ やないで すか」 

「そう や。 そや さかい、 行きち がいや 云う とる ねん」 

「しかし 速達 は ギリ ギリに 着いた です ね。 もうかれ こ 

れ九 時です よ」 

と ぎ 

二人の 会話 は、 そこで またもや 杜 切れて しまった。 

帆 村 は 次第につ のリ 来る 寒さに、 外套の 襟 を 深々 とた 

て、 あと は 黙々 として 更けて ゆく 夜の 音に、 ただ ジッ 

と 耳を澄ま したの だ つ た。 

ひそ 

おお 蠅男 は、 どこに 潜んで いる？ 


あごひも 

こうして 頤紐を かけた 大勢の 警官隊で もって、 大阪 

きっての 歓楽の 巷で ある 新世界と 大阪ー の 天 王 寺 公園 

と を 冬の 陣 のようにと りかこんで いるが、 蠅男 とお 竜 

と はもう いつの 間に か、 この 囲み をぬ けて どこかへ 逃 

げて しまったの ではない か。 

しんしゅ つき ぼ つ 

全く 神出鬼没の 怪漢 蠅男 のこと だから、 容易に 捕る 

害がない。 しかも この 界隈 は、 人間の 多い こと、 抜け 

裏の 多い ことで 大阪 一の 隠れ場所 だ。 いまに 活動 や 芝 

居が はねて、 群衆が 新世界から ドッと 流れ だした とき 

おびた だ 

に は、 警官隊 はどうして その 夥 しい 人間の 首実検 を 

する のであろう か。 恐らく 蠅男 は、 その^ 場の 時刻 を 


待つ ている のであろう。 

怪漢 蠅男 ほど 頭の 働く 悪人 は 聞いた ことがない。 彼 

奴 はすこぶ るの 知恵者で あり、 そして 云った こと を必 

ず 実行す る 人間で あり、 そして 人一倍の 見栄坊 だ。 彼 

はどうしても 今夜のう ちに、 異常な セン セ イシ ョ ンを 

ひき 起す 殺人 を 実演して みせる に違いない。 だから こ 

の 一画の なかに 縮こまって いるなん て、 そんな 害が な 

いの だ。 

その 蠅 男と、 彼 帆 村と は、 きょう はじめて 口 を 利き 

あった。 それ は 電話での ことで あつたが、 特筆大書す 

べき 出来 ごとだった。 


糸 子 を かえして よこして、 彼に 探偵 を 断念し ろと い 

うと ころなん か、 実に 凄い 脅迫で ある。 彼 は 今、 やつ 

ぱり 探偵 根性 を もって、 蠅 男の あと を 嗅ぎ まわって い 

るが、 これが 蠅 男に 知れずに はいまい。 そのと きこ そ、 

彼 は 一 大 決心 を 固めなければ ならない。 蠅 男の 知恵に 

は、 さすがの 彼 も 全く 一  歩 どころ か 数 歩 を ゆずらな け 

れ ばなら ない。 

こうして いるう ちに も、 蠅男は 誰かの 胸 もとに 鋭い 

刃 をジリ ジリと 近づけつつ あるので は あるまい か。 殺 

人 宣告書 は 誰が もっている のか 分らない が、 一 体 誰が 

殺される 役 まわりに な つ ている のだろう か。 


そのと き 帆 村 は、 まっさきに 心配になる もの を 思い 

だした。 彼 は 急に 機械の まわり だした 人形の ように、 

トコ トコ 歩き だした。 

彼 は 交番へ 入った。 そして 電話で、 宝 塚の ホテルに 

詰めている 大川 司法 主任 を よんでも らうよう に 頼んだ。 

「モシ モシ、 こっち は大川 だす。 なんの 用 だす かいな」 

帆 村 は その 声 を 聞いて、 胸 を 躍らせた。 彼 は その後 

の蠅 男の 事情 を 報告して、 もしゃ 糸 子のと ころに 死の 

宣 告 書が 来て いない か を 尋ねた。 

「それ は 大丈夫 だす。 そんな もの は 決して 来て えし ま 

へん。 安心し な はれ」 


大川 主任 はキッ パリ 答えた。 

帆 村 は 安心 をして 電話を切 つたが、 しかし また 新た 

なる 心配が 湧き上 つ てきた。 

「誰かが、 死の 宣告書 をつ きつけられて いるのに 違い 

ない。 その 人 は 何 かの 理由が あって、 そのこと を 警察 

に 云って こない ので はない か。 早く 云って くれば 助け 

られ るか も 知れない のに …… 」 

かすみち よう 

そんな こと を 考えつ づけて いると きだった。 霞 町 

の 角 を 曲って、 こっちへ 進んで 来た 自動車が、 ビタリ 

と 停った。 

誰だろう と 見る と、 なかから ヒョィ と 顔 を 出した の 


は 余人なら ず 鴨 下 ドクトル の 鬚 面で あ つ た。 

「正木さん、 オイ 正木さん は 居らん か」 

ドクトル は住吉 署長の 名 をし きりと 呼んだ。 

なにごと だろうと、 正木 署長 は 自動車の ところへ 駆 

け つけた。 

「おお 正木さん。 ねえ、 冗談 じ やない よ。 君た ち、 こ 

んな ところで 非常警戒し ていても 何にもなら せんよ。 

蠅男 はすで にさつ き 現われて、 儂の 大切な 友人 を 殺し 

居 つ たぞ」 

「え ッ、 蠅 男が 現われた と …… 」 

誰も 彼 も サッと 顔色 を かえた。 


「誰が 殺され たんです」 

帆 村が 反問した。 

「殺された 者 か。 それ は儂の 友人、 塩田 律 之 進 じ や。 

それ はま だいいと して、 殺した の は 誰 じ やと 思う」 

「蠅 男で はな いんです か」 

「あれが 蠅 男なん だろう な」 ドクトル は 小首 を 傾け、 

「とにかく 捕った その 蠅男 は、 さっき 儂と 一緒の 車に 

乗って いた 村 松と いう 検事なん じ や」 

「ええ ッ、 村 松 検事が …… 」 

「塩田 先生 を 殺した というので すか」 

「そして 検事が 蠅男 だと は、 まさか …… 」 


一 同 は あまりの ことに 腰 を 抜かさん ばかりに 愕 いた。 

村 松 検事が あの 恐るべき 蠅 男だった と は、 誰が 信じよ 

うか。 しかし ドクトルの 言葉 は、 出 鳕目を 云って いる 

と は 思われない。 どこかに 間違いが あるので あろう。 

一 体 どこが 間違って いるの か？ 

間違って いない こと は、 帆 村に いったと おり、 それ 

が 誰に もせよ 「蠅 男」 が 今夜 もキッ パリ 人 を 殺した と 

いう こと！ 

法曹 クラブの 殺人 


村 松 検事 は、 果して 恐るべき 殺人 魔 「蠅 男」 なので 

あろう か？ 

あつ 

検事 を 信ずる ことの 篤い 帆 村 探偵 は、 誰が 何とい お 

うと、 それが 間違いで ある こと を 信じて いた。 しかし 

何 ごと も 証拠 次第で 決まる 世の中だった。 元の 鬼 検事 

正、 塩田 先生の 殺害 現場 を 調べ た 検察官 はま ことに 遺 

憾 にたえない ことだった けれど、 村 松 検事 を 殺人 容疑 

者と して 逮捕す るし かないの っぴ きなら ぬ 証拠 を 握つ 

ていたの であった。 


てんま つ 

そのと きの 報告書に 記された 殺人 顚末 は、 次の よう 

な 次第であった。 

場所 は、 大阪の 丸の 内 街と 称せられる 堂 島に、 最近 

建てられた 六 階 建の ビ ルディン グで、 名づ け て 法曹 ク 

ラブ • ビルと いうと ころ だ つ た。 

当夜 午後 九 時 をす こし 廻った とき、 人造 大理石の 柱 

も 美々 しい ビルの 玄関に、 一台の 自動車が 停った。 そ 

して 中から 降りて 来たの は 一人の 鬚の 深い 老人と、 も 

う 一 人 は 黒い 服 を 着た 顔色の 青白い 中年の 紳士だった。 

この 老人 は、 云わず としれ た 鴨 下 ドクトルだった し、 

黒服の 中年 紳士 は 村 松 検事で あ つ た。 


一 一人 はボ— ィに 来意 をつ げた。 

ボ— ィは 早速 電話で もって、 塩田 先生に 貸して ある 

小 室へ 電話 を かけた。 すると 塩田 先生が 電話口に 現わ 

れて、 

「おおそう か。 鴨 下 ドクトルに、 村 松 も 一緒につ いて 

来たの か。 たしかに 二人連れ なんだ ネ」 

「左様で ございます」 

とボ ー ィは 返事 をした。 

すると 塩田 先生 は、 何 思 つた か 急に 言葉 を 改めて 、 

ボ— ィに 云う に は、 

「実は、 これ は 客に 知れて は 困る ので、 君 だけが 心得 


て、 ソッと 知らせて 貰いた いんだが …… 」、 と 前提して、 

「その 村 松と いう 客の 前額に、 斜めにな つた 一寸 ほど 

の 薄い 傷痕が ついてい るだろう か。 ハイ かィ イエ か、 

簡単に 応えて くれん か」 

ボ— ィ はこの 奇妙な 質問に 愕 いたが、 云われた とお 

り 村 松 氏の 額 を 見る と、 なるほど 薄い 傷痕が 一 つつ 

いていた。 

「ハイ、 そのと おりで ございます」 

「おおそう かい」 と、 塩田 先生 は 安心した ような 声 を 

出して、 「では 丁寧に、 こっちへ お通しし てく れんか」 

二人の 客 は、 そこで 帽子と ォ— バ ー と を 預けて、 ェ 


レヴェ ー タ ー の 方に 歩いて いったが、 そのと き ドク ト 

ルは 横腹 をお さえて 顔 を 顰め、 ボ— ィに手 洗 所の 在所 

を 聞いた。 

そこで ボ ー ィが 一隅 を 指す と、 ドクトル は 村 松 氏 

に 先へ 行く ようにと 挨拶して、 ァ タフタと 手 洗 所の 中 

へ 入って いった。 

ボ— ィは村 松 氏 だけ を 案内して、 六 階に ある 塩田 先 

生の 貸切り 室へ 連れていった。 扉 を ノックす ると、 塩 

田 先生が 自ら 入口 を 開いて、 村 松 氏 を 招じ入れた。 鴨 

下 ドクトル は 今 手 洗 所に 入って いるから、 間もなく 来 

るで あろうと 村 松 氏が 云えば、 先生 は 大きく 肯き、 そ 


うかそうかと いって、 急いで 村 松 氏の 手 をと リ、 室内 

へ 入れ、 扉をピ タリと 閉じた。 

ボ— ィは、 手 洗 所から 鴨 下 ドクトルが 出て 来ない 前 

に、 階下へ 下りて いなけれ ばなら ぬと 思った ので、 ェ 

レヴェ ー タ— を 呼んで、 ス— ッと 下に 下りて いった。 

約 七、 八 分の 間で あつたと、 ボ— ィは 後に 証言した。 

ボ— ィが、 手 洗 所から 出て きた 鴨 下 ドクトル を 案内し 

て、 再び 塩田 先生の 室の 前に 立った までの 時の 歩み を 

後から 思い出して みると、 —— - 

その 七、 八 分と いう 短い 時間のう ちに、 塩田 先生の 

室に は 大変な ことが 起って いたのだった。 それとも 知 


らぬボ —ィ は、 室の 扉 をコン コンと ノックした。 

しかるに、 室の なかから は、 何の 返事 もない。 聞え 

ない のかと 思って、 もう 一度、 すこし 高い 音 をた てて 

ノックし たが、 やはり 返事がない。 

「オイ、 どうし たんじ や。 お前 は 部屋 を 間違えと るん 

じ やない か。 しっかり せい」 

と、 気短 かの 鴨 下 ドクトル は、 ボ— ィを呶 鳴りつ け 

た。 

ボ— ィは、 そうい われて、 室 番号 を 見直した が、 た 

しかに 間違いない。 室内に は、 電灯が 煌々 とついて い 

る。 六 階で 電灯の ついてい るの は、 そんなに 沢山 ある 


わけで はない。 どうして もこの 室な のに、 塩田 先生と 

村 松 氏 は、 一体 中で 何 をして いるの だろう。 

ボ— ィは 把手 をつ かんで、 押してみ た。 

だが、 扉 はビク ともしない。 内側から 鍵が かかって 

いるの だった。 

「変 だな ァ。 モシ モシ、 お客さん —— 」 

と、 ボ ー ィは 大声で 呶 鳴りながら、 扉 を 激しく 叩い 

た。 

すると、 扉のう ちで、 おうと 微かに 返事 をす る 者が 

あった。 

ボ— ィ はホッ として、 鴨 下 ドクトルの 顔 を 見上げた 


ドクトル は 鬚 だらけの 顔の なかから、 ニヤ ニヤと 笑つ 

ていた。 

やがて 扉の 向う で、 鍵の 廻る 音が 聞え た。 そして 扉 

がギ ー ッと 内に 開いて、 顔 を 出した の は 村 松 検事 だつ 

た。 だが 彼の 顔 は、 血の気 を 失って、 まるで 死人の よ 

うに 真青で あつ た。 

ふる 

検事 は、 ブル ブル 慄ぅ 指先で 室内 を 指し、 

「殺人事件が おこつ たんだ。 ボ— ィ君。 そこらに いる 

人 を 大声で 呼び あつめ るんだ。 それから、 鴨 下 ドク ト 

ル。 すみませんが、 どこか そこらの 室から 電話 を かけ 

て、 警察へ 知らせて くださらん か」 


村 松 は、 やっと それだけ のこと を 云った。 ボ— ィは、 

扉 ごしに チラ リと 室内 を 見やった。 絨毯の 上に、 大 

きな 人間の 身体が 血 まみれに な つ て 倒れて いるの が 明 

るい 電灯の 下によ く 見えた。 彼はド キンと して、 腹の 

中から 自然に 声が とび 出した。 

「おう、 人殺し だッ。 皆さん 早く 来て 下さい ッ」 


引かれ ゆく 殺人 検事？ 


電話で 知らせた ので、 警察 から は 係官が 宙を とんで 

蚯 けつけ た。 

惨劇の 室内に 入って みると、 そう も 広くない この 室 

むせ 

は、 なまぐさい 血の 香で 噎ぶ ようであった。 

塩田 先生 は、 脳天 をう ち 砕かれ、 上半身 を 朱に 染め 

て 死んで いた。 これが 曾て、 鬼 検事正と いわれ 京浜 地 

方の 住民から 畏敬され ていた 塩田 律 之 進の 姿な ので あ 

ろうか。 それ は あまりに も 悲惨な 最期だった。 

係官の 取調べが 始まった。 

塩田 先生が 殺害され た 当時、 この 室のう ちに 誰が い 

たか。 


それ は 外で もない。 村 松 検事 只 一人だった こと を 証 

明す る 者が 沢山 居た。 

ボ— ィも 証言した。 鴨 下 ドクトル も、 もちろん 同意 

した。 階下の 事務所に いて、 塩田 先生のと ころへ 電話 

を かけた ボ— ィ長も それ を 否定し なかった。 鴨 下 ドク 

トルが 手 洗 所に 入り 手 洗 所から 出て くるの をみ ていた、 

女 事務員た ちの 中に も、 それに 異議 をい う 者が なかつ 

た。 

「どうです、 村 松さん。 これにつ いて 何 か 云いたい こ 

とがあります か」 

当直の 水田 検事が、 気の毒 そうに、 この 先輩に あた 


る 村 松に 訊いた。 

「 …… 」 

村 松 は 物 を 云う かわりに、 首 を 左右に 振って 答えた。 

口 を 開く 気力 もない とい つた 風であった。 

「では 村 松さん。 貴方 はこ こに 死んで いる 人 を 殺した 

覚えが あります か」 

村 松 は、 更に 無言の まま 首 を 左右に ふった。 

「では、 この 人 は、 どうして ここに 死んで いるので す」 

村 松 はや はリ 黙々 として、 かぶり を 振った。 

「検事 はん。 血 まみれの 文鎮に ついとつた 指紋が、 う 

まく 出より ました。 これ だす」 


そういって、 鑑識 課員が、 白い 紙に 転写した 指紋と、 

凶器に な つ た 文鎮と を 差 出した。 

「それから、 ちょっと 村 松 氏の 指紋 を 取って くれ」 

「え ッ、 村 松 はんの をで つか」 

鑑識 子 は オズ オズと 気の 毒な 容疑者 村 松 検事 の 顔と、 

命令す る 水田 検事との 顔 を 見 くらべた。 それ を 聞いて 

いた 村 松 検事 は、 無言の まま、 右手 を 前に つきだした。 

ああ その 手、 鑑識 子の 前に 拡げられた 村 松の 掌に は、 

赤黒い 血が ベ ッ トリと ついていた。 

鑑識 子 は 物 なれた 調子で、 村 松の 指紋 を 別の 紙の 上 

に 転写して、 差 出した。 


「どう だネ、 この 両方の 指紋 は …… 」 

ふ る 

水田 検事の 声 は、 心なし か、 すこし 慄ぇを 帯びて い 

るよう であ つ た。 

鑑識 子 は、 命ぜられる ままに 二 枚の 紙に うつし 出さ 

れた 指紋 を、 虫眼鏡の 下に ジッと 較べて いたが、 やが 

て 彼の 額に は、 ジッ トリと 脂汗が 滲み だしてき た。 

「どう だネ。 指紋 は 合って いるか、 合わない か」 

「 …… 同 一 人の 指紋で おます」 

鑑識 子 は 苦しそう に 応えて、 ハンカチ— フで 額の 汗 

を 拭いた。 

わき 

水田 検事 は、 それ を 聞く と、 傍 を 向いて いった。 


「村 松 氏 を、 殺人 容疑者と して 逮捕せ よ」 

村 松 氏の 手首に は 痛々 しく 捕緦 がまき ついた。 曾て 

は、 蠅 男の 捜査に、 係官 を 指揮して いた 彼が、 今 は 逆 

に 位置 を かえて、 殺人 容疑者と して 拘禁され る 身と 

なった。 

疑問の 怪人 「蠅 男」 を 捕えて みれば、 それ は 人 も あ 

ろうに 「蠅 男」 捜査の 指揮者であった 村 松 検事で あつ 

たと は。 其の 場に 居合わせた 人々 は、 事の 意外に 声 も 

なく、 ただ 呆れる より 外なかった ので ある。 

村 松 検事に 世話にな つていた 人た ち は、 水田 検事の 

取調べに 対して、 もっと いろいろ 反駁して くれる こと 


を冀 つていた。 しかるに この 人た ちの 期待 を 裏切って、 

村 松 検事 は ほとんど 口 を 開かなかった ので ある。 

なぜ 村 松 は、 多く を 喋らなかった のであろう。 彼 は 

凶器と 断定 せられる 文鎮の 上に、 自らの 指紋が ついて 

いるのに 気がついて、 もう 何 を 云っても 脱れ ぬと ころ 

と、 殺人罪 を 覚悟した のであろう か。 それとも 何 か 外 

に、 喋りたくない 原因が あつたの であろう か。 

関係者た ちに、 ひとまず 休憩が 宣 せられ、 容疑者 村 

松 検事 は 別室に 引かれて いった。 

なきから 

現場で は、 無慚な 最期 をと げた 塩田 先生の 骸 の 上 

に、 力— キ 色の 布が フワ リと かけられた。 


水田 検事の 一 行 は、 予審 判事と 組んで、 惨劇の 室の 

うちに、 いろいろと 証拠 固め をして ゆく のであった。 

丁度 その 半ばに、 急 を 聞いて、 帆 村 探偵 や 正木 署長 

たちが 駆けつけた。 

いくら 村 松 検事の 味方が 駆けつけた とて、 犯行 は 犯 

行であった。 水田 検事から 詳しい 説明が のべられ ると、 

村 松 検事の 無罪 説 を 信じて いた 帆 村た ち も、 それでも 

村 松 検事 は 塩田 先生 殺しに 無関係で あると はいえ な 

かった。 

(しかし、 これ は 何 か 大きな 間違いが あるのに 違いな 

い) 


帆 村 はあくまで それ を 信じて いた。 

でも、 内部から 鍵 を かけた 密室の 殺人事件 —— 塩田 

先生 は 文鎮で 脳天 をう ち 砕かれ、 村 松に は 凶器で ある 

文鎮 を 握って いた 証拠が ある。 窓 は 内から 鍵 こそ 掛っ 

ていなかった が閉 つていた そうで ある。 もし 窓が 明い 

ていたと しても、 誰が 窓の 外から 侵入して 来られる だ 

ろう。 なにしろ この 法曹 クラブ. ビルと いうの は、 ス 

べス べした タイル 張りの 外壁 を もって 居り、 屋上に は 

ひさし 

廂 のよう な ものが 一 間 ほど も 外に 出ば つていた し、 

人間業で は、 到底 窓の 外から 忍び こむ ことが 出来そう 

もなかった。 


すると、 村 松 検事の 犯行で ない という 証明 は、 ちょ つ 

と 困難になる わけだった。 

帆 村 は、 水田 検事に 頼んで、 村 松に ひと 目 会わせて 

くれる ように 頼んで みたけれ ど、 この 際の ことと て、 

それ も あ つ さり 断られて しま つ た。 

死闘 宣言 

帆 村 探偵 は、 彼 をし きりと 慰めて くれる 正木 署長と 


も 別れ、 ただ ひとり 附近の ホテルに 入った。 

糸 子の 泊って いる 宝 塚 ホテルへ 帰ろうかと 思わぬ で 

もなかった けれど、 それより は 村 松 検事の 身近く にい 

た 方が、 なに か 便利で はない かと 思った からだ。 

「どう すれば、 村 松さん を 救いだ せる だろう か」 

冷たい 安 ホテルの 一室の、 もう 冷え かかった ラジ 

ェ— タ— の 傍に 椅子 をよ せて、 帆 村 はいろ いろと、 こ 

れ からの 作戦 を 考えつ づけた。 だが 一向に、 これ はと 

思う うまい 考え も 浮んで 来なかった。 

そのうちに 彼 は、 コ クリコ クリと 居眠り を 始めた。 

昼間の 疲れが、 ここで 急に 出て 来たので あろう。 


ガタリ。 

突然 大きな 音が して、 帆 村 は ハツと 眼 ざめ た。 どう 

やら 廊下の 方から 聞え たらしい。 

深夜の 怪 音の 正体 は 何？ 何者かが 廊下の 窓 を 破つ 

て、 ホテルの なかに 忍び こんで くるよう にも 感じられ 

た。 

帆 村 は 素早く 室内の スィッチ を ひねって、 室内の 灯 

リを 消した。 それから ポケットから ピストル を 出して 

手に 握る と、 人口の 扉の 錠 を 外した。 そして 床に 腹 匍 

いせんば かりに 跼ん で、 扉 を しずかに 開いて みた。 も 

し 廊下に 何者かの 人影 を 見つけたら、 そのと き はピス 


トルに 物 を 云わせて、 相手の 足 許 を 射抜く つもり だつ 

た。 

「な ァん だ。 誰もい やしない」 

廊下に は、 猫 一匹い なかった。 それでも 彼 は 念の た 

め、 廊下に 出て、 窓 を 調べて みた。 窓に は 内側から キ 

チンと 錠が 下りて いた。 しかし 窓 はしき りに ガタ ガタ 

と 鳴って いた。 真暗な 外に は、 どうやら 風が 出て きた 

らしい。 帆 村 は ホッと 息をついて、 自分の 部屋に 帰つ 

ていった。 

風 は 目に 見える ように 次第に 強くな り、 ヒュ ー ッと 

ひさし 

呻 リ声を あげて 廂 を 吹きぬ けて ゆく のが 聞え た。 


こうして ひとりで いると、 まるで 牢獄のう ちに 監禁 

された まま、 悪魔が 口から 吐き だす 嵐の なかに 吹き飛 

ばされ て ゆく ような 心細 さが 湧いて くるので あ つ た。 

ナリ チリ. VTN リ チリ、 ン 

突然、 電鈴が 鳴った。 電話 だ。 

それ は 夢で も 幻想で もなかった。 たしかに 室内 電話 

が 鳴った ので ある。 深夜の 電話！ 一体 どこから 掛っ 

てきた のであろう。 

帆 村 は 受話器 をと りあげた。 

「帆 村 君 かネ」 

「そうです。 貴方 は 誰？」 


帆 村の 表情が キッと 硬ば り、 彼の 右手が ポケットの 

ピストル を 探った。 

「こっち はお 馴染の 蠅男 さ」 

「なに、 蠅 男？」 

蠅男 がまた 電話 を かけて きたの だ。 村 松 検事の 声と 

は 全然 違う。 帆 村 は、 蠅男 に対する 恐ろし さより は、 

この 蠅 男の 電話 を、 ぜひとも 水田 検事に 聞かせて やり 

たかった。 

「どう だネ、 帆 村 君。 今夜の 殺人事件 は、 君の 気に入つ 

たか ネ」 

「貴様が 殺つ たんだ ナ。 塩 田 先生 を ど う い う 方法 で 殺 


したんだ。 村 松 検事 は 貴様の ために、 手錠 を 嵌められ 

てい るんだ ぞ」 

「う ふ ふ ふ。 検事が 縛られて いるなん て 面白い じ やな 

いか」 と 蠅男は 憎々 しげに 笑った。 「どう 調べた つて、 

検事が 殺った としか 思えない ところが 気に入ったろう。 

口惜しかったら、 それ をお 前の 手で ひつく リ かえして 

みろ。 だが、 あれ も 貴様への 最後の 警告なん だぞ。 こ 

の 上、 まだ 俺の 仕事の 邪魔 をす るんだ つたら、 そのと 

ま  づ ら 

き は 貴様が 吠え面 を かく 番 になる ぞ。 よく 考えて みろ。 

もう 電話 はかけ ない。 この 次 は 直接行動で、 目に 物 を 

見せて くれる わ。 う ふ ふ ふ」 


「オイ 待て、 蠅 男！」 

だが、 この 刹那に、 電話 は プッリ と 切れて しまった _ 

神出鬼没と は、 この 蠅男 のこと だろう。 彼奴 は、 帆 

村の 入った 先 を、 すぐ 知って しまったの だ。 いまの 電 

話の 脅し文句 も、 噓 であると は 思えない。 蠅男は 宣言 

どおり、 いよいよ これから は 直接行動で、 帆 村に 迫つ 

てこよう というの だった。 帆 村 はもう 覚悟 をし なけれ 

ばなら なかった。 

帆 村 は 奮然と、 卓 を 叩いて 立ち上った。 

(そうだ。 村 松 検事 を 救い出す 手 は 外にない の だ。 そ 

れは蠅 男 を 逮捕す る 一 途が あるば かりだ。 やれ、 村 松 


検事が 殺人罪に 堕ちた。 やれ、 糸 子さん が蠅 男に 誘拐 

された。 やれ、 今度 は 誰のと ころに 死の 宣告 状が ゆく 

か。 やれ、 どうした こうした という こと を 気に 懸けて 

いるより、 そんな ことに は 頓着す る ことなく、 一  直線 

に蠅 男の 懐に とびこんで ゆく のが 勝ちな の だ。 蠅男は 

そうさせまい として、 俺の 注意力が 散る ようにい ろい 

ろな 事件 を 組立て て、 それ を 妨害して いるのに ちがい 

ない。 ょォ し、 こう なれば、 誰が 死のうと こっちが 殺 

されようと、 一 直線に 蠅 男の 懐に とびこん でみせる ぞ) 

今や 青年 探偵 帆 村荘六 は、 心の底から 憤慨した よう 

であった。 一 * 帆 村と いう 男 は、 探 湞 でありながら、 


熱情に 生きる 男だった。 その 熱情が 本当に 迸 り 出た 

ときに、 彼 は 誰に もやれ ない 離れ 業 を呀ッ という 間に 

見事に やっての ける たちだった。 今まで は、 蠅男を 探 

偵して いたと はいう ものの、 その 筋の 捜査陣に 気が ね 

をした リ、 それから また センチメンタルな 同情心 を 起 

して 麗人 を かばって みたり、 いろいろと 道草 を 喰って 

ぼん ぜん 

いたの だ。 翻然と、 探偵 帆 村 は 勇敢に 立ち上った。 

(一体、 蠅男 という やつが いくら 鬼神で も、 これ だけ 

の 事件 を 起して、 その 正体 を 現わさない というの は 

可笑しい こと だ。 今までに 知られた 材料から、 蠅 男の 

正体が ハツ キリ 出て 来ない というの では、 帆村荘 六の 


探偵 商売 も、 もう 看板 を 焼いて しまった がいい。 うむ、 

今夜のう ちに、 何が何でも、 蠅 男の 正体 を あばいて し 

まわねば、 俺 は クリク リ 坊主に なって、 眉毛まで 剃つ 

てし まう ぞ) 

帆 村 は 眉 を ピクリ と 動かす と、 何と 思った か、 狭い 

室内 を 檻に 入れられた ライオン のように、 あっちへ 

行ったり、 こっちへ 来たりして 気ぜ わしそう に 歩き だ 

した。 


糸 子の 立腹 


帆 村 探偵 は、 どんなにして 次の 朝 を 迎えた のか しら 

ない。 

とにかく 彼が、 室 を 出て きたと ころ を 見る と、 普段 

から 蒼白な 顔 は 一層 青ざめ、 両眼と いえば、 兎の 目の 

ように 真 赤に 充血して いた。 よほどの 苦労 を、 一夜の 

うちに 嘗めつ くしたら しい ことが、 その 風体から して 

推し はかられた。 

帆 村 は、 すぐさま 村 松 検事の 留置され ている 警察署 

ほ 力 

へ ゆく かと 思いの外、 彼 は その 前 を 知らぬ顔して、 自 


動 車 をとば していった。 そして 到着した ところ は、 阪 

急の 大阪駅 乗車口であった。 

彼 は そこで 大勢の 人 を かきわけ、 大きな 声で 宝 塚 ゆ 

きの 切符 を 買った。 

急行 電車に 乗り こんだ 彼 は、 乱暴に も 婦人 優先席に 

どっかと 腰を下ろす や、 腕ぐ み をして 眼 を 閉じた。 そ 

いびき 

して 間もなく 大きな 鼾 を かきだす と 見る 間に、 隣に 

もた 

着飾った 若 奥様ら しい 人の 肩に 凭れて、 いい 気持ち そ 

うに 眠って しまった。 

車掌が 起こして くれなければ、 彼 はもつ と睡 つてい 

たか も 知れない。 彼 は 慌てて、 宝 塚の 終点に 下りて、 


電柱の 側らで 犬の ような 背伸び をした。 

それから 彼 は、 太い 籐の ステッキ を ふり ふり、 新 温 

泉の 方へ 歩いて いった。 

でも 彼 は、 新 温泉へ 入場す るので はなかった。 彼 は 

その 前をズ ンズン 通りす ぎた。 そして、 やがて 彼が 足 

早に 入って いったの は、 池 谷 医師の 控 邸だった。 それ 

は 先に、 糸 子が 訪れた 家で あり、 それよりも すこし 前、 

お ま 

池 谷 医師が お 竜と 思しき 女と、 肩 をなら ベ て 入って 

いった 家であった。 

入口の 扉に は、 鍵が かかって いなかった。 帆 村 は 無 

遠慮に も、 靴 を 履いた まま 上に あがって いった。 何 を 


感じた もの か、 彼 は 各室 を 鄭重に 廻って は、 押入 や 戸 

棚 を 必ず 開いて みた。 そして 壁 や 天井 を、 例の 太い 

ステッキ 

洋 杖で コ ンコン と 叩いて みるの だった。 

階下が 終る と、 こんど は 階上への ぼって、 同じ こと 

を 繰り かえした。 

でも、 格別 彼が 大きい 注意 を 払った もの もな く、 別 

に ポケットへ ねじ 込んだ もの もなかった。 十五 分ば か 

リ すると 彼 はまた 玄関に 姿 を 現わした。 そして 後 を も 

見ず、 その 邸の 門から ス タス タと 外へ 出て いった。 

それから 彼 は、 再び 新 温泉の 前 をと おりす ぎ、 橋 を 

げんぜん そび 

川 向う へ 渡った。 そこに は 宝 塚 ホテルが 厳然と 聳えて 


いた。 彼の 姿 は その ホテルの なかに 吸い こまれて し 

まった。 

大川 司法 主任 は、 糸 子の 室の 前の 廊下で、 朝刊 を 一 

生 懸命に 読み ふけっている ところだった。 なにしろ そ 

の 朝刊の 社会面と 来たら、 村 松 検事の 殺人事件の 記事 

で 一 杯であった。 村 松 検事の 大きな 肖像 写真が 出て い 

て 「検事 か？ 蠅男 か？」 と、 ずいぶん 無遠慮な 疑問 

符号が つけて あった。 

「恩師 殺しに 秘められ たる 千古の 謎！」 などと いう 

小 表題で、 三 段ぬ きで 組んで あった。 

わし 

「ああ 帆衬 はん。 これ、 なんち ゆうこと や。 儂 はもう、 


と うが ん 

あんま リ愕 いた もん やで、 頭脳が 冬瓜の ように、 ぼけ 

てし もた がな」 

そういって、 大川 司法 主任 は、 新聞紙の 上 を 大きな 

掌で もって ピチャピチャと 叩いた。 

帆 村 は、 それに は 相手に なろうと もせず、 室の 中 を 

ゆびさ 

指して、 

「どうです。 糸 子さん は 無事です かネ」 と 訊いた。 

「もちろん 大丈夫 だす わ。 しかし 昨夜 も、 えろう 貴方 

はんの こと を 心配して だした ぜ。 村 松 はんの ことが な 

かったら 一 一人して 貴方 はんに 奢って 貰わん ならん とこ 


大川 主任 はいい 機嫌で 哄笑した。 

室の なかに 入って みると、 糸 子 はもう すっかり 元気 

を 回復して いた。 ただ、 まだ 麻酔薬が 完全に ぬけ きら 

ない と 見えて、 いく 分睡 そうな 顔つき は 残って いたが 


「まあ 帆 村 はん。 さっきの 夢の つづき やのう て、 ほん 

との 帆 村 はんが 来て くれはつ たんやな ァ」 

糸 子 は、 けさがた 帆 村の 夢を見て いたらし く、 帆 村 

の 顔 を 見て 小さい 吐息 を ついた。 

糸 子が あつく 礼 をい うの を、 帆 村 は 気軽に 聞きな が 

して、 


「さあ、 ここで ちょっと 糸 子さん に 折 入って 話 をした 

い ことがあ るんで す。 皆さん、 ちょっと 遠慮して 下さ 

いません か」 

そういう 帆 村の 申し出に、 付き添いのお 松 を はじめ、 

看護婦 や 警官た ち も ゾロゾ 口と 外へ 出た。 扉が ビタリ 

と閉っ て 部屋に は 帆 村と 糸 子の 一 一人 きりとな つてし 

まった。 

帆 村 は 何 を 話そうと いうの だろう。 時刻 は 五分、 十 

分と 過ぎて ゆき、 廊下に 佇んで 待って いる 人た ちの 

気 を いらだた せた。 

すると 突然、 糸 子の 金切り声が 聞え た。 扉が パッと 


ねまき 

明いて、 糸 子が 寝 衣の まま 飛び出して きたの だ。 

「 —— 帆 村 はんの、 あつかまし いのに、 うち 呆れて し 

もうた。 あんな 人 や あら へんと 思うて たの にほんまに 

いやらしい 人 や。 さあ、 お 松。 もうこんな ところに 

御 厄介に なつと る こと あら へんしい。 はよ、 うちへ い 

のう やない か」 

お 松は愕 いて、 

「まあ、 どない しはつ たんや。 えろう 御 恩に なつと る 

帆 村 はんに、 そんな 口 を 利いて は、 すみ ま へんで —— 」 

「御 恩 やい うたかて、 あんな いやらしい 人から 恩 をう 

けとう もない。 一刻 もこん なと ころに 居る の はい やや 


さあ、 すぐ 帰る しい。 お 松 はよ 仕度 をし とくれ や」 

いきどお 

何が 糸 子 を 憤 らせ たのであろう か。 あれほど 帆 村 

に 対し 信頼し、 帆 村に 対して かなりの 愛着 を 持って い 

たと 思われる 糸 子が、 何の 話 か は 知らぬ が、 突然 憤つ 

て 帆 村 を 毛虫の ように 云いだ したんだ から、 一 座 もど 

うこれ を 鎮めて いい か 分らなかった。 

糸 子た ちが ズン ズン 仕度 をと とのえ ている の を 見る 

うずくま 

と、 さっきから 室の 片隅に ジッと 蹲 つていた 帆 村 は、 

黙々 として 立ち上り、 コソ コソと 廊下 づたいに 出て 

いった。 大川 司法 主任 も 怪訝な 面 持で、 帆 村の 後 姿 を 

無言の まま 見送って いた。 


秘密 を 知る 麗人 

その 夜、 道 頓堀を ブラつ いていた 人が あったら、 そ 

の 人 は 必ず、 今 ど き 珍ら し い 背広 姿 の 酔漢 を 見かけた 

ろう。 

その 酔漢 は、 まるで 弁慶蟹の ように 真 赤な 顔 をし、 

帽子 も ネクタイ もど こかへ 飛んで しまって、 袖の ほこ 

ろび た 上衣 を、 何の 意味で か 裏返しに 着て、 しきりと 


疳高い 東京 弁で 訳 も わからな いこと を呶 鳴りち らして 

いた 害で ある。 

もしも 糸 子が、 その 酔漢の 面 を ひと 目 見たら、 彼女 

は あまりの 情な さに 泣き だしてし まう かも 知れな ぃ処 

だった。 それ は 外ならぬ 帆 村荘六 その 人であった から。 

なぜ 帆 村 は、 こう も 性質が がらり と 違って しまった 

ん であろう か。 昨日の 聖人 は 今日の 痴漢であった。 

村 松 検事 を 救う 手がない ので 自暴に なった のか。 蠅 

男 を 捕える 見込みが つかないで、 悲観して しまったの 

か。 それとも 糸 子に 云い 寄って 無下に 斥けられた そ 

のせいで あろう か。 


道頓 堀に 真黒な 臍が できた。 その 臍 は、 すこしずつ 

ジリ ジリと 右へ 動き、 左へ 動きして いる。 それ は 場所 

ちが い の 酔漢 帆 村 荘六を もの 珍ら しそうに 取 巻く 道ブ 

ラ • マンの 群衆だった。 

帆 村 は ポケットから、 ウイ スキ— の壜を 出して、 茶 

色 の 液体 をな お も ガブ ガブ と ラッパ 呑み をし、 うま そ 

うに 舌 なめずり をす るの だった。 そのうちに、 何う し 

た 拍子 か、 暄嘩 をお ッ 始めて しまった。 嵐の ような 人 

間の 渦巻が 起った。 帆 村 は 犬の ように 走り だす。 その 

行方に あた つ て ガラガ ラガラ と 大きな 音が して、 女の 

金切り声が 聞え る。 


—— 帆 村 は 一 軒の 果物屋の 店に とびこむ が 早い か、 

太い ステッキで、 大小の 缶詰の 積み あげられた 棚 を 叩 

き 壊し、 それから 後 を 追ってく る 弥次馬に 向って、 

林檎 だ の 蜜柑 だの を 手当り 次第に 抛げ つけだし たので 

ある。 生憎 その 一 つが、 折から 騒ぎ を 聞いて 龃 けつけ 

た 警官の 顔の 真中に ピ シャンと 当った から、 さあ 大変 

な ことにな つた。 

「神妙に せんか。 こいつ 奴が II 」 

素早く 飛び こんだ 警官に、 逆手 を とられ、 あわれ 酔 

払いの 帆 村 は、 高手小手に 縛り あげられて しまった。 

み じ 

そ の 惨めな 姿が ， J の 歓楽街から 小暗い 横丁の 方 へ 消え 


ていく と、 あと を 見送った 弥次馬た ち は ヮッと 手を叩 

いて 囉 したてた。 

それと 丁度 同じ 時刻の ことで あつたが、 本邸に 帰つ 

た 糸 子 は、 何 を 思った もの か、 突然お 松に 命じて、 宝 

塚 ホテル を 電話で 呼び出させた。 

「お 嬢 はん。 なんの 御用 だつ か」 

「なんの 用で も、 かま へん やない か。 懸けて いうたら、 

はよ 電話 を 懸けて くれたら ええの や」 

糸 子 は 何 か f 可々 している 様子だった。 

宝 塚 ホテルが 出た。 

お 松が それ を 知らせる と、 糸 子 はとび つくよう にし 


て、 電話口に すがりついた。 

「宝 塚 ホテル？ そう、 こっち は 玉屋 糸 子 だすが な ァ。 

帆 村荘六 はんに 大 至急 接い どくな はれ」 

「ええ、 帆 村 はんだつ か。 いまちよ つと お出かけ だん 

ね。 十二時までに は 帰る と、 いうて だした が …… 」 

と、 帳場からの 返事だった。 

「まあ、 仕様がない 人 やな ァ。 どこへ 行つ たんで つ 

しゃろ」 

「さあ、 何とも 分り ま へんな ァ」 

糸 子 は 落胆の 色 を あらわして 溜息 を つ いた。 

「なん ぞ卸 用で したら、 お伝えし とき まひよう か」 


と 帳場が 尋ねる と、 糸 子 は 急に 元気 づき、 

「そんなら 一 つ 頼み まつ さ。 今夜のう ちに、 こっちへ 

来て くれ るん やったら、 例の 疑問の 人物に ついて、 私 

だけが 知つ とる こと を 話し たげ ます。 明日から 先 やつ 

たら、 他へ 知らせ ますから、 後から 恨まん ように  

と、 そういう ておくれ やす」 

そこで 話 を 終り、 糸 子 は 電話を切った。 

お 松 は 傍で 聞いて いて、 可笑し そうに 笑った。 

「なん や 思うたら、 もう 帆 村 はんと 休戦条約 だ つ か。 

ま ま 」 

しかし 糸 子 は、 思い切つ たこと を、 帆 村に 申し入れ 


たもの だ。 

かねて 糸 子は蠅 男に ついて 誰も 外の 者が 知らぬ 秘密 

を 握って いると 思われた が、 いよいよ それ を 帆 村に 云 

う 気になった らしい。 しかも それ を 帆 村 だけに 与える 

というの ではなく、 今夜 来なければ、 警察の 方に 知ら 

せて しまう ぞ という 甚だ 辛い 好意の 示し 方 をした。 ま 

だま だ 彼女の 帆 村に 対する 反感が 残って いるら しい こ 

とが 窺 われた。 

でも 今夜のう ちとい えば、 帆 村 は 果して 糸 子の もと 

へ 駆けつけられ るだろう か。 それ は 出来ない 相談 だつ 

た。 帆 村 はい ま、 暴行 沙汰の ため、 警察の 豚箱の なか 


に 叩き こまれて いる はずだった。 宝 塚 ホテルの 帳場 子 

づ ゆ 

は、 帆 村が そんな 目に会って いると は 露 知るまい。 あ 

たら 帆 村 も、 ここへ 来て 慎み を 忘れ たがために、 折角 

糸 子が 提供しょう という 蠅 男の 秘密 を 聞く 機会 を 失つ 
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てし まって、 遂に これまでの 苦労 を 水の 泡沫と 化して 

しまう のだろう か。 


陸！ 陸！ 蠅 男の 正： K:! 


こよ い 

玉屋 本邸 は、 今宵 糸 子 を 迎えて、 近頃に ない 賑やか 

さを呈 していた が、 そのうちに 午後 九 時と なり 十 時と 

なり、 親類 知己の 娘さんた ち も 一人 帰 リニ 人 帰りして、 

やがて 十一 時の 時計 を 聞いた ころに は、 五 人の 召使い 

の 外に は 糸 子 只 一 人と いう 小人数に な つ た。 

夜 は 次第に 更ける に 従って、 この 広い ガランと した 

邸 はいよ いよ 浸み わたるよ うな もの 寂し さ を 加えて 

いった。 そのうちに、 昨日と 同じく、 風 さえ 出て、 雨 

戸が ゴ トゴ トと 不気味な 音 をた て て 鳴 つ た。 

糸 子 はお 松 を 寝所へ 下らせて、 彼女 は 只 ひとり、 か 

つて 父親 総 一 郎の 殺された 書斎の なかに 入って いった。 


「お 父つ あん —— 」 

糸 子 は 室の 真中に 立 つ て、 今 は 亡き 父 を 呼んで みた。 

もちろん、 それに 応える 声 は 聞かれなかった けれど。 

糸 子 は 父が 愛用して いた 安楽椅子の 上に、 静かに し 

なや かな 体 をな げた。 そして 机の 上に のって いる 「論 

語 詳解」 をと りあげる と、 スタンド をつ けて 頁 をめ くつ 

ていった。 

そのうちに、 いつしか 糸 子 は 本 を バタリと 膝の 上に 

落とし、 京人形の ように 美しい 顔 をう しろに もたせ か 

けて、 うつらう つらと 唾り のなかに 誘われて いった。 

外 はどう やら 雨に な つ たようで ある。 


そのと きで ある。 

天井裏 を、 何 か 重い ものが ソッ とひき ずられ るよう 

な 気持ちの わるい 音が した。 —— しかし 糸 子 は、 何も 

知らないで 睡 つていた。 

ゴ ソリ、 ゴソリ と、 その 不気味な 物音 は、 糸 子の 睡 

る 天井裏 を 匍って いった。 何者であろう か。 召使いた 

しらかわよふね  さいちゅう 

ち も、 白 河 夜 舟の 最中 であると 見え、 誰 一 人と して 起 

きて こない。 

危機 はだん だんと 迫つ てく るよう である。 

すると ゴソリ ゴソリ の 音が パッ タリ 停った。 それに 

代って コ トリと いう 音が、 もっと ハツ キリ 聞え た。 そ 


れは 天井裏に ついている 四角な 空気抜き の 穴のと ころ 

で 発した ものだった。 

そのうちに、 なにやら 黒い ものが、 その 空気穴の な 

かから 垂れ 下って くるので あった。 それ はだん だん 長 

く 伸びて、 まるで 脚の ような 形 をして いた。 そのうち 

に、 また 一本、 同じような ものが 静かに 下って 来た。 

どれ もこれ も、 糸の ような もので 吊り下げられ ている 

らしい。 

腕の ような ものが 一 本、 それから また 一 本！ ズル 

ズル とす こし スピ ー ドを 増して 垂れ下が つ てく る。 

この 奇怪な 有様 を、 问 にたと えたら いいであろう。 


もし この 場の 光景 を 見て いた 人が あったなら、 この辺 

で キヤ ッ といつ て 気絶して しまう かも 知れない。 

—— 黒い 外套の ような ものが、 フワ リと 落ちて 来た。 

それに つづいて、 穴から ヌッと 出て きたの は、 意外に 

も 人の 首だった。 見た こと もない 三十 がらみ の 男の 首 

で、 眼 を ギヨ 口 ギヨ 口 光らせて いる。 見る からに 悪相 

を そなえて いた。 

その 首はス ー ッと 穴から 下に 抜けた。 それに つづい 

て 肩が 出て 来る のであろう か。 しかし あのような 六、 

七寸の 穴から、 肩 を 出す こと は 難 かしいで あろうと 思 


しかるに 首 はス— ッと 床の 上め がけて 落ちて いく。 

首のう しろに つづいて いるの は、 男 枕 を 二つ 接ぎ あわ 

せた ような ブカブ 力した 肉 魂。 —— それでお 終いだ つ 

た。 

首と 細い 胴の 一 部 だけの 人間？ 

それでも、 その 人間 は 生きて いるので あろう か？ 

ド タリと 床の 上に 痩せ 胴の ついた 首が 落ちる と、 そ 

れを 合図の ように、 始めに 床の 上に 横たわつ ていた 長 

い 手 や 足 やが、 まるで 磁石に 吸いつ く 釘の ように キ 

キッと 集ま つ て 来た。 

やがて ムック リと 立ち上った ところ を 見れば、 これ 


ぞ 余人で はなく、 有 馬 山中 を 疾風の ように 飛んで いつ 

た あの 蠅 男の 姿に 相違ない。 組立て式の 蠅男？ なん 

という 奇怪な 生き物 もあった ものだろう。 一体 蠅男は 

人間 か、 それとも 獣 か？ 

蠅男は 大きな 眼 玉 を ギロリ と 動かして、 安楽椅子の 

上に 唾る 糸 子の 艷 めかし い 姿に 注目した。 

蠅男は そこで ニヤ リと 気味の わるい 薄笑い をして、 

どこに 隠し持つ ていたの か、 一条の 鋼鉄 製の 紐 をと り 

だした。 それ を 黒光りの する 両手に 持って 身構える と、 

サッと 糸 子の 方に すりよった。 ：•：• 呀ッ、 糸 子が 危 

、 

レ 


糸 子 は 死んだ ようにな つていた。 蠅 男の 手に 懸 つて、 

細 首 を 絞められて しまった かと 思った が、 そのと き 遅 

く、 かのとき 早く、 

「 —— 蠅男、 そこ 動くな ッ」 

と、 突然 大音声が あがった と 思う 途端、 寝台の 陰 か 

ら とび 出して 来た 一個の 人物！ それ は 誰で あつたろ 

う か ？ 警察 の 豚箱に 監禁 せられて 熟柿の ような 息 を 

ふいて いるとば かリ 思って いた 青年 探偵、 帆村荘 六の 

勇気 凜々 たる 姿だった。 蠅男は 無言で 後 を ふりむいた。 

「う ふ。 —— いいと ころへ 来たな。 俺の 正体 を 見た か 

もよ や 

らに は、 最早 一刻 も 貴様 を 活かして は 置け ねえ。 覚捂 


しろ ッ」 

「なに をッ。 —— J 

鬼神 「蠅 男」 と 探偵 帆 村と は、 何も 知らずに 睡 つて 

いる 糸 子 を 間に 挟んで、 物凄く 睨み合った。 

けんこんい つ てき 

風 か 雨 か、 はた 大 噴火 か。 乾坤一擲の 死闘 を 瞬 前に 

して、 身構えた 両虎の 低い 呻り 声が、 次第 次第に 高く 

盛リ あが つ てく る。 —— 


ダ BS 


ゝ 乂ゝ o 

き カスカ 

怪物 蠅 男の 身体 は 首 の 付いた 痩せ 胴と バ ラバ ラの手 

足から 組立 てられて 居た と は、 実に 前代未聞の 一 大驚 

異 である。 

この 蠅 男の 身体に 関する 秘密 は、 まだ 十分 了解す る 

ことが 出来なかった が、 決死の 青年 探偵 帆 村 荘六は 脳 

せんりつ  げんぜん 

底から 沸き起ろう とする 戦慄 を 抑えつ けて、 厳然と こ 

の大 怪物と 睨み合つ ている。 

傍らの 椅子に は、 これ また 絵に 描いた ような 麗人 糸 

子が 膝に 伏せた 本の 上に すんなり とした 片手 を 置いて、 


何 ごと も 知らず 安らかに 眠つ ている。 どうやら 糸 子 は 

帆 村の 命令に 従って 睡眠剤 を 服んで いるら しかった。 

もちろん それ は 帆 村の やさしき 心づ かいで、 この 場の 

異変に これ 以上 彼女の 繊細な 神経 を 驚かせた くないと 

い ぅ心づ かいであった に違いない。 

怪物 蠅男 は、 見る もい まわしい 土色の 面に 悪鬼の よ 

う な ，炯た る 眼 を 光ら かし、 激しき 息づ かい をし なが 

ら、 部屋の 隅から じりじりと 寝台の 向う に 立つ 帆 村 探 

偵に 向つ て 近付いて 来る のであった。 

雨 か 嵐 か、 はた 雷鳴 か。 怪人と 俠 青年との 息詰まる 

ような 睨み合いが 続いた。 


「勝負 は 貴様の 負 だッ。 こう なれば 観念して、 潔 く 

降参し ろッ」 

と 帆 村 探偵 は烈々 たる 言葉 を 投げ つけた。 

「なに を 言 やが る」 と 蠅男は 歯を嚙 みならし、 

「手前 こそ 息の 止ら ねえう ちに、 念仏で も 唱えろ ッ。 

今度 こそ は 手前の 土手 ッ腹を 機関銃で 蜂の巣の ように 

してや るんだ ッ。 それでも まだ 助かる とで も 思って い 

るの か」 

そう 云って 蠅男 はじり じりと 前進し、 垂れて いる 左 

腕 を 静かに 挙げて、 帆 村の 胸元 目が けて 突き出した。 

それ は 黒光りの する 腕の ようで ありながら、 まるでぎ 


こちな い 銃身の ように 見えた。 

「はは あ、 くく リ 付けの 機関銃と お出でな すった ね。 

そんな インチキ 銃に 撃 たれて たまる もの か」 

「ょォ し、 これ を 喰って 往生し ろッ」 

と蠅 男の 大喝と 共に 長い 黒 マントの 肩先が ブル ブル 

けいれん 

と 痙攣す るより 早く、 ダダダ ッと耳 を つん 裂く ような 

激しい 銃声！ 

「うぬ ッ II」 

帆 村 はさつ と 寝台の 蔭に 身 を 沈めた。  と 見る よ 

り も 早く、 蠅 男の 隙 を 狙って 寝台の 下から パッと 投げ 

つけた 渋色の 投網！ 


網 は 空間に 花火の ように 開いて、 蠅 男の 頭上から 

バ ッサリ 落ち 掛 つたが、 蠅男 もさる もの、 不意 を 打た 

れ ながら もッッ ー ッと身 を 引けば、 網 はかちり と蠅男 

の 左腕の 中に 仕込まれた 機関銃に 絡み付いた。 

「生意気な ッ —— 」 

と蠅 男が 気色ばむ 所 を 帆 村 はす かさず、 

「えい ッ」 

と 大声 もろとも すかさず 投げ付けた 丈夫な 撚り 麻の 

投網 —— それが 見事 蠅 男の 左腕の 中程 を キリリと 締め 

上げた。 

「さあ、 どう だッ」 


と 帆 村 は 歓声 を あげ、 気 を 外さず 麻 緦の端 を 寝台の 

足に 通して、 それ を 支えに 満身の 力 を 籠め てえ いや ッ 

と 引けば、 流石の 蠅男も 思わず ッッ— ッと 前にの めろ 

うとす るの を、 ゥムと 堪えて 引かれ まいと、 反り身に 

なって 抵抗す るう ち、 どうした はずみ かド ー ンと 云う 

大きな 響き を 打って 蠅 男の 左腕 は 肩の 附 根から すつ ぼ 

り 抜け落ち 床の 上に 転がった。 

「あ ッ、 しまった  -」 

と蠅 男が 鉄の 爪 を 持った 残りの 右腕 を 伸ばして 床の 

上の 抜けた 左腕 を 拾おうと する の を、 帆 村 はそう させ 

て はなる もの かと 寝台の 上 を ヒラリ と 飛び越し、 隠し 


もっていた 桑の 木刀で ャ ッと蠅 男の 頤を 逆に 払えば、 

「ギヤ ッ」 

とさし もの 蠅男も 痛打に たまらず、 樘と 床上に 大の 

字に なって 引 繰り返った。 闘い は 帆 村の 快勝と 見えた。 

「おとなし くしろ ッ」 

と 帆 村は蠅 男のう えに 馬乗りに なり、 いきなり 相手 

の 咽喉 を グッと 締め付けた —— それが よくな か つ た。 

蠅 男に はま だ 人間 放れの した もの 凄く 頑強な 右腕の 

残って いた こと を 忘れて いたの だ。 

キリ キリ キリと 怪 音を立てて 蠅 男の 右腕が 起重機の 

ように 三 米 ばかり も 伸びた かと 思う と、 それが 象の 


鼻の ように くるくる ッと帆 村の 背後に 曲って 来て、 大 

きな 鋏の ような 鉄の 爪が 帆 村の 細 首 目掛けて ぐ つ と 襲 

ぃ掛 らんと する  ぁッ、 危 い！ 

糸 子 は 先程から 目を醒 ましていた。 いくら 強い 睡眠 

剤で も、 部屋の 中で 機関銃 を 撃 たれて は 眠っても 居ら 

れ ない。 彼女 は 突然 目の前に 展開して いるもの 凄い 死 

闘の 光景に 呑まれて、 魂 を 奪われた 人の ように 呆然と 

成 行 を 眺めて 居た ので ある。 しかし 今 愛人 帆 村の 一命 

まます く 

に 係わる 大 危機 を 目の前にして は、 どうして その 儘 竦 

んで いられよう。 彼女 は 素早く 身辺 を 見廻し、 机の 上 

に 載って 居た 亡き 父の 肖像 入りの 額面 を 取上げる より 


早い か 二人の 方に 駆け寄り 蠅 男の 顔面 目掛けて 発 止と 

打ち下ろした。 

「うむ ッ。 —— 」 

と 蠅男は 呻り 声 を 挙げ、 帆 村の 背後に 伸びよう とし 

た 鉄の 爪が わな わなと 虚空 を摑ん だ。 

「糸 子さん、 危 いから どいて いらっしゃい」 

帆 村 は 糸 子に 注意 をした。 そこに 一 寸の 隙が あった 

それ を 見逃す ような 蠅男 ではな か つ た。 

「えい ゃッ —— 」 

と 蠅男は 腹の 上に 乗って いた 帆 村 を 下から 座蒲団 か 

何 かの ように どんと 跳ね 飛ばした。 


ぁッと 云う 間に 帆 村 は宙を 一 転して 運よく 寝台の 上 

に 叩き付けられ たが、 若し そこに 柔ぃ 寝台が 無かった 

ら帆 村の 両眼 は ぼん ぼん 飛び出し ていた かも 知れない。 

帆 村 はくらくら する 頭 を 押えて、 撥 人形の ように 寝 

台 を 飛び降りた。 この 時 素早く 起き直った 蠅男は 右手 

を 伸べ て 傍 らの ガラス 窓 を 雨戸 越しに バリ バリと 破 

り、 その 穴から 化け 蝙蝠の ように ヒラリ と 外へ 飛び出 

した。 

帆 村が 続いて 外に 飛び出して 見る と、 蠅男は 何処へ 

行った もの か 影 も 姿 もな く、 戸外に は 唯 ひっそり 閑と 

し た 黒 暗 暗 た る 闇ば かりが あった。 


帆 村の 奇略 


その 翌朝の ことであった。 一夜 を 糸 子の 家に 明かし 

た 帆 村 は、 暁 を 迎えて 昨夜の 蠅 男との 恐ろしい 格闘 を 

夢の ように 思った。 

全く 生命が けの 争闘であった。 こちら もた つた 一 つ 

しかない 生命 を 賭け、 怪物 蠅男も 亦 その 時 は 死に もの 

狂いで 立ち 向った のだった。 麗人 糸 子 さえ、 男子に 優 


ると も 劣らない ような 覚悟 を 以て 死線 を 乗り越え たの 

だ。 隙間 を 漏る る 風に も 堪えられな いような 乙女 をし 

て、 こう も 勇敢に 立ち 向わせた もの は 何 か。 それ は 云 

うまで もな く、 乙女心の 一 筋に 彼女の 胸に 秘められた 

る 愛の 如何に 熾烈なる か を 物語る 以外の 何もので もな 

かった。 

「帆 村 はん。 もうお 目 醒め —— 」 

しょうすい  みだしな 

と 麗人 糸 子 は、 憔悴した 面に 身鎂 みの 頰紅 打って、 

香りの 高 い 煎茶 の 湯呑み を 捧げ、 帆 村の 深呼吸 をして 

いる パルコ 二 ー に 現われた。 

「や あ、 貴女 ももう お 目 醒めです か。 昨夜 は 若し 貴女 


が 居なかったら、 僕 はこうして 夜明けの 空気な ど 吸つ 

て いられなかった でしよう。 うんと 恩に 着ます よ」 

「まあ、 なに 言うて だんね。 帆 村 はんこ そうちの ため 

何度も 危ない 目に おうてでして、 どない にか 済まん こ 

とやと いつも 手 を 合わせて 居ります。 こない に 帆 村 は 

んを 苦しめる くらい やったら、 うちが 蠅 男に 殺されて 

しもうた 方が どのくらい まし やか 知れ へんと 思うて 居 

リま す」 

「何 を 仰 有る のです。 まだ 蠅 男との 戦い は 終って 居な 

いではありません か。 そんな 弱気 を 出して は、 貴女の 

かたき 

お父さんの 仇敵 はとても 打てません よ」 


と 帆 村 はさり 気な く 糸 子の 言外の 言葉 を 外して、 た 

だ 一筋に 彼女 を 激励した。 糸 子 は あと は 黙って、 伏目 

しき 

勝ちに 帆 村の 傍で 空に なった 盆 を 頻りに 撫でて 居た。 

今更 説明す る 迄 も あるまい が、 昨夜 蠅男を 糸 子の 邸に 

誘い込ん だの も 総て 帆 村の 計略だった。 彼は蠅 男と 決 

戦 をす る 為に 態とそう 云う 機会 を 作った のだった。 最 

初 宝 塚 ホテルで 糸 子に 「いやらしい 人」 と 腹 を 立てる 

よう 頼んだ の も 帆 村の 計略だった。 それから 糸 子が 後 

ほど ホテルの 帳場に 「帆 村さん が 帰って来たら 蠅 男の 

秘密 を 言う から 来て 呉れ」 と噓を 言 わせた の も 彼の 計 

略、 それから 帆 村が ウイ スキ— に 酔 払って 道頓 堀で 乱 


暴 を 働き 豚箱に 打 込まれた の も その 計略だった。 そこ 

で 帆 村 は、 親しい 正木 署長 を 呼んで 貰って 事情 を 話し、 

留置場 を 出して 貰う と 直ぐに 糸 子の 邸に 隠れて、 蠅男 

きっと 

を 迎える 準備に かかった。 宝 塚 ホテルの 電話 は 屹度 蠅 

男の 耳に 入る に違いない こと は、 それ迄の 例で 分って 

居た から、 それ を 知れば 蠅男は その 夜のう ちに 彼の 秘 

密を 知つ て 居る と 云う 糸 子の 寝所 を 襲う だろうと は予 

期 出来る ことだった。 全く その 通りだった。 果して 蠅 

男 は 天井裏 を 這って 侵入し、 そこで 書斎 内で 待 期して 

居た 帆 村 探偵と あの 激しい 死闘 を 交える に 至った もの 

であった。 


しかし 折角の 帆 村の 奇襲 作戦 も蠅 男の 超人的 腕力に 

遭って はどうす る こと も 出来ず、 遂に 闇の 中に 空しく 

長蛇 を 逸して しまった 形 だ。 さて 今や 怪物 蠅男は 何処 

に 潜んで 居る のだろう？ 

唯一 つ 茲に帆 村 を 心から 喜ばせた もの は、 蠅 男の 落 

として 行った 機関銃 仕掛の 左腕であった。 帆 村 は それ 

を 見せる ために、 糸 子 を 部屋の 中に 誘った。 

「ごらんなさい。 糸 子さん。 恐ろしい 仕掛の ある 鉄の 

腕です。 こっち を 引 張れば、 生きた 腕と 全く 同じよう 

に 伸び縮み をす るし、 こう 真直に すれば、 機関銃に な 

た ま 

るんで す。 まだあります。 ほら ごらんなさい。 弾丸の 


きり 

代りに、 こんな 鋭い 錐が 吹き矢の ように とびだし もす 

るし、 その外 ちょっと 重い ものなら、 ここに ひっかけ 

て パチンコ かな どのように 撃ち だせる。 —— 」 

ふと  おえつ 

帆 村 は 不図 気がついて 顔 を あげた。 糸 子が 嗚咽して 

いるの だった。 

「どうしました」 といった が、 そのと き 帆 村 は ハツと 

気がついた。 「そうだ、 この 錐なん です よ、 あなたのお 

父 さまの 生命 を 奪った の は …… 」 

力な 

糸 子 は それに 早く も 気づき、 哀しい 追憶に 胸 もはリ 

さける ようで あつたの だ。 帆 村 はいろ いろと 彼女 を 慰 

める ことに ひと 苦労 も ふた 苦労 もしなければ ならな 


かった。 

実は 帆 村 は、 まだ それ以上の 蠅 男の 凶器 を 知ってい 

た。 それ は その 抜け 腕の 或ると ころに 大豆が 通り抜け 

る ほどの 穴が 腕に 沿って 三、 四 個所 も 明いて いたが、 

ここに は 元、 鉄の 棒が 入って いたの だ。 その 棒 は 彼が 

拾っても つていた。 あの 宝 塚の 雑木林の 中で 拾った 先 

端に ギザ ギザの つ いた あの 棒で ある。 あの ギザ ギザ は、 

蠅 男が 左腕 を 長く 前に 伸ばす ときに、 ちょうど 折 畳 式 

の 写真機の 脚 をのば すよう な 具合に 腕の 中から とび 出 

してく る 仕掛に な つ ている ことに 今にな つ て 気が つ い 

たので ある。 あの 林の 中で、 蠅男は 不注意に も、 あれ 


の 脱け おちた のに 気がつかなかった のだった。 しかし 

あの 鉄の 棒 を 拾った ときに、 まさか こんな 奇怪な カラ 

ク リが蠅 男の 腕に あろうと はさ すが の 帆 村 探偵 も 気が 

つかなかった。 考えれば 考える ほど 恐ろしい 怪物 だつ 

た。 

一 体 このような 恐ろしい 怪物が どうして 生れたん だ 

ろう？ それ はちよ つと 解く ことので きない 深い 謎 

だった。 

帆 村は蠅 男の 左腕 を 前に 置いて、 ジッと 深い 考えに 

沈んだ。 それから そのいつ もの 癖で、 彼 はやたら に 

たばこ 

莨 を 吸って、 あたりに 莨の K を まきちらした。 


「うむ、 そうだった」 と、 何事 かに 思い あたった らし 

く 彼 は 突然 眩いた。 「これ はや はり、 蠅 男が これまで 

通って きた 道 を、 はじめからもう 一度 探し 直して みる 

必要が ある。 蠅 男が 最初 名乗り を あげたの は 何処 だつ 

たか。 それ は 無論 鴨 下 ドクトルの 留守中、 その 奇人 館 

の スト ー ブの 中に 逆さに 釣り さげられ ていた 焼 屍体に 

発して いるんだ。 あのと き蠅男 は、 新聞紙 を 利用した 

脅迫状に、 はじめて (蠅 男) と 署名 をした のだった。 

第二の 犠牲者 は 玉屋 総 一郎、 第三の 犠牲者 は 塩田 元検 

事と、 ちゃんと 身柄が 判明して いるのに、 ああ それな 

のに 奇人 館に 発見され た 焼 屍体の 身許が 今日 もな お 


ハツ キリして いないの は 変で はない か。 すべて 連続 的 

な 殺人事件に は、 必ず 何 か 共通の 理由がなければ なら 

ぬ。 蠅男は なぜ 三人の 人 を 殺した か。 そうだ。 その 殺 

人の 理由 は 第一 の 犠牲者の 身許が ハツ キリ さえ すれば、 

ある 程度 解ける にちがいない。 うむ、 ょォ し。 それ を 

知る ことが 先決問題 だ。 では、 これから 奇人 館に 行き、 

鴨 下 ドクトルに 逢って、 手 懸りを 探し だそう」 

帆 村珠偵 は、 何 かに 憑かれた 人の ように 血相 かえて 

立ち上る と、 それ を 心配して 引きと める 糸 子の 手 を ふ 

り はらって、 外へ とびだした。 

果して 彼 は 奇人 館に 於て、 何 を 発見す る？ 


大戦 慄 


帆 村 探偵が、 住 吉区岸 姫 町の 鴨 下 ドクトル 邸 を 訪れ 

てみ ると、 そこの 階下の 応接室に は、 先客が 三人 も 待つ 

ていた。 それ は 大阪へ 来たつ いでに 楽しい 近県 旅行 を 

していた ドクトルの 一 人 娘 カオルと 情人 上 原 山 治と、 

外に 正木 署長との 三人だった。 カオル 達 は、 約束 どお 

りに、 帰阪 すると すぐさま 署へ 出頭し、 そこで 此の 前 


は 不在だった 父親 ドクトルに 連れ立って 会いに きた も 

ので ある ことが 分った。 

帆 村の 名刺 も、 雇い人の 手で 二階の 研究室に いる ド 

ク トルに 通じられ たが、 その 返事 は、 逢う に は 逢う が、 

いま 実験の 途中で 手が 放せない から 暫く 待って いてく 

れ とのこと だった。 

「カオルさん は 今度お 父 さまに まだ ひと 目 も 会つ て い 

ない のです か」 

と、 帆 村 は 座が 定まる と、 ドクトルの 令嬢に 尋ねた。 

「さっき チラ リと 廊下 を 歩いて いる 父の 後 姿 を 見た ば 

かりです わ」 


「そうです か。 幼い ときお 別れに なった きりだ そうで 

すが、 お 父 さまの 姿に は 何 か 見覚えが ありまし たか」 

と 問えば、 カオル は 首飾り をい じっていた 手 をと め、 

ちょ つ と 首をかしげて、 

「どうも ハツ キリ 覚えて いません のです けれど、 幼 

いとき あたくし の 見た 父 は、 右足が わるくて、 かなり 

ひどく 足 を ひいて いたよう です が、 今日 廊下で 見た 父 

は、 それほど 足が 悪く も 見えなかった ので、 ちょっと 

不思議な 気が いたしました わ」 

「ほうそうで すか。 ふうむ」 

と、 帆 衬は腕 組 をして 考え こんだ。 


そのと き 正木 署長のと ころへ 電話が かかつ てきた と 

かで、 雇い人に 案内され て 出て いった。 が、 すぐ 署長 

はとって かえして、 急用が 出来た から 署へ 帰る。 しか 

しすぐ また 此処 へ 出直す から 後 を よろしくと 帆 村に 

い つ てァ タフタと 出掛けて いった。 

あと は 三人に なった。 

「すると カオルさん。 貴方 はなに かお 父 さまの 身体に 

ほくろ 

ついていた 痣と か 黒子と か 傷痕と か を 憶えて いません 

か」 

と、 何 を 思った もの か 帆 村 はさき ほどから 熱心に 

なって、 カオルに 話しかけた のであった。 


「さあ、 そうで ございます ネ」 と カオル はしき りと 古 

い 記憶 を 呼び 起そうと 努力して いたが、 「そうそう、 あ 

たくし 一 つ 思い出しました わ」 

「ふうむ。 それ は 何です か」 

と、 帆 村 は 思わず 膝 をのり だした。 

「それ は —— 」 

と カオルが 云い かけた とき、 雇い人が 急いで 室内に 

はいつ てきて、 ドクトルが これから 一 一人に 会う からす 

さす 

ぐに 二階へ 来て くれと 伝言 を もってき た。 カオル は 追 

ひとみ 

がに パッ と眸を 輝かし、 十五、 六 年ぶりに 瞼の 父に 会 

える^ びに 我 を 忘れて いるよう であった。 


カオルと 山 治と が 席 を 立って、 二階へ 上って いくの 

を 見送った 帆 村 は、 ただ 一人 気 を もんで いた。 若き 二 

人 を ドクトルの 部屋に やる ことが なんとなく 非常に 不 

安に なって きた。 といって、 呼ばれ もせぬ 彼が、 後 か 

ら追 いかけて ゆく の も 変で ある。 帆 村 は イラ イラし な 

がら、 全身の 注意力 を 耳に 集め、 なに か 階上から 只な 

らぬ 物音で も 起り はしない かと、 扉の かげに 寄り添い、 

聞き耳た てて いた。 

一分、 二分と 経って ゆく が、 何の 物音 もしない。 こ 

れは 自分の 取 越 苦労だった かと、 帆 村が 首 を 傾けた 折 

しも、 「帆 村 はん。 先生が 二階で お呼び だっせ。 すぐ 


会う いうて はります」 

と、 三度 雇い人が、 室内に 入って きた。 帆 村 は ハツ 

と 思った が、 強いて 平静 を 装い、 先に 案内に 立た せ、 

一 一階へ 上って いった。 

「よう、 帆 村 荘六君 か。 大分 待たせて、 すまん かった 

のう。 さあ、 こっちへ —— 」 

と、 黒眼鏡 を かけ、 深い 髯の 中に 埋 つた 鴨 下 ドク ト 

ルの 顔が、 階段の 上で 待って いた。 帆 村 は ドクトルの 

なま 

その 声の 隅に、 何処か 聞き覚えの ある 訛リを 発見した。 

ドクトル は 帆 村 を 案内して、 書斎の なかに 導き 入れ 

た。 帆 村 は その 部屋の 中 を 素早く 見廻して、 先客で あ 


る 害の 二人の 若き 男女の 姿 を 求めた が、 予期に 反して 

カオルの 姿 も 山 治の 姿 も、 そこに は 見えなかった。 

ドクトル は 入口の 扉 を ガチャと 締めながら、 

「まあ、 そこへ お掛け。 きょうは 何の 用 じ やな」 

と、 皺 枯れ 声で いった。 

帆 村 は、 中央の 安楽椅子の 上に ドッ 力と 腰を下ろし、 

腕 組 をした まま、 

「きょうは 一 つ 貴方に 教えて いただきたい ことがあつ 

て 参った のです」 

「ナ ニ儂に 教えて 貰いたい というの か。 ほう、 君も老 

人の 役に立つ ことが、 きょう 始めて 分った のかな」 


「その 老人の ことなんで すよ」 と 帆 村 は 薄笑い さえ 浮 

ベて、 

「つまり 鴨下老 ドクトル を 階下の スト— ブの 中で 焼き 

殺した 犯人 は 誰か？ それ を 教えて 貰いたい」 

「何 を 冗談い うの じ や。 鴨 下 ドクトル は、 こうして 君 

の 前に 居る じ やない か。 血迷うな。 ハツ ハツ ハツ」 

生きて いる 鴨 下 ドクトルに、 鴨 下 ドクトル 殺しの 犯 

人 を 尋ねる というの は 狂気の 沙汰だった。 帆 村 探偵 は 

遂に 逆上 をした のであろう か。 

「言うな ッ」 と 帆 村 は 大喝して ドクトル を 睨みつ けた _ 

「なんだ、 その 貴様の 左腕 は 何処へ 置き忘れて 来たの 


だッ」 

「呀 ッ、 こいつ を 知られた かッ」 

と、 ドクトル は ブラ ブラの 左腕の 袖 を 後に 隠した が、 

もう 遅かった。 

「さあ どう だ、 蠅男！ 化けの皮 を剝 いで、 両手 を あ 

げろ ッ。 無い 方の 手 も 一緒に 挙げ るんだ」 

と、 ピストル を擬 して 帆 村 は 無理な こと をい う。 

「うわ ッ、 はッ はッ」 

と、 蠅男は 附け髯 のなかから 哄笑した。 

「手前 こそ、 今度 こそ は 本当に 念仏 を 唱える が い い。 

この 室から 一歩で も 出て みろ。 そのと き は、 手前の 首 


は 胴に ついていない ぞ」 

蠅男 は、 大 蟹の ような 右手の 鋭い 鋏 を ふりかざして 

恐れ気 もな く 帆 村に 迫 つ てきた。 

今や 竜虎の 闘いで ある。 悪 竜が 勝つ か、 それとも 

きょうこ  あいにく 

俠 虎が 勝つ か。 生憎と 場所 は 敵の 密室 中で ある。 部屋 

の 入口に は 鍵が 懸 つていた。 


落ちた 仮面 


「此奴が ッ —— 」 

かんぜん  ききゅうそんぼう 

ド ドンと 帆 村 は 敢然 引き金を引いた。 今や 危急存亡 

とき 

の 秋だった …… 

「うわ ッはッ はッ」 

人 を 喰った 笑い声 もろとも ァ ー ラ 不思議、 蠅 男の 身 

体が ド ー ンと 床の 上に 仆れ るが 早い か、 ガチャ ガチャ 

と 金属の 摺れ あう 音が して、 蠅 男の 胴と 手足が バ ラバ 

ラ になった。 

「呀 ッ！」 

たじろ 

と 帆 村の 逡 ぐ 前に、 バ ラバ ラ にな つ た蠅 男の 五体 は、 

まるで その 一 つ 一 つが 独立した 生き物の ように、 物凄 


い 勢いで クル クルと 床上 を 匍い まわり、 次第 次第に 帆 

村の 身近く 迫って くるので あった。 勇猛な 帆 村 探偵 も、 

この 勝手の ちがった 相手の 攻勢に 遭って、 手の 出し 様 

がなかった。 クル クル 廻る 蠅 男の 首 を 狙うべき か、 脚 

を 抑える ベ きか。 

帆 村 は 咄嗟に ヒラリ と 安楽椅子の 上に とび 上った。 

そして 手に した ピストル を 下に 向けて、 ドド^ -— ンと 
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舌き した 

「ぎ ゃッ。 —— 」 

と、 途端に 聞 ゆる 悲鳴、 素 破 ピストルの 弾丸が 命中 

した かと 思った 剎那、 傍らの 壁に 突然 ポッ カリと 丸窓 


のよう な 穴が 明き、 蠅 男の 右腕が まず ポ —ンと 飛び こ 

むと、 続いて 首と 胴が、 更に 鋼条 でつな がれた 二 本の 

義足が、 蛇が 穴に 匍い こむ ように ゾロゾ ロッと 入って 

ゆく —— 。 

「こら、 待て ッ。  」 

と、 帆 村 は ピストル を 其の 場に なげだし、 折し も 穴 

を 潜ろうと する 蠅 男の 一 本の 足に 素手で 飛びつ いた。 

そうは させ じと 蠅 男の 脚 は、 恐ろしい 力で 穴の 中へ 帆 

村の 身体 もろとも 引 張り こもうと する。 エイ ヤエ ィャ 

と、 とんだと ころで 蠅 男と 帆 村との 力 較べが 始まった 

が 、 やがて ギィ ー ッと 奇異な 音が し て 帆 村 探偵 は 呀 ッ 


と いう 間もなく^ -— ン とうしろ に ひ つ くりかえる。 

パタンと 丸窓の 閉まる 音。 

ムック リ 起き 上った 帆 村の 手に は、 奇妙な 物が 残つ 

た。 それ は 人間の 足首 そっくりに 作られた 鋼鉄と ゴム 

と を 組合わせた 左の 義足だった。 

帆 村 は 死人の ように 青 褪め、 この 奇妙な 分捕 品 を 気 

味わ るげ に 見入った。 

折よ くそ こへ、 正木 署長が 一 隊の 腕利きの 警官 を ひ 

きつれ て龃 けつけ、 扉 を 蹴破って くれたので、 帆 村 は 

蠅 男の 追跡 を 署長に 委せ、 彼 は 暫くの 休息 をと るた め 

に、 室内の 安楽椅子に 腰を下ろして 汗 を ふいた。 


「なんという 怪奇！」 

帆 村 は 疲労 を 一 本の 莨に もとめて、 うまそう に 紫煙 

をく ゆらせながら、 眩いた。 今し がた の あの 恐ろしい 

格闘の 光景 を 思い出す と、 また 急に 気が 遠くな りそう 

であった。 彼 は 随分 これまで 狂暴な 殺人犯 人に も 出 

会った が、 いくら 狂暴で も 獰猛で も、 この 怪奇なる 組 

立て 人間 「蠅 男」 に 較べる と 作り物の 大入道 ほど も 恐 

ろしく はなかった。 怪物 蠅 男の 出現 は、 人間の 常識 を 

超えて いる！ 神 か、 魔 か？ どうして こんな 奇異な 

人間が 存在し 得る のか？ 

それにしても、 蠅 男が 鴨 下 ドクトルに 化けて いたの 


うかつ 

を 今迄 誰も 知らなかった と は、 なんという 迂濶な こと 

だろう か。 帆 村 も、 それ を 真逆 今日に なって 発見し よ 

うと は 考えて いなかった。 丁度 旅から 帰って きた 鴨 下 

カオルと 上 原 山 治と 一度 会った とき、 不図 放った 帆 村 

の 質問から、 偽 ドクトルの 仮面が 剝げ はじめた ので あ 

る。 しかも その 話の 最中に 二人の 若き 男女 は、 偽 ドク 

トルに 呼ばれて、 この 階上に 来た 害で あるが、 怪しく 

も 何処へ 行った もの か、 影 さえ 見えない。 帆 村 は それ 

を蠅 男の 狂 悪性と 結び あわせて、 思わず ブ ル ブルと 身 

慄ぃを 催した。 

「こうしち や いられな ぃぞ」 


帆 村 は 吸いつ けたば かりの 二 本 目の 莨 を 灰皿に 捨て 

て、 スック と 立ち上った。 蠅 男の 正体 も 調べたい が、 

若き 一 一人の 安危が 更に 気に 懸る。 

彼 は 書斎 を 調べ て 廻った が、 思うよう な ものに ぶ つ 

からなかった。 そこで 廊下に 走リ でて、 両側に 並んで 

いる 室々 を 片っぱ しから ドン ドンと 叩いて 廻った。 

力す 

すると、 果して 一 つの 部屋のう ちから、 微かで は あつ 

うめ 

たが、 人間の 呻く ような 声 を 耳に した。 その 部屋 はか 

つて 蠅 男が 帆 村 を 狙い うちにした 暗い 部屋だった。 

扉 を 蹴破って みると、 果して その 小暗い 室内に、 洋 

装の カオルと 山 治と が荒緦 でもって グ ルグル 巻きに 縛 


り 合わされ ていた。 

いまし 

帆 村は愕 いて、 すぐさま 二人の 戒めの 緦を 解いて 

やった。 

こもごも 

二人 は 再生の 悦び を 交々 のべた 後で、 偽の 父と 見 

破った 瞬間に、 忽ち こんな 目に 合って しまった こと を 

説明した。 帆 村 は、 それ こそ 怪物 蠅 男が 化けて いたの 

だ、 といえば 山 治 は、 

「 —— その 蠅男 は、 僕たちが 階下の 応接室で 喋って い 

たこと を、 マイクロフォン 仕掛で、 すっかり こっちで 

聞いて いたんだ つて 云つ てい ましたよ」 

「そうなんです のよ。 あたくし が 父の 身体の 特徴に つ 


いて、 貴方に 申 上げようと したので、 それ を 喋られて 

は 大変と 愕ぃ てこの 階上に 呼び あげたので すわ。 あた 

くし も、 もうす つかり 覚悟 をして しまいました。 父 は 

蠅男 のために スト— ブの 中で 焼き殺され たに 違い あり 

ません わ」 

「なるほど、 あの 焼 屍体の 半焼けの 右足の 拇指が 半分 

な いのは、 お 父 さまの 特徴と 一致 するとい うわけ です 

ね」 

カオル は それに 応える 代りに、 はふり 落ちる 泪を手 

うなず  むざん 

で 抑えつつ 大きく 頷いた。 無慚な 最期 を 遂げた 亡き 

父に 対する 悲しみが、 今や 新たに 泪を 誘った のに 相 


違なかった。 

「お嬢さん。 ドクトル はどうして 蠅 男に 殺される よう 

なわけ があった のでしょう ネ」 

と、 帆 村が 率直に 質ね ると、 カオル は泪に 泣き ぬれ 

た 白い 面 を あげて、 

「さあ それが、 あたくし に は 一 向 心 当りが ございませ 

ん のです」 

「うむ、 貴方に もや はり 分りません か」 

帆 村 は、 また 一 つ 希望 を 失った。 

だが 根本に よこたわる 彼の 信念 は 微動 もしなかった。 

きょうじん たお 

蠅 男の 兇刃 に 斃れた 鴨 下 ドクトル、 それから 富豪 玉 


屋総 一郎、 最近に 元 検事正 塩田 律 之 進 II この 三人 は、 

何か蠅 男から 共通の 殺害 理由 を もちあわし ていたに 違 

いないと いう こと だ。 その 殺害 理由 を 探し出す ことが、 

この 大事 件 を 解決す る 一番 近道で あらねば ならぬ。 一 

体 それ は 何だろう。 

この 最初の 被害者で ある 鴨 下 ドクトル 邸内に も、 必 

ず やその 殺害 理由 を 説明す るに 足る 秘密 材料の 一 つや 

二つが 隠されて いるに 相違ない。 この 際、 出来るだけ 

早く それ を 探し あてる こと だ。 

うなず 

帆 村 は、 心の中に 頷いて、 小暗い 部屋の 中 を 見廻し 

た。 暗 さの 中に 瞳が 慣れる と、 この 部屋 は 書庫で ある 


のに 気がついた。 その 書庫に は、 プ ー ンと 黴の 生えた 

匂いの する 古い 図書が 何 万 冊と なく 雑然と 積み かさね 

られ てあつた ので ある。 

いま 帆 村の 感覚 は 針の ように 尖って いた。 彼 は その 

うずた か  ふ と 

堆 高い 古書の 山 を 前に 向いあって いたと き、 不図 一 つ 

の 霊感 を 得た。 

( —— この 古書の 中に、 なに か 参考になる 記録が 交つ 

ており はしまい か？) 

そう 思いつく と、 帆 村 は 猛然と 活動 を 開始した。 彼 

は その 堆 高い 古書 を、 片っぱ しから 調べ 始めた ので あ 

る。 


カオルと 山 治 も、 帆 村の ために 進んで 協力 を 申出で 

た。 そこで 三人 は、 鼠の ようになって、 古書の 山 を 切 

リ 崩して い つた。 

小 半時 間も懸 つたであろう か。 

「うむ、 あった ぞ ッ！」 

と、 突然 帆 村が 叫んだ。 カオルと 山 治が 愕 いて その 

方 を 見る と、 帆 村 探偵 は、 空つ ぼに なった 本棚の 隅 か 

ら 一 冊の 皮 表紙の 当用 日記 を、 頭上 高く さしあげ てい 

た。 

「これ だ これ だ。 ドクトルの 日記 だ。 塩田 検事正の 名 

が 出て いる！」 


「ええ ッ」 

「まだ ある。 玉屋 総 一郎の 名 も あるんだ」 

帆 村 探偵 は 興奮の あまり、 ドクトルの 日記帳 を もつ 

手の ブル ブル 慄ぇ るの を どうす る こと もで きな か つ た _ 

鴨 下 ドクトルの 日記帳の 中には、 そ も 如何なる 大秘 

密が 認めら れ てあつたろう か？ 


縮小 人間の 秘密 


実に 貴重なる 鴨 下 ドクトルの 日記帳だった。 

プ— ンと 黴の 匂いが 鼻 をう つ その 黄色くな つた ドク 

トルの 日記帳の ぺ— ジの 中から、 永らく 帆 村の 知りた 

いと 思って いた 「蠅 男」 の 正体が 遂に 顔 を 出した ので 

あった。 

帆 村 は、 青白い 額の 上に ジッ トリと 脂汗 を 滲ませ 

ながら、 日記帳の 中に 認められ ていた 愕 くべき 十 年 前 

の 秘密に ついて、 ドクトルの 遺児 カオルと その 愛人と 

の 前に 説明 をした。 その 大略 は 次の ような もので あつ 

た。 


その 日記帳 を展げ てみ ると、 まず ドクトル がー つの 

素晴らし い 医学 的 研究 を 思 いついて、 たいへ ん 得意ら 

しい 文章が 目についた。 そこに は、 その 研究が どんな 

素晴らしい 内容 を もっている のか、 それに は 触れて い 

なかった。 

其の 次に は、 ドクトル は その 研究 材料と なって くれ 

る 人間 を 何とかして 獲たい もの だと、 くどくどと 熱望 

の 言葉が つらねて あった。 

それから しばらく ぺ— ジを 繰って ゆく と、 こんど は 

いよいよ 念願が 叶って、 近く 試験 台になる 人間 を 手に 

入れる ことができる かもしれ ない と 書いて あった。 


時の 塩田 検事正の 名が 登場した の も、 それから 幾日 

と 経たない のちの ことだった。 塩田 検事正 は、 予 (ド 

ク トルの こと) の 願い を 入れて 死刑囚 を 一旦 処刑 後 引 

渡す から 後 は そのまま 死なすな り 生かすな り 思うよう 

にしろ と 云って くれた こと、 但し これが 他に 知れる と 

由々 敷き 大事で あるから 絶対 秘密 を 守る ようにと いう 

条件 を 持ち出された ことが 認められ てあつた。 

それから 一週間 ほどして、 日記帳の ぺ— ジは 何のた 

めか 十日 間 ほど 空白の まま 残されて いたが、 その後の 

のリ もとせん しろう 

日附 のと ころに は、 突然 糊 本 千 四郎の 名が 現われ、 し 

かも 毎日 附け 落ち もな くその 消息が つけて ある。 この 


様子から 見る と 既に 糊 本 は ドクトル 邸に 同居して いる 

らしかった。 

二十 八 歳の 死刑囚 糊 本の ことに ついては、 ずっと 後 

に 数 頁 を 費して 詳しく 説明が してあった。 それによ 

ると、 死刑囚 糊 本 は 南洋で 案内 人 を 業と している うち、 

日本から 出稼ぎで きていた 西 山 某なる 商人の 所持金 を 

奪うた め、 海岸の 人気の ない ところで 棍棒 を ふるって 

むざん 

無慚 にも 撲殺し、 所持金 を 奪って 逃走した。 誰知らぬ 

ぼか 

と 思いの外、 それ を 同じく この 地に 出稼ぎ 中の 同郷の 

人、 玉屋 総 一郎に 見られて しまい、 後に 裁判所に 於て 

玉屋の 証言が 取上げられ、 糊 本 は 遂に 死刑 を 宣告され 


たと ある。 

その 殺人犯の 糊 本が 刑死す ると、 塩田 検事正の 取 計 

いで 彼の まだ 生温い 屍体 は ドクトル 鴨 下の 待って いた 

寝台 自動車の なかに 搬び いれられた。 

そせ い 

糊 本 は ドクトルの 手で、 見事に 蘇生せ しめられた。 

しかし 彼 は 蘇生した こと を悦ぶ 前に、 身動き ならぬ ほ 

ど 厳重に 手術台の 上に 縛りつ けられて いる 我が身 を怪 

しまねば ならなかった。 彼の 眼 は、 ピカピ 力 光る メス 

を 手に した 鴨 下 ドクトル を 見つけた。 「何事？」 と 詰 

問しょう と 思った とき、 彼の 鼻孔に は 麻酔薬の 高い 匂 

いが 香った。 —— ドクトルの 実験 は、 そのような 光景 


の 中に 始まった ので ある。 

鴨 下 ドクトル は、 糊 本の 手足 を、 惜し気 もな く 電気 

メスで 切断した。 それば かりで はない。 腹腔 をた ち 

割って、 腸 を 三分の 一 に 縮めた。 胃袋 はすつ かり 取り 

去られて、 食道と 腸と が 連結され た。 肺臓と か 腎臓と 

か 二つ ある 内臓の 一 つ は 切除され た。 不用な 骨 や 筋肉 

が 取り去られた。 満足な の は 頸から 上 だけだった。 四 

時間 ほどのう ちに 遂に 手術台の 上の 糊 本の 身体 は、 見 

るかげ もな く 小さく 縮められた。 まるで 首の 下に 肉色 

の 男 枕 をく くりつけ たような 畸形 人間と なり 果てた。 

むざん 

なんという 無慚な 浅ましい 姿に 変って しまったの だろ 


う 

鴨 下 ドクトル は、 始めて ホッと 息をついた。 こうし 

て大 実験の ための 手術 だけ は 終った ので ある。 彼 はな 

ぜ こんな 残虐 きわまる 畸形 人間 を 作った のであろう か。 

鴨 下 ドクトル は、 一 つの 大きな 学説 を 持って いた。 

それ を この 縮小 人間に よって 確かめようと 考えた の だ。 

その 学説に よると、 もし 人間が 生きる のに 直接 必要で 

ない 肉体 部分 —— つまり 心臓 や 肺臓 は 是非 必要 だが、 

手足 や 二つ 以上 ある 内臓 は、 これ を 切除す るか 又は 一 

つに 減らして しまう。 そうすると 人間の 脳 力 は、 手足 

などの ことに 煩わされる ことが なくなり、 結局 今まで 


無駄に つかって いた 脳 力が 余って くるから、 従って そ 

の 人間 は 普通の 人間よりも 何 倍 も 悧巧になる。 —— だ 

ろうとい うのが、 縮小 人間に 対する 鴨 下 ドクトルの 学 

説だった。 この 大胆なる 学説が、 果して 正しい かどう 

か、 鴨 下 ドクトル は それ を 人類 文化に 大 なる 貢献 をす 

る 研究 だと 思い、 遂に その 実験台と なる 人間 を 親しい 

塩田 検事正に 無心した ので ある。 そこで 死刑囚 糊 本が 

選ばれ、 大手 術の 結果、 ここに 通称 「蠅 男」 の 誕生と 

なった ものである。 鴨 下 ドクトルの 日記に よれば、 こ 

の 縮小 人間 は 体力の 回復と ともに、 予期した とおり 普 

通の 人間と は 比べ ものに ならぬ ほどの 悧巧 さ を 示した。 


鴨 下 ドクトルの 悦び は、 何物に もた とえ 難かった が、 

彼 はこの 発表 を さしひかえて、 更に 縮小 人間の 完成に 

研究 をす すめた のであった。 蠅男は 今や ドクトルの 懸 

けがえ のない 優れた 助手だった。 二人の 共同研究で、 

電力 や 磁石で 働く という 巧妙な 新 義手 や 義足 を 作製し 

た。 この 組立 式の 手足の ため、 蠅 男の 立 居 は 非常に 便 

利に なった。 実に 愕 くべき 成功だった。 

しかし 鴨 下 ドクトル は、 どうやら 大事な こと を 忘れ 

ていたよう であった。 ドクトル は そのこと を 日記の 終 

りの 方に 自ら 記して いるが、 それ はこの 蠅 男の 修理 さ 

れた脳 力 は、 あまりに も 超人的であって、 不世出の 大 


天才と 折紙 をつ けられた 鴨 下 ドクトルの 脳 力 さえ、 蠅 

男の 脳 力の 前に は 太陽の 傍の 月の ように 見劣りがする 

という 事実だった。 それ は愕 くと いうよりも、 むしろ 

恐ろしい ことであった。 ドクトルの 日記 は 次の ような 

文句 を もって 結ばれて いた。 

「 —— 予は あまりに も、 神 を 忘れて 魔の 学問の 中に 足 

を 踏み入れ すぎた 形 だ。 予は 『縮小 人間』 を斿 えた こ 

と を 今や 後悔して いる。 出来るなら、 今宵のう ちに も 

この 『縮小 人間』 を 殺して しまいた いと 思う。 そうす 

る ことが、 自分の 研究 を 永久に 葬り さり、 そして 万一 

『縮小 人間』 が 世の中に 飛び だして、 前代未聞の 超人的 


あら かじ 

暴行 を 働く の を 予 め 阻止す る ことに もなる の だ。 一 

刻 も 早く 彼 を 殺さねば ならぬ。 しかし 予 は懼れ る。 あ 

の 俐発な 『縮小 人間』 が予 のこの 危惧と 殺意に 気づか 

ぬ 害 はない の だ。 今や 時 既に 手遅れな ので は あるまい 

ゝ o 

力 

予は 今日に なって、 幼な きとき に 人手に 預けて し 

まった 只 一 人の子 供 カオルの こと を 想う。 おお 吾が 愛 

する カオルよ。 汝の父 は 愛しき 御身 を 今日まで 忘れて 

いた。 汝の父 は、 その 罪の ために、 今や 悪魔の 牙に 嚙 

みくだ かれようと している の だ。 罪の 父 はた だ ひと 目、 

御身の 艇 を 見たい と 切望す るが、 その 願い も 今 はも 


う 空しき 夢と 諦めなければ ならない のか もしれ ない、 

ああ 

意！ 一 

帆 村の 読み あげる 天才 ドクトルの 切々 の 情 を こめた 

日記の 文句に、 遺児 カオル は咏 えに 咏 えていた 悲しみ 

の泪 をお さえ かね、 ヮッと 声 を あげて 愛人 山 治の 膝に 

泣き崩れた。 

さて 探偵 帆村荘 六の 努力が 遂に 酬 いられて 前代未聞 

の 「蠅 男」 の 全貌が 始めて 明らかになった。 中で も悦 

ん だの は、 府下 を 守る 捜査陣であった。 村 松 検事 も自 

由の 身と なった。 蠅 男が 検事に 塩田 先生 殺しの 罪 をぬ 

りつけ ようとした 次第が 明らかにな つたので。 蠅男は 


鴨 下 ドクトルに 化けて 洗面所に 入る と 見せ、 すぐさま 

その 窓から 法曹 ビルの 外壁 を、 あの 巧妙な 鉄の 爪で 

もって 匍い のぼり、 窓の 外から 塩田 先生の 頭蓋骨に 用 

意の 文鎮 を 発射した ことが 判明した のだった。 村松検 

事 は、 帆 村の 顔 を 見る や 走りよ つて 固い 固い 握手 をし 

た。 それ は 冷静 を 以て 聞え る 村 松 検事に して は、 先例 

のない 昂奮 状態であった。 帆 村 も 強く その 手 を 握り か 

えし、 

「さあ、 村 松さん。 ぐずぐずして はいられません よ。 

蠅男は 想像 以上に 恐ろしい 奴です。 亡き 鴨 下 ドクトル 

も、 万一 蠅 男が 市中に とび 出した ときには、 その 卓越 


した 頭脳 力 を もって、 どんな 狂 悪 極まる 暴行 をす るか 

しれない と 云って います。 あの 右手 左手の 機関銃 やな 

ん かの カラク リも、 蠅 男が ドクトルに 隠れて 作り あげ 

たものに 相違ありません。 さあ、 われわれ は 一刻 も 早 

く、 巿 民の 安全の ために、 恐るべき 蠅男を 捕えな けれ 

ばな りません」 

「そうだ」 と 村 松 検事 も 警官隊の 方 を ふりむき、 「蠅男 

の 恐るべき 正体 はよう やく 分った が、 蠅男は 毒牙 を 磨 

き や つ 

いて、 暴行の 機 を 狙って いるの だ。 彼奴 を 捕えて しま 

わない うち は、 われわれ は 枕 を 高く して 眠れない の だ。 

さあ、 こうな つたら 決死の 覚悟で、 直ちに 蠅男 狩り を 


始め るんだ！」 

警官隊 も、 この 検事の 激励の 辞に ふるい 立った。 そ 

して 此処に、 大阪 全巿を あげての 警備 陣が 組織され、 

厳重 を 極めた 大 捜索 戦の 幕が 切って 落とされた。 怪人 

蠅男 は、 そ も 何処に 潜んで いるので あろう か。 


警察 投書 


稀代の 陸 人 「蠅 男」 の 世に も 恐ろしき 正体 は 遂に 


曝露した。 

青年 探偵 帆村荘 六の 必死の 努力 は、 警察官 をよ く援 

けて、 この 前代未聞の 怪事件の 謎 を 解く ことに 成功し 

たのだった。 

ただ 惜しい ことに は、 もう 一歩と いうと ころで、 怪 

人 「蠅 男」 を 逃がして しまった ことで ある。 

蠅男 は、 しかしながら、 帆 村の 得意と する 投繩 によ つ 

て、 機関銃 仕掛に なって いる 左腕 を 肩のと ころから 捥 

ぎ 落とされ、 あまつさえ 左の 足首 さえ 切断され てし 

まった。 蠅 男の 勢い は、 それだけ 削がれた のであった。 

これ は 皆、 帆 村の 直接 手 を 下した 殊勲であった。 


だが 普通の 人間と ちがい、 勝れた 智能 を もった 蠅男 

また ぞろ 

のこと だから、 いつい かなる 手 を もちいて 又 候 暴 逆の 

挙に 出て くる か 分らない。 だから 結局、 蠅男を 完全に 

逮捕して しまわな いうち は、 大阪 全市の 市民た ち は、 

枕 を 高く して 睡る ことができない わけだった。 

帆 村 探偵 を 激励す る 手紙 や、 警察官の 奮起 を のぞむ 

投書な どが、 毎日の ように 各署の 机の 上に うずた かく 

山の ように 積まれて いった。 

蠅男は 何処に 潜んで いるので あろう か。 

多分、 お 竜と 呼ばれる 彼の 情婦と 手 を 組みあって、 

巿 内に 潜伏して いるので あろう。 


さあい ま 一 息 だとば かり、 係官 はじめ 帆 村 探偵 も、 

昼夜を分かたず、 蠅 男の 逃げ去った 跡 を 追い、 要所 要 

所 を 隈なく 探して いったの であるが、 蠅 男の 隠れ 様が 

うまい のか、 それとも 係官た ちの 探し 様が 拙いた めか、 

尋ねる 蠅 男の 行方に ついて、 何の 手 懸りも 発見され な 

かった のであった。 住 吉署の 捜索 本部に は、 連日の 活 

動に 協力した 人々 が 集って いた。 

「どうも 弱った なァ。 近来 投書が、 なかなか 辛辣に 

なって きました よ。 蠅 男なん て、 探偵の 夢に すぎな 

かった ので はない かな どと いうの が ある」 

こま 

と、 帆衬 もつ い js せば、 


「大阪府の 警察 で 間に合わない ようなら 兵庫県の 警察 

に 頼んで みたら どうや、 などと 書いて 来る やつが 居る。 

なんで、 隣り の 警察の 手 を 借りる 必要が あるん や。 そ 

うい われて 腹が立たん 者が ある やろ か」 

正木 署長 も 投書の ハガキ を 握って カンカンに 怒って 

いた。 

ひどい 者になる と、 小包 郵便で 坊主 枕 を 送って きた。 

その 附け 文句に、 

「こっち は 枕 を 高う して 睡られ へんさ かい、 この 枕 は 

そっちへ さし 上げます。 警官さん はお 昼寝に お 夜 寝ば 

かりにお 忙し いんだ つ しゃろ から 枕 も さぞ 痛みます や 


ろ。 そのと き は 御 遠慮なく、 この 枕 をお 使い 遊ばせ」 

くま  い 

村 松 検事が これ を 見て 熊の胆 をな めた ような 顔 をし 

た。 

さいあくしょう 

「これ は 投書 にしても、 最悪 性 の もの だ。 警察官 侮 

辱 も、 実に 極まれ リ というべき だ」 

どうやら 検事 も、 本当に 怒って いるら しい。 

あき 

帆 村 も、 この 枕の 小包に は 呆れる より 外なかった。 

彼 は 差出人の 悪意の 籠る その美し い 坊主 枕 をと りあげ 

て、 つくづくと 眺め 入った。 

「オヤ、 I— 」 

と、 彼 は そのと き 叫んで、 に 耳 を ソッと 当てた。 


「これ はいかん。 皆さん 早く 逃げて 下さい」 

そう 叫ぶ と、 帆 村 は 脱兎の ように 窓際に かけだした。 

そして 川に 面した 硝子 窓 を ガラリ と 明ける が 早い か、 

手に していた 美しい 坊主 枕をェ イツと 川の 中へ 投げ こ 

んだ。 

「どうした」 

「どうし たんや」 

と、 皆 はかえ つて 帆 村の 方に 駆けよ つてき た。 その 

とき だ つ た。 

ど ど— ン。 

川 中に、 時なら ぬ 烈しい 爆音が 起り、 枕 を 投げ こん 


だと ころに、 水煙が 一 丈 もド— ン とうち あげられた。 

「呀 ッ、 II 」 

「ば、 爆弾 や あれ へんか」 

ことごと 

署員 は 悉 く 窓に かけよって、 なお も 大きく 息をす 

る 河 面 を 凝視した。 

「爆弾 仕掛の 枕なん です よ」 と 帆 村が 汗 をぬ ぐいな が 

ら 説明した。 「枕 を 持って みると、 コ チコ チと 変な 音 

がする ので 気がつい たのです。 なァ に、 よく ある やつ 

です が、 時計 仕掛の 爆弾です よ。 僕たち を 皆殺しに し 

ようと 思つ てた に 違いありません」 

「なんちゅう 悪たれの 巿民 やろ。 断然 取締らん とあか 


ん」 

「いや、 これ は巿 民と いっても、 普通の 巿民 じゃあり 

ません」 

「普通の 巿民 でない ちゅうと、 —— 」 

「つま リ、 これ は蠅 男が 差 出した 小包なん です よ」 

「うむ、 な、 なるほど」 

一同 はい まさらな がらに、 狂暴な 蠅 男の やり方に 

噴 概の色 を 示した。 


陸し き 女 


「おい 帆 村 君。 僕 はまた 君のお かげで 命拾い をした。 

お礼 をい う」 

と、 村 松 検事 は、 帆 村の 手 を 固く 握った。 

「帆 村 はん。 私 もお 礼 をい わしと くんな はれ」 

と、 正木 署長もう やう やしく 頭 を 下げた。 

帆 村 は ゆかしく も それ を 冗談と 受けな がし、 

「爆弾の 危難 は 助かりました から、 それ はいいと して、 

ここで 考えて みなければ ならぬ の は、 蠅男 がどうして 

こんな 精巧な 爆弾 を 手に入れた かとい うこと です。 こ 


んな もの は、 どこでも 作れる という もので はあり ませ 

ん。 僕の 考えで は、 蠅男 はかね てこん な 爆弾 を 用意し 

てあつた の だと 思います」 

「そうだ。 そのと おりだろう。 蠅男は 孤立した 殺人 魔 

だ。 ギャング 組織で はない と 思う」 

「それなら 正木さん」 と 帆 村 は 署長の 方 を ふりむき、 

「僕 は蠅 男が 依然として、 鴨 下 ドクトル 邸に 出入して 

いるの じ やない かと 思います よ。 爆弾 は、 あの 邸内の 

どこかに 隠して あるので しょう」 

「そんな こと 不可能 だすな」 と 署長 は 不服であった。 

「警戒 は 屋内 屋外に あって 厳重に しとる のでつ せ。 そ 


して 邸に は、 ドクトルの 遺児 カオル はんと，^ 婚の山 

治 はんが、 無事に 暮 しとり ますん や。 もし 蠅 男が 入り 

こんだ の やったら、 どこかで 誰かが 見つける 箬 だすが 

な」 

「いや、 この 爆弾 を 見て は、 僕 はどうしても 蠅 男が、 

ドクトル 邸の 秘密 倉庫なん かに 出入して いると しか 考 

えられん です」 

「秘密 倉庫？ そんな ものが、 どこかに 栴 えて あり 

ますの か」 

「もちろん 僕の 想像なん です。 なお 僕 は、 この 小包 を 

見て 考えました。 蠅男 は、 あまり 遠くへ いっていない 


という ことです」 

「それ はまた、 なんです」 

「小包の 消印 を 見ました か。 あれ は 郵便局で 押した も 

ご まか 

ので はなく、 手製の 胡 魔 化し ものです よ。 だから あの 

小包 を 持って来た 郵便局の 配達 夫と いうの は、 恐らく 

蠅 男の 変装だった にち がいありません。 蠅男 に対する 

監視 は 厳重なん ですから、 蠅 男が ここへ 出て くるよう 

では、 その 辺に 潜伏して いるのに 違いありません」 

「そんなら、 この 小包 を 持って 本署に 来た 配達 夫が 蠅 

男 やつたん か。 そら、 えらい こっち や。 追跡 させんな 

らん」 


「署長さん、 もう 遅いです よ。 いまごろ 蠅男 は、 どつ 

かその 辺の 屋上に 逃げつ いて、 そこから こっちの 窓 を 

見て ニヤ ッと 笑つ ている でしよう」 

「そうか、 残念 やな ァ」 

ひそ 

蠅 男が 近所に 潜む という 帆 村の 推理に、 村 松 検事 も 

賛成の 意 を 表した。 

それで はとい うので、 すぐさま 搜査隊 が 編成せられ 

て、 一行 は 直ちに 鴨 下 ドクトル 邸に 向った。 

厳重な 捜査の 結果、 帆 村の 云った とおり、 はたして 

秘密 倉庫が 地下に 発見 せられた。 それ は、 勝手 許の 食 

器 棚のう しろに 作られて いた もので、 ボタン 一 つで、 


自由に あけたて できる ようにな つていた。 

一行 は、 いまさら のように 愕 いたが、 中に 入って み 

て 二度び つくりした。 倉庫の 中には、 まだ 五つ 六つの 

爆弾 やら、 蠅 男が 使ったら しい 工具 や 材料が 一 杯 入つ 

ていた。 

「さあ、 そういう ことになると、 蠅男は どない して、 

ここへ 出入し たんやろ。 そいつ を 調べな あかん」 

にわ  ふる 

正木 署長 は 俄かに 奮いた つて、 取調べ を 始めた。 力 

オル も 山 治 も、 蠅 男らしい 人物が この 家に 出入して い 

ない 旨 を 誓った。 

警戒 中 の 警官 も、 同じ こと を 証言した 。 


お手伝いさんが 一 人と、 派出婦が 一 人と いるが、 お 

手伝いさん も 知らぬ と 答えた。 このお 手伝いさん は 城 

の 崎の 在から 来て いる 人で、 先日まで 近所の 下宿で 働 

いていた 身許 確実な 女 だと 知れた。 

派出婦 は、 生憎 外出して いた。 これ は 身許 もハ ツキ 

リ していなかった。 年齢の 頃 は 二十 三、 四。 名前 は 

田 鶴 子と いった。 顔 は 丸顔 だとい う。 

「田 鶴 子  というんだ ネ」 

この 田 鶴 子なる 派出婦 は、 一行が 到着す る 直前、 

ちょつ と 薬屋に 買物に ゆく と い つ て 出て い つたそう だ 

が、 それが なかなか 帰って来なかった。 そこで 警官の 


一 人 を、 その 薬局へ 派遣して 調べさせる ことにした。 

間もなく そ の 警官が 帰って きて、 

「近所の 薬屋 を 四、 五 件 調べて みまし たんや けれど、 

どの 家で も、 そんな 女子 は 来 ま へんと いう 返事 だす。 

けったいな ことです なァ」 

帆 村 は それ を 聞く と、 ボンと 膝 を 叩いた。 

「呀 ッ。 わかり ましたよ。 その 田 鶴 子と いう 派出婦 は、 

もう 一 一度と この 家に かえ つ てきません よ」 

「なぜ だい」 検事が 聞いた。 

「いや、 その 田 鶴 子と いう 派出婦 は、 蠅 男の 情婦のお 

竜が 化け こんでい たに 違いありません。 蠅男 では、 


到底 入り こめない から、 そこでお 竜が 化け こんで、 秘 

密 倉庫の なかの もの を 持ち出して いたんです。 丸顔と 

いいました ネ。 お 竜 を 見た 人間 は、 そう 沢山 いないの 

です。 僕 は 宝 塚で 二度 も 見かけて、 よく 知っています。 

正にお 竜に ちがいありません」 

「な、 なんという 大胆な 女だろう」 

「さあ 皆さん、 これによ つても、 蠅男 はいよ いよこの 

附近に 潜伏して いる ことが 明白に なった じゃあり ませ 

んか。 一 つ 元気 を だして、 蠅男を 探し だして 下さい」 

帆 村の 言葉に、 一座 は 急に どよめいた。 


地下に 著る 


こうな つたら、 死闘で ある。 

恐るべき 機械化 された 殺人 魔 を、 一日い や 一 時間で 

あんど 

も 早く 捕える ことが 出来れば、 どれ だけ 巿民は 安堵の 

胸 を なでおろ すか 測り しれない ので ある。 

帆 村 は、 とうとう 意 を 決して、 警察 側と 全然 放れて、 

ちまた 

巷 に 単身、 蠅男を 探し 求めて、 機 をつ かめば 一 騎 うち 

の 死闘 を 交える 覚悟 をした。 


それ を 決行す るに 当って、 糸 子の 小さな 胸 を 痛めな 

いように と、 帆 村 は 彼女の 家 を 訪ねて 事態 を 説明した。 

糸 子 は 帆 村が この 上 危険な 仕事 をす る ことに 忠言 を 

試みた けれど、 彼の 決意が、 巿民を 一 刻 も 早く 安心 さ 

ぎきょ うしん 

せたいと いう 燃える ような 義侠心から 発して いる こと 

を 知る と、 それでも 中止す るよう にと は 云えなかった。 

「帆 村 はん。 これ だけ は 誓う とくれ やす。 必要 以上に、 

危険な こと をし や はら へん ことと、 それからもう 一 つ 

は、  -」 

「それからもう 一 つ は？」 

「それからもう 一 つ はな ァ、 一 日に 一 度 だけ は、 うち 


へ 電話 を かけと くんな はらん か。 そうしたら、 うち 安 

心れ て 睡られ ます。 よろし まんな」 

「はッ はッ、 まるで 坊やとの お 約束み たいです が、 た 

しかに 承知し ました。 では これで、 僕 はかえ ります」 

「あら、 もう 帰って だすの。 まあ、 気の 早い 人 だんな。 

いま 貴郎 のお 好きな 宇治 羊羹 を 松が 切つ とリ まんがな。 

拝み まつ さかい、 どうぞもう 一遍 だけ、 お 蒲団の 上へ 

坐って 頂戴な」 

糸 子 は、 真剣な 顔 をして、 いっかな 帆 村 を 帰そうと 

はしなかった。 

帆衬は 予定 どおり、 夜の 闇に まぎれて、 浮浪者 姿で 


天 王 寺 公園に 入り こんだ。 

「こら ッ、 お前なん や？」 

うずくま 

乾から びた 葡萄棚の 下に 跼 つたと き、 ロハ 台に 寝 

ていた 男が ム クム クと 起き あがって、 帆 村に 剣突 をく 

わせた。 

「ああ、 おら あ 新入り なんだ。 こっちの 親分さん に紹 

介して くれり や、 失礼ながら こいつ をお 礼に お前さん 

にあげる ぜ」 

「な、 なん やと。 お前、 東京 者 やな。 おれに 何 を 呉れ 

るち ゆうの や」 

帆 村 は 五十 銭 玉 を 掌の 上に のせて みせた。 かの 男 は、 


たちまち 恵比寿顔 になって、 いやに 帆 村の 機嫌 をと り 

だした。 

まか 

「ふ— ン、 わしに 委しと いたらえ えね ン。 大丈夫 やが 

と ぅぞ う 

ナ。 親分の 名 は 藤 三い うの や。 紹介した る、 さあ 一緒 

について こい」 

櫓 平と いう 男の 案内で、 帆 村 は 藤 三 親分の 配下に 臨 

時に 加えて 貰う ことにな つ た。 

彼 はこ こで も、 いささか 金 を 親分に 献上す る こと を 

忘れなかった。 

「あんまり パ ッパッ と 金を使う の は あ かんぜ」 

と、 早速 親分ら しい 注意 をした。 


「へえ、 相 済みませんです」 

それから 藤 三 親分 は、 帆 村に いろいろと 仲間の 習慣 

の 話 や、 緦 ばりの こと、 持ち場な どに ついて、 こま ご 

ました 注意 を 与えた のち、 

「さあ、 これ は 今夜の、 わしからの 引出物 や。 これ を 

一 枚、 お前に やる」 

と 云って、 一枚の 紙 札 を くれた。 

帆 村が 何だろう と 思って みると、 それ は 新別府 温泉 

プ ー ルと 書いた 一 枚の 入浴 券であった。 

「へえ、 どうも これ は、  」 

「今夜 入つ てきたら ええ やない か。 そこ は 十日 ほど 前 


に 建った 大 浴場 兼 娯楽場 や。 もちろん ぬかり は あらへ 

んゃ ろが、 わし 等の 行く 時間 は、 午後 十二時 を 廻って 

からで ゃぜ。 忘れん ようにな。 櫓 平に も、 これ を 一枚 

やる」 

親分 は 二 枚の 入浴 券 を 下された。 

帆 村に とって は、 甚だ 迷惑な ことであった。 そん 

な ことよりも、 早く 蠅 男の 所在 を 探したい のだった。 

だが 親分 さまからの 折角の 下され 物で ある。 行かねば、 

後の 祟りの 恐ろし さも 考えねば ならない。 やむなく 帆 

村 は、 その 新別府 温泉 プ ー ル なる ものに、 櫓 平と とも 

にで かける 決心 をした。 


だが、 まさか 其処に、 たいへんな ものが 待ち構えて 

いようと は、 つい ぞ 気がつかなかった ので ある。 


砂風呂の 異変 


櫓 平と 帆 村と は、 恐る恐る その 新別府 温泉 プ ー ルの 

入口へ 切符 を 出して みた。 

ていちょう 

プ ー ル では、 なんと 思った か、 たいへん 鄭重に 二人 

の 入来 を 感謝して くれた。 それ も 一に 藤 三 親分の 偉力 


のせいで あろうと 思われた。 

裸になって 浴場へ 足 を 入れて みると、 なるほど これ 

は、 入浴ず きの 大阪 人で なければ、 ちょっと 出来そう 

もない 広大なる 共同 浴場であった。 その 中央に、 大理 

石で 張りめ ぐらされ た 直径 十メ ー トルの 円形の プ— ル 

が 作って あった。 その まわり も 広い 大理石の 洗い場に 

なって いて、 そこに 二、 三人の 人た ちが 広々 と 両手 両 

足 を なげだして、 湯に のぼせた 身体 を ひやして いた。 

「どこが 新別府 なんだろう。 プ ー ルは 別に 別府 らしく 

も 何ともな いじ やない か」 

と 帆 村が いうと、 播平は 指 を さして、 


「新 別府 ちゅうの は、 この 奥に ある 砂屈呂 のこと や。 

その わりに 流行って え へん けれどな あ。 よかったら 

行って みな はれ。 ええ 女子が おって、 あんじょう 砂 を 

かけて くれる がな」 といった。 

帆 村 は 妙な 気になった。 

今夜から いよいよ 死闘 だと 覚悟して いたのに、 それ 

のんき 

が こんな 風に 呑気に 浴場に 入つ て 汗 を 流せる なんて、 

夢の ような 話で はない か。 

しかし 実 をい えば、 帆 村 もまた 大阪 人に 負けぬ くら 

い 風呂 好きであった。 別府 式の 砂風呂と 聞いて は、 も 

うじつ として いられなかった。 櫓 平をプ ー ルに 残して 


おいて、 彼 は その 砂風呂の ある 別館の 方へ 手拭 片手に 

ノコ ノコと 歩いて いった。 

なるほど 別館 建ての この 砂風呂 は、 思った よりお 粗 

末 だが、 ともかくも 別府を 模倣して、 およそ 二十 畳 敷 

くらいの 一室 全部 を 綺麗な 砂で 充 たして あった。 そし 

て、 中には 湯気が モ ャモャ とたれ こめて いて、 電灯が 

ほの 暗かった。 

中 は ガランと していた。 

ただ 一 人、 あまり 上手で はない 浪花節 を、 頭の 天頂 

からでる ような 声で うた つ ている 客が あるきり だ つ た。 

「  A わざと よろめき 立ち上り、 心 は 後に うしろ 髪、 


くらのすけ 

取って 引かる る 気 はすれ どォ。 気 を 励ました 内蔵 助ェ 

—— 」 

と、 うたう は 南部 坂 雪の 別れの 一節だった。 この 節 

は、 頗る 古い 節 まわしだった。 このうたい 手 は、 砂の 

中から 首 だけ だして、 向う の 壁に 向いた まま、 真 赤に 

なって 唸って いるの だった。 

帆 村 は、 これ も 奥へ よった ところ を 選び、 両手で 砂 

を 掘って 穴 を こしらえ ていった。 砂 を 掘る と、 あと か 

ら 湯が ドン ドン 湧いて きた。 彼 は ほど よい 穴 をつ くる 

と、 そのな かに ボ チャンと 身体 をつ けた。 なかなかい 

い 気持であった。 


相客 はま だ 浪花節 をうな りつ づけて いた。 

帆 村 は 身体 をゴ ソゴソ 動かして、 その 相客と 同じよ 

うに 胸の あたりに しきりに 砂を搔 きょせ た。 

そのと き 一人の 女が、 室内に 入って きたの を 感じた。 

餅 の 着物 を、 短く 尻 はしょり をして、 白い 湯文字 を 短 

くはいて いた。 

その 女 はいきな リ帆 村の 方へ やって きて、 

「おいでやす。 もっとう まいこと 砂 を かけて あげ ま 

ひょうか」 

といって、 彼のう しろに まわり、 肩のと ころへ 砂 を 

バ サバサ かけて くれた。 


「ありがとう。 もういい よ」 

と 帆 村が いった。 女 は 黙って、 なお も 砂 を 帆 村の 頸 

の 方にまで 積んで いった。 女 はさつ きの 愛想笑いに 似 

ず、 急に 無口の ようになって、 帆 村の 頸の あたりに、 

妙な 具合に 両手 をから ませる ので あ つ た。 

(変 だ ぞォ) 

せつな 

と 思った その 剎那、 それまで 帆 村の 頸の まわり を 

た わむ  から  から 

戯れの ように 搦ん では 解け、 解けて はまた 搦 みつい 

てきた 女の しなやかな 指が、 板片 のよう な 強さで もつ 

おどろ 

て、 帆 村の 頸 を グッと 締めつ けた。 彼は愕 いて 砂の 

中から 立ち上ろう としたが、 女 は 盤石の ように 上 か 


ら 押しつけ ていて、 帆 村の 自由に ならない。 その上、 

女の 指 は 頸 をギュ ウギ ユウ しめつけて くる。 向う の 相 

客に 助け を 求めよう としたが、 声の 出るべき 咽喉が こ 

うな 

の 有様で、 呻る こと さえ 出来なかった。 そのと き 向い 

のうしろ 向きに な つ ていた 男が、 急に ビタリと 浪花節 

を やめた。 

「やれ、 気がついて くれた か」 

よろこ 

と 思って 悦ん だの は、 ほんの 一瞬間であった。 

あいきゃく  くび 

相客 は 砂の 中に、 その 長い 頸 を グッと 曲げて、 帆 村 

の 方 を 眺めた。 彼 はすべ て を 呑み こんでいる という 風 

に ニヤ ニヤと 笑って いるの だった。 長い 顔、 そして 大 


きな 唇。 その 顔！ 

「おお、 貴様 は蠅男 だな」 

帆 村 は 口の 中で 呀ッと 叫んだ。 

砂の 中から 出て いるの は、 蠅 男の 頸だった ので ある。 

悪逆 残忍、 たとえる に 物な き 殺人 魔 • 蠅 男の 首に 外な 

ら なかった。 

「お 竜、 しっかり 圧え ていろ」 

蠅男は 底力の ある 低い 声で 呶 鳴った。 

くぴ おさ 

お 竜！ するとい ま 帆 村の 頸 を 圧え つけて いるの は、 

蠅 男の 情婦のお 竜だった の だ。 

よくも ここまで 帆 村 を 引ずり こんだ ものである。 い 


や、 これ は蠅 男が 一歩 先の 先 まわり をして、 ここに 

陥银を 設けて おいた ものであろう。 帆 村の 想像して い 

たと おり、 天 王 寺 公園 付近に 蠅男は 隠れて いて、 そこ 

を緦 ばりと する 仲間の 誰彼と、 緊密な 連絡 をと つてい 

たもの らしい。 

帆 村 はい まや 風前の灯であった。 お 竜が この 上グッ 

と 手に 力を入れ るか、 それとも 蠅 男が 砂の 中から 飛び 

ついて くれば、 もうお しまいだった。 

帆 村 一 生の 不覚だった。 

彼 は 頸 を 締めつ けられる あまり、 だんだん 朦朧と 

なって くる 意識の 中で、 なんとかし てこの 危難からの 


むち 

がれる 工夫 はない もの かと、 働かぬ 頭脳に 必死の 鞭 を 

うち つづけた。 


死線 を 越えて 

きだい  か いま  ぼう * きゃく 

稀代の 怪魔 「蠅 男」 の 暴 逆 の あと を 追うて 苦闘 また 

苦闘、 神の ような 智謀 を かたむけて、 しかも 勇猛 果敢 

な 探偵ぶ り を 見せた 青年 探偵 帆 村荘六 も、 いま 一 歩と 

いうと ころで、 無念に も蠅 男と お 竜の 術中に 陥り、 い 


ま 湯気に 煙る 砂風呂の うちに 惨殺され ようとして いる 

むざん 

のであった。 なんという 無慚、 なんという 口惜し さで 

あろう。 

お 竜の 十本の 指が やさしき 女と は 思われぬ 恐ろしい 

力で もって、 帆 村の 頸 を 左右から 刻一刻と 締めつ けて 

くるの だった。 起き 上ろうと する が、 生憎 首のと ころ 

まで 砂に 埋 つてお り、 肩の 上から はお 竜の はちきれる 

ように 肥えた 膝頭が、 盤石の ような 重味と なって 圧し 

つけて いるので あった。 これで は 身動きさえ できない 

(参った。 —— しかし まだ 血路の 一 つや 二つ はあり そ 

うな もの だが！) 


帆 村 は 全身の 血 を 脳髄の なかに 送って、 死線 を 越え 

ようと 努力 をつ づけて いた。 

「こ、 殺される 前に —— 」 

と、 帆 村 はふり しぼる ような 声 を あげた。 

「し ッ、 静かに しろ」 

と、 蠅男は 依然として 砂の なかから 首 だけ だして 眼 

を剝 いた。 

「こ、 殺される 前に、 一 つ だけ 聞きたい ことがある。 

く、 頸 をす こし、 ゆ、 ゆるめて …… 」 

それ を 聞く と、 蠅男 はなに 思った か、 お 竜の 方に そ 

ききめ 

れと サイン を 送った。 その 効目 か、 お 竜の 指の 力 は、 


申 訳に すこし ゆるんだ よう だ。 

「早く 云え」 

「うむ」 と 帆 村 は 喘ぎ 喘ぎ 「貴様 は、 なぜ あの 三人 を 

殺した の だ。 鴨 下 ドクトルと 玉屋と 塩田 先生と、 この 

三人 を 殺す に は 定めし 理由が あったろう。 それ を 教え 

て くれ」 

「そのこと か」 と蠅男 はたち まち 見る も 残忍な 面に 

なって、 

「冥土の 土産に それ を 聞かせて やろう か。 鴨 下と いう 

ェセ 学者 は、 五体 揃った 俺の 身体 を 生れ もっかぬ こん 

な 姿に してし まった。 自分の ために、 他人の 人生 を 全 


然 考えない ひどい 野郎 だ。 それ を 殺さずに や いられる 

もの か。 玉屋の やつ は 余計な おせっかい を しゃがった 

ため、 俺 は 永い 間 牢獄に つながれ るし、 死刑まで 喰つ 

た。 俺が 南洋で 西 山 を 殺した の は、 金に 目が くらんだ 

ためば かりではなかった。 彼奴 は、 俺に 勘弁なら ない 

侮辱 を 与えたん だ。 その 復謦 をして やった の だ。 塩田 

あきた 

検事 は、 俺 を 死刑に しても 慊らぬ 奴 だと、 ひどい 論告 

を 下 しゃがった。 それが ために、 俺 は 無期の 望み さえ 

取上げられて しまったの だ。 どう だ、 お前と 俺と が 入 

れ かわって いたと 考えて みろ。 お前 もき つと 俺の よう 

にした に違いないんだ」 


なんという 恐ろしい 告白だろう。 一応 条理 はたって 

いるつ もりで、 悪い と 思う どころ か 平然と 殺人 を や つ 

て 悔いない と は、 正に 鬼畜の 類であった。 

「まだ、 やる のか」 

「まだまだ やっつける 奴が いる。 さしあたり お前 を 

やつ つけて やる」 

「いつも 脅迫状に つけて あった、 あの 気味の わるい 手 

足 を 椀がれた 蠅の 死骸 は？」 

「分って いる じ やない か。 手足の ない 俺の サイン だ」 

帆 村 は、 すっかり 観念した ように 装いながら、 実は 

しきりと 時間の 経過す るの を 待って いたの だ。 あまり 


長くなる と、 きっと 連れの 櫓 平が 怪しんで この 砂風呂 

に 入って くるだろう から、 そのと き 騒げば 助かる かも 

しれない と 思って いたのだった。 

「あの 巧妙な 手 や 足 はずい ぶん 巧妙に できて いるが、 

一 体 何と 何との 働き をす るんだ」 

「あれ はこう だ。 まず 右手の 腕に は …… 」 

と、 蠅男 はついい い 気になって、 自分の 巧妙な 義手 

の 話 を はじめた。 それ を 帆 村 は、 さっきから 待って い 

たの だ。 突然 彼 は、 

「えい ッ」 

と 叫ぶな り、 満身の 力 を こめて、 砂の 上に ガバ とう 


つ 伏せに なった。 

「ああ ッ」 

とお 竜が 叫んだ とき は、 もうす でに 遅かった。 帆 村 

の 力に ひかれて、 お 竜 は 強く 前の 方に グッ とひ かれ、 

ヨロ ヨロと なった ところ を 帆 村 はす かさず、 さっと 身 

をう しろに 開いた から、 大きな お 竜の 身体 は 見事に 背 

負い 投げき ま つ て、 もん どり う つ て 前に 叩きつ けられ 

したた か 腰骨 を 痛めた。 それ も 道理であった。 帆 村 は 

お 竜の 身体が、 蠅 男の 首の 真上に 落ち かかる よう、 う 

まい 狙い をつ けて、 一石二鳥の 利 を 図った の だ。 

「あ ッ、 危 ぃッ」 


と蠅 男が 悲鳴 を あげたが、 既にもう 遅かった。 蠅男 

の 首はズ プリと 砂の 中に もぐりこんだ。 

素晴らしい 転機であった。 

帆 村の 沈勇 は、 よく 最後の 好機 を とらえる ことに 成 

功し、 辛うじて 死線 を 越えた。 

帆 村の 身体 は、 いまや 軽々 と 自由にな つた。 

砂の 中に もぐりこんだ 蠅 男の 苦しそう な 呻き 声。 だ 

が 不死身の 蠅男 のこと であるから、 そう 簡単に、 砂の 

中で 往生す るか どうか。 

蠅男 は、 まるで 怒った 牡牛の ように 暴れ だし、 あた 

りに 砂をピ シ ャ ンピ シ ャ ンと はねとばした。 ， J の怪魔 


に 対し 果して 帆 村に 勝算 あり や！ 

力 力 や  力い 力 

輝 力し レ 

お 竜が 腰 をお さえ、 歯 をく いしば つてい るの は、 帆 

村に とってた いへん 幸いだった。 

まじ 

帆 村 は 素 速く 蠅 男の 背後に まわる と、 湯 交りの 砂の 

中に もがく 蠅男 を、 うしろから グッと 抱き あげた。 

「うう ぬ」 


と 蠅男は 満身の 力 を こめて、 抱えられ まいと 蝦の よ 

うに ピン ピン 跳ね まわった。 これ を 放して はたい へん 

である。 帆 村 は 両腕 も 千切れよ とば かり、 不気味な 肉 

塊 を 抱きしめた。 

蠅男は 蛇の ように 首 を 曲げて、 帆 村の 喉 首に 嚙 みつ 

J うとす る。 

「もうこつ ちの もの だ。 じたばた する だけ 損 だぞ」 

， J の 言葉が 蠅男 の 耳に 入らば こそ、 怪魔 はなお も激 

しく 抵抗す る。 さすがの 帆 村 も、 その 大力に 抗 しかね 

て、 押され 気味と なった。 

だが 帆 村に はま だ、 自信が あった。 


彼 は 蠅男を 抱きしめた まま、 悠々 と 砂風呂の 出入口 

から 外へ 出た。 そして 足早につつ— ッと 走って プ— ル 

の ある 広間に 駆け こんだ。 

「皆さん、 蠅男 をつ かまえました ッ」 

というな り 帆 村 は そのまま、 ザン プリと 熱湯 満々 た 

るプ— ルの 中に とびこんだ。 

「うわ— ッ」 

と、 これ は蠅 男の 悲鳴 だ。 

帆 村の 作戦 は 大成功 をお さめた。 義足 義手 をつ けて 

は 天下 無敵の 蠅男 も、 帆 村に 抱きしめられて 暴れる た 

びに、 ズブ リズ プリと 水 雑炊なら ぬ 湯 雑炊 を くら つ て 


はた まらない。 二度、 三度と それ をく りかえ している 

うちに、 蠅男 は、 だんだんと 温和し くな つてい つた。 

「さあ 皆さん。 住 吉署に 電話 を かけて 下さい。 署長 さ 

んに、 帆 村が ここで 蠅男 をお さえて いると 伝えて 下さ 

い」 

だしぬけ 

この 場の 唐突な 乱闘に、 プ ー ル から 飛び あがって 呆 

然として いた 入浴 客 は、 ここに 始めて、 目の前の 活劇 

が、 いま 全巿を 震駭 させて いる 稀代の 怪魔蠅 男の 捕物 

であった と 知って、 吾れ にかえって 大騒ぎ を はじめた。 

帆 村が、 この 何処に 置きよう もない 重い 肉塊 を 抱え 

て、 腕がぬ けそうに 疲れて きたと きに、 やっと 正木 署 


長 を はじめ、 警官の 一 隊がド ャドャ と 駆け こんでくれ 

た。 

「どうした 帆 村 君。 いよいよ 蠅男を 捕えよ つた かッ」 

「は ァ、 ここに 抱いて 居ります」 

「なに ッ」 と 署長 は 目 をみ はリ、 「おおそれが 蠅男 か。 

想像して いたよりも 物凄い やつち ゃァ。 待つ とれ。 い 

ま 皆に おさえさせる。 そ ォれ、 掛 れッ」 

署長が サッと 手 を あげる と、 警官た ち は 靴の まま 

プ ー ルの 中に ザ ブンと 飛び こんで きた。 

「オヤ、 I— 」 

と 近づいた 警官が 愕 きの 声 を あげた。 


「蠅男 は 死ん どり まっせ」 

「ええ ッ、  」 

「こっちへ 取り まつ さかい、 帆 村 はん、 手 を 放しても 

よろし ま つ せ」 

「そ ォれ、 —— 」 

警官隊の 手に と つ て 抱き とられた 怪人 蠅 男の 肉塊 は、 

脔篛 のように グ ニヤ リ としていた。 そして 口から 頤 

にかけ て、 赤い 糸の ような ものが ス ー ッと跡 を ひいて 

いた。 血 だ、 血 だ！ 

「舌 を嚙 みよった な。 ええ 覚悟 や」 

と、 いつの 間に 来て いたの か、 正木 署長が 沈痛な 声 


でい つた。 

「ああ、 とうとう 蠅男は 死にました か」 

そういった 帆 村 は、 はりつめた 気が 一度に ゆるむ の 

を 感じた。 

「お ッ、 危ぃ。 どうしな はった、 帆 村 はん」 

鬼神の ように 猛き帆 村だった けれど、 蠅 男の 自殺 を 

目の あたりに 見た 途端、 激しい 衝動の ために、 遂に 意 

識を うしなって、 警官た ちの 腕の 中に 仆れ てし まった。 

「無理 もない。 蠅 男と、 徹頭徹尾 闘った の やからな ァ」 

そういって 正木 署長 は、 ソッと 帆 村の 腕 を 握って 脈 

を さぐ つ た。 


氺 

もちろん 帆 村 は、 間もなく 意識 をと りかえ した。 そ 

して あと は 元気に、 蠅男 事件の 後始末に 力 を 添えた の 

であった。 

その後に なって、 当時まで まだ 誰に も 知られな かつ 

むざん 

た 無 慚なー つの 事件が 明らかにされた。 それ は 事件の 

途中から 行方不明 になって いた 池 谷 医師の 屍体が、 彼 

の控 家の 天井裏から 発見され たこと であった。 彼は蠅 

男の ために、 そこに 手足の 自由 を 奪われた まま 監禁 さ 

れ ていたの だった。 そして 誰も 食料 を搬ぶ 者が なかつ 

たま まに、 とうとう 餓死して しまった ものである。 こ 


れも蠅 男の 残忍性 を 語る 一 つの 材料と なった。 

池 谷 医師 は、 蠅 男の ような 悪人ではなかった。 ただ 

彼は蠅 男から、 一 つの 弱点 を 握られて いたのであった。 

それ をい うと、 またく どくなる が、 要するに 蠅 男の 情 

婦ぉ 竜と 昔 関係の あった 仲で、 お 竜 は 彼のた めに 捨て 

られた 女だった といえば、 あと は 誰に も それと 察しが 

つくであろう。 彼 はそんな ことで、 心ならず も ある 期 

間 は蠅男 やお 竜と 行動 を 共に していた ので ある。 

それ は その 年 も 押しつ まって、 きょう 一日の 年の 暮 

だとい うその 日の 朝、 大阪 駅頭に 珍しく 多数の 警察官 

まじ 

を 交えた 見送り をう けつつ、 東京 行の 超特急 列車 「か 


もめ」 号の 二等 室で 出発しょう とする 一 組の 新 夫婦が 

あった。 

「では、 お 大事に」 

「新 家庭 は、 いよいよ 新しい 年と ともに 始まる という 

わけ だすな」 

「まあ 近いう ち、 お 二人 揃って 大阪へ 里帰りす るの 

でつ せ」 

はなむ 

などと、 朗らかな 餞け の 言葉 は あとから あとへ と 

新郎新婦 の 上に 抛 げられ る。 

やがて、 列車 は 出る らしく、 ホ ー ムの ベル はけた た 

ましく 鳴り だした。 


そのと き 人の 垣 を わけて、 車窓に とびついた 一 人の 

紳士が あった。 これ は 村 松 検事だった。 

「ああ、 間にあって よかった。 君た ちの 結婚 を 祝おう 

と 思って、 大きな デコレ —ショ ンケ ー キを 注文して 置 

いたのが、 ばかに 手間 どって ネ。 これなん だよ、 やつ 

と 出来た」 

ガラス 

と、 車窓に さしだし たの は、 大きな 硝子 器に 入った 

見事な ケ— キ だった。 

「よく 見て くれ、 これ は 君た ちの 好きな 大阪 名物の 岩 

おこしで 組みた てて あるんだ が、 一 かけずつ 製造所が 

ちがって いて、 味 もちが つてい るの だ。 これ を 二人で 


仲よ く 食べ ながら、 たまに ゃ大阪 のこと も 思 いだして 

くれた まえ」 

若き 夫婦 は、 感激の いろ を 現わして、 この 素朴な が 

ら 念の 入った 贈物 を 感謝した。 

ベルの 音が ハタと 止った。 いよいよ 発車で ある。 見 

送りの 人た ち は、 いいあわせ たように 両手 を あげて、 

二人の 新しい 生活の 門出に 万歳 をと なえた。 

「帆 村 探偵、 ばん ざ— い」 

「花嫁 糸 子さん、 ばん ざ ー い」 

いま は 夫と 仰ぐ 帆村荘 六と チラ リと目 を 見合わせて 

新婦 糸 子 は 羞 しそうに パッ と頰を 染めた。 


それ を 望んで、 見送り 人た ちの 中から、 また 大きな 

賑やかな 拍手が 起った。 

はか  じょじょ 

列車 は 測り きれない 幸福 を 積んで、 徐々 に 東へ 動き 

だ ノ」 こ。 
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